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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』（著：とーわ）お試し版が収録されています。







　目次




デスマーチからはじまる異世界狂想曲 12




世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～　電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：風花　風花）

























　CONTENTS








久しぶりの迷宮

感謝の宴うたげ

デュケリ准男爵

ベリアの魔法薬

力不足

再訓練

魔誘香

区画の主エリア・マスター

エピローグ

EX-1：夢む晶しよう霊れい廟びよう

EX-2：ゼナ隊の受難






　あとがき







　久しぶりの迷宮





〝サトゥーです。トラブルというのは注意していても向こうからやってくるものです。いかに回避するかだけではなく、いかに被害を抑えてリカバリーするかも重要だと思うのです。〟






「やばっ、空に逃げられた！　ルル！　ミーア！」

　紫髪を後ろにはね上げ、アリサが逃げ出した魔物──苔蟹蜂モス・クラブ・ビーを指さす。

　魔法少女のような可愛かわいらしい装備なのに、言動や仕草のせいで、可愛いよりも勇ましいイメージを感じる。

　緑色の血を流しながら飛ぶ苔蟹蜂の足が一本、不自然に切れて脱落した。

　恐らくはアリサが無詠唱で放った空間魔法によるものだろう。

「乱れ撃ちいきます！」

　武装メイド装備に身を包んだルルが、狙そ撃げきライフル風のミリタリーな外見をした輝炎銃を構え、射撃モードを連射に切り替える。

　長い銃身から放たれた輝く弾丸が、暗い迷宮を照らし、広場のそこかしこから生えた水晶の柱に反射した。

　水晶に反射する明かりがルルのストレートロングの黒髪を照らし、傾城という言葉さえ控えめなルルの清せい楚そな美び貌ぼうを彩る。

　──ＫＷＨＡＡＡＡＡＮＹＷＥＥＥ。

　炎の弾丸に追われた苔蟹蜂が身を守ろうと氷魔法で盾を作り出す。

　氷の盾が数発を防いでみせたものの、やがてパリンッと涼やかな音を立てて砕け散り、その身に炎の弾丸を受ける。

　苔蟹蜂は次々に被弾し、ついには俊敏な飛行ができないほど翅はねに傷を負った。

「■■　強風ハイ・ウインド」

　ミーアが長い杖つえを持つ両手を広げ、精霊魔法を使う。

　風魔法の「気鎚エア・ハンマー」にも相当する強力な風が、辛うじて飛んでいた苔蟹蜂を地上へと叩たたき落おとした。

　その余波が、ツインテールにしたミーアの青緑色の髪を後ろへと流し、エルフの特徴である少し尖とがった耳が露あらわになる。

　──もっとも、露わになったのは耳だけではない。

　仲間達のスカートも強風で翻り、色とりどりの下着が露わになってしまっていた。

　アリサがこちらにアピールするようなポーズで「いやーん」と言っていたが、軽くスルーしておこう。

「逃げ出す怯きよう懦だな魔物よ！　蟹かにか蜂はちかはっきりしろと要求します！」

　無表情な顔で淡々と叫んだのは、見た目が金髪巨乳美女で実年齢ゼロ歳というホムンクルスのナナだ。

　挑発スキルが乗ったナナの言葉に、地べたで藻も搔がく苔蟹蜂がボロボロの翅を広げてナナを威嚇する。

「ういんぐ・すらっしゃ～？」

　白髪をショートにした猫耳猫尻しつ尾ぽのタマが苔蟹蜂の死角から飛び込み、魔刃を纏まとわせた双剣で片方の翅を切り落とした。

　そして、さらに追撃しようと双剣に魔力を篭こめる。

「ちゃんす到来なのです」

　茶髪をボブカットにした犬耳犬尻尾のポチが、苔蟹蜂の首を落とそうと瞬動スキルを使って側面から肉薄する。

　この一撃で勝負を決めようというのだろう。

　魔剣に纏わせた魔刃が、迸ほとばしるような赤い烈光を放っている。

「ポチ！　危ない」

　オレの警告は間に合わず、決死の苔蟹蜂が残った翅を震わせて横に急加速し、ポチを撥はね飛とばした。

　苔蟹蜂の背中で追撃しようとしていたタマも、予期せぬ急加速に負けて転がり落ちる。

　オレの視界の片隅で、ルルがポチを救出しに駆けていくのが見えた。

「一気に止とどめを刺すわ」

「ん」

　アリサの言葉にミーアも攻撃魔法の詠唱を始める。

　相手が格下のせいか、麻ま痺ひや足止め系の魔法で縛ってから堅実に戦うのではなく、効率重視で一気に倒してしまう方針のようだ。

「瞬動──」

　朱色の髪をなびかせた橙とう鱗りん族のリザが、魔ま槍そうに魔刃を纏わせて瞬動スキルを発動する。

　瞬間移動さながらの速度で苔蟹蜂の眼前に肉薄し、六つの複眼の中央に魔槍を突き立てた。

　魔槍の放つ赤い光が、一条の軌跡となって瞳ひとみに残る。

「──螺ら旋せん槍そう撃げき！」

　魔槍の周りに渦巻いていた赤い光が、螺旋を描くように苔蟹蜂の頭部を引き裂いていった。

　三分の一ほど残っていた苔蟹蜂の体Ｈ力Ｐゲージが一気に減っていく。

　──ＫＷＨＡＡＮＹＮＹＭＹＮＹＷＥ。

　やがて断末魔の叫びを上げていた苔蟹蜂の瞳から光が消え、蟹と蜂を融合させたような巨体が地響きを上げて地に横たわる。

「あちゃ～、またリザさんに止めをとられちゃったわね」

「むぅ、残念」

　魔法をキャンセルしたアリサとミーアが、肩を竦すくめつつ探査魔法を使っている。

　新たな魔物が接近していないかチェックしているのだろう。

　アリサが言うように、最近は前衛陣の中でリザの攻撃力が突出してきた。一人だけ必殺技系スキルを持っているのもあるが、魔刃の効率が他ほかの子達よりも上がっているのも理由の一つだと思う。

「ポチちゃんは大丈夫みたいです」

　苔蟹蜂に撥ね飛ばされたポチを心配して駆け寄っていたルルが報告してくれた。

　砕けた水晶の瓦が礫れきの向こうから、ポチがひょこっと顔を見せる。メニューの情報で大丈夫だと分かっていても、無事な様子が見られると安心する。

「油断大敵～？」

　いつの間にかタマもポチの傍そばに行っていた。

「心配させてごめんなさいなのです」

「血出てる～？」

「これくらいへっちゃらなのです」

　水晶の破片で切ったようだ。

　タマが手持ちの魔法薬をかけて治療してやっている。

　やはり、露出箇所のある軽装鎧よろいではなく、全身を覆うタイプの鎧を用意した方が良さそうだ。

「ご主人様、苔蟹蜂は解体するの？」

「花付きじゃないし、苔こけも蟹肉も十分だから、そのまま収納しておくよ」

「ほーい」

　オレは巨大な苔蟹蜂の死し骸がいに触れて回収する。

　苔蟹蜂の背中の苔は、下級の体力回復薬の素材になり、まれに苔の間に咲いている小さな花は様々な病気を癒いやす薬になる。

　蟹肉は全体的に少し固く大味だが、わずかに蜂はち蜜みつのような甘みがあるので年少組に人気だ。

　苔蟹蜂の殻は頑丈な上に軽く、良い防具が作れそうだが、仲間達の装備には劣るので、もっぱら蟹かに鍋なべの器にしか使っていない。

　なお、翅は風魔法の触媒に使えるそうだ。

　氷魔法を使う個体の翅は氷の属性もあるらしく、魔力を流すとほんのりと冷たくなる。

　この翅を使った団扇うちわや扇風機なら、夏も快適に過ごせそうだ。

「サトゥー」

　不意にミーアがオレの腰に抱きついてきた。

　視線を下ろすと、満面の笑みを浮かべたミーアの顔があった。

「上がった」

　レベルが上がったという事だろう。

　ミーアはレベルアップするのに必要な経験値が、他の子の二倍くらい必要なので、レベルアップのタイミングがズレるのだ。

「褒めて」

「おめでとう、ミーア」

　ミーアの素直な要求に応こたえて褒めると、他の子達も次々に祝福の言葉を口にした。

「これで全員レベル三八になったわね」

　アリサがこちらに挑戦的な瞳を向けてきた。

「そろそろ区画の主エリア・マスターと戦えるかしら？」

「まだ無理だよ。眷けん属ぞくの方を倒してからかな」

　称号に「区画の主」と付いている魔物は、弱いのでもレベル五〇はあるので、さすがにまだ早すぎる。

　その眷属なら、レベル四〇くらいでお手て頃ごろだから、まずはそちらからだろう。

　オレは性急なアリサの頭を撫なでながら、皆に話しかける。

「キリもいいし、今回の迷宮探索はこの辺で引き上げよう」

「えー、もう？」

「ああ、敵もいないしね」

　レベル一ひと桁けたのザコはいるが、それだとレベル上げという目的には向いていない。

　オレ達は迷宮連泊の攻略で、予定していた六つの区画で乱獲し、経験値稼ぎに使えそうな強い魔物をほぼ狩り尽くした。

　今回の迷宮攻略での仲間達の奮闘具合は凄すごかった。

　ここしばらくは、迷宮都市での浮浪児問題に端を発した養護院開設や迷宮内の迷賊掃除や下町の火事で救出した女性達の自立支援などに忙しくて、なかなか迷宮に入れなかったからね。

　迷宮に入る前に、西ギルド前に現れた魔族化した迷賊達との戦いで、銀色の中級魔族に後れを取った事を気にしていたのかもしれない。

　あの事件の後に、色々と問題を起こしていた緑貴族ことポプテマ相談役が「緑の上級魔族」に精神魔法で洗脳されていた事が判明し、様々な事件が迷宮都市で魔王を復活させようとしていた「緑の上級魔族」の企たくらみだったと分かった。その企みもオレが知らずに潰つぶしていたようだが……。

　そして、その「緑の上級魔族」が残した「擬体アバター」という存在の一体を八つ当たり気味に退治し、もう一体にマーカーを付けて泳がせてある。

　今回の迷宮攻略前に、王家直轄領の北端都市にいた「擬体」が、先ほどチェックした時には王家直轄領の北にあるゼッツ伯爵領を抜け、レッセウ伯爵領に移動していた。

　レッセウ伯爵領から北東に向かえばセーリュー伯爵領方面になるが、「擬体」の目的地は北西のビスタール公爵領の方らしいので、ゼナさんやセーリュー市の知り合いが危険に晒さらされる心配はなさそうだ。

「それじゃ、恒例の宝箱探しと採取でもして締めましょ」

　アリサの言葉に、オレはマップを閉じ思考を中断する。

　これまで宝箱の発見はタマ任せだったのだが、今回の迷宮攻略からは魔物を狩り尽くした後に皆で探索する事にしている。

　新人探索者講習会で聞いた話では、岩陰や埃ほこりが堆たい積せきした窪くぼみや蜘く蛛もの巣すの下などに宝箱が隠れていると教えてもらったので、そういった場所を重点的に探すのだ。

　その甲か斐いあってか、それぞれの区画で一つから三つの宝箱を見つける事ができた。

　どれも大した物は入っていなかったが、魔力を帯びた装身具や呪のろわれた武具、薬効の切れた魔法薬などはそこそこ見つかっている。

「きらきら～」

「お土産にするのです！」

　タマとポチが地面に転がる水晶を拾って、自分達の妖よう精せい鞄かばんに収納している。

「ご主人様、採取が必要なら集めて参りますが、いかがいたしましょう？」

「水晶はさっき大きいのを取ったからいいよ」

　透明な水晶や色で忌避される紫水晶は一〇トン単位、珍重される水色や青の水晶もトン単位で回収してある。

　大して価値のあるモノではないが、迷賊から救出した人達の内職用の素材に使ってもらおうと考えているのだ。

　適当な小片に迷宮都市の市民に受けそうな「招福」「家内安全」「恋愛成就」「武勇」なんかのルーンを刻んで、お守りタリスマン的なアクセサリーを作らせようと思っている。

「あ！　見つけたのです！」

「ポチないす～？」

　ポチとタマの声がする方に行くと、岩壁の窪みにくっついた巨大な蜂の巣があった。見つけたのは宝箱じゃなくて苔蟹蜂の巣だったらしい。

　ここの「区画の主」である女王森蟹蜂クイーン・フオレスト・キヤンサー・ホーネツトの巣は砦とりでくらいの巨大な構造物だったので、これは比較的若い巣なのだろう。

　女王森蟹蜂の身や素材も捨てるところがないくらい良かったが、なかでも八対の翅はねから取れた風晶珠は初取得の貴重品だった。

　巨大な巣から得られた大量の蜂蜜や蜜みつ蠟ろうが霞かすむほどだ。

「あまうま～？」

「とっても甘いのです！」

　苔蟹蜂の巣から地面に垂れる蜂蜜の雫しずくを、指で掬すくったタマとポチが幸せそうに目を細める。

　普通の蜂蜜より薄く風味も落ちるが、甘さは変わらないので甘味飲料や調理用に使うと良いかもしれない。

「ここのは発酵して蜂蜜酒ミードになっていないみたいだね」

　女王森蟹蜂の巣で手に入れた蜜は三分の一くらいが、蜂蜜酒に変わっていたのだ。

　既に蟹蜂の蜜は消費しきれないくらいあるのだが、せっかく見つけたのだし、これも回収していく事にする。

「あ、あれ！」

「宝箱じゃん」

　巣を回収した後の岩の上に、金属製の宝箱があった。

　宝箱の上に苔蟹蜂が巣を作ったのだろう。

「罠わなない～？」

「珍しいね」

　オレの「罠発見」スキルでも、罠は検知できなかったので、宝箱の鍵かぎを爪つめの先に出した魔刃で切って開ける。

「小冊子と巻物、それから小瓶が一本みたいね」

　ＡＲ表示によると小瓶の中身は万能薬、巻物は万能薬のレシピらしい。

　小冊子はゴーレム系作製の土魔法が載った呪じゆ文もん集しゆうのようだ。

　オレはＡＲ表示で得た情報を仲間達に伝える。

「ふーん、なかなかアタリじゃない？」

「そうだね──」

　──あれ？

「どうしたの？」

「この万能薬のレシピは半分だけみたいだ」

　残りは別の宝箱に隠されているのかもしれないが、なかなか意地悪だ。

　オレはエルフ達のレシピを知っているから、そこからの類推で埋められるが、これだけでは何の役にも立たないだろう。

　もしかしたら、レシピの断片を集めるクエストなのかもね。

「残念～？」

「しおしお～なのです」

「たまにはそんな事もあるさ」

　このゴーレム系作製魔法の呪文集や万能薬の小瓶だけでも、それなりにお宝だしね。

　オレ達は一通り宝箱探索を行い、別荘の保管庫に余剰魔コ核アを投入してから、私立養護院の子達へのお土産を確保しに、迷宮蛙メイズ・フロツグのいる第八区画へと向かった。





◆






「結構遠いの？」

「歩きだと二時間くらいかな？」

「うげ～」

「うげげ～？」

「うげげのげ、なのです」

　アリサの声と態度をタマとポチがまねる。

「もう、アリサが変な声を出すから」

「ごみんなさ～い」

「はんせ～」

「なのです」

　ルルに叱しかられたアリサが反省のポーズをすると、またしてもタマとポチがまねた。

　たぶん、マネをするのが楽しい年頃なのだろう。

「にゅ？」

　タマとポチの耳がピクリと動く。

「せんとー音～？」

「たくさん戦っている音なのです」

　タマとポチが気付いてから五分ほどで、多くの探索者集団が戦う大広場へと辿たどり着ついた。

　大広場と言っても、胸元まで隠れるような雑草の海と天井から垂れ下がる幕状の遮しや蔽へい物があるので視界が悪い。この垂れ幕状の遮蔽物は比較的あちこちの広場や回廊で見かける蜘蛛の巣の残ざん骸がいに埃が堆積したものだ。

「あら？　蛙かえるじゃなくてカマキリと戦ってるじゃない」

「この区画は虫系が中心なんだ。蛙は区画の隅の方だよ」

　探索者達が雑草の海を切り開いて陣地を築き、カマキリやバッタの魔物と戦っている。

　どの集団も赤鉄の探索者が率いる一〇人から二〇人の大集団で、レベル二〇超えの主メンバー数人とレベル一〇前後の補助メンバーという構成が多い。

　ほとんどは戦士だが、どの集団にも神官や魔法使いの姿があった。

　カマキリ系は高く売れる素材なので、装備が充実した規模の大きめのパーティーが陣取っているようだ。

　オレ達は邪魔にならないように、大広場の縁にある少し高台になった通路を進んだ。

「キラキラ～？」

「キンキンしてるのです」

　タマとポチが指さす方には、銀色に輝く金属鎧よろいを着込んだ集団がいる。

　ＡＲ表示によると「銀光」という貴族女性ばかりのパーティーのようだ。

　金属甲冑フル・プレート・メイルを着込んだ重戦士四人が盾役となり、鎖帷子かたびらを着た中衛が盾役の後ろから長なが槍やりやポールメイスで攻撃している。

「ご主人様、あの子達って前に迷宮蟻メイズ・アントの連鎖暴走トレインから助けた子達じゃない？」

　金属鎧の後ろで討伐済みカマキリを解体している者達の中に見覚えのある二人がいた。

「ああ、『麗しの翼』の子達だね」

　前に迷宮都市で会った時に、赤鉄の探索者の遠征隊に交ぜてもらえると言っていたのは、「銀光」の事だったようだ。

　彼女達を含む解体班のところに、レベル五ほどの迷宮飛蝗メイズ・ホツパーが飛び込んできた。

「危険」

「大丈夫だと告げます」

　振り返るミーアをナナが宥なだめる。

　解体班の護衛をしていた二人ほどの丸盾ラウンド・シールド持ちの娘達が、迷宮飛蝗との戦闘を開始した。

　それを見た解体班の娘達も、武器を取って援護に入ろうとしていたが、監督役の金属鎧娘に制止されて解体作業に戻る。

　なんとなく、解体班の娘達は不満げだ。

「それにしても、あの丸盾の片方はへっぽこね」

　もう一方はベテランのようだが、アリサの指さす方は明らかに動きが悪い。

「新人探索者講習会で見かけた娘ですね。まだまだ迷宮での戦いに慣れていないのでしょう」

　リザに言われて思い出した。

　たしか、ダリル士爵令嬢の──ジーナという名前の娘だ。

「そこのお前達！　我ら『銀光』に用がないのなら立ち去れ！」

　オレ達に気付いた監督役の金属鎧娘が、斧槍ハルバードを振り上げながら大声で威嚇してきた。

　そういえば、迷宮の中では他ほかの探索者パーティーも警戒対象なんだったっけ。結構距離があるから大丈夫かと思ったが、じっと見ていたせいで警戒させてしまったようだ。

　オレは失礼を詫わびて、その場を立ち去る。

　移動しながら見る限りでは、どのパーティーも総力を挙げて魔物と戦うのではなく、必ず戦闘していない予備戦力を作るようにしていた。

　消耗したところを狙ねらってくる魔物や迷賊、それに苦労して弱らせた獲物を横から搔かっ攫さらうようなマナーの悪い探索者パーティーに襲われるのを警戒しているのだろう。

　もちろん、魔物の乱入や不慮の事態をカバーするために、安全マージンを取っているのもあるんだろうけどさ。





◆






「血の臭においなのです！」

　先ほどのジーナ嬢達がいた大広場と次の大広場を繫つなぐ主回廊の中ほどあたりに、魔物に喰くわれている数人の遺体を発見した。

　黒くて平べったい虫型の魔物に、喰われているようだ。

「待って！」

　そちらに向かおうとした仲間達を、タマが鋭い声で止める。

　その視線の先、主回廊のアーチから赤黒い液体が滴っていた。

　──血だ。

　アーチの陰からボタリとムカデ型の魔物が落ちてきた。

　レベル一五程度なのに、頭は枕まくらサイズで全長五メートルくらいある。

「空間把握の魔法で周囲を確認するわ──迷宮百足メイズ・セントピードが天井付近にまだ二匹くっついているから注意して」

　アリサが無詠唱の空間魔法で確認している間にも、先ほど地上に落ちたムカデが襲ってきた。

「ムカデよ！　足が多ければ偉いわけではないと宣言します！」

　──ムカデもそんな事は思っていないと思う。

　体当たりしてきたムカデを、ナナが大盾で防いだ。

　ムカデは体当たりした勢いのまま大盾を登ってナナを襲ってきたが、その頭をナナの魔剣が下から貫く。

　そして、動きの止まったムカデの節の間をポチの魔剣が素早く斬きり裂いた。

「やっぱ、この辺の魔物は弱いわね」

　アリサがぼやく視線の先では、ルルの雷かみなり杖づえ銃による電撃で地上に落ちたムカデを、リザが魔槍でサクサクと始末する姿があった。

「油断大敵～？」

　一人だけムカデとの戦いに参加していなかったタマは、アリサの背後から接近していた影小鬼デミゴブリン・アサシンを退治していた。

「うげっ──あ、ありがとう、タマ」

「なんくるないさ～」

　影小鬼は狭い通路を使って物陰から忍び寄る暗殺者タイプのデミゴブリンで、油断していると背後から奇襲される。

　レベル三から五くらいの弱い魔物なのに、探索者の年間死亡数の三割が、この影小鬼達によるものだと、新人探索者講習会で教えてもらった。

　遭遇戦を終えたオレ達は、先ほどの遺体に集たかる魔物を始末しに向かう。

　──げげっ。

　テカテカ光る体に見覚えがあると思ったら、一メートルサイズのゴキブリだった。

　接近戦はしたくないね。

「ご主人様、わたしが燃やすから、死体から剝はがして」

「ああ、分かった」

　オレの「誘導気絶弾リモート・スタン」で遺体から引き剝がした巨大ゴキブリ──迷宮油虫メイズ・コツクローチは、アリサの放った「火球フアイア・ボール」に焼かれて燃え尽きた。

　どうやら、燃えやすい魔物みたいだ。

「ゴキと戦ってるトコを、上からムカデに襲われたのかしら？」

「肯定。子供は見ない事を推奨します」

　遺体から青銅証と形見用の遺髪を回収するリザの後ろから、無残に食い散らかされた探索者を見たアリサが推測する。

　ムカデはアーチの上にある窪くぼみに犠牲者を引きずり込んでいたので、天駆で上昇してそこに残っていた遺体を地上に降ろしてやる。五人パーティーだったようだ。

「遺体は焼くわよ」

「ああ、頼む」

　アリサが火魔法の「火炎放射フレイム・スロワー」で遺体を焼き払う。

　遺体を放置すると、「核無し」や「呪のろい持ち」と呼ばれるアンデッドになってしまうので、遺体に遭遇したら遺品を回収して焼き払うのが推奨されているそうだ。

「生存者はいないのかしら？」

「探してみようか──」

　マップを開いて見てみたが、近くに少人数で移動している探索者はいない。

　この先の十字路を右手に曲がった先にある広場に、二〇人強の大規模パーティーが待機しており、その奥の通路に数人の探索者が離れて行動していたが、それは大規模パーティーの斥候部隊だろうから違うはずだ。

「いないみたいだね」

　マップを閉じようとしたところで、異変を発見した。

　先ほどの斥候部隊が魔物のピックアップに失敗したらしく、十数匹の魔物を引き連れて大広場へと引き返している。

　見ている間にも魔物の数は増え、最終的に五〇匹から六〇匹の大集団へと成長してしまった。

「まずい、魔物の連鎖暴走だ」

「あら、久々ね」

　アリサが言うように、迷賊達が人為的に引き起こして迷宮方面軍にけしかけているのを見て以来だ。

　そういえば、セリビーラの迷宮に初めて入った時にも遭遇したっけ。

「大丈夫そう？」

「オレ達はね」

　問題は大規模パーティーの方だ。

　多勢に無勢というのもあるが、パーティーのレベルが全体的に高くない。

　五人ほどの中核メンバーこそレベル二〇以上あるが、他の一五人はレベル五から一〇ほどしかなく、この辺の魔物と戦うにはいささか心こころ許もとない。はっきり言うと無茶だ。

　先ほど仲間達が苦もなく倒した迷宮油虫や迷宮百足もレベル九から一五ほどだった。

　このままだと全滅しないまでも、中核メンバー以外に大勢の犠牲が出そうだ。

　助ける義理はないのだが、見捨てるのも寝覚めが悪い。

　うちのメンバーなら無傷で勝てるだろうし、ちょっとばかりお邪魔しに行ってみよう。

「ちょっと寄り道していいかな？」

　オレのその問いに、仲間達は当然とばかりに肯定の返事をくれた。





◆






「どけどけぇええええええ！」

「俺達の行く手を邪魔するなら、切り捨てるぞ！」

　広場へと向かう十字路まで来たところで、抜き身の剣を振り回した二人の男達が走ってきた。

　どちらも汗まみれで血だらけ。目も血走っており、下手に遮ったら本当に斬りかかってきそうだ。

　君子危うきに近寄らず。

　オレ達は全力疾走する二人を通してやる。

「ベッソ！　新人だけじゃなくトロイも来ねぇ」

「へっ、間抜けどもはほっとけ！　ヤツらが喰われている間に逃げるぞ」

「あ、ああ、分かった、ベッソ！」

　男達の駆けていった方から、そんな会話が聞こえてきた。

　どうやら、さっきの二人は仲間を見捨てて逃げ出したらしい。

　ここから迷宮の出口までは結構ある。彼ら二人だけで辿たどり着つけるかは分からないが、別にオレが心配するような事でもないので、脳裏から存在を振り払う。

「さっきのヤツらって、前の連鎖暴走の時も見かけたわよね」

「そうだっけ？」

「はい、ご主人様。間違いございません」

　アリサとリザによると、迷宮蟻の連鎖暴走の時にいたヤツらとの事だ。

「マスター、前方から敵だと報告します」

　問題児ベツソを助けてやるようで業腹だが、彼らの進む先には蛙かえる広場があるので、狩り場の保全のためにも倒しておこう。

　オレが戦闘を指示すると、ルルの輝炎銃とミーアの精霊魔法「風刃シヤープ・ウインド」、アリサの火魔法「連鎖小火弾チエイン・フアイア・シヨツト」が放たれ、瞬く間に通路の魔物達を滅殺した。




「……なんだか、ヤバそうね」

　辿り着いた広場は明らかな劣勢にも拘かかわらず、まだ戦線が崩壊していない。

　リーダー氏の采さい配はいが優れているのだろう。

　もっとも、既に広場の一角まで追い詰められている。どこか一箇所でも崩れれば、一気に全滅しそうな危うさだ。

　位置的には探索者達のいる一角を包囲するようにゴキブリ達がいる。

　オレ達は丁度その側面から攻撃する形になる。

「ミーアは合図したら精霊魔法で照明を作って。アリサは照明と同時に無詠唱で火球フアイア・ボールを魔物達の中央に。オレが火球フアイア・ボールの着弾に合わせて、探索者達から魔物を離すから、前衛の四人は突撃してゴキブリ共を各個撃破して欲しい。ルルはアリサとミーアの護衛を頼む」

　オレは作戦を伝えながら、仲間達に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」を掛ける。

　なお、ルルの輝炎銃は威力が強すぎるので、使用を禁止している。

　前衛陣の魔刃や理術、アリサの無詠唱や空間魔法も同様に使用禁止だ。ゲームの縛りプレイのようなお遊びではなく、情報の秘匿のために制限を付けた。

「それじゃ、騎兵隊の登場と行きましょう！」

「待った、アリサ」

　逸はやるアリサの襟首を摑つかんで止める。

「救援に入る前に、彼らに声を掛けよう」

「それもそうね。助けに来たのに、迷賊と間違えて攻撃されるのは嫌よね」

　先ほどの「銀光」達も他ほかの探索者を警戒していたし、ただでさえパニック寸前の探索者達の混乱状態を助長させては、救援じゃなくて邪魔をしたと判断されかねない。

「こちらは探索者『ペンドラゴン』！　加勢します！」

「おう、助かるぜ！　無事に生き延びたら、飲みきれないほど酒を奢おごるぜ！」

　揉もめるかと思ったが、向こうのリーダーは即決でこちらの加勢を認めた。

　やはり、けっこう追い詰められていたのだろう。

「ミーア！」

「■■　陽光サン・ライト」

　まず、ミーアの精霊魔法の照明が天井付近から戦場を照らす。

　間髪容いれずにアリサの放った火球フアイア・ボールが、ゴキブリ達の中央に命中し爆発した。

　直撃を受けたゴキブリは炎上し、その周囲のゴキブリ達に燃え移る。

　オレは爆風と粉ふん塵じんに紛れて、探索者達を追い詰めていたゴキブリ達を、常時発動している術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」──魔法的なサイコキネシスで、少し離れた場所に次々と投げ飛ばした。

「うげっ、キモッ」

「むぅ」

　アリサとミーアが眉まゆを顰ひそめる気持ちは良く分かる。オレも同感だ。投げ飛ばした空中で、姿勢を正して飛行するとは思わなかった。さすがゴキブリだ。

「行きます」

「たりほ～？」

「とー、なのです」

「殲せん滅めつ実行、慈悲は無用と告げます」

　前衛の四人が魔剣や魔槍の赤い光を曳ひきながら、戦場に突撃する。

　──それは一方的な蹂じゆう躙りんだった。

　ポチの柄つかまで埋まる魔剣の一撃が、ゴキブリの体力を根こそぎ奪い。

　踊るようなタマの双魔剣による斬ざん撃げきが、反撃も許さずにゴキブリの体力を削りきる。

　ナナは地上のゴキブリを魔剣で切り裂き、飛ひ翔しようして襲ってくるゴキブリは大盾のシールドバッシュで粉砕していた。なかなかダイナミックな戦い方だ。

　リザに至っては、魔物達の間を駆け抜けながら、目にも留まらない連続突きでゴキブリ達を次々に貫いて倒している。

　正に鎧がい袖しゆう一いつ触しよくという言葉が相応ふさわしい。

「すげぇ……あの滑る外皮を、軽々と切り裂いてるぞ」

「ちっ、俺にも魔法の武器があったらアレくらいやれるさ」

「無理だっつ～の。俺の蟷とう螂ろう剣もっ、魔剣の一種っ、だが、見ての通りっ、のありさまさ」

　聞き耳スキルが向こうの探索者パーティーの声を拾ってくる。

　彼らの方には捌さばける程度の数しか行かないように、「理力の手マジツク・ハンド」で継続的にゴキブリ達の進路を制限していたので、会話する余裕ができたようだ。

　蟷螂剣はオレも作った事があるが、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの素材をただ使っただけのモノは、魔剣とは言わないと思う。

　そこから魔剣にするには、わりと面倒な工程が必要になるのだ。

　現に、彼の剣はリザの魔槍ドウマと違って、赤い光を発していないしね。

　もちろん、前衛陣だけでなく、アリサ達後衛陣も活躍していた。

「ふははは！　ゴキがゴミのようだ～」

　アリサのテンションが危ない。

「いや～、油虫っていうだけあって、良く燃えるわね。さあ、もういっちょ。今度は火輪フアイア・サークル行ってみよ～」

　それでも、詠唱してから使っているし、前衛陣や向こうのパーティーを巻き込まない位置に撃つくらいの分別は、ちゃんと残っているようだ。

「ご主人様、上です！」

　ルルが天井を這はうムカデ──迷宮百足を見つけた。

　こっそりと「理力の手マジツク・ハンド」で遠くに投げていたのだが、まだ残っていたようだ。

「ルル、撃っていいよ」

「はい！」

　ルルの火ひ杖づえ銃の火弾が天井のムカデを貫く。

　これはライフル然としていた輝炎銃とは異なり、ライフル風のシルエットを持った杖つえの一種で、引き金をトリガーに使用者の魔力を吸い上げ、銃身の先端にある火ひ石いしから小さな火弾を打ち出す。

　アリサやミーアほどルルの魔力は多くないが、レベル三八になった今では火杖銃の連射程度ではそうそう魔力切れを起こさない。

　たまらず天井から落ちてきたムカデに、オレの妖よう精せい剣で止とどめを刺してやる。

　オレはルルをアリサの護衛に残して、赤十字の腕章を着けたミーアを連れて移動する。

　なお、言うまでもないが、ミーアのコスプレ用の腕章を作ったのはアリサだ。

「治療します！　怪け我が人にんは集まって下さい」

　オレは前衛陣やアリサがこじ開けたスペースを通って、探索者達の陣地へとやってきていた。

「ミーア、頼む」

「ん、任せて」

　ミーアには水魔法の「軽治癒：水ウオーター・ヒール」や「毒消しクリア・ポイズン」の魔法で、探索者達の怪我や状態異常を癒いやしてもらう。

　オレはミーアの護衛兼マネージャー役だ。

「痛みが引いていくぞ」

「おお、傷が治っていく、これなら、まだ戦える」

「なんだ、痺しびれていた手足に感覚が戻ってきた」

「あたしもだ」

「ありがとう！　魔法使いの子！」

　ミーアはフードをしているので、エルフとは気が付かれなかったようだが、華きや奢しやな体たい軀くはすぐに判わかるので、探索者達はミーアを少女あるいは子供と受け取ったようだ。

「ん」

　恥ずかしそうにミーアが頷うなずく。

　ミーアが治療した事で、戦闘不能だった探索者達が、少しずつ前線に復帰している。

　そのお陰で、こちらの戦線も安定してきた。レベルの足りていない探索者達も、集団で一匹を狙ねらう事で順調にゴキブリを倒しているようだ。

　かなり優勢になった頃ころから、戦いながら無駄口を叩たたく者が増えてきた。

「ベッソのヤツめ、何が美お味いしい狩場だよ」

「ここはハグレの迷宮油虫が単独で迷い出てくるから、安全に狩り放題だなんて言いやがって」

「偉そうに『魔物を誘導するのは任せておけ』って言っておいてこのザマだからな」

　さっき逃げた二人組がこの狩り場を提案したようだ。

「そういや、あいつらドコだ？」

「魔物に喰くわれたんじゃね？」

「いい気味だ」

　あまり好かれていない連中だったらしい。

「サトゥー」

　治療を終えたミーアが、オレの袖そでを引っ張って指示を仰いできた。

「もうすぐ戦いが終わりそうだし、ここで見守ろう」

「ん、一緒」

　オレ達は岩の一つに腰掛け、投石や治癒魔法でサポートしつつ戦いを見守る。

　戦闘が終結したのは、それから小一時間ほどしてからの事だ。




「救援ありがとう、貴族様」

「いえいえ、間に合って良かったです」

　この大人数パーティーのまとめ役をしているという赤鉄の探索者コシン氏が、オレに礼を言いにやってきた。

　彼のパーティー「白馬の鬣たてがみ」はベテランの四人だけで、残りのメンバーはコシン氏の募集で集まった臨時メンバーとの事だ。

「救援の謝礼なんだが──」

「不要です」

　言いにくそうなコシン氏の言葉を遮る。

「だが──」

「あなた方が危なそうな探索者に出会ったら助けてあげて下さい」

「は、はあ──そんな事でいいのか？」

「コシン、君は相変わらず学がないね。『恩送り』ってヤツでしょ、貴族様？」

　コシン氏の横にいたメガネの男性が会話に入ってきた。

　恩送り──シガ王国にもペイフォワード的な考え方はあるようだ。

　オレがメガネ男性の言葉を肯定すると、コシン氏がメガネ男性に意味を聞いていた。

　そこに別の探索者達が報告に割り込んでくる。

「コシン！　ベッソの野郎はどこにもいねぇ」

「ヤツんとこの新人二人は、巣側の通路で死んでたぜ」

　オレ達が来る前に犠牲者が出ていたようだ。

「トロイのヤツがいたぞ！　岩陰で伸びてやがった」

　誰だれかが叫ぶのが聞こえた。

　周りの会話によると、トロイという男性はベッソのパーティーメンバーとの事だ。

　連行されてきたトロイがコシン氏に問い詰められている。

　なんでも、迷宮油虫の住すみ処かにある「魅み油ゆ涎ぜん」という希少素材を掠かすめ取ろうとして失敗し、迷宮油虫の連鎖暴走を誘発してしまったそうだ。

「ご主人様、私達が倒した魔物から魔核を回収して参りました。他の素材はいかがいたしますか？」

「そっちは嵩かさ張ばるし、廃棄でいいよ」

　ムカデの肉は毒があるし、迷宮油虫は病原菌がありそうなので放置推奨だ。

「──えっ？」

　オレの言葉を聞いたコシン氏が、尋問を中断してもの凄すごい勢いで振り向いた。

「何を言っているんだ、貴族様」

　彼の言葉によると、ムカデの外殻は盾や鎧よろいの素材として人気で、ゴキブリの背甲や翅はねも斥候や軽戦士の装備を作る素材として珍重されているそうだ。

　ムカデの毒どく腺せんやゴキブリの臭油袋は錬金術士ギルドや闇やみ市場で取り引きされているらしい。

「売り物になるなら、そちらで処分して下さい」

　既に迷宮系の素材は溢あふれそうなほどある。

　救援の代償に全すべてを奪うのは、些いささか狭量すぎるだろう。

「コシンさん、魔核を回収したぜ。貴族様んとこの嬢ちゃん達が回収していた分以外は、全部集まったはずだ。素材の解体を始めていいか？」

「あ、ああ、解体を始めてくれ」

　血ち塗まみれの男性から魔核の入った袋を受け取ったコシン氏が、解体開始を指示する。

「貴族様、ありがたく素材は頂く。だから、せめて魔核は全部持っていって欲しい」

　あまり断ってばかりだと感じ悪いので、彼から魔核の入った袋を受け取る事にした。

「では、私達はこれで」

「貴族様！　地上に戻ったら約束通り酒を奢らせてくれ！」

「はい、楽しみにしています」

　コシン氏の言葉に首肯し、オレ達はゴキブリ解体の現場から立ち去った。





◆






「蛙かえるいない～？」

「探索者のヒトやハエさんはいっぱいなのです」

　蛙広場へやってきたものの、校庭ほどの広場には迷宮蛙が数匹しかおらず、その数少ない迷宮蛙も他ほかの探索者達と戦闘中だった。

　起伏の多い広場の何カ所かに腐臭を放つ縦穴があり、そこに迷宮蛙の内臓や解体時のゴミを廃棄しているようだ。

　ポチが見つけた子犬サイズの迷宮腐蠅メイズ・コープス・フライは、そこを餌えさ場ばにしているらしい。

　餌が豊富なせいか、食事を邪魔されない限り、人を襲わないようだ。

「本当に人が多いですね」

　リザが言うように、一〇パーティー近くが集まっている。

　その中には知り合いのパーティーもいた。迷賊から救出した女性探索者達──スミナの姐あね御ごが率いる八人ほどのパーティーだ。

　普段は芋や豆のいる手前の区画を狩り場にしていたはずだから、今日はレベル高めの子達だけで、ここまで遠征に来たのだろう。

「ご主人様、どっかに蛙はいないの？」

「いるよ」

　オレはそう言って広場の中央を分断する濁った池を指さす。

　池の畔ほとりには遠隔攻撃や「挑発」スキル持ちの探索者が集まっており、蛙が水面に姿を現すのを待ち構えているようだ。

　中にはロープを付けた迷宮腐蠅を池に投げ込んで、迷宮蛙をおびき寄せようとしている者もいる。

「ネットの大人数参加型ＭＭＯＲＰＧのレアモンスター出現ＰＯＰ待ちみたい」

「ああ、殺伐としてるね」

　アリサの感想に首肯する。

　オレは仲間達を連れて探索者の少ない方へと向かう。

「釣り」

「マスター、釣り人がいると告げます」

　ナナに肩車してもらっていたミーアが、池の畔の釣り人達を指さす。

　一応、探索者のようだが、雰囲気が釣り人のそれだ。

　オレは近寄って声を掛けてみた。

「釣れますか？」

「今日は目無し魚ばっかりさ。岩ザリは一匹も来ないよ」

　釣り人が気さくに答える。

　岩ザリというのは、岩に擬態する伊い勢せエビサイズのザリガニらしい。

「美味し～？」

「岩ザリも目無し魚も高く売れるが、泥臭くて港町育ちの俺の口には合わないな」

　どうやら、泥吐きもさせずに調理するようだ。

　彼は高値と言っていたが、後で迷宮門の掲示板を見た限りでは、目無し魚が銅貨二枚、岩ザリが大銅貨一枚程度だった。

「あんたらは何を釣りに来たんだ？」

「蛙釣りなのです」

「──あん？」

　ポチの回答を聞いた釣り人が、水面の浮きから目を離してオレ達を見る。

　呆あきれた感じの表情になって、溜ため息いきを一つ吐ついた後に忠告してくれた。

「こっちに蛙は来ないぞ。そこの赤い花が見えるか？　あの花の臭においを嫌って、こっちには来ないんだ」

　釣り人が水面に浮かぶ蓮はすのような花を見ながら教えてくれた。

　なかなか親切な人だ。

「池の畔で蛙を待つなら、あの岩から向こうがいい」

「水際でぼうっとするなよ。さもないと──」

　もう一人の釣り人が言う途中で、岩の向こうにいた探索者が水みず飛沫しぶきを上げて池に引き摺ずり込まれるのが見えた。

　彼の仲間達が慌てて、命綱らしきロープを引っ張っている。

　救助に行こうと思ったが、必要なさそうだ。

　オレは釣り人に礼を言って、先ほど教えてもらった岩の方へと向かう。

「それじゃ、蛙を狩ろうか」

「頑張る～？」

「ポチも皿を目にして探すのです」

　ポチ、それじゃ逆だ。

「大変そうね」

「そんな事ないよ」

　レーダーの光点で迷宮蛙の大まかな位置を確認してから、「透視スルーアイ」の魔法で正確な位置を把握する。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから取り出した銛もりにロープを結び、池の中に潜む迷宮蛙に向けて投げつけた。

　──ＧＷＥＬＯＲＯＯＯＮ。

　銛に貫かれた迷宮蛙が、怒りの形相で地上へと上がってくる。

　もっとも、三〇〇キログラム級の迷宮蛙といえど、レベル一三程度しかないので、仲間達が奮闘するまでもなく、楽勝で仕留められた。

　ここの迷宮蛙は他の区画よりも小ぶりなようだ。

「そこの若様、内臓を捨てに行ってやるから、骨や軟骨をくれないか？」

「いらないなら、皮もくれよ。なんなら、俺達が解体してもいい」

　リザ達の解体を見守っていると、背中に篭かごを背負った探索者らしき男達が寄ってきた。彼らの称号欄には、「死骸漁りルーター」というのがある。

「解体は必要ない。ゴミ捨ての対価に骨と皮はいいけど、軟骨はダメだよ」

　軟骨の唐揚げは、ギルド長の好物なのだ。

「ねぇねぇ、皮なんて何に使うの？」

「工房に売るんだ」

　アリサが聞き出したところによると、迷宮蛙の皮は防水袋や水滴区画用の雨具に使うそうだ。

　オレの手持ちリストにもレシピがあったのだが、耐久性が低いようなので作る気はない。

　ゴミ捨てや後始末を彼らに任せて省力化したオレ達は、さらに二匹の迷宮蛙をコンスタントに倒して、お土産用の蛙肉をゲットした。

　スミナの姐御や他の探索者達に、池の中にいる蛙を見つけるコツを聞かれたが、正直に言うわけにもいかず、詐術スキルの助けを借りて「水面に出る気泡を見つける目と勘、かな？」と適当な事を言っておいた。
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「前方に赤い集団だと告げます」

「むぅ、邪魔」

　蛙狩りを終えたオレ達は、第一区画の最初の部屋まで戻ってきた。

　あとは長い階段を上って迷宮都市に戻るだけなのだが、お揃そろいの赤い外がい套とうを着た探索者達が前方で行列を作っているせいで、足止めを喰らったのだ。

　彼らはこれから中層に向かうらしい。

「あれれ～？　ペンドラゴン士爵だよ」

「こんにちは、キンクリさん」

　声を掛けてきたのは迷宮方面軍の狐きつね将校だ。

　いつもセットの隊長氏の姿がない。今日はいないらしい。

　代わりに別の人がいた。

「お久しぶりです、ジェリル様。これから『階層の主フロア・マスター』討伐ですか？」

「ああ、君に借り受けた、この炎の魔剣で見事倒してみせるさ」

　赤鉄の探索者ジェリル氏が、青銅製の魔剣を掲げて見せる。

　これは太守夫人のお茶会の時に、成り行きで貸す事になった第三世代型魔剣の試作品だ。

　アリサとミーアの協力があれば何本でも量産できる品だけど、秘密テクノロジーの塊だから安易に譲渡できないんだよね。

「もっとも、『階層の主』を召喚する前に、『試練の広場』にいる魔物を排除しないといけないから、討伐自体は半月ほど先になりそうだ」

「ジェリル様なら、きっと成し遂げられますよ」

　なかなか悠長な事だが、最初から修羅場デスマーチ前提の無理のあるスケジュールでないのは好感が持てる。

　後でギルド長から聞いて知ったのだが、「階層の主」は「区画の主」の魔核を「試練の広場」にある祭壇に捧ささげることで現れるそうだ。

「ジェリル！」

「仲間が呼んでいるので、これにて失礼」

「はい、御武運を」

「がんばってね～」

　オレと狐将校の応援を背に、赤いマントを揺らして去っていった。

　手を振る狐将校に別れの挨あい拶さつをし、オレ達は地上へと向かう。




「復旧作業はほとんど完了しているみたいね」

　迷宮都市の西門を抜け、すり鉢状の門前広場を進んでいると、周囲を見回していたアリサがそう呟つぶやいた。

　長い間涼しい地下にいたせいか、なんとなく暑い。

　仲間達もうっすらと汗をかいているようだ。

「そうだね。あとは西ギルドの塔の修復くらいみたいだ」

　中級魔族と化した迷賊王ルダマンが西ギルド前で暴れてから、まだ半月も経たっていない。

　急ピッチで復旧作業が進んだのは、重機代わりのゴーレムと土魔法使い達の「建築魔法」のお陰だろう。

「若様！　新作のタコヤキ食べていかないっすか？」

　屋台の一つから高校生くらいの赤毛の娘──ネルが下っ端口調で呼びかけてきた。熱い鉄板を使う仕事のせいか、タンクトップにノーブラで目のやり場に困る。

　彼女は下町の火事で焼死しかけたところを助けた娘達の内の一人だ。

　今はオレの偽装の一つであるクロの庇ひ護ごの下、迷賊から助けた娘達と一緒に屋台や内職をやって糊こ口こうを凌しのいでいる。

「ありがとう。人数分貰もらうよ、幾らだい？」

「若様からお金なんて貰えないっすよ」

　ネルは遠慮していたが、代金を無理矢理受け取らせた。

　はふはふとタコヤキを食べる仲間達を愛めでながら、オレも一つ頂く。

「美う味まい。これは迷宮蛸メイズ・オクトパスかい？」

「ふっふっふ、違うっすよ。クロ様が仕入れてくれた蛸型海魔オクトパス・クラーケンの切り身っす」

　オレの問いにネルが自慢気に告げた。

　仲間達と迷宮攻略で泊まり込みをしていた時に、クロの姿で一人地上に帰還して、不良在庫の蛸型海魔やシーサーペントの身をネル達のいる長屋に提供し、ついでに大商会の幾つかに卸したのだ。

「へー、すごいね」

「なんだか、予想した反応と違うっす」

　ネルが口を尖とがらせる。

　オレの驚き方が足りなかったらしい。

「売れ行きはどうだい？」

「イマイチっす──タマ先生！　他ほかの屋台みたいにタコヤキも看板絵を描かいて欲しいっす」

「おっけ～？」

　ネルの懇願を、タマが軽い口調で引き受けた。

　他の屋台の「踊るコロッケ」「勝利する串くしカツ」「羽ばたくフライドポテト」に相当するモノが欲しいという事のようだ。

　どれも食べ物の絵とは思えないほど躍動感があり、食べたくなる衝動に駆られる不思議な魅力がある。

「若様、コロッケはどうですか？」

「串カツも揚げたてですよ」

「おやつには塩味の効いた芋揚げを」

　接客をしていた三つの屋台の売り子達が、こちらの会話に参加してきた。彼女達もネルに負けない薄着だ。

　類似品を出す模倣店ができても、未いまだに行列ができるほど売れているらしい。

「あー、ゴホンゴホン」

　わざとらしい咳せき払ばらいに振り向くと、見覚えのある貴族少年がいた。

　たしか、迷宮都市の太守三男のゲリッツ君の取り巻きで、トケ男爵次男のルラム君という名前だったはずだ。

「こんにちは、ルラム殿」

「う、うむ、ペンドラゴン卿きようも息災でなにより」

　格好を付けたい年とし頃ごろなのは分かるが、両手に持った串カツやコロッケが台無しにしている。

　屋台の娘達によると、ルラム君は屋台の常連との事だ。

「今日は市場調査ですか？」

　さすがに「買い食いですか？」と聞いたら、少年のプライドを傷付けそうだったので、市場調査という言葉を使ってみた。

「市場？　──う、うむ。その通り。市場調査に間違いない。市場調査は必要なのだ。ボクの──我がトケ男爵家は露店の統括も担当しているからな。今日は屋台の味が落ちていないか市場調査しつつ、値段──えっと、相場の変動を見ていたのだ」

　はじめはキョトンとしていたルラム君だったが、市場調査という言葉が気に入ったようで、何度もその単語を繰り返していた。

　ゲリッツ君と一緒の時は気弱な感じだったけど、今日はなんだか無理に難しい言葉を使っている。

　精一杯背伸びして大人っぽく振る舞いたい年頃なのだろう。

「──あ、メリーアンだ」
















　そんなルラム君が素の口調に戻って呟いた。

　彼の視線の先にはデュケリ准男爵令嬢のメリーアンが、女性探索者達に話しかけてはあしらわれている姿があった。

　メリーアン嬢もルラム君と同様に、ゲリッツ君の取り巻きメンバーの一人だ。

「お父上に迷宮探索を禁止されているのに、まだ諦あきらめてないのかな……」

　誰だれに聞かせるでもなく、ルラム君が独り言を呟く。

　前にゲリッツ君の取り巻きメンバーで集まって迷宮探索を行った時に、ソーケル元太守代理の陰謀で命の危険に晒さらされたせいか、親から迷宮入りを禁止されているようだ。

　特に彼らと親しいわけでもないし、下手に相談に乗ったら迷宮探索の引率を頼まれそうなので、適当なタイミングで暇いとま乞ごいをした。
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「お帰りなさいませ、旦だん那な様」

「「「お帰りなさいませ」」」

　辻つじ馬車を拾って屋敷に戻ると、メイド長のミテルナさんを筆頭に、正メイドのロジーやアニー、見習いのメイド幼女達が揃ってお出迎えしてくれた。

「ただいま。ミテルナ、留守中に変わった事は？」

　外套を手渡しながら尋ねる。

「旦那様が迷宮に入るのと入れ違いに、シーメン子爵様の使いが参りました」

　ミテルナさんから包みを受け取る。

　頼んでおいた巻物が完成したようだ。

　作ってもらったのは──。

　花火フアイアワークス同様に子爵が儲もうけられそうな「操蛍光ピクシー・ライト」。

　砂糖航路を航海中に作った魔法の「操霧ミスト・コントロール」と「麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」の二つ。

　迷宮探索に役立ちそうな「閃光弾フラツシユ・グレネード」「音圧弾スタン・グレネード」「空間切断デイメンジヨン・カツター」の三つ。

　──のような感じだ。

　このうち、「操霧ミスト・コントロール」「閃光弾フラツシユ・グレネード」の二つは視界攪かく乱らん用、「麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」「音圧弾スタン・グレネード」は非殺傷制圧用、最後の「空間切断デイメンジヨン・カツター」は肉を傷めずに魔物を倒すために依頼した。

「旦那様からお預かりしていたシーメン子爵様への発注書もお渡ししてあります」

「ありがとう、助かるよ」

　追加発注した巻物は、魔法道具マジツク・アイテムと「メニュー」スキルを連携させるためのオリジナル魔法だ。

　前に作った「録画ピクチヤー・レコーダー」「録音サウンド・レコーダー」「標準出力スタンダード・アウト」「映像出力グラフイツク・ビユー」などの技術やルーチンを流用した入出力を媒介する魔法で、仮想キーボードでの入力機能も付けてみた。

　巻物名は「仮想鍵盤ヴアーチヤル・キーボード」と「情報入力データ・インプツト」「情報出力データ・アウトプツト」と言う。

　どれも下級の術理魔法なので、一〇日もあれば完成するだろう。

「手紙は送ってこられた相手によって分類しております」

「ありがとう、ミテルナ」

　執務室の机の文ふ箱ばこに手紙が仕分けされていた。

　少し固い椅い子すに腰掛けて、送り主の封ふう蠟ろうをチェックしていく。

　ほとんどは太守夫人を始めとした迷宮都市の貴族達からだったが、中にはオーユゴック公爵領の知り合い貴族の封蠟をしたモノも並んでいた。

　ミテルナさんによると、貴族以外からも商人や工房、神殿などから手紙や贈り物が届いているそうだ。

　私立養護院の院長からの手紙には、新規に雇用した職員の履歴書が同封されていた。

「ご主人様、お仕事忙しい？」

「いや、緊急の要件はなかったよ」

「今から養護院にお土産のお肉を配りに行きたいんだけど」

　一緒に行こうと誘うアリサ達に首肯し、オレは文箱を閉じて席を立った。




「わっぱ、棒を振る時は小指に力を入れるのだ」

「こう？」

「うむ、なかなかスジが良いぞ」

　屋敷横の空き地で、サガ帝国の侍カジロ氏が子供達に剣の振り方を教えていた。

　女侍のアヤゥメ嬢は屋敷の周囲にある隘あい路ろをパトロール中らしい。迷宮で片足を失ったカジロ氏には困難なので一人で回っているのだろう。

「ねぇねぇ、ししょー、俺もう探索者になれる？」

「馬ば鹿か者もの、まだまだ早いわ」

　せっかちな子供の頭をグリグリと撫なでながらカジロ氏が笑う。

「ちぇー、ポチちゃんやタマちゃんみたいに毎日肉が食えるのはもっと先かー」

　ああ、思い出した。

　前に養護院でハンバーグ祭りをした時に、「大人になったら探索者になる」って宣言していた子達だ。

　ちゃんと目的に向かって頑張っているらしい。

「こんばんは、カジロ殿」

「士爵様、無事の帰還をお祝い申す」

「ありがとうございます」

　カジロ氏と挨あい拶さつをしていると、屋敷の勝手口の方からタマとポチが駆けてくるのが見えた。

　オレはカジロ氏に暇乞いをして、養護院へと向かう。

「肉～？」

「お土産なのです！」

　タマとポチが五〇キロ級のお肉を掲げて、養護院の門を潜くぐる。残りの肉はリザとナナが荷車で運んでいた。

　なお、ご近所さんへのお裾すそ分わけはミテルナさん達に頼んである。

「わーい！」

「お肉だ！」

「久々のお肉だー！」

「おかえりー、タマちゃん」

「ポチちゃんも怪け我がない？」

「たらま～？」

「ポチは無敵にステキだから大丈夫なのです」

「幼生体達よ、私も称賛してもみくちゃにして欲しいと希望します」

「ナナったら、おかし～」

「ナナ！　高い高いしてー」

　諸もろ手てを挙げて歓迎する子供達を始め、みんな笑顔だ。

「士爵様、無事のご帰還をお祝い申し上げます」

「ありがとうございます」

　オレは出迎えてくれた院長や職員達と挨拶する。

　新規に雇用された職員達も、子供が好きそうな人達ばかりのようで安心だ。

「今日は焼き肉祭りよ！　みんな、お腹なか一杯食べなさい！」

「「「はーい！」」」

　その日の夕飯は養護院の子供達と一緒に、焼き肉祭りを心ゆくまで楽しんだ。

　途中で肉が足りなくなったので、こっそりとストレージから追加を補充しておく。

　成長期の子達の食欲は凄すごいね。

　なんて思っていたが──。

「うみゃ～？」

「ポチは肉ならまだまだ食べられるのですよ！」

「子供達は小食ですね。たくさん食べないと大きくなれませんよ？」

　──うちの子達の食欲には負けるようだ。

　お腹がぽっこり膨らんだタマとポチはともかく、リザのスレンダーな身体からだのどこに、あれだけの肉が入るのか不思議でしかたない。

　世の中は神秘に満ちているね。







　感謝の宴うたげ





〝サトゥーです。会社帰りに同僚達と寄るビアガーデンは割と好きでした。涼をとるだけならクーラーの効いた居酒屋に行けば良いのですが、あの夜店的な雰囲気が好きだったんですよね。〟






「屋台がいっぱいですね」

「ご主人様、あそこの一団のようです」

　迷宮から帰還した翌日の夕方、オレ達は探索者達の宴に招かれていた。

　宴会場は西門と迷宮方面軍の駐屯地の間、下町の片隅にある探索者向けの木賃宿や長屋が並ぶ辺りにある広い空き地だ。

　そんな空き地の外周を埋めるように、食べ物や飲み物の屋台が並んでいる。

　屋台で買って中央で飲み食いするスタイルのようだ。

　篝かがり火びなどは焚たかれていないが、過半数の屋台の看板が光っていて明るい。どうやら、生活魔法使いが照明の魔法をかけているらしい。

「なんだか夜のお花見かお祭りみたいね」

　屋台を見回したアリサの感想に、同感だと首肯する。

「本日はお招き頂きありがとうございます」

「士爵様！　さあ、上座へどうぞ」

　オレ達を見つけた幹事のコシン氏がオレ達を手招きする。

　コシン氏に挨拶しながら、手土産に持参した蒸留酒やワインの小こ樽だるを渡しておく。

　椅子やテーブルはなく、地面で車座になって飲み食いするらしい。オレ達が座る一角はルルとリザが先にシートを敷いてくれた。

　この広場は、オレ達以外にも、探索者や運搬人に加え日雇い労働者っぽいガテン系の人達が、楽しそうに屋台で酒や食べ物を買っている。

　その中にちらほらと、扇情的な衣装のお嬢さん達や、変に色っぽいお兄さん達が交ざって色香を振りまいている。

　どちらも娼しよう婦ふさんに男だん娼しようさん達のようだ。

　こういう猥わい雑ざつな雰囲気も嫌いじゃないが、子供達を連れてくる場としては少し相応ふさわしくなかったかもしれない。

「では、救援に来てくれた『ペンドラゴン』の皆に感謝を！　そして俺達の生還を祝って、今日は飲み明かすぞ！」

「「「応！」」」

　オレ達が最後だったようで、コシン氏の挨拶で宴が始まる。

　今回の宴席のメニューは篭かごに入った黒パン、焼いた何かの塊肉、茹ゆで豆、茹で芋の四種類がメインだ。これらはどれも山盛りになっている。

　酒はエールらしき樽たるが車座の中央に幾つか置いてあり、アルコール以外を飲みたい時は水差しに入った水しかないようだ。

　宴会の始まる前に「えらく張り込んだじゃねぇか」とコシン氏をからかう声が出ていたので、質素なメニューというわけではないのだろう。

　コシン氏や周りの探索者達に勧められて、仲間達も食事を始めた。

　もちろん、アルコールはナシだ。

「かたい～」

「この肉の人はなかなか手ごわいのです」

「はは、チビちゃん達、そんな食べ方じゃ嚙かみ切きれないよ。ナイフで削そぎながら喰くうんだよ」

　ブチンと音がして、ポチが肉を嚙み切る。忠告してくれた探索者の若者が、それを見て目を丸くしている。

「スジ肉なのかな？」

　ルルが小さく削いだ肉を、取り皿に入れて渡してくれた。

　その肉を一切れ口に含んでみたが、確かに硬い。圧力ナベで煮たら、もう少しマシになりそうだ。独特の臭みがあって美う味まいとは言いがたいが、吐き出すほどまずいわけではない微妙な味だ。

「これは安物の魔物肉だから、貴族様の口には合わないかも」

「虫肉は安いし、毎日食べてると癖になるんですけどね」

　オレの微妙な表情を見た女性探索者達が焼肉をフォローする。

　この焼肉は材料が昆虫系の肉らしい。焼く前から真っ黒な肉で、動物のスジ肉を硬くしたような食感だ。

　何の虫の肉かはその日の仕入れによって変わるらしく、探索者達も「虫肉」あるいは単に「肉」とだけ呼んでいるらしい。非常に安く、肉にく串ぐし一本で賤せん貨か一枚しかしないそうだ。

　味や食感は少し違うが、この黒い色はムーノ男爵領で食べたバッタ系魔物の肉と似ている。

　まずいという点は共通事項だが、こちらの方がえぐみが少ない分マシだ。

　二度と食べたいと思わない感じも似ている。

「探索者になりたての時は、よく強いパーティーの後ろを付いていって剝はぎ取りの終わった魔物の死体から肉を回収してたよね」

「お金にはなるけど、よく意地悪されたなー」

　焼き肉のフォローを口にしていた女性探索者達が、そんな思い出話を語る。

　昆虫系の魔物は、甲殻や牙きばなどお金になる部分だけしか回収しない探索者が多いらしく、そんなうち捨てられた魔物の肉を回収する事を専門にしている探索者もいるそうだ。

　そんな魔物の肉の回収者達は「死骸漁りルーター」と呼ばれて、一段低く見られるらしい。

　そういえば、前に迷宮で見たゴブリンの死し骸がいを回収していた少年探索者も同じような事を言っていた。

　こうやって人々の生活を下支えする立派な仕事なのに、不思議な話だ。

「若様、お注ぎします」

　車座の中央を渡ってオレの前に現れた二十歳くらいの探索者娘達が杯に酒を注いでくれた。

「ありがとう」

　礼を言ってエールに口を付ける。

　──すっぱまずい。

　気の抜けかけたビールを薄めて酢を混ぜたような味だ。彼らにとっては嗜し好こう品なようで、みんな美お味いしそうに飲んでいる。

　口々に「ゴブリン酒と違って、エールは美味い」と言っていた。

　ゴブリン酒というのは迷宮の酩めい酊ていゴブリン──デミゴブリン・ドランカーが所持している発酵酒らしい。

「若様、食べてますか？」

「虫肉は硬いですけど、こっちのお豆やお芋は柔らかいですよ」

　エール娘の背後から現れた別の探索者娘達が、そう言ってオレや仲間達に勧めてくれる。

　この豆や芋は「歩き豆ウオーキング・ビーンズ」や「跳ね芋ホツピング・ポテト」という魔物から得た食材なので、うかつに食べると麻ま痺ひしたりお腹を壊したりするやっかいなモノだ。

　安くて腹持ちがいいので、収入の乏しい駆け出し探索者や運搬人の貴重なカロリー源になっている。

「はい、若様」

「ありがとう」

　親切な探索者娘が小皿に入れて差し出してくれた豆を受け取る。

　邪気のない笑顔で渡されると、まずいからいらないとは言いにくい。

　苦みやえぐみの原因になる芋や豆の赤黒いスジを避よければ少しはマシだろう。

　懐経由でストレージから細めのスプーンを取り出して、赤いスジを削いで、中をスプーンで掬すくって食べる。

　細いスジまでは避けられないので、多少の苦みやえぐみが残っているが、それなりに食べられる味だ。

「さすが、貴族さま。上品だね～」

「あたしもスプーンを使ってみようかな？」

　──しまった。

　上品ぶる気はなかったのに、何か変な感心をされてしまった。

　上品というキーワードが琴線に触れたのか、ミーアとアリサも妖よう精せい鞄かばんから取り出したマイ・スプーンで豆や芋を食べ始める。

　スプーンを持つ手の小指がピンッと立っていて、どこか得意そうな表情だ。

「み、水っ」

　アリサが上品ぶって食べた芋で喉のどを詰まらせたらしい。

　ルルが水の入ったカップをアリサに手渡す。

「うげっ、まずっ」

「お嬢様には川の水はまずかった？」

「あっちの水屋は井戸水を売ってるよ」

　水を口にした瞬間に吐き出したアリサを見て女性探索者達が笑う。

　オレの脳裏にゴミ一杯の水路が思い浮かんだ。

　あれを飲むのはちょっと遠慮したい。

「ご主人様！　次の奉仕活動のターゲットは水路よ！　不衛生な飲み水なんて許せないわ」

　アリサが怒りを前向きな方に叩たたき付ける。

　炊き出し広場のゴミ拾いは、既に広場近隣の路上からゴミを駆逐する勢いだし、奉仕活動先を水路に向けても問題ないだろう。

　許可がいるかもしれないから、水路清掃は役所で確認してからだとアリサに釘くぎを刺しておく。

「お嬢ちゃん、こっちの水差しの水を飲みな」

　アリサに水差しを手渡したのは幹事のコシン氏だ。

「士爵様、注がせてくれ」

　コシン氏が反対の手に持っていたワインの瓶とカップを振る。

　彼の後ろには扇情的な衣装の娘達が、肉串や野菜炒いため、春巻き風の料理、炙あぶった木の実などが載った皿を持っている。

　後ろの女性達は探索者ではなく、コシン氏が雇ったコンパニオンのようだ。主に夜方面の。

「おい、コシン！　俺達のはないのか？」

「お前らは芋と肉でも食ってろ！　これは恩人用の特別メニューだ」

　大柄な探索者の声にコシン氏が怒鳴り返すと、周りから大きな笑いが起こった。

　食の進まないオレ達に、ちょっとお高めの料理を用意してくれたようだ。

「すんません、士爵様。あいつらは質より量なんで、士爵様達はこっちを」

「気を遣わせてしまってすみません」

「このくらい、気にしないでくれ」

　恐縮するオレの対面に座ったコシン氏が、神妙な顔になって深々と頭を下げた。

「士爵様には本当に感謝している。あの時、士爵様達が救援に来てくれなければ、ここにいるヤツらの大半を連れて帰ってこられなかった」

　もう何度も彼からお礼を言われているのに、まだ足りないと思っているようだ。

　コシン氏と酒を酌み交わしながら、彼の探索話を色々してもらう。今回のように複数のパーティーを集めて奥地に行くのも初めてじゃないらしい。

「誰だれかが失敗をして大変な目に遭うのは珍しくないんだが──」

　普通は男性だけか女性だけの遠征隊が多い中、彼は分け隔てなく集めているのでトラブルが多いそうだ。

「今回ほど危なかったのは、迷賊が作る連鎖暴走トレインを喰らった時以来だよ」

「人為的な連鎖暴走ですか？」

　そういえば、前に迷賊が作った人為的な連鎖暴走を喰らって、迷宮方面軍が壊滅寸前になっていた。

「ああ、迷賊は新入りや奴隷を生いけ贄にえにして、連鎖暴走の先頭を走らせるのさ」

　そして、先頭を逃げ切れなかった者達は魔物の餌え食じきになるらしい。

　迷賊らしい酷ひどいやり方だ。

「うわーなのです」

「おう、ふぁんたすてぃっく～？」

　微妙に殺伐としたオレの心を、ポチとタマを始めとした探索者達の歓声が、明るい方向に引き戻してくれた。

　車座の中心で、熊人の大男が仰あお向むけに転がり、両手両足で大きな鼻の男の子──草原妖精グリーン・ルーカーを玉のようにクルクルと転がしている。

　──何が面白いんだろう？

　そう思って首を傾かしげた瞬間、ポーンと草原妖精が三メートル近くも真上に飛び上がり、同時に歓声が広場に響く。

　熊人の剛力スキルだけでなく、熊人が蹴ける瞬間に草原妖精がタイミングを合わせてジャンプしているからこその高度だろう。

「あいつらは旅芸人から探索者になった変わり者なんだ」

「面白い経歴ですね」

　コシン氏が二人の事を教えてくれる。

「れっつ、ちゃれんじ～？」

「ポチもやってみたいのです」

　タマとポチがこちらを見て許可を求めてきた。

「怪け我がをしないようにね」

「あい！」

「はいなのです」

　シュピッのポーズで応こたえたタマとポチが、車座の中央へトタトタと駆けていく。

　オレはリザとナナに目め配くばせして、緊急時のフォローを頼む。

　もちろん、オレも「理力の手マジツク・ハンド」をスタンバイしているが、それは最後の手段だ。

「ぽちー」

「たまー、なのです」

　タマが土台になって、ポチがボール役のようだ。

　ちょっと回す速度が速すぎる。

「はっしゃ～？」

「ごー、ならのろでれすふ」

　クルクルと回ったポチが目を回して、あさっての方向へ飛んでいく。

「危ない」

　車座の外へ飛んでいこうとするポチを、リザが飛び上がって捕まえる。

　ポチの足首を捕まえて止めたせいか、リザが着地した時にポチが顔から地面に落ちた。

「あいたた、なのです」

「すみません、ポチ。失敗しました」

「これくらいへっちゃらなのです」

　顔についた砂を払いながら、ポチが笑顔を見せる。

「大丈夫～？」

「鼻血」

　ミーアがポチに下級の治癒魔法を使う。

「やっぱ、魔法使いがいるといいなー」

「神聖魔法を使える神官様をパーティーに入れるのって、やっぱもの凄すごく寄付が必要なの？」

「金貨がたっぷり必要らしいぜ」

　それを見た探索者が羨うらやましそうに話すのが聞こえた。

「えー、それなら魔法薬でもいいじゃん」

「ギルドの安い魔法薬がいつでも買えたらそうだけどさ」

「薬屋の魔法薬は馬ば鹿か高いし、露店の魔法薬は効かないもんね」

「露店のはもぐりの錬金術士が作った粗悪品か魔力が抜けた不良品のどっちかだからな」

「でもさー、一本も持ってないと不安よね」

「狩り場に格上が紛れ込んできた時に、詰むからな」

　駆け出し探索者達にとって、魔法薬は高価な上に日持ちしないので、高価な掛け捨て保険的なモノらしい。

「赤鉄のクムリさんや『甲虫割り』のマーギルさんも怪我で引退してたけどさ。あれも魔法薬の手持ちが切れてて治療が遅れたのが原因らしいぜ？」

「げー、赤鉄の人でもかー」

「でもさ、あれは魔法薬を使い切ったのに、無理に狩り続けたせいだって聞いたぜ？」

「なら自業自得かー」

　安全マージンを取らない探索者には厳しい評価が下されるようだ。

　引退した探索者は路頭に迷う者も少なくないようだしね。

「最後の一本はお守りなんですね」

「はー、お守りどころか、あたしなんて最初っから魔法薬なんて持ち込んでないよー」

「だよねー、高すぎるもん」

　オレの言葉に駆け出し探索者が溜ため息いきを吐ついた。

「噂うわさじゃ、悪い貴族が後ろ盾になってるから、薬屋の魔法薬が高いんでしょ？」

「デュケリって野郎のせいらしいぜ」

「あー、あいつ死んでくれないかなー」

「ばーか。そいつが死んでも、他ほかのヤツが後あと釜がまにつくだけさ」

　探索者達がデュケリ准男爵の悪口で盛り上がる。

　同じような噂話を酒場の探索者達からも聞いた事がある。デュケリ准男爵は魔法薬や魔法道具マジツク・アイテムの幅広い利権を持っているそうだから、案外事実なのかもしれない。

「そういや、最近武器や防具も値上がりしてるけど、それもそうかな？」

「そうか？」

「安物は変わらねぇけど、『蟻あり翅はねの銀剣』や『蟷とう螂ろう大剣』なんかは軒並み値上がりしてたぞ」

「マジかー、また目標が遠くなるー」

「バーカ、お前はまずまともな武器を買ってから言え」

　愚痴を言い合っていた探索者達が、ボケた若者に突っ込んで爆笑していた。

　酒が入ると何でも楽しくなってしまうのだろう。

「おおっ！　すげー」

「おいおいマジかよ」

　車座の中央で、タマとポチが先ほどのパフォーマンスを成功させていた。

　しかも、レベルが上がった二人の筋力は凄すさまじく、身体強化を使わなくても先ほどの二人より高く飛んでいる。

「ウィング主将に出てくる双子の必殺技みたいね」

「らぶらぶトルネードだっけ？」

「ぶぶー、はずれー。スカイスカイ・タイフーンよ」

　アリサの言うサッカー漫画ネタは聞き覚えがあったのだが、昔の記憶すぎて技名を間違えてしまった。

「──必殺技ですか」

「連携技は一考の価値ありと提案します」

　リザとナナが違う方向に思考を走らせている。

　でも、レベル制のあるこの世界なら、漫画やアニメにしかなかった技でも普通に使えるようになるかもね。

「コシン殿、詩はいかがかな？」

「おう、吟遊詩人か。景気の良いやつを頼む」

　リュート片手に現れた吟遊詩人が、コシン氏から大銅貨を受け取って、車座の中へ入っていく。

「では、お耳汚しを──」

　つば広の帽子を脱いで一礼した吟遊詩人が、ポロンとリュートの弦を弾はじく。

「──夕ゆう闇やみに浮かぶ白亜の宮」

　彼の歌う曲は先日の魔族ルダマンとオレ達の戦いを描いたものだった。

　主にエルタール将軍、ギルド長、セベルケーア嬢の三人が中心だったのだが、オレも「貴族の若君」や「美しきミスリル剣の若者」というフレーズで登場していた。

　もちろん、最後は「勇者の従者クロ」が現れて、天から稲妻の雨を降らせて桃色スライムと融合した魔族ルダマン改を倒すシーンで終わっていた。

　自分の戦いを脚色して語られるのは、なかなか恥ずかしいモノがある。

　サトゥーやペンドラゴンという名前が出ていないのが、せめてもの救いだね。
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「なんと涼やかなのだ。ペンドラゴン卿きようのお陰で快適に過ごせそうだ」

　ミテルナさんによると迷宮都市の気温が上昇中との事だったので、苔蟹蜂モス・クラブ・ビーの翅を使った扇風機を贈り物にしてみたところ、予想以上の高評価を受けてしまった。

　今日はオレを嫌っていた貴族──モッフォ男爵宅を訪問しているのだが、まるで十年来の親友のような気安さで接してくれるようになったのだ。

　恐るべし、冷風扇風機型魔法道具──。

　急造の品で魔力貯蔵器が付いていないため、このお屋敷のメイドさんが今やっているように、魔力を流し続ける必要がある欠陥品なのだが、そんな事は関係ないようだ。

　そういえば、いつの間にか、称号に「賄わい賂ろ上手」なんていうのが増えていた。

「これは君が作ったのかね？」

　男爵が追加を欲しそうな顔で尋ねてきた。

「魔導王国ララギから戻った我が家の出入り商人が仕入れてきた物なので、残念ながら再入荷の見込みは立っていません」

「そうか、それは残念だ」

　ララギで仕入れたとも言ってないし買ったわけでもないから、再入荷の予定がない事も噓うそではない。

　この部屋にいる家令のおじさんが、ウリオン神のギフト「断罪の瞳ひとみ」を持っていたので、少し回りくどい答え方をしてみた。

　このギフトに噓を見抜くような力はないはずなのだが、全ぜん貌ぼうを知らないギフトなので、少し警戒しておいたのだ。

「だが、このような品を独り占めして良いものか……」

「ご安心下さい。太守閣下に献上する分は別にありますので」

　太守だけでなく、ギルド長やエルタール将軍に献上する分は作製済みだし、一匹の苔蟹蜂から二〇台くらいは作れるので材料もたっぷり残っている。

　それに養護院にも三台の冷風扇風機を設置済みだ。

　扇風機を動かすために代わる代わる魔力を注いでいたので、子供達に魔力操作スキルが宿らないかと密ひそかに期待している。

「そうか──」

　男爵が顎あごに手を当てて思案する。

　扇風機からの冷風を受けて気持ち良さそうなので、今一つ締まらない顔になっているが、指摘するような野暮な事はしない。

「これほどの品の礼に君に二つほど情報をやろう」

　彼が勿もつ体たいぶって教えてくれた情報は──。

「──戦争ですか？」

「うむ、大陸西方から戻ったばかりの商人からの情報だ。食料品や鉄鉱石の値上がりに加え、魔剣や魔剣の素材となるミスリルや魔物素材の輸出が、その国で規制されていたらしい」

　実際の開戦はまだまだ先らしいとの事だが、オレとしては遠い大陸の果ての話を教えてもらっても、世間話のネタにしかならないような気がする。

「分かっておらんようだな。我が国からの輸出規制が始まる前に、商人どもが魔物素材を買い占めようとするはずだ」

　男爵ができの悪い生徒を見るような目でオレを見た。

　つまり、武器素材になる魔物を狩ってきて、買い叩たたかれないように売りさばいて一ひと儲もうけしろって事のようだ。

「もう一つは魔法薬関係だ」

「こちらも高騰するという事ですか？」

「いや、迷宮都市はデュケリ卿が価格調整をしているから変わらん」

　オレの予想は外れた。

「国王直轄領や沿岸領付近では魔法薬の材料が高騰するだろうから、ギルドの魔法薬の値段が上がるか入荷数が減るかもしれんな」

　そっちは困る探索者が多そうな気がする。

　あまりに入荷数が減るようなら、クロの姿でギルドに水増し魔法薬を卸した方がいいかもね。

「話が少し横道に逸それたな──」

　男爵が氷菓を美う味まそうに口に入れて一息吐く。

　氷菓は冷風扇風機と一緒にお土産に持ってきたヤツだ。

「ワシが言おうとしていたのは、太守の腰こし巾ぎん着ちやくが密造していた魔人薬の件だ」

　オレの脳裏に太守の腰巾着こと元太守代理のソーケルの姿が浮かんだ。

　彼は今、太守城の貴人用の牢ろう獄ごくに監禁されている。

「タルトゥミナの港で大規模な魔人薬の密輸が摘発された」

　王都直轄領にある交易都市タルトゥミナにはオレも行った事がある。

　そういえば、あの時も禁止薬品の取り引きを見かけたっけ。

　幸い密輸自体は阻止できたそうなのだが、密輸船には逃げられてしまったらしい。

　当初、船の形から鼬イタチ人族の商船ではないかとの事だったが、入港していたはずのパリオン神国の軍船も消えていた事から、ややこしい事になっているそうだ。

　オレには探偵の素養はないので、遠い都市の事件に興味はない。

　それに、わざわざ勿体ぶって伝えるほどの情報でもないと思うのだが──。

「ふん、慌てるな。本題はここからだ」

　氷菓を食べ終わった男爵が、メイドにおかわりを命じつつスプーンを振る。

「摘発された犯罪組織の連中が、魔人薬を提供したのがケルテン侯爵だと証言しおったそうだ」

　ケルテン侯爵──たしか王都の門閥貴族で、軍閥に影響力がある人だって聞いた事がある。

「犯罪者の言う事を鵜う吞のみにするバカはおらんが、一笑に付すほど魔人薬は軽くない」

　無言でいるのも悪いと思ったので、「なるほど」と適当な相あい槌づちを打つ。

「密かに王国の諜ちよう報ほう部隊が動き──」

　ケルテン侯爵が管理する軍の倉庫の一つから、大量の魔人薬が発見されてしまったらしい。

　しかも、同じ倉庫内に、軍の目録に記載されていない火ひ杖づえや魔物素材の武器が隠されていたそうだ。さらに、対城じよう塞さい用の大型魔力砲まであったらしい。

　そのため、ケルテンの後こう塵じんを拝していた貴族が、「ケルテン侯爵に謀反の企たくらみアリ」と騒ぎ立て、王都は大変な騒ぎになっているそうだ。

「まだ、分からんか？　太守夫人に重用されておっても、権謀術数はまだまだのようだな」

　嘆息した男爵が言うには、ケルテン侯爵が失脚した場合に備えて、太守夫人の後押しによって王都の軍関係に食い込んで役職を獲得するチャンスとの事だ。

　せっかくのお勧めだが、オレとしては今以上の成り上がりに興味はない。

　オレは彼の情報に礼を告げつつも、栄達に興味がない事を遠回しに告げた。

「ふん、そんな事ではいつまで経たっても永代貴族にはなれんぞ」

「私には名誉士爵の地位でも過分ですので……」

　発破を掛ける男爵にそう告げ、お土産に持ってきた氷菓が尽きたタイミングで暇いとま乞ごいをした。

　その後、同様の貴族家を順番に訪問していく。

　以降の家は一軒目のモッフォ男爵よりも家格が落ちるので、冷風扇風機ではなく涼をとるのに便利な氷ひよう柱ちゆうを五本ほどと氷菓をお土産に持ち込んだ。

　前に太守夫人のお茶会で氷柱や氷菓が珍重されると教えてもらった通り、どの家でも高評価だった。

　いきなり十年来の親友のような関係になるほどの威力はないが、少なくとも敵対状態からは脱する事ができた感じだ。

　やっぱり、ご近所付き合いは大事だね。
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「あら？　ペンドラゴン卿も耳が早いわね」

　貴族家巡りを終えたオレは、太守夫人の所を訪れていた。

　モッフォ男爵から聞いた戦争の噂うわさを確認するためだ。

「大陸の西部はもともと小競り合いの多い地方なのよ」

　太守夫人が冷風扇風機の涼風を楽しみながら言う。

「複数の国の間で戦争が起こりそうという噂は半年くらい前からあったの。最近は迷宮都市の武具や素材を買い付けにくる外国の商人が増えた、とデュケリから聞かされていたわ」

　昨晩、探索者達の宴うたげで聞いた魔法の武器の値段が上がっているという話は事実のようで、それらの値上げは魔剣類の流出を減らすために、デュケリ准男爵が意図的にさせているとの事だった。

「流出すると何か問題があるのでしょうか？」

「ええ、魔剣やミスリル剣の流出は国防力を下げ、他国の戦力を上げる行為ですもの」

　太守夫人が教えてくれた後に、数本程度なら問題ないと付け加えた。

　戦争をするなら魔力砲や大型ゴーレムをたくさん揃そろえた方が良さそうな気もするが、レベル制のこの世界だと、強力な武具を持つ高レベルな武人は無視できない存在なのだろう。

　あんまり良い噂を聞かないけれど、デュケリ准男爵は単なる守銭奴というわけでもなさそうだ。

「魔物素材の武具は破損すると修復できないものが多いから、シガ王国の騎士や兵士は使いたがらないのだけれど──大陸西方には魔物素材の武具を修復する秘密の技術があるらしいわ」

　太守夫人が後半部分の噂を小声で教えてくれた。

　そういえば──リザの魔ま槍そうはどうだっけ？

　今までに小さなヒビや傷くらいなら付いた事があるはずだけど、思い返してみても、そういうヒビや傷が思い出せない。

　もしかしたら、いつの間にか自己修復していたのかもしれない。

　帰ったらリザに尋ねてみよう。

「戦争の影響はモッフォ男爵の言う通りね。この機会に儲けるのはいいけれど、あまり強力な武具を作れる素材は売る相手を選ぶようになさい」

「はい、ご忠告感謝いたします」

　区画の主エリア・マスターや眷けん属ぞくの素材は元より売る気がなかったけど、他ほかの素材も注意するとしよう。

　戦争の件はこれでいいとして──。

「交易都市タルトゥミナで魔人薬の密輸が摘発されたと耳にしたのですが、やはり迷宮都市で密造された品だったのでしょうか？」

「原料は恐らくそうでしょう。あれだけの量の魔人薬を作る材料を用意できるのは、迷宮くらいですもの」

　太守夫人が丸い顔に憂いを漂わせて言う。

「迷宮都市外への密輸方法も分かったわ」

　歓楽街の外れ、外壁近くのソーケルの愛人宅の地下に、都市の外へ通じる地下道が作られていたそうだ。

「それだけの地下道を秘密裏に作るには、優秀な土魔法使い複数が必ひつ須すなのだけれど、ソーケルにそういった伝つ手てはないわ。魔族に洗脳されていたポプテマも関かかわっていなかったと言っていたし、王国内でそういった土魔法使いを多く抱えているのは、宮廷魔術師のシガ三十三杖か王国軍だけ」

　つまり、ソーケルの背後にいたのは、宮廷魔術師か王国軍に影響力のある人物である可能性が高いという事らしい。

「王都でも魔人薬が見つかった件は知っている？」

「はい、なんでも軍の倉庫から見つかったとか」

「そうなの。管理していた方が謀反を起こすために準備していたんじゃないか、って王都では大騒ぎよ」

　太守夫人はケルテン侯爵の名前を伏せて教えてくれた。

「おかげで、ソーケルを王都に送るのが延び延びになっているの」

　丁度、護送予定の飛空艇の便で、今回の情報が届いたそうで、今、ソーケルを王都に送ると、ケルテン侯爵周りの政争の道具に使われてしまうために、太守城の尖せん塔とうに監禁したままらしい。

　──そうだ。

「そういえば、ソーケルは魔族に洗脳されていなかったのですか？　捕縛時にずいぶん錯乱していたようですが？」

　オレは気になっていた事を尋ねてみた。

　迷宮都市で起こった一連の事件には、魔族や魔王信奉集団が絡んでいたみたいだから、ソーケルの件もそうではないかと思ったのだ。

「あら？　ペンドラゴン卿きようはソーケルに興味がないと思っていたわ」

　太守夫人は目を瞬かせてから、教えてくれた。

「ポプテマを仮死状態にした後に、彼の洗脳を見破ったヘラルオン神殿の老神官長に見てもらったのだけれど、ソーケルには洗脳の痕こん跡せきはなかったそうよ」

　ソーケルの錯乱の原因は、いわゆる現代の違法ドラッグに相当する魔法薬の副作用によるものだったそうだ。

　魔人薬生成の過程でできる副産物らしい。

　まったく、異世界で違法ドラッグなんて、止やめて欲しいね。

　そんな風に、少し殺伐とした方向に話が寄っていたが、それもメイドが美お味いしそうな氷菓を運び入れるまでの事だった。

「こう暑いと冷たい氷菓がひときわ美味しいですね」

　柑かん橘きつ系の果物を凍らせて作ったらしき氷菓は、爽さわやかな香りとすっきりとした後味が素晴らしい。

「セリビーラ市は大砂漠が近いから、気候調整をしていないと暑くなってしまうの」

「──気候調整、ですか？」

「ええ、普段は主人が太守の力で調整しているのだけれど、その力を広域の魔族探索に使ってしまったから、魔力が溜たまるまで暑いままなの」

　都市核シテイ・コアの力を探索に使うと、気候調整すらできないほど魔力を使うのか……それなら頻繁に使えずに魔族の侵入を許してしまうのも分かる。

　ほとんど魔力を消費しないオレの全マップ探査とは大違いのようだ。

「直轄領だけじゃなく、シガ王国全体に陛下からの勅命が下ったのよ。王都や公爵領の領都は魔力の余裕があるけれど、伯爵領や辺境都市は魔力不足で気候が悪化してしまうの」

　彼女が伯爵領の例として北端のセーリュー伯爵領を上げ、気温の低下が著しいと教えてくれた。

　オレは不作や飢き饉きんを懸念したが、魔力不足による気候調整不能期間は一月程度なので、その心配はないそうだ。

「でも、その甲か斐いあって、直轄領や周辺領地で三体の魔族が発見されたわ」

　国王直轄領に隣接するゼッツ伯爵領とキリク伯爵領、そしてシガ王国北西にあるビスタール公爵領で下級魔族が、さらにレッセウ伯爵領では中級魔族が発見されたらしい。

　都市に大きな被害を出しつつも、既に全すべて討伐されてしまったそうだ。

　それにしても、一番狙ねらわれそうな王都に、全く魔族がいなかったのが気になる。

　王国最強の剣士集団と言われるシガ八剣がいるからだろうか？

　──そうだ。

　オレはマップを開いて、先日迷宮都市で魔族騒動を起こした緑の上級魔族の「擬体アバター」に付けたマーカーを確認してみた。

　ビスタール公爵領とレッセウ伯爵領の境をウロウロしていたマーカーが消えている。

　恐らく魔族探索で見つかって、討伐に遠征してきた軍隊に倒されたのだろう。

　魔族が次に悪事を働こうとする場所を知りたくて泳がせていたが、倒されてしまったものは仕方ない。

　次の尻しつ尾ぽが見えた時にもう一度マーカーを付けるとしよう。

「都市被害というのは大きいのですか？」

「レッセウ伯爵領は領都が大きな被害を受けて、レッセウ伯が戦死なさったそうよ」

　レッセウ伯爵といえばティファリーザとネルにセクハラした上に、犯罪奴隷に落とした変態領主だったはず。

　いい気味だとまでは言わないが、特に心が痛む事もない。

「レッセウ伯の嫡子が副都市の軍勢を指揮して討伐し、今は復興に尽力しているそうね。次の王国会議の時に婚約者のシスティーナ殿下を第一夫人に迎えるためにも、必死に領地を立て直している事でしょう」

　息子の方は少しマシなのかな？

　魔族は退治されたみたいだし、オレが気にするような事でもないか。

「他の都市の被害状況は伝わってきていないのだけど、発見場所に討伐隊が急行するまでの間に少なくない被害は出るものよ。先日のセリビーラの事件のように、魔族出現場所にエルタール将軍のような武人や『紅ぐ蓮れん鬼』ゾナ殿のような魔法使いがいるような奇跡はそうそうないもの」

　太守夫人がそう言ったあと「あなたのような勇気ある若者もね」とフォローの言葉を付け加えた。

　なお、彼女の言う「紅蓮鬼」はギルド長の二つ名らしい。




「──では水路の清掃は特に許可を得ずとも行って良いのですね」

「ええ、許可はいらないけれど、役所に清掃を行う事の報告だけはしておきなさいな。役人は自分の知らないところで行われる事を嫌うものだから」

「はい、承知いたしました」

　アリサが水路掃除をすると気炎を上げていたので、太守夫人に奉仕活動後の清掃作業の一環で水路のゴミ掃除も行って良いか確認してみたところ、問題ないと快諾してもらえた。

　役所でも水路の掃除を年二回行っているそうだが、ゴミを捨てる者が多くてすぐに汚れてしまうそうだ。

　コンコンとノックの音がして、侍女さんが顔を出した。

「レーテル様、到着されました」

「入ってもらってちょうだい」

　太守夫人の許可を受けて、酷薄な顔をした役人が部屋に入ってきた。

　彼は先日の魔族襲撃事件についての調書を取りに来た王都の役人らしい。

　本来ならオレと役人だけで聴取されるはずだが、オレを心配した太守夫人が聴取場所を太守の城にした上に同席までしてくれたのだ。

　そのお陰か、通り一遍の状況説明で済んだ。

　ただ最後に──。

「──中級魔族は他に何か言っていませんでしたか？」

「何かとは？」

「質問しているのは私です」

「と、言われましても、特に意味ある言葉はございませんでしたが？」

　記憶の糸を手繰ってみたが、やはり大した事は言っていなかったと思う。

　むしろ言っていたのは緑魔族の擬体の方だ。

「『再臨の杯』や『偽王』という言葉は？」

「いえ、特に」

　だから、意味深な単語でフラグを立てるのは止めて下さい。

「聴取は終わったかしら？　ペンドラゴン卿にはまだお話があるの。終わったのなら、退出して下さるかしら？」

　お願いという形を取った太守夫人の命令を受けて役人が退出していった。

　いかにも魔王復活を示唆する単語だったが、彼が心配するまでもなく迷宮都市で緑魔族が企たくらんでいた魔法復活の企みは既に潰ついえているのだ。

　別の魔王を復活させる企みでもあるなら大変だけどさ。
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「ペ、ペン、ペンドラゴン卿！」

　太守夫人との面会の後、役所で水路清掃の許可を貰もらった帰り、ギルド長に戦争関連の情報を伝えようと西ギルドへ寄ったのだが、そこで小太りの少年貴族に呼び止められた。

「こんにちは、ルラム殿」

　転がるように慌てて駆け寄ってきた彼は、太守三男のゲリッツ君の取り巻きの一人だ。

「た、大変なんだ！」

　何かあったようで、ずいぶん切羽詰まった顔をしている。

　何やら緊急事態らしい。

「どうされました？」

「メ、メリーアンが！」

　オレの腕に縋すがり付いたルラム君が叫ぶ。

「メ、メリーアンが迷宮に！」

　どうやら、また新しい事件が起こったようだ。







　デュケリ准男爵





〝サトゥーです。利害の衝突というのは、人が社会活動を営む限り、大なり小なり発生するものでしょう。万人を納得させるのは夢想だとしても、理想に向けて互いに歩み寄るのは大事だと思うのです。〟






「落ち着いてルラム殿」

　軽いパニックを起こしているようで、「メリーアンが迷宮に」と「大変なんだ」を繰り返すばかりで要領を得ない。

　深呼吸させて落ち着きを取り戻させてから聞いたところによると、デュケリ准男爵令嬢のメリーアンが、野の良らパーティーに誘われて迷宮に入るところを、買い食い中のルラム君が見つけたそうだ。

「准男爵家には連絡されましたか？」

「う、うん。爺じいに行かせた」

　ルラム君の話によると、メリーアン嬢が迷宮に入って半時間も経たっていないらしい。

「なら、私がメリーアン殿を捜しに行って参りましょう」

「ボ、ボクも──」

「ルラム殿はデュケリ准男爵が来た時に伝える役目があります」

　一緒に行きたいと言おうとしたルラム君の言葉を遮り、彼がこの場に残る理由を与える。

「わ、分かった」

　そう答えるルラム君を残し、オレは迷宮へと向かった。

　迷宮門を越え、つづら折りの階段を駆け降りながら、マップ検索でメリーアン嬢の現在位置を調べる。

　第一区画の主回廊から少し外れた細い通路の先で、三人の女性探索者達と一緒にデミゴブリン狩りをしているようだ。

　オレは足音を忍ばせて、彼女達の戦う場所へと向かう。

「ほらほら、お嬢様！　一匹に構い過ぎると反対側から襲われるよ！」

「ぎゃははっ、くそ貴族の娘でも、血は赤いんだね！」

「おおっとー、上から迷宮蛾メイズ・モスの参戦だ！　麻ま痺ひに気を付けな！」

　前方から、女性達の不快な声が聞こえる。

「き、救援を頼む。私一人では無理だ」

　レーダーに映る光点の位置から考えて、周りの女性探索者達は懇願するメリーアン嬢の救援をせずに、囃はやし立てるだけのようだ。

　通路の端まで行くと、眼下に彼女達の様子が目に入った。

　この通路は彼女達の戦う通路の上方に繫つながっていたらしい。

「あららー、ゴブリンくらいは余裕だって言ってなかった？」

「戦蟷螂ウオー・マンテイスとも戦った事あるんだろう？」

「戦蟷螂がヘーキなら、ゴブリンくらい鎧よろいがなくても余裕っしょ」

　最後の娘が金属の胸当て付きの鎧を片手に笑う。

　どうやら、メリーアン嬢は鎧を剝はがれた状態で、デミゴブリンと戦わされているらしい。

「何をしている！」

　質たちの悪いイジメの現場を見たような嫌な気分だ。

　オレは三メートルほどの段差を飛び降りて、デミゴブリン達を妖よう精せい剣で斬きり捨てて、メリーアン嬢を女性探索者達から庇かばう位置に立つ。





＞称号「乙女の救世主」を得た。






「いや、あたし達はこの子を鍛えてやろうと……」

「わざわざ、彼女の鎧を脱がせてか？」

　デミゴブリンの爪つめで切られ、メリーアン嬢のシャツは傷だらけだ。

　彼女の体Ｈ力Ｐゲージも半分くらいに減っている。

「こ、これがあたしらの訓練なんだよ！」

「けっ、行こうぜ、みんな」

「お嬢様は自分の男とエッチな事でもしてな！」

　捨て台詞ぜりふを残して逃げ出した娘の足を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんで転ばせ、続く二人がそれに躓つまずいて転んだところを上から踏みつける。

　オレは藻も搔がく三人を、格納鞄ガレージ・バツグから取り出したロープで素早く縛り上げた。

「な、何しやがる」

「解けよ！」

「この変態！」

「少しばかり質が悪かったようだな。お前達はギルドに突き出す」

　オレが間に合わなければ、メリーアン嬢が見捨てられて死んでいた可能性は高い。

　小言一つで見逃してやるには、彼女達は少しやりすぎた。

「くそ貴族の娘なんて、なんで助けるんだよ」

「みんなデュケリの野郎を嫌ってるんだ。あたし達はみんなの鬱うつ憤ぷんを晴らしてやろうと思っただけなのに」

「デュケリの金かね儲もうけのために、何人の探索者達が死んだと思ってやがるんだ！」

「あいつが困って反省したら、魔法薬だって安くなるんだ！」

　縛られた女性探索者達の逆恨み発言に、メリーアン嬢が悲しそうに顔を伏せた。

　どうやら、この女達はデュケリ准男爵に意趣返しをするために、メリーアン嬢を迷宮に連れ込んでいたぶっていたようだ。

「自分の鬱憤を晴らすためだろ？　勝手に探索者を代表するな」

「勝手じゃない！　皆言ってる！」

「皆とは誰だれだ？」

　嚙かみついてくる女性探索者を冷たい目で見下ろす。

　視線に威圧が乗ってしまったのか、女達が身を竦すくませて黙り込んだ。

　魔法薬が買えなくて死んだ探索者がいたのは事実だと思うが、だからといって、その責任を全すべてデュケリ准男爵に押し付けるのは違うと思う。

　魔法薬がないなら、ないなりの安全マージンを取ればいい。

　ましてや、彼の娘をいたぶるのは筋違いもいいところだ。

「メリーアン殿、そのままだと傷きず痕あとが残る。この魔法薬を飲んで下さい」

　オレは下級魔法薬をメリーアン嬢に手渡す。

　個々の傷は浅そうだが、不衛生そうなデミゴブリンの爪に傷付けられた状態で放置したら、化か膿のうしそうだ。

　メリーアン嬢は魔法薬を見つめるだけで、飲もうとしない。

　こいつらに言われたせいで、魔法薬を飲むのを躊躇ためらっているようだ。

「血ち塗まみれのままだと、准男爵閣下が心配しそうですね」

　オレはダミーの巻物を取り出して、使う振りをしながら回復魔法で傷を癒いやし、生活魔法で彼女の服に付いた血ち糊のりを落としてやる。

「メリーアン殿、着替えです」

　血が落ちた事で、ゴブリンの爪で切り裂かれた彼女のシャツの隙すき間まから、色々と見えてはいけない部分が覗のぞいていたので、視線を避けつつルル用の替えのシャツを手渡した。

　素材は普通の綿だが、家妖精ブラウニー達の手による服なので、着心地が非常に良いのだ。

「ありがとう、士爵様」

　弱々しく礼を言うメリーアン嬢に鎧を再装備させて、出口へと向かう。

　ロープで縛り上げた女達を引き連れていたせいで、途中で出会った探索者達にはギョッとされたが、オレの着る貴族服を見ると、関かかわり合いにならないようにそそくさと去っていった。

　迷宮門のところで、事情を説明してギルド職員に女達を引き渡し、オレ達は迷宮を出る。

　西門から西ギルド前に向かって歩いていると、瀟しよう洒しやな黒い馬車が凄すごい速度でギルド前広場に飛び込んでくるのが見えた。

　馬車に少し遅れて、武装した男達を乗せた荷車が停車する。

　急停車した馬車の扉が荒々しく開かれ、一人の老紳士──デュケリ准男爵が飛び出してきた。

　遠目に見えるデュケリ准男爵が、ルラム君と何か話した後、男達を急せかして足早にやってくる。非常に余裕のなさそうな焦った感じだ。

「お出迎えだよ、メリーアン殿」

「──お父様」

　メリーアン嬢が安あん堵どと居心地の悪そうな表情が混ざった複雑な顔をする。

「メリーアン！」

　こちらに気がついたデュケリ准男爵が、一瞬だけ表情を緩め、次に怒りの形相になって駆け寄ってくる。

　そのまま娘を抱き締めると思いきや、容赦ない勢いで娘の頰ほおを叩たたいた。

「この愚か者が！」

「お父様、私は──」

「言い訳なら、屋敷で聞く」

　デュケリ准男爵は娘の言葉を遮って、その細い腕を摑んだ。

　彼の鋭い視線がオレの顔で止まる。

「君の助力に感謝する。この礼は後日、必ず」

　そう言って、メリーアン嬢の手を引いたデュケリ准男爵は去っていった。

　一瞬だけ、娘さんを迷宮に連れ込んだと誤解されないかと身構えたが、オレが捜索に向かった事をルラム君からちゃんと聞いていたようだ。

　足音高く馬車に戻るデュケリ准男爵と入れ替わりに、ルラム君がこちらにやってきた。

「メリーアンが無事で良かったよ」

　ルラム君のお腹なかがぐるぐると鳴る。

「安心したら、お腹が減ってきちゃったよ」

「これは些さ少しようながら、陰の功労者への褒賞です」

　オレは格納鞄経由でストレージから取り出したお手製クジラ串くしカツを彼に手渡す。

　今日の殊勲者はメリーアン嬢の危機を伝えた彼だからね。

「うわぁ、いつものより美お味いしい！」

　幸せそうな顔で串カツを食べるルラム君を労ねぎらい、オレも通りすがりの売り子からベリア水を買って喉のどを潤した。

　これで一件落着、かな？
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「ようこそペンドラゴン卿きよう、我が家の宴うたげによく来てくれた」

「本日はお招き頂きありがとうございます」

　メリーアン嬢を救助した翌日、オレはデュケリ准男爵家の晩ばん餐さんに招かれていた。

　長テーブルの置かれた食堂には、准男爵夫妻とメリーアン嬢、そして彼女の兄である長男がいる。

　事前に仕入れた情報によると、准男爵はシガ王国の貴族にしては珍しく、側室や愛人がいないらしい。

　父親にビンタされたメリーアン嬢の頰は、魔法薬で治したらしく綺き麗れいに治っていたが、泣きはらしたようなまぶたは化粧では隠し切れていない。

　彼女のドレス姿を見るのは太守夫人のお茶会以来二度目だが、細剣レイピアを腰に下げた男装姿よりは似合っていると思う。

「き、君がペンドラゴン士爵か。妹を助けてくれてありがとう」

　青白い顔色の長男が、引きつるような笑みを浮かべて言う。

　なんとなく、悪い意味で儚はかなげな感じだ。ＡＲ表示でも、彼の状態は「ゴブリン病：慢性」となっていた。

　妹のメリーアン嬢より二つ上の一六歳なのだが、彼女よりも幼く見える。

　こうして見るとデュケリ准男爵と子供達の年齢が、かなり離れているのがよく分かる。

「今日は食通の君に合わせて贅ぜいを尽くしてみた」

「それは楽しみですね」

　贅を尽くした、って自分で言っちゃうのか。

　ちょっと彼の言い方に引っかかるモノを感じたが、料理自体は彼が言うように、迷宮都市では珍しい材料を使った非常に美味なモノだった。

　恐らく、「宝物庫アイテムボツクス」スキル持ちが、冷蔵の魔法道具マジツク・アイテムに入れた状態で遠方から運搬してきたのだろう。

「ジョス、お野菜も食べなさい」

「野菜は嫌いです」

　肉やパンしか食べない息子に、奥方が小声で注意するのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　その姿を見たデュケリ准男爵が、不快そうに眉まゆを顰ひそめて命じた。

「ホシェス、客人の前だ。控えなさい」

　奥方は身を硬くして夫とオレに詫わびた後、何か言いたげに息子を見るが、彼は野菜を完全にスルーして、甘辛いソースが掛かったオーミィ牛のヒレ・ステーキを美味しそうに食べている。

　なんとなく居心地の悪い晩餐の雰囲気のせいで、せっかくの美味しい料理が台無しだ。

　それでも義務的に軽妙な会話を心がけ、コースの最後に出た梨なしのコンポートを口に押し込んで晩餐を終えた。

「ペンドラゴン士爵は探索者なんだろ？　話を聞かせてよ」

「ジョス、彼は私と仕事の話がある。探索話は次の機会に聞かせてもらえ」

「ちぇー」

　子供っぽく口を尖とがらせる息子の頭を、デュケリ准男爵が叩く。

「まったく、いつまでも成長せん──」

　小声の呟つぶやきを聞き耳スキルが拾ってきた。

「あのくらいの年齢なら年相応ですよ」

「息子より年下の君がそれを言うか？」

　デュケリ准男爵が苦笑しつつ、オレを先導して応接間へと向かう。

　そういえばオレの外見年齢は一五歳だったっけ。

「息子も、君くらい──いや、客人の前で繰り言はいかんな」

　落ち着いた感じの応接間のソファーは少しクッション性が足りなかったが、なかなかアンティークな感じで良い。

「二度もメリーアンを救ってくれた事を感謝する」

　デュケリ准男爵がそう言って、テーブルの上に二本の古びた巻物を置いた。

「これは感謝の印だ」

「魔法の巻物ですか？」

「君が巻物の蒐しゆう集しゆう家だと聞いたのでな」

「巻物を見ても構いませんか？」

　彼が首肯するのを見届けてから、巻物が破れないように注意して開く。

　巻物は「石製構造物ストーン・オブジエクト」と「地従者作製クリエート・アース・サーバント」の二つだった。

　どちらの巻物も、なかなか心躍る字面をしている。

　今すぐにでも迷宮に転移して、使ってみたいくらいだ。

　興奮しすぎて古びた巻物を破らないように、テーブルの上に戻す。

「実に珍しい巻物ですね」

「もともとはフダイ伯爵やゴハト子爵に頼まれて集めた巻物だったのだが、他ほかに君が喜びそうな品がなかったので流用させてもらった」

「ではフダイ伯爵やゴハト子爵にも感謝しないといけませんね」

「実用性は低い品なので、あまり期待されても困るぞ」

　オレの喜びが伝わったのか、デュケリ准男爵が軽く釘くぎを刺した。

「私は蒐集が趣味なので、珍しい巻物はそれだけで嬉うれしいのです」

「ならば、良い」

「ところで、これはシーメン子爵家の工房産とは違うようですが、セリビーラの迷宮の宝箱から出た品なのでしょうか？」

　砂さ塵じん迷宮というダンジョン産の巻物なのはＡＲ表示で分かっていたが、一応話を振ってみた。

「いや、それは大昔に死んだ迷宮から出た品らしい」

　先日、魔法の武器を求めてやってきた外国の商人が持ち込んだ品との事だ。

　オレが巻物を収納すると、メイド達がテーブルの上に綺麗なカットグラスを置き、麦の香りが素晴らしいウィスキーを注いでくれた。

「──ときにペンドラゴン卿」

　デュケリ准男爵がウィスキーで口を湿らせてから、話を切り出した。

「君に一つ相談がある。息子の事だ」

「どのようなご相談でしょう？」

「息子の病の事は知っているか？」

「病名までは存じませんが、難病を患っているという噂うわさは聞いた事がございます」

　デュケリ准男爵は他言無用と前置きしてから、息子が重度のゴブリン病であり、ソーケルが供給していた「鬼おに喰くい薬やく」で症状を緩和していた事を教えてくれた。

　もちろん、マップ情報で既に知っていたが、それを明かすわけにはいかないので、彼の口から言ってもらったのだ。

「つまり、私に『鬼喰薬』を作れという事でしょうか？」

　彼はオレの公開スキルに「錬成」があるのを知っていたのかな？

「君に頼らずとも錬金術士なら幾らでもいる。君に頼みたいのは材料の調達だ」

「材料、ですか……」

　この「鬼喰薬」は禁止薬品の「魔人薬」や「屍しかばね薬」と必ひつ須す素材が似ているので、魔人薬の密造が騒がれている現状では揃そろえにくい。

　オレのマップ検索ならすぐ見つけられるが、簡単に見つけたら密造の冤えん罪ざいを押し付けられそうなんだよね。

「集めにくいのは分かっている。迷賊どもの住すみ処かは勇者の従者とやらとギルド長が焼き払ったと言っておった。だが、迷宮の奥地へ行けるような探索者は、『階層の主フロア・マスター』討伐に夢中で聞く耳を持たん。『銀光』や中堅探索達にも声を掛けたが、色よい返事はなかったのだ」

　安定して稼げる中堅探索者なら、あてどなく迷宮を彷徨さまよって素材を探すようなリスキーな依頼を受けるとは思えない。

「その『鬼喰薬』以外に、治す手段はないのですか？」

「むろんある。『血玉の粉』や『万能薬』なら『鬼喰薬』よりも効果が高い。手配済みだが、どちらも、おいそれと使えるような値段ではないのだ」

　迷宮に赤鉄の探索者パーティーを派遣するよりも高いのかな？

　そういえば彼の口から、ゴブリン病を完治させうる「血珠の粉」の名前は出なかった。

　サガ帝国の皇族が独占しているので、言っても意味がないと思ったのだろうか？

「ミーティア王女の『浄化の息い吹ぶき』にも期待しておったのだが、シーナ殿の容体を見るに、あまり期待できん」

　オレの脳裏にノロォーク王国の幼いミーティア王女様の姿が浮かんだ。

　彼女の持つヘラルオン神のギフト「浄化の息吹」は太守四女シーナの瘴しよう気き中毒を治せたものの、ゴブリン病に対しては無力だった。

　オレの手持ちの資料によると、「ゴブリン病」はビタミン不足による生活習慣病みたいなので、浄化してもあまり意味がない。

　むしろ、青汁の方が効きそうだ。

　それはともかく、オレが太守四女の治療をしていないのは、アリサ達の友人であるミーティア王女の不利益になるかもしれないと思って自重していたのだ。

　経過観測でミーティア王女の「浄化の息吹」が、「ゴブリン病」の治療に役に立たない事が概おおむね把握できたので、そろそろ向こうも治療方法を提供しようと思っている。

　この話題が出た時のために、ゴブリン病について書かれた手持ちの資料を写本してあるのだ。

「万能薬なら根治するのですか？」

「息子が幼い頃に万能薬を使った事がある。使った直後は完治したように見えたのだが、一年もしない内に病が再発してしまった」

　たぶん、万能薬で一度は治ったんだろうけど、食生活が改善していないから再発してしまったんだと思う。

「シーナ様のご病状を知った時に調べたのですが──」

　オレはそう前置きをして、前述の情報を彼に伝え、食生活の改善を勧めてみた。

　説得力を増すために、資料の原本の方を提示する。

「ふむ、『びたみん』不足か──ワシも王祖様の残された書物で読んだ事がある」

　おおっ、さすがは王祖様。

　ちゃんと有益な情報を後世に残してくれている。

「野菜や家畜の臓物に隠れ住む良き精霊の事だな」

　──違います。

　精霊なんて、どこから出た。

　まあ、いいか。大事なポイントは伝わっているみたいだし。

「そうです。臓物に含まれる精霊はイタズラ好きなので、必ず火を通してイタズラ心を焼いてやる必要があるそうですね」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、レバーなどの生食をしないように適当に話を合わせておく。

「だが、ワシの息子は野菜嫌いでな……」

　うん、さっきの晩餐で見た。

「ならば、野菜ジュースにしてはいかがでしょう？」

「果物ならともかく、野菜をか？」

　そういえばジューサーみたいな魔法道具は見た事がない。

「はい、私の知り合いの錬金術士が、野菜の成分を液体に変える魔法道具を持っておりました。少々お時間を頂ければ入手可能か問い合わせいたします」

　オレの提案に、デュケリ准男爵が難しい顔で黙考する。

　即答で承諾されるかと思ったが、何か悩むポイントがあったようだ。

「野菜を液体に、か……害はないのだろうな？」

　なるほど、実に親らしい不安だ。

「普通の調理と同じです。ただし、調理器具の代わりに魔法道具を使うのです」

　野菜アレルギーだと危険なので長男の乳母を呼んで確認してみたが、野菜を食べた時にそういった症状を訴えた事はないとの回答だった。

　それならば問題はないと伝えると、魔法道具を入手して欲しいと懇願された。

「では、魔法道具を譲ってもらえるように手紙を出しましょう。遠方の知り合いなので、少し時間を頂きたいのですが……鬼喰薬の在庫はどのくらいあるのでしょうか？」

「一ヶ月分だ。これは鬼喰薬の有効期限だから、太守閣下も同じだろう」

　──少ないな。

　野菜ジュースで症状を改善できるとは思うが、食事療法がたった一ヶ月で効果を発揮するとは思えない。

「ならば、鬼喰薬に必要な素材収集依頼を、探索者ギルドの掲示板に出した方が良さそうですね」

「君は引き受けてくれぬのか？」

「私どもの専門は採取ではなく魔物の討伐です。移動時にめぼしい場所の探索は行いますが、有効成分を維持したまま採取できるか分かりません」

　依存されても困るので、オレは突き放した言い方をした。

　太守四女の件もあるから、足りない素材は間に合うように採取してくるけどさ。

「依頼を出してあれば探索者達も気にして探すでしょうし、採取の専門家なら儲もうかると分かれば迷宮奥地へ足を伸ばしてくれるかもしれません」

　赤鉄の探索者の多くは出払っているかもしれないけど、採取の専門家が「階層の主」関係の戦いに駆り出されているとは思えないから、特需を見込んで魔法薬用の素材採取に行っているだけだと思うんだよね。

「いや、依頼は出せん。ワシが出せば逆効果になりかねん」

　探索者達に嫌われている自覚はあるらしい。

「懇意にしている薬くす師しや錬金術士名義で依頼を出して頂けば宜よろしいのでは？」

「同じだ。ワシと同様にヤツらも探索者どもに厭いとわれている」

　グルだと思われているわけか。

「魔法薬の件ですか……」

「そうだ。値段を下げれば探索者達はすぐに尻しつ尾ぽを振るだろうが、それはできん」

　オレの呟つぶやきをデュケリ准男爵が拾う。

「なぜか分かるか？」

　デュケリ准男爵の重要な収入源だもんね。

　とはさすがに言えないので、オレは首を横に振る。

「迷宮都市は王都周辺に比べ、魔法薬に必要な素材を採取できる場所が非常に少ない。しかも、ワシが今の価格で安定させるまでは、材料高騰と価格競争によって錬金術士達の暮らしは立ちゆかず、その日のパンもろくに喰えぬ者もいた始末だ」

　なるほど、極端なデフレだったわけか。

「そのような状態では錬金術士を辞める者や迷宮都市を去る者が後を絶たなかった」

　だから、利権の薄かった錬金術士や薬師達のギルドを牛耳って、恨まれ役を買って出たそうだ。

　なお、ギルドは王都周辺と同じ価格で魔法薬を売る事を義務づけられているらしい。

　──困った。

　魔法薬の値段が高いと探索者が困り、値段が安いと錬金術士が困る。

　探索者にとって魔法薬は、不測の事態が発生した時の「命の保険」のようなものだ。理想を言えば、駆け出し探索者でも買える値段が望ましい。

　だからといって、錬金術士や薬師が食べていけないような状態も正しいとは思えない。

　両方を満たすピースを探すため、オレは脳内で情報を整理する。

　──材料高騰。素材採取場所が少ない。

　つまり、材料が安く大量にあればいいのか？

　迷宮上層奥地まで行けば大量にあるが、それだと採算が取れない。

　オレは縋すがる思いで、かつてセリビーラの迷宮で活躍していたエルフの賢者トラザユーヤ氏の資料を検索してみた。

「──ベリアの魔法薬」

　迷宮都市の外に繁茂するベリアという多肉植物から、体力回復の魔法薬が作れるらしい。

「ふん、詐欺師の常じよう套とう句くだな」

　オレの呟きを拾ったデュケリ准男爵が、不快そうに鼻を鳴らす。

「詐欺師、ですか？」

「そうだ。君のところに売り込みに来た者がいるのなら、すぐに衛兵に突き出せ。そいつは間違いなく詐欺師だ」

　デュケリ准男爵が語気強く言う。

「かつて、エルフの賢者がベリアから魔法薬を作ったという伝説をまことしやかに語り、失伝したレシピのニセモノを高値で売りつけるのだ」

　迷宮都市に来て日が浅い貴族や商人がよく騙だまされるのだと、デュケリ准男爵が教えてくれた。

「失伝、ですか？」

「二〇〇年ほど前までは、賢者の弟子が残した錬成装置で作る事ができたのだが、それが壊れて以来、ベリアの魔法薬は幻となったのだ」

　オレは資料のレシピを確認する。

　このままだとエルフの錬成板がないと作れない。

　迷宮都市に普及させるには、人族の錬成板用にレシピを修正する必要がありそうだ。

　それは後で研究するとして、今は鬼喰薬の素材調達の件に話を戻そう。

「先ほどの素材調達の件ですが、私からギルド長にお願いして、ギルドからの依頼として依頼票を貼はって頂くのはいかがでしょう？」

「それならば、探索者どもも受けるか……」

　ども、って。

　もうちょっと探索者に敬意が欲しい。

「不足している素材は、この紙に書いてある通りだ」

　紙に書かれてある分量と種類を確認し、彼の提示した依頼金額を追記する。

　オレとしては素材収集の仲介は単なるお節介のつもりだったのだが、仲介の報酬として珍しい魔法書を貰もらった。

　生涯を迷宮に捧ささげた土魔法使いの書物で、ゴーレム関係についての考察が書かれてあった。

　たぶん、最初に貰った巻物とセットで用意してあったのだろう。

「時に、ペンドラゴン卿きよう。君は魔誘香という魔法薬を知っているか？」

「いいえ、存じません」

　魔法薬のレシピにも載っていない。

「近隣の魔物どもを引き寄せる禁断の魔法薬だ」

　デュケリ准男爵は魔誘香の事を教えてくれた後、本題を続けた。

「もぐりの錬金術士の所に魅み油ゆ涎ぜんを持ち込んで、魔誘香を作らせた者がいたらしい」

　誰が作らせたかは分からないとの事だった。

　一応、魔誘香で検索してみたが見つからなかった。アイテムボックス内だとマップ検索に引っかからないので、無いと断言できないのが辛つらいね。

「それは物騒ですね。私も迷宮に入る時は気を付けます」

　要件も終わったし、話が途切れたタイミングで、暇いとま乞ごいする事にした。

「では頼んだぞ」

「はい、お任せ下さい」

　玄関まで見送ってくれたデュケリ准男爵が念を押す。

　思った以上に彼は息子が可愛かわいいらしい。

　メリーアン嬢が窓から何か言いたげな顔で見ていたが、変なフラグが立っても困るのでスルーしておいた。

　彼女には太守三男ゲリッツ君と通える探索者学校のようなモノでも探して紹介すればいいよね。







　ベリアの魔法薬





〝サトゥーです。ミドルウェアの登場によってゲームの多機種マルチプラツトフォーム化が当たり前になりましたが、それ以前の据え置き型ゲーム専用機から携帯ゲーム機へのダウンサイジングは、なかなか大変だったのです。〟






「クロ様！」

「レリリル、夜分にすまん」

　オレは一いつ旦たん屋敷に帰った後、仮の姿の一つであるクロに変身し、空間魔法の「帰還転移リターン」で「蔦つたの館やかた」にやってきた。

　先ほどデュケリ准男爵の所で知ったベリアの魔法薬のレシピを、人族用錬成板でも作れるように改変できないか研究するためだ。

　出迎えてくれた幼い容姿の家妖精レリリルに、地下の研究施設を使うと伝える。

「では用意して参ります！」

　レリリルがハキハキとした声で応えて走っていった。

　なかなか元気だ。

　レリリルと入れ違いに一人の娘が姿を現した。

「クロ様！　お帰りでしたか！」

　派手な美び貌ぼうに分かりやすい喜色を浮かべたのは、金髪貴族娘ことエルテリーナ嬢だ。

　迷賊から救助した後、この「蔦の館」で保護している。

　貴族籍にあるため、迷賊に純潔を穢けがされたと噂うわさされるだけでも不名誉との事で、彼女や貴族籍の仲間達をここから解放するタイミングを計っているところだ。

　──そうだ。

「お前に聞きたい事がある」

　立ち話もなんなので、執務室の応接セットに腰を落ち着けてから、ケルテン侯爵の孫にあたる彼女に、昨日貴族家で聞いた噂を確認してみた。

「クロ様！　お祖父じい様さまが謀反なんてありえません！」

「根拠はあるのか？」

「お祖父様は王祖ヤマト様に連なる王家の血筋を崇拝しています」

　忠誠を通り越して、崇拝しているのか……。

　あんまり仲良くなりたいタイプじゃないね。

「お前を人質に取られて、悪人どもの言いなりになった可能性は？」

「……ありえません」

　金髪貴族娘が力のない声で言う。

「お祖父様なら、直系の孫や嫡子よりも、王家を取ります」

「それは強烈だな」

「それがケルテン一族なのです」

　傍系の彼女でも、その事は誇りに思っているらしい。

「ですが、それ故に、我が一族は王家から絶大な信頼を得て、代々国王軍の采さい配はいを任されているのです」

　金髪貴族娘がきっぱりと断言する。

　人を見る目が確かな彼女がここまで言うなら、単なる身内贔びい屓きではなさそうだ。

「心配なら、王都に戻るか？」

「い、いいえ。無力な私一人が戻ったところで役に立ちません」

　金髪貴族娘が首を横に振る。

　でも、心配そうだ。

「王都に──」

　行ってこいと言おうとした途中で、部屋の扉をノックする音が響いた。

「──クロ様、ティファリーザです」

「入れ」

　入ってきたのは怜れい悧りな美貌のティファリーザだ。

　彼女の歩みに合わせて、肩で切り揃そろえた銀髪が揺れる。

　室内灯の明かりが、ソバージュにした彼女の髪を撫なでるように流れる。

　さすがにルルには及ばないが、それでも目を引く美少女だ。

「屋台の収支と内職の帳簿です」

　ティファリーザが迷賊から救出した人達を住まわせている下町長屋の帳簿を手渡してきた。

　下町長屋と「蔦の館」の近くを結ぶ秘密の地下道を通ってきたばかりなのか、髪に土つち埃ぼこりがついている。

　地下道は「落とし穴ピツト」の魔法で作ったヤツを、「土壁ウオール」と「泥土硬化ハード・クレイ」で補強しただけなので、土汚れが付いてしまうのだろう。

　手に入れたばかりの「石製構造物ストーン・オブジエクト」が使える魔法なら、石で再補強しよう。

　オレはティファリーザの髪に付いた土埃を払いながら、そう思案する。

「ク、クロ様──」

　不ぶ躾しつけに髪に触られたのが嫌だったのか、ティファリーザが赤い顔で身を捩よじる。

「許せ」

　オレは一言そう言って、軽く帳簿に目を通す。

「ふむ、赤字だな」

　屋台の儲もうけはなかなかだが、所帯が多いのでトータルとしては赤字になっている。

　探索者部隊を率いる姐あね御ごさん達の稼ぎも、蛙かえる狙ねらいの部隊以外は儲けが薄い。

「はい、そこで、姐御さん達から、蟷螂かまきり広場への遠征案が出ていました」

「止やめさせろ。犠牲が出る」

　彼女達の装備はともかく、レベルがあまり高くないので、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスや戦蟷螂ウオー・マンテイスの相手は厳しいはずだ。

「ですが、女性を雇ってくれる日雇いも少なく、内職はどれも給金が安いので……」

　何か売れ線の商品がないと厳しいかもね。

「クロ様、迷宮都市で作られている魔法道具マジツク・アイテムを王都で売り、王都で作られている探索者好みの装飾品を迷宮都市で売ってみるのはいかがでしょう」

　金髪貴族娘がそんな提案をする。

「交易か。商人経験者はいるのか？」

「はい、ネルと一緒に屋台を切り盛りしている三人が経験者です」

　親が行商人をしていた娘が二人と実際に行商人をしていた女性が一人いるらしい。

　未経験者ばかりでないなら大丈夫だろう。

「分かった。行商人をしていた女性とお前に調査を命じる」

「承知いたしました！」

　ついでに金髪貴族娘は祖父の様子を見られるし、一石二鳥だね。

「屋敷にいる他ほかの貴族娘達も連れていけ、市場調査の人数は多い方が良かろう」

　他の子達にも里帰りさせてやろうと思ったオレの言葉に、金髪貴族娘が表情を凍らせた。

　体よく追い出す口実とでも思われたかな？

「調査期間は一ヶ月だ。往復にかかる時間も計算に入れるのを忘れるな」

　オレがそう言うと、金髪貴族娘が安あん堵どの笑みを浮かべた。

　復路の意味をちゃんと理解したようだ。

「ついでで構わんが、王都の拠点となる屋敷も探しておけ」

　主にオレの「帰還転移リターン」の刻印板を設置するために。

「クロ様、王都で魔法道具を扱うなら、商業権が必要だと聞いた事があります」

「失念していました。確かに必要です」

　ティファリーザの言葉に、金髪貴族娘も同意する。

「では交易を始める前に、商業権を手に入れねばならんな」

　勇者ナナシで国王に頼めば商業権くらいくれそうだけど、国王に直じか談だん判ぱんなんてストレスが溜たまりそうだ。

「申し訳ございません」

「構わん。商業権の交渉に行くのは我が主あるじだ」

　国王に会ったついでに、量産が簡単な第一世代型の鋳造魔剣を売りつけてこよう。

　前に公都の闇やみオークションで売却し、シーメン子爵がエルタール将軍に見せびらかしていた魔剣アカツキと同種のヤツだ。

　この間の魔族ルダマンの騒動後にエルタール将軍に聞いたんだけど、王国軍でも高価なミスリル剣やミスリル合金製の剣を持つ者は少なく、魔剣を持つ者はさらに希少らしい。

　死の商人をする気はないけど、魔族から国を守るための魔剣を売ろうと思ったのだ。

　なので、売るのは鋳造魔剣だけで、大型魔力砲や魔砲なんかの戦争に使えるサルベージ兵器は今まで通り死蔵する。

　飛空艇用の空力機関に使う怪魚エア・フィツシユや大怪魚トヴケゼエーラのヒレがたくさん余っているから、飛空艇や空力機関も一緒に売りつけよう。

　飛空艇が珍しくなくなったら、サトゥーでも気楽に空の旅ができるしね。

　それが無理でも、珍しい食材の流通が活発になるだけでも御の字だ。

　この辺の話は金髪貴族娘の調査が終わってからでいいだろう。

「迷宮都市での商品の調査はポリナとスミナに任せる。先ほども言ったが調査期間は一ヶ月だ。二日後に分岐都市まで、我の転移で送ってやる。準備万端整えろ」

　オレはそう二人に告げて地下研究所へと向かった。
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「まずは基本から行こう」

　オレはサトゥーの姿で白衣を着込んで、開発の雰囲気を楽しみつつ、トラザユーヤ氏のレシピ通りにベリアから魔法薬を作ってみる。

「まあ、当然成功するわけだが──」

　最高品質でも普通の下級体力回復薬の高品質品程度、同等品を比べた場合、一割から二割程度の効果ダウンといった感じだ。
















　もっとも、この程度の違いなら問題ない。

　問題は素材の供給量と値段なのだから。

　迷宮都市の西方に広がる巨大ベリアのような形をした魔覇王樹イビル・ベリアが使えたら、無限に魔法薬を生産できそうだが、トラザユーヤ氏のレシピにはなかった。

　暇ができたら調査してみよう。

「サトゥー様、人族の錬成板なんて何に使いやがるです？」

　オレが出した錬成板を見たレリリルが懐かしい口調で問う。

「人族でも作れるように、こっちの錬成板で作れるレシピに改変するんだよ」

「レシピを改変でやがりますか?!」

　レリリルが目玉が飛び出そうな顔で驚いた。

　そんな彼女を笑顔でスルーして、オレは脳内で変更手順を組んでいく。

　──止めておけば良かった。

　思わず後悔してしまうくらい面倒だ。

　高性能機材でも難しい錬成工程を、機能が削られた機材で再現させようというのだから、当たり前と言えば当たり前なのだが、ここまで大変なのは想定外だった。

　一通りシミュレーションが終わったところで、実際の錬成板での作業を開始する。

　ある時は成分が分解し、またある時は毒煙が噴き上がり、そして最後には異臭を放って、オレとレリリルを苦しめた。

　オレは大丈夫だったが、久々に「解毒薬：万能」を使ったよ。

　そんな悪戦苦闘を始めてから二時間後。

　ようやく一応の完成にこぎ着けた。





＞称号「移植者」を得た。

＞称号「改編者」を得た。

＞称号「道を拓ひらく者」を得た。






　とりあえず完成したので、オレ以外にも錬成や調合が可能か試してもらうために、クロの姿に変装してから錬金術娘や薬くす師し娘達を呼んでみた。

「──本当にベリアから魔法薬が作れるなんて！」

　蔦つたの館やかたで保護している錬金術娘が驚きの声を上げる。

「「「さすがはクロ様！」」」

　薬師娘達とレリリルが称賛の声を揃えた。

「下した拵ごしらえの調合段階は、ベリア軟なん膏こうと似てますね」

　これならできますと薬師娘達が請け合った。

　ちなみに、ベリア軟膏というのは止血消毒用の軟膏で、貧乏探索者からベテラン探索者までが愛用する品らしい。

　前に受けた新人探索者講習会でも話題に出なかったので、初耳だ。

「錬成の方は今の私の腕では少し難しいです」

　数回試行した錬金術娘が音を上げた。

　彼女が言うように、ほとんどが失敗で成功した品も最低品質だ。

「クロ様──」

　そのまま諦あきらめるのかと思いきや、彼女の答えは違った。

「──時間を下さい！　一ヶ月、いいえ半月でモノにしてみせます」

「分かった。ベリアなら大量にある。思う存分修練に励め」

　オレは錬成に必要な朱三以上の魔コ核アと水増しタイプの魔力回復薬が入った「魔法の鞄マジツク・バツグ」を手渡してやる。

「お前達もスミナ達の消費する分のベリア軟膏を作ってやれ」

「「「はい、クロ様！」」」

　彼女達も時間を持て余していたみたいだし、頑張ってもらおう。

　なお、彼女達の本名は魔人薬の作成者として広まっているかもしれないので、ティファリーザに新しい名前を付けさせてある。

　いずれ本名に戻すので、彼女達にはＡＢＣ順でアン、ベス、クリス、デビー、エミリーと名付けた。

「そうだ──魔誘香という薬を知っているか？」

　オレが何気なく言った問いかけに、娘達が身を強こわばらせた。

「知って、います」

「言いにくいなら、言わずとも良い」

「いいえ。いいえ、クロ様！　これは私達の罪なのです」

　錬金術娘が言うには、迷賊達が連鎖暴走トレインを起こす時に使っていたアイテムらしい。

　迷宮都市の裏社会で広まっていたレシピで、魔人薬栽培を迷賊に教えた黄衣──黄肌魔族の一味がもたらしたモノだったそうだ。

　まったく、迷賊も魔族もろくな事をしない。

「お前達は作らされただけだ。気にするなとは言わんが、気に病むな。罪は全すべて迷賊達にある」

　オレは苦しそうに涙を堪こらえる娘達を慰め、落ち着いたところで「蔦の館」を去った。

　なお、改訂版「ベリアの魔法薬」のレシピは迷宮都市に与えるインパクトが強そうなので、時期を見て公開する予定だ。

　公開時のために、トサラユーヤという賢者トラザユーヤのニセモノらしい名前を、ティファリーザに命名してもらってある。
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「今日の奉仕活動は水路の掃除よ！」

「「「はーい」」」

　アリサのかけ声に、子供達が掃除用具を片手に元気な声を上げる。

　水路清掃の許可を貰もらったので、オレ達はさっそく水路の掃除に着手してみた。

　炊き出しに来る子供達や老人達だけだと危ないので、下町長屋の娘達を援軍に雇ってある。

　今朝、屋台のネル経由で打診をしてみたのだが、予想以上の人数が集められたのだ。

　一人銅貨一枚の薄給なのに、皆やる気に満ちている。

「若様、変わった道具っすね」

　ゴミ集め用に急造した長柄のマジックハンドを興味深そうにカシャカシャしているのは、赤毛のネルだ。

「ネルさん、屋台の方はいいのですか？」

「ネルでいいっすよ。屋台は他の子がいるから大丈夫っす！　自分は生活魔法が使えるっすから、こっちに来たっす！」

　ネルの一人称は「あたし」だった気がするが、細かい事を言うのは止やめておこう。

「便利じゃのう」

「あたしもカシャカシャしたい」

「ダメ、順番！」

　マジックハンドが珍しいのか、老人から子供まで楽しみながら水路のゴミ集めをしている。

　思ったよりも役に立つので、明日あしたまでに追加のマジックハンドを作っておこう。

「若様、この道具って外国のよね？　ですよね？」

「そうなのかい？」

「うん、あたしは見た事がない、です」

　下町長屋の娘が敬語に苦労しながらオレに話しかけてきた。

「この紐ひもを引いたら、先っちょが締まるっすね！　よくできてるっす！」

「あの～、若様。この『まじっくはんど』と同じ物を作って売ったらダメかな？」

　無邪気に感心するネルと対照的に、もう一人の娘は真剣な顔で問いかけてきた。

「構わないよ。この道具みたいに中空になっている木があれば簡単に作れると思うよ」

　今使っているマジックハンドの軸は、樹霊珠を用いて薄く丈夫に作った特殊な品なので、代用素材が必ひつ須すなのだ。

「細めの竹を売ってる材木屋さんがあるから、大丈夫だと思う！」

　下町長屋の新しい商品が増えるのは良い事だ。

　試行錯誤する過程で、彼女のレベルが上がって、工作系のスキルが付くかもしれないしね。

　そんな一幕を挟みつつ、水路掃除は順調に進んだ。

「凄すごい量のゴミだね」

「これはどうするの？　焼く？」

「都市の外にゴミ捨て場があるらしいから、そこに捨てるみたいだよ」

　昨日許可を貰った時に、役人から聞いてある。

　オレ達は人海戦術でゴミを都市外へと運んだ。

「大きな穴ね」

　直径一〇メートル、深さ三メートル近い穴が、南門から五〇メートルほどの場所に空いていた。

「このゴミ捨て場は年に一回、太守に雇われた土魔法使い達が作るんだ」

「へー、そうなんですね」

　ゴミ運びを手伝ってくれた老人が、そんな豆知識を開陳してくれた。

「ゴミ拾いする人はいないのね？」

「底にスライムがおるからのう」

　老人が言うように、垂直に近い穴の底には灰色に蠢うごめく粘液がある。

　生ゴミや廃材の処理用にスライムを放っておかないと、ゴミがすぐに溢あふれてしまうらしい。

　てっきり生ゴミは全て水路に捨てているのかと思ったが、そんな事はなかったようだ。

　ゴミ捨てを終えたオレ達は、ゴミ穴から離れた場所でご褒美タイムへと移行した。

「この『肝油どろっぷ』ってすごく美お味いしいっす！」

　奉仕活動に参加した子達と一緒に、下町長屋の娘達にもご褒美のおやつを提供してみた。

「今は美味しさよりも、何でもいいから長靴一杯食べたい気分だわ」

「お腹なかが減ったなら、ビスケットもあるよ」

　名作アニメで聞いた事のあるようなセリフを口にした腹減り娘には、ビスケットや干し肉を与えておく。

「ネルさん、明日からしばらく水路の清掃をする予定ですが、皆さんを継続して雇う事は可能ですか？」

「それは大丈夫っすけど──若様は大丈夫っすか？」

　ネルが言葉を濁して尋ねてきた。

　たぶん、三日で金貨一枚くらいかかる雇用費を気にしているのだろう。

「費用の事なら問題ありませんよ」

　心配してくれるネルに笑顔で答えた。

　一月で金貨一〇枚なら大した負担じゃない。一回の清掃で綺き麗れいになる範囲はそれほど広くないけど、一月も繰り返せば水質が改善されるくらいには綺麗になってくれるだろう。

　こういうのは気長にやらないとね。
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「ガボの実を迷宮に持ち込むバカが減ったと思ったら、今度は魔誘香か。まったくバカは減らないねぇ」

　水路掃除を終えた後、オレはギルド長に魔誘香や戦争の噂うわさを伝えにやってきた。

　彼女は戦争の件については既に知っており、戦争の影響についてもオレより詳しくて、逆に変な儲もうけ話に巻き込まれないように注意しろと忠告された。

　なお、不心得な探索者が禁止されているガボの実を迷宮に持ち込むのは、デミゴブリンの繁殖を促すためらしいのだが、たいていの場合は爆発的に繁殖したデミゴブリンの津波に飲まれて全滅するのがオチらしい。

「それで話はそれだけかい？」

　ギルド長に素材収集依頼を切り出すタイミングを見計らっていたのを見抜かれてしまった。

「実は鬼喰薬の素材収集依頼を出したいのですが、ギルドからの依頼という形を取って頂けないでしょうか？」

「太守の娘──いや、デュケリの野郎の仲介か……サトゥー、付き合う相手は考えな」

　ギルド長はデュケリ准男爵が嫌いらしい。

「主な理由は太守のお嬢さんのためですよ」

　詐術スキルの助けを借りて、そう言い訳する。

　ギルド長は一つ溜ため息いきを吐ついてから、「このお人ひと好よしめ」と呟つぶやいた。

「金はあんたらが出すんだろうね？」

「もちろんです。依頼料を先に預けておきます」

　オレは依頼票と一緒に依頼料の金貨が入った袋をギルド長に渡す。

「ついでにもう一つ依頼を出したいのですが──」

「迷宮産の巻物を買い取る？」

　昨日、デュケリ准男爵から迷宮産の巻物を貰ったので、二匹目のドジョウを狙ねらってみたのだ。

「魔法の種類に拘かかわらず一本あたり金貨一〇枚だって？」

　後から出した私的な依頼票を見たギルド長が目を剝むく。

　確かに売られている巻物の相場から考えたら高いけど、中級魔法なら金貨五枚以上するので、それほど法外なわけじゃない。

　それにたった金貨一〇枚で呪じゆ文もんのラインナップが増えるなら、おつりが来るくらいだ。

　もっとも、普通の人の場合、魔法の巻物は一回限りの使い捨て品なので、馬ば鹿かげた道楽に見えるのだろう。

「使用済みの巻物は銀貨一枚ですし、同じモノや市販品は買い取りませんけどね」

「相変わらず変わり者もんだねぇ」

　ギルド長に言われたくありません。

「次の迷宮入りはいつだい？」

「明日です」

「ちっ、なら今日飲みに誘うわけにはいかないね。次は迷宮から戻ってすぐに遊びに来な！」

　悔しそうなギルド長に笑顔で「はい、必ず」と快諾し、彼女の執務室からお暇いとまする。




「──お願い！　もう三日だけ待って！」

「必ず利息分を払うから！」

　一階の受付カウンターから、切羽詰まった女性達の声が聞こえてきた。

「そう言われても、私も仕事なので」

　ギルド職員に懇願しているのは、「麗しの翼」の二人だ。

　何かの支払いを待って欲しいと交渉しているようだ。

「宜よろしければ私が立て替えますよ」

　知らない顔でもないし、踏み倒すタイプにも見えないので、少しお節介を焼いてみた。

「わ、若様！」

「若様に迷惑を掛けるわけには──」

「一小月分の利息が、お二人で銀貨二枚です」

　恐縮する二人をスルーして、ギルド職員が金額を言う。

　このギルド職員はギルド長の飲み会の常連なので、オレが高い酒や肴さかなを持ち込んでいる事を知っている。

　だから、銀貨二枚くらいなんともないと判断したのだろう。

　オレが銀貨二枚を支払うと──。

「あ、ありがどう、若様」

「若様っ。感謝ずる」

　──涙声で礼を言う二人に抱きつかれた上に、おいおいと泣かれ、なかなか居たたまれない雰囲気に晒さらされた。

　無表情ポーカーフエイススキルがあっても、探索者達や職員達の興味本位の視線が痛い。

　このまま視線に晒され続けるのが嫌だったので、「愚痴くらいなら聞きますよ」と言って二人を近くの酒場に連れていった。

「本ほん当とーにありがとう、若様っ」

「若様のお陰で奴隷に落ちなくて済んだ。ジェナの純潔をやっても良いくらい感謝している」

「どうしてあたしなのよ。イルナのでいいじゃん」

「ばーか、あたしのを貰っても喜ぶはずないだろ？」

　ようやく泣き止んだ二人が軽口を叩たたく。

　愛あい嬌きようさんの方がイルナ、美人さんの方がジェナという名前だとＡＲ表示を見て思い出した。

「本日のお勧め料理とエールお持ちしましたあ～」

　愛想の良い店員さんに、少し多めにチップを渡して次の料理を頼んでおく。

「わ～、茹ゆで岩ザリだ！　あたし食べるの初めて！」

「こ、こんな高級品いいんですか？」

「ええ、構いませんよ」

　エールで乾杯し、巨大伊い勢せエビ風の茹で岩ザリに取りかかる。

　少し泥臭いが、なかなか美う味まい。ここの料理人は腕が良いようだ。

「美味しいっ、美味しすぎる」

「堅焼きビスケットと干し肉ばかりの迷宮食とは比べもんになんないわー」

　二人が涙を流さんばかりに、岩ザリの身を頰ほお張ばる。

　さすがにタマやリザのように殻ごと食べたりはしないようだ。

「若様、エールはそんなにお上品に飲んだらダメですよ！」

　オレがすっぱまずいエールで唇を湿らせるだけでお茶を濁していると、「麗しの翼」の美人さんの方からダメ出しが入った。

「こうグィーッと一気に飲んで喉のど越しを楽しむんです！」

　彼女はエールに一家言あるのか、エールの飲み方を熱く語ってくる。

「ジェナの蘊うん蓄ちくは聞き流して良いいですよ、若様」

「なによー、イルナだって肉の焼き方にうるさいくせにー」

　二人が仲良く言い争いながら、色々な料理に舌鼓を打つ。

　ただ、エールを飲み干して悲しそうな二人に、「いくらでもお代わりしていいですよ」と勧めたのは間違いだったのかもしれない。

「若様、聞いて下さい！　酷ひどいんですよ『銀光』の人ったら！」

　酔っ払った美人さんが右から、目がとろんとした愛嬌さんが左からしなだれかかりながら、「銀光」への愚痴を言い出した。

「せっかくの遠征だったのに、迷宮飛蝗メイズ・ホツパー一匹狩らせてもらえずに、ずっと解体やゴミ捨てなんかの雑用ばっかりさせられて！」

「本当に運搬人そのものの扱いだったもんな」

「確かに運搬人枠で誘われたけどさ！　普段は迷い込んできた雑ざ魚こは狩らせてもらえるって話だったのにっ」

「しゃーないって、新人の育成が優先って言われたら、なーんも言えねーよー」

　オレの脳裏に、迷宮で見た「銀光」と「麗しの翼」の光景がよみがえる。

　遠征中、ずっと不満だったのだろう。二人の舌ぜつ鋒ぽうは止まる様子がない。

　日本でプログラマーをしていた頃ころは、メタボさんや先輩達の愚痴を聞く係だったし、それに比べたら彼女達は可愛かわいいもんだ。

「まったく、それもこれもベッソのバカが欲を搔かいて、女王蟻蜜球ローヤルゼリー・ボールなんかに手を出そうとするからー」

「そうだな、あのバカがいなけりゃ、あたし達が連鎖暴走の事で借金を背負う羽目にならなかったのにさー」

　おっと、愚痴の対象が「銀光」から、ベッソ某なにがしに変わったようだ。

　確かベッソという男は、先日のコシン氏の遠征隊でも似たような事をして連鎖暴走を引き起こしていたっけ。

　まったく、進歩のないヤツだ。

「そのうち天罰が下りますよ」

「そうだそうだー！」

「ベッソなんて、へまして魔物に喰くわれちまえー！」

　そんな感じで、彼女達の愚痴と酒に付き合い、気がついたら二人とも酔よい潰つぶれて寝てしまった。

　周りの探索者達の「どっちをお持ち帰りするんだろう」的な視線が痛いので、空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサ達に連絡して迎えに来てもらった。

「ぎるてぃ」

「まったく浮うわ気き現場に本妻を呼ぶ心臓が凄すごいわー」

　誰だれが本妻だ。

　ミーアとアリサが酔い潰れた「麗しの翼」の二人を見て目を三角にする。

「リザ、ナナ、手伝ってくれ」

「承知いたしました」

「イエス・マスター」

　送り先の住所も知らないので、酔っ払い二人を馬車に乗せ、屋敷に連れていく事にする。

　客間が空いているから、そこに寝かせればいいだろう。

　オレは「二人ともかよ」とか「若様、絶倫」などと囃はやし立てる酔っ払い探索者達に手を振って、馬車に乗り込んだ。

　ぷんぷんと怒るアリサとミーアを宥なだめながら、ほろ酔い気分を夜風で醒さます。

　路上に寝る子供達のいない街路を眺め、ちょっとした達成感を覚えながら屋敷へと帰った。

　今日はよく眠れそうだ。







　力不足





〝サトゥーです。人は誰しも失敗します。ですが、それを恐れるあまり無難な選択しかしないのは勿もつ体たいないと思うのです。失敗はさらに成長するための肥やしなのですから。〟






「昨日はご迷惑をお掛けしたようで」

「すみませんでした」

　二日酔いの頭痛に耐えながら、「麗しの翼」の二人が昨晩の事を詫わびてきた。

　普段は酒場で酔い潰れるほど飲む事はないそうだが、昨日はオレの奢おごりという事と「銀光」やベッソへの鬱うつ憤ぷんがたまりすぎていて歯止めがきかなかったと反省していた。

　二人に二日酔いに効く魔法薬を勧め、朝食に誘う。

「し、白パンだよ、イルナ」

「ジェナ、貴族様の食卓なんだから、し、白パンくらいで驚くな」

　今日は珍しくパン食の朝だったのだが、二人とも白パンにやたらと感激している。

「こっちの黄色いのは卵料理──何コレ、美お味いしいっ」

「琥こ珀はく色いろのスープは具なしか──なんだコレ、美味すぎるっ」

　チーズオムレツを食べたイルナとコンソメスープを飲んだジェナが、お互いの肩をバンバン叩きながら感動していた。

　うん、分かったから落ち着いて食べよう。

　他ほかの皿も口に合ったらしく、やたらと褒めちぎっていた。

　朝食を作ったルル達が、照れながらも誇らしそうにしていたのが印象的だった。

　そして朝食後──。

「若様、立て替えてもらった金は絶対に返す」

「あたしも絶対に踏み倒したりしないって約束する」

「ええ、お待ちしています。ですが、無理をして怪け我がをしないようにして下さいね」

　迷宮に向かう二人にそう注意しておいた。




「ずいぶん、あの子達に肩入れするじゃない。好みなの？」

「いや、特に好みってわけでもないけど、頑張っている子達を見ると応援したくなるじゃないか」

　突っかかるアリサに本心で答える。

「ならいいわ」

　騙だまされてあげると言わんばかりのアリサの髪をぐしゃぐしゃにしてやる。

「ちょ、ちょっとー！　カツラが取れたらどうするのよ！」

「それくらいじゃ落ちないよ」

　笑い合いながら、オレ達は迷宮門に向かう。

「あれ？　ザコリンじゃん？　ずいぶん大きな集団だけど、『階層の主フロア・マスター』を狙ねらうのかしら」

　アリサが指さした先には七〇名ほどの大規模パーティーが集合しており、その傍らには大量の物資が積み上げられていた。

　赤鉄の探索者である「業火の牙きば」のザリゴン達が率いているらしい。

　オレは耳を澄まして、聞き耳スキルで彼らの会話を拾う。

「その前の『区画の主エリア・マスター』戦みたいだよ」

　それも一回失敗して、二度目のチャレンジらしい。

「へー、普通はあんなに大集団が必要なのね」

「それに、ものすごい量の荷物です」

　アリサとルルが感心したように呟つぶやく。

「ご主人様、あそこを──」

　リザが指さす先には、前にコシン氏を助ける直前に出会ったベッソという男がいた。

　ザリゴン一行の荷物の側そばにいるという事は、ベッソも「区画の主」討伐隊に参加するのだろう。

「また連鎖暴走トレインさせないかしら？」

　アリサもベッソを覚えていたらしい。

「心配ない。探索者達の間で噂うわさになっていたから、ザリゴン殿も知っているはずだ」

　そう告げたのは、タコヤキの舟を片手に持ったルラム君だ。

　彼は情報屋にでもなりたいのだろうか？

「よくご存じですね」

「うむ、市場調査をしていると自然に聞こえてくるのだ」

　なるほど、趣味の買い食いが功を奏したらしい。

「これは情報のお礼です」

「ほう、いい心がけだ」

　オレはお手製の金平糖が入った小袋をルラム君に渡す。

　ザリゴン達はまだまだ迷宮に入らないようなので、ほくほく顔のルラム君と別れ、ザリゴン一行に通路を塞ふさがれる前に迷宮に入る事にした。




「へー、あれが迷宮村？」

「そうみたいだね」

　オレ達は探索者達が遠征の中継地に利用するという迷宮村を訪れていた。

　ここに来たのは差し迫った用事があるからではなく、単に好奇心を満たすためだ。

「空中～？」

「吊つり橋ばしでつながっているのです」

　タマとポチが言うように、迷宮村は蜂はち系魔物の巨大な巣跡を再利用して作られた場所のようで、天井と床に伸びる細長い石の柱で支えられ、幾つもの吊り橋で大広場外縁とつながっている。

　吊り橋は馬車が通れそうな太いモノから、人一人がやっと通れるような細いモノまで様々だ。

「上の方にも灯りがあります」

「あの辺りは蝙蝠こうもり人達の住居があるようだね」

　割れた蜂の巣のような村の上部を指さすルルに、マップで得た情報を教える。

　夜目の利く蝙蝠人族の兵士が、吊り橋の上空を巡回しているようだ。

「あの人達が作った村なのかしら？」

「違うみたいだよ。聞いた話だと──」

　オレは下町長屋のポリナやスミナの姐あね御ごさんから聞いた話をアリサ達に語る。

　なんでも、ガルタフト王が引き起こした亜人戦争の頃に、地上での迫害を避けた土岩人や泥人という妖よう精せい族や蜂使いと呼ばれる魔物使いの人族が建設した村との事だ。

「まっくら」

「底が見えないと報告します」

　ミーアとナナが迷宮村を囲む空堀のような奈な落らくを指さす。

　マップ情報によると深さ三〇メートル、幅五〇メートルほどのドーナツ形の空間だ。

　ここからは見えないが、暗くら闇やみの底では泥人達が何かの作業をしているらしい。

「魔物がいませんね」

　リザが言うように、この広場には魔物がいない。

　オレ達の迷宮別荘のように湧わき穴あなができない場所なので、魔物が通る道をことごとく封鎖して安全地帯を作り上げているのだろう。

「でも、けっこう迷宮の入り口から近いのね」

「それはショートカットしたからだよ」

　断だん崖がい絶壁を越え、特殊技能持ちの魔物や群体系の魔物の巣そう窟くつを突き抜けて、最後には魔物用の湧穴を経由してきたのだ。

　それで約三時間。他の探索者達の場合、赤鉄級の探索者が危険な経路を使って半日、安全な経路を使う物資を運ぶ者達なら三日はかかる。

「武器を納めて探索者証を見せろ！」

　吊り橋の端に立つ男達が槍やりを構えて叫ぶ。

　地上では見なかったヒモを垂らした房飾りフリンジが特徴的な服を、鱗鎧スケイル・メイルの下に着ている。

　肌が妙に白いのは地下でずっと暮らしているからだろうか？

「これでいいかな？」

「見ない顔だな……赤鉄？　貴族の小僧が？」

「金で買ったんだろ」

　赤鉄の探索者証を確認した男達がオレに投げ返す。

　オレ達をなめ回すように見ていた一人は、「断罪の瞳ひとみ」というウリオン神のギフトを持つ者だった。

「行っていいぞ、ただし中でもめ事を起こすなよ」

「ここじゃ村長が法律だ。貴族様でもさっくりと処刑されるから気を付けな」

　なかなか物騒な村だ。

　なぜか「忠告感謝する」と礼を言ったら変な顔をされた。

「変な臭におい～？」

　橋を渡っている途中でタマが鼻を摘つまんで呟いた。

「本当だね、何の臭いだろう？」

「魔物避よけの粉の臭いに似ているのです」

　オレの質問にポチが得意そうな顔で教えてくれた。

「よく分かったね。偉いぞ～」

「にへへ～」「なのです」

　臭いの正体を教えてくれたポチと最初に気付いたタマの頭を撫なでる。

　やがて橋を渡りきり、迷宮村の門へと辿たどり着ついた。

　通用門の小窓が開いて、一人の男が顔を出す。

　この男も吊り橋の対岸にいた男達と同様に、房飾りフリンジが特徴的な服を着ている。ここの民族衣装的なモノなのだろう。

「迷宮村に入るなら通行料を出しな」

　チンピラのようなセリフに、リザが鋭い眼光を向ける。

　ＡＲ表示によると、迷宮村の徴税官らしい。

　オレはリザを下がらせて相対する。

「幾らだい？」

「貴族様は銀貨一枚、探索者は銅貨一枚、外の食料を持ち込むヤツは現物でいい」

　珍しく貴族が逆差別されている。

「酒でもいいかな？」

「おう、大歓迎だ。エールなら一樽たる、赤ワインなら一瓶でいい」

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから取り出した安ワインの瓶を手渡す。

　いつ買ったか思い出せないが、未開封なので問題ないはずだ。

「おおっ、『レッセウの血潮』じゃねぇか！」

　徴税官が喜びの声を上げた。

「まだ手持ちがあるなら、柱前の水屋で売ってきてくれ。品不足だから、高く買ってくれるぜ」

　親切な徴税官に礼を言い、オレ達は迷宮村の門を潜くぐる。




「魔物～？」

「肉さんなのです」

　門の向こうにあった厩きゆう舎しやを見て、タマとポチが目を輝かせた。

　迷宮の外では営業できない従魔屋という店らしい。

「あれは従魔だからダメだよ」

　戦闘用の従魔が多かったが、荷役用にゴーカートサイズの虫の魔物や足の裏にヤモリのような吸盤がついた四足獣などもいる。

　前者は魔物調教士モンスター・テイマーが預けている従魔、後者は販売用の従魔のようだ。

　相場スキルによると、戦闘用の魔物で金貨一〇枚、荷役用のでも金貨三枚以上の値段が付いていた。

「そこの若様！　迷宮村名物の魔物肉の串くし焼やきはどうだい？」

「こっちの謎なぞ煮込みもうめぇぞ！」

「ゴブリン酒は一杯で賤せん貨か二枚だ！」

　厩舎の近くにあった露店で、ひげダルマな男達が威勢の良い声を上げる。

　店主自ら謎と言っている煮込みやゴブリン酒には手を出したくないが、串焼きは普通に美お味いしそうだったので仲間達に買い与えた。

　串焼きを囓かじりながら、迷宮村の細い道を一列で歩く。

　ステータスの賞罰欄に犯罪歴が載ったすねに傷を持つ者も多いので、隊列の順番には気を遣っている。

　もちろん、この迷宮村には今の仲間達を正面から傷つけられる者はいないようなので、トラブル防止の側面が強い。

　現に、一〇メートルも歩かないうちに、二件もケンカや刃にん傷じよう沙ざ汰たを見かけたくらいだ。

「通せんぼ～？」

「道の真ん中に座っているのです」

　タマとポチが脇わき道みちの細い通路を塞ぐように座る男を見て首を傾かしげた。

　オレ達の視線に気付いた男が、「ここから先を通っていいのは村人だけだ」と無愛想に告げて、犬猫を追い払うような仕草をする。

　マップ情報によると、この道の先が村の住民が暮らす地下街に続いているようだ。

　男が警戒するのもムリはない。オレは男に愛想良く手を振り返して立ち去った。

「いろんな店があるのね」

「ああ、そうだな」

　裏路地から手を振る色っぽい娼しよう館かんのお姉さんに手を振り返す。

　猥わい雑ざつさと粗暴さは迷宮都市以上だ。

「むぅ」

「よそ見禁止！」

　情報収集に娼館は便利だと思うんだけど、口に出して言うのは止やめておこう。

「あはは、ごめんごめん」

　オレは詫わびつつ、道すがらの店を見物していく。

　露店がほとんどで、店舗を構えている者は少ない。食べ物以外の露店では、武器防具を売る店や研ぎ屋が多いようだ。

　雑貨屋では閃せん光こう弾や煙玉、それから魔物避けの粉なんかの消耗品が主力だった。薬屋もあったが魔法薬の扱いは少なく、包帯やベリア軟なん膏こうなどの応急処置用品が多い。意外な所では服や下着などの日用雑貨の露店が多かった事だろう。

　当たり前だが、どの店も物価は高めで、迷宮都市の二倍から五倍の値段になっていた。

「ゴーレム～？」

「従魔の一種みたいだ」

　エルフ達が作る魔法装置的なゴーレムとは異なり、土魔法使いが魔法で作った即製のゴーレムのようだ。

　ＡＲ表示される作成者名とゴーレムを連れている者の名前が違うので、従魔の一種と判断した。

「汚れている人が多いわね」

「迷宮には風ふ呂ろやシャワーはないだろうからね」

　迷宮村を検索してみたが、水場は村の上下を支える柱の側そばにしかないようだった。

　村の外を囲む奈落の底そこには沼が幾つかあり、生活用水はそこから汲くみ上あげているらしい。

「てめぇら、俺様に何か恨みでもありやがるのか！」

　柱の方から、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　人だかりの向こうにある酒場で、ドゾン氏と色っぽい露出美人が言い争っている。

　どちらも酒が入っているようだ。

「ドゾン様と『梟ふくろうのヒゲ』マヒルナだ」

「また、あいつらか」

　怒れるドゾン氏と対照的に、露出美人のマヒルナさんは非常に楽しそうな顔をしている。

　マヒルナさん率いる「梟のヒゲ」は全員女性の探索者らしい。

「恨みなんてないさ。たまたま、あたしらの狙ねらった獲物があんたらとかち合っていただけの事さ」

　いかにも噓うそくさい口調でマヒルナさんが、ドゾン氏を挑発する。

「たまたま、が二回に一回も一致するか！」

　五〇パーセントくらいなら偶然の一致もありそうだ。

「ねぇ、ドゾン。あんたはあたし達が依頼をかっさらったと思っているみたいだけど、あたしらも結構な回数あんたらに依頼をかっさらわれてるんだよ？」

　なんというか、マヒルナさんはドゾン氏と会話するのが楽しくて仕方ないらしい。

「マヒルナ！　補給終わったよ。従魔屋で赤井守レツド・ニユートも確保できた」

「良し！　良くやった。じゃあな、ドゾン。黄金コガネムシはあたしらが貰もらったよ！」

「ちっ、やっぱり黄金コガネムシ狙いか……」

　呼びに来た女性探索者と一緒にマヒルナさんが去っていく。

「ドジこいて彷徨さまよう真硬角甲虫エルダー・ランサー・ビートルに喰くわれるなよ」

「そんなドジ踏むかよ！　でも、ありがとよ、ドゾン！　たまにはベッドの上で戦おうぜ」

　ドゾン氏の言葉に、顔だけ振り向いたマヒルナさんが、ニヤリと笑ってそう言った。

「ドゾン様も、元嫁には勝てないか」

「うるせえ！」

　ドゾン氏が突っ込みを入れた仲間を拳こぶしで黙らせている。

　なるほど、二人は元夫婦だったのか。

「──ん？　ペンドラゴンの若様じゃねぇか！」

　オレを見つけたドゾン氏が、大きく手を振ってオレ達を呼ぶ。

　彼とは魔族化した迷賊王ルダマンを倒す時に西ギルド前で共闘して以来だ。

「ここにいるって事は、甲虫狙いか？」

「いえ、迷宮村に興味があったので、少し寄っただけです」

　ドゾン氏が「酔狂なヤツだ」と言って笑う。

　一杯銅貨一枚もする清水を飲みながら、ドゾン氏に迷宮村の話を聞かせてもらう。

　この迷宮村を拠点にして、月単位で甲虫狩りを続ける剛の者もいるらしい。

　また、迷宮村には死霊術士も隠れ住んでおり、解かい呪じゆや従魔用のスケルトンの販売をしているそうだ。

　村長宅にはザイクーオン神殿やカリオン神殿の出張所もあるらしい。

「ドゾン！　ようやく甲虫区画奥地が分かる案内人を捕まえられたぞ」

「分かった、すぐに行く！」

　スプリガンの若者を連れたドゾン氏の仲間が、ドゾン氏を呼びに来た。

「そうだ、若様。迷賊が全滅したって話はガセかもしれねぇ。気を付けろ」

　別れ際、ドゾン氏がそんな忠告をしてくれた。

　また新しい連中が湧わいたのかと近隣区画をマップ検索したが、今のところ迷宮内に迷賊はいないようだ。

「ギルド長や勇者の従者殿が一掃したはずでは？」

「また湧いたんじゃねぇか？」

　ドゾン氏によると、何日か前に第一区画との境目あたりで、異様なほどの数の魔物の群れに襲撃されたのが根拠らしい。

　普通の連鎖暴走とは集まり方が違ったそうだ。

「もしかしたら──」

「何か知ってるのか？」

　オレは確証がないと前置きしてから、もぐりの錬金術師に魔誘香を調合させた何者かがいたという噂うわさを伝えておく。

「ちっ、ろくでもねぇ事を考えるバカは消えねぇな」

　ドゾン氏がギルド長と同じような感想を吐き捨てる。

　念のため、隣接区画をマップ検索してみたが、魔誘香は見つからなかった。

「村の門番やおしゃべり好きの連中に、魔誘香の噂を広めるように伝えておいてやるぜ。若様も気を付けろよ。連鎖暴走の予兆を感じたら、気のせいだと思わずに逃げるんだぞ」

　ドゾン氏がそう言って、酒場を去っていった。

「さて、オレ達も見物の続きをしよう」

　オレ達は迷宮村の中央にある巨大な柱と、その柱を囲むように立つ村長宅を見物する。

「ほねほね～？」

「おっきいのです」

　巨大な魔物の骨を屋根飾りにした悪趣味な村長宅を見上げて、タマとポチが感嘆の声を上げた。

　どうやら、二人にはこれがかっこよく見えるらしい。

「ねぇねぇ、あれは配給かしら？」

「飲料水を配っているみたいだね」

　村長宅の庭にある泉で、村人らしき人達が木札を見せて大きな壺つぼに水を汲んでもらっている。

「マスター、水屋を見つけたと告げます」

　ナナが村長宅の横にある釣り鐘形の店舗を指さした。

　店舗の中には、大きな樽や瓶が所狭しと置いてある。

　特に探していたわけではないが、せっかくなので覗のぞいてみよう。

「貴族様、水の補給かい？」

「いや、水は足りてるよ。徴税官殿にワインが余っていたら水屋に売って欲しいと頼まれたのだが？」

「売ってくれるのか？　言っておくがただのワインはいらないぞ？　レッセウ伯爵領の赤ワイン、それも『レッセウの血潮』が欲しいんだ」

　オレの持っているレッセウ伯爵領の赤ワインは、その銘柄だけだったので首肯し、格納鞄から五本の酒瓶を取り出して店主に渡した。

「ああ、本物の『レッセウの血潮』だ！　これで『青い人』がいつ来ても安心だぜ」

「──『青い人』？」

　店主の言う「青い人」には聞き覚えがあった。

　迷賊から救出した人達を解放する時のカバーストーリーに利用させてもらった存在で、魔物の領域奥深くで迷子になっていると出会うと噂されている不思議な人達らしい。

「よく来るのか？」

「まさか、年に数回くらいだよ」

　そんなに頻度が低いのか……。

　一度会ってみたいが、よっぽど運が良くない限り無理そうだ。

　マップ検索でも見つかっていないしね。

「ねぇねぇ、その人達って何か売りに来るの？」

「うん？　珍しい作物や希少な魔物素材あたりだ」

　アリサの質問に店主が気さくに答えてくれる。

　残念ながら、どんな作物かというのは教えてもらえなかった。

　魔物素材は毎回違うらしい。

　オレ達は店主に礼を言ってお暇いとまし、迷宮村をぐるりと一周して、入ってきたのとは別の出口から外へ出る。

　迷宮村を出たオレ達は、人目のない場所から今日の狩り場へと「帰還転移リターン」した。




　今日の狩り場は齧げつ歯し類るい区画だ。

　大部屋を見回すと丸々とした魔物が目に入った。

「もふもふ～？」

「肉がいっぱいなのです」

「これは狩り甲が斐いがありますね」

　迷宮兎うさぎに首狩り兎、毒針鼠ねずみに火炎鼠、残念ながら電気鼠はいないようだ。

　魔物だけでなく、植物も火に関するものが多いようで、火草や火炎花、硫黄の実など錬金術の素材に使える貴重なものも散見された。

　区画の隅にある氷雪兎の小部屋には、火傷やけどに効く氷結花や雪草なども生えている。

　この部屋の掃討が終わったら、皆で採取して回ろう。

「マスター、『区画の主』の眷けん属ぞくに挑んでみたいと告げます」

　他ほかの子達もナナの提案に異論はないようだ。

　ここの「区画の主」は大王焰兎キング・バーニング・バニーで、眷属は王子炎兎プリンス・フレーム・バニーだ。

　どちらも炎を纏まとい、火炎ブレスを吐き、さらに炎耐性があるのでアリサの火魔法やルルの輝炎銃の効果が薄そうだ。火魔法を使うのは大王焰兎だけらしい。

　少し相性が悪そうだけど、今の仲間達ならレベル差も少ないし、なんとかなるはずだ。

「なら、この大部屋を掃討して戦う場所を作ったら、やってみようか」

　オレの言葉に皆が揃そろって頷うなずくのを確認し、オレの土魔法で塹ざん壕ごうと簡易陣地を構築してから戦闘を開始した。




　後ろで皆を見守りながら、先日貰った巻物を試してみる。

　まずは「石製構造物ストーン・オブジエクト」からだ。

　巻物で作ったのはショボかったが、魔法欄から作った石像や神殿は戦闘中の仲間達が振り返るほど立派なモノが作れた。

　構造物の大きさや複雑さで、製造時の消費魔力や疲労度が変わってくるらしい。

　ちょっと面倒だけど、細かなレリーフを入れるとかなり見栄えが良くなるね。

　この魔法は射撃練習用の標的や囮おとり用のダミー作製を始め、「帰還転移リターン」用の刻印板を屋外に設置する場所の構築なんかにも使えそうだ。

　事前に石を用意したらその石が使えるようで、ガラスや水晶を使ったらカットグラスなんかも作れた。

　消費魔力が格段に増えるが、素材は宝石でもいけるみたいで、なぜかダイヤも素材に使えた。炭素とは──。

　武器も作れるようで、ガラスの剣やサファイアの短剣みたいなのも作って遊んでみた。

　色々と応用が利いて非常に楽しい。

　この巻物をくれたデュケリ准男爵には感謝しないとね。

　今度「血珠の粉」やエリクサーが手に入ったら、彼にプレゼントしてもいいと思えるくらいには感謝している。




　二つ目の巻物は「地従者作製クリエート・アース・サーバント」だ。

　手持ちの魔法書によると中級の土魔法で、ゴーレム系作製魔法の中では最下級のモノらしい。

　しかも、自己判断力はなく、死霊魔法のスケルトンのように単純な命令しか実行できないと書かれてあった。

　また、非常に脆もろいそうで、戦闘どころか壁役も難しいそうだ。

　あまり期待できないが、巻物を使って魔法欄に呪文を登録する。

　巻物で作った小型のゴーレムは、ポチやタマと同じくらいの背丈で、四頭身くらいの丸っこくてシンプルな形状のゴーレムだった。

　顔はシンプルに目と口を丸と線で描いただけみたいな手抜きぶりだ。

　これが基本形なのだろう。

　ＡＲ表示によるとレベル一らしい。

　こんなに弱いゴーレム作製でも消費魔力は多めで、普通の魔法使いならレベル二〇くらいないと魔力が足りないのではないかと思う。

　今度は魔法欄から「地従者作製クリエート・アース・サーバント」を使用してみる。

　魔法が発動すると、地面が急速に盛り上がって人型を形成していく。

　──でかっ。

　形状は同じだったが、体長六メートルくらいある。

　こちらのゴーレムはレベル三〇とＡＲ表示されていた。

　──ＭＶＡ。

　ゴーレムの一本線の口が動いて、「マ」とも「バ」とも聞こえる不思議な声を出した。

「何それ？」

「魔法で作ったゴーレムだよ」

　今回は一体しか作らなかったが、魔法の矢マジツク・アローと同様に複数体のゴーレムを同時作製できるらしい。

「ごーれむ～？」

「とってもおっきいのです」

「すごく強そうですね」

　ちょうど戦闘の終わったタイミングだったようで、仲間達が興味深そうな顔で寄ってきた。

「マスター、こちらの小さい方が可愛かわいいと告げます」

「ん、しんぷる」

　ナナとミーアは巻物で作った小さなゴーレムが気に入ったようだ。

「ちょっと戦闘させたいから、獲物を一匹貰もらうよ」

　オレはそう断って、レベル三〇の火炎鼠を選ぶ。

「ゴーレム！　あの火炎鼠を攻撃しろ！」

　──ＭＶＡ。

　──Ａ。

　大小のゴーレムが火炎鼠に向かっていく。

　個別に名前を付けないと、作ったゴーレム全すべてが命令の対象になるようだ。

「ゴーレムの幼生体は保護すると告げます」

　よたよたと歩く小ゴーレムを、ナナが後ろから抱き上げた。

　小ゴーレムはジタバタと藻も搔がくがナナの拘束からは逃げられない。

　ほのぼのする光景を眺めている間にも、大ゴーレムと火炎鼠の戦闘が始まっていた。

「火はあんまり効かないのね」

「土のゴーレムだしね」

「攻撃が大振りすぎではないでしょうか？」

「いえす～」

「もっとしゃーぴに、こぱくとんに戦わないといけないのです」

　ポチが言いたいのは「シャープにコンパクトに」だろう。

　獣娘達が言うように、大ゴーレムの戦い方はかなり素人しろうとくさい。

　もっとも、非戦闘用の従者を作る呪じゆ文もんなので、当たり前なんだけどさ。

「ご主人様、漫画みたいにゴーレムの視界や運動機能と同期できないの？」

「どうだろう？」

　エルフの里で作ったゴーレムには、そんな機能はなかったんだけど──。

「──できた」

「マジで?!」

「マジだ」

　ダメ元で色々と試してみたところ、魔力や魔マ素ナを媒介にして視界を同期したりウィンドウ表示したりできた。





＞称号「ゴーレム使い」を得た。






　運動機能の方も──。

「おう、ぐれいと～？」

「急に動きが良くなったのです！」

　少し指令に反応するまでのタイムラグがあるし、動きが重いけど、なんとかコントロールできる事が分かった。





＞称号「ゴーレムの操者」を得た。






　ただ、ゴーレムには視覚と聴覚しかないので、それ以外の感覚の同期はできなかった。
















　ソースはナナに抱かれている小ゴーレムだ。

　それはさておき、デフォルトだと格下の排除が精々で、同期状態だと同格ならギリギリ倒せる感じだった。身体からだが脆いので、格上は多分無理だろう。

　使用済みのゴーレムは呪文を解除すると、元の土つち塊くれに戻せるらしい。

　魔法書によると、「作製時に込めた魔力が尽きると自壊する」とあり、迷宮内や源泉付近なら内部魔力を消費せず外部魔力だけで動作するとの事だ。

　術者が近くにおり、なおかつ魔力操作スキルを持つ場合は、術者から継続的に魔力供給を受ける事も可能らしい。

　作製時限定だが、魔力を篭めた魔コ核アなどを魔力源に設定する事もできると書かれてあった。

「ねぇねぇ、ご主人様。あの丸っこい形しかできないの？」

「形状についてのパラメータがあるから変更できると思うぞ」

　形状の変更以外にも、既存の像を対象にする事ができるらしい。

　オレはさっき「石製構造物ストーン・オブジエクト」で作った石像に、「地従者作製クリエート・アース・サーバント」を使ってみる。

「おおっ、凄すごい」

「関節がないのにどうやって歩いているんだろうな？」

「何言ってるのよ。さっきの丸っこいゴーレムも関節なんてなかったじゃん」

　アリサが呆あきれたように言う。

　そういえばそうか。

「既存の石像を使うと消費魔力が低いみたいだ」

「オマケに強いみたいね」

　石像ゴーレムを新しい火炎鼠にけしかけてみたところ、先ほどの大ゴーレムより明らかに強いことが分かった。

　オレが操作していないのに、ちゃんと戦っている。

　その後何種類か像を作ってから「地従者作製クリエート・アース・サーバント」を試してみたところ、ゴーレム作製時にある程度の基本動作を織り込めることが分かった。

　形も人型以外にできるようで、石せき狼ろうや石馬なんかも作れた。

「鳥はダメね」

「石だからね」

　さすがに石や土は重すぎて、飛行タイプのゴーレムは無理のようだ。





◆






「魔物枯れた～」

「やっと掃除完了ね」

　タマの報告にアリサが一つ伸びをした。

　オレのゴーレム検証で邪魔をしてしまったので、大部屋の魔物掃除が夕方までかかってしまったのだ。正直反省している。

「眷けん属ぞくとの戦いは明日あしたにするかい？」

「いいえ！　夕飯前にしましょう！　皆、いいかしら？」

　アリサの問いに仲間達が賛同の意を示す。

　オレはこの大部屋の中央に「刻印板」を設置し、「区画の主」のいる大広場へ向かった。

　穴ぼこと草原の部屋の中央にある大岩に、「区画の主」である大王焰兎が威風堂々たる姿で座していた。

　その眷属である王子炎兎の数は五匹、いずれも大王焰兎の足下に等間隔の円状に並んでいる。

　王子と言うよりは王を守る騎士のようだ。

　マップで調べた時から気になっていたが、王女や女王はいないらしい。

　オレの姿を見つけた大王焰兎や王子炎兎達が、一斉に警戒の咆ほう哮こうを上げる。

「あれでいいか──」

　オレは王子炎兎の一匹に狙ねらいを定め、閃せん駆くでターゲットの懐まで瞬間的に接近する。

　王子炎兎を捕まえるやいなや、オレは「帰還転移リターン」で仲間達の待つ大部屋へと王子炎兎を連行した。

　オレは王子炎兎を大部屋の奥へと「理力の手マジツク・ハンド」で投げ飛ばし、仲間達と選手交代する。

「ルル！　こいつは火に強いわ！　輝炎銃は効果が薄いかもだけど、牽けん制せいに顔を狙って！　生き物なら嫌がるはずよ！　リザさん！　頭の瘤こぶは突撃用だと思うわ。特に硬そうだから注意して！」

「分かったわ、アリサ！」

「承知！」

　王子炎兎の能力を調べたアリサが、仲間達に注意を飛ばす。

　──ＧＷＵＳＡＡＡＡＡ。

　怒りに毛を逆立てた王子炎兎が咆哮を上げると、その全身に炎のオーラが纏まとわりついた。

　ＡＲ表示によると火ダメージのカット率が上がり、それ以外の物理ダメージも削そぐバリアーのようなものらしい。

　あんなのと接近戦をしたら、火に焼かれて大火傷を負いそうだ。

「皆、集まって！　耐火付与エンチヤント・レジスト・フアイアを掛けるわ！　ミーアもお願い」

「ん、■■■■■　■■　流水の守りアクア・プロテクシヨン」

　仲間達は幾つかの対抗魔法や防御魔法を重ねがけしてから、魔物との戦いを開始した。

　慎重なのは良いことだ。




「炎のウサギよ！　野ウサギのグリルになってから出直せと告げます！」

　自在盾フレキシブル・シールドを展開したナナが、大盾の陰から挑発スキルの乗った声で叫んだ。

　なんとなくどこかで聞いた料理名が、思い出せなくて気になる。

「ブレスが来ます！」

「散開～？」

「らじゃなのです！」

　王子炎兎の火炎吐息フレイム・ブレスの予備動作を察知したリザの指示を受けて、ナナ以外の前衛が左右に散った。

　ナナが瞬動を使って全力で突進する。

　距離が狭まると、民家よりも大きい王子炎兎の巨大さが際立つ。

「衝撃のシールドバッシュ、と告げます！」

　どこかで聞いたようなフレーズを叫びながら、ナナが盾攻撃シールドバツシユを行った。

　胸の正面を大盾で殴られた王子炎兎はわずかに怯ひるんだものの、ブレスの予備動作を止やめない。

「ふははー！　ブレスに拘こだわったのがオマエの敗因だああああ！」

　変なテンションのアリサが、何かの魔法を使ったのが分かった。

　そんなアリサを無視して、王子炎兎がブレスを吐く──。

　──いや、口が開かないらしく、炎は口の端や鼻から噴き出て、王子炎兎自身の身体を焼いていく。

　もっともダメージは少ないようで、ＡＲ表示される王子炎兎の体Ｈ力Ｐゲージはほとんど減っていない。

　先ほどのアリサの魔法は王子炎兎の口を塞ふさぐための空間魔法だったようだ。

「……■■■　麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」

　ミーアの水魔法が王子炎兎の後ろ足を縛り上げる。

　王子炎兎の身体が大きすぎて、全身を拘束する事ができなかったらしい。

　動きが鈍った王子炎兎に、前衛陣が猛攻を掛ける。

　相手が大きい上に炎のオーラに覆われた毛皮が硬いらしく、斬ざん撃げきでは毛皮の上を滑るばかりで、ろくなダメージを与える事ができないようだ。

「二人とも！　突きに変えなさい！」

「あい～？」

「らじゃなのです」

　リザの指示で、二人が瞬動の助走付きで突きを放つ。

　タマの双剣は浅く刺さるだけで弾はじかれたが、ポチの魔剣は半ばまで突き刺す事ができたようだ。

　だが、動きを止めたポチを、王子炎兎の手がペシッと殴り飛ばす。

「うわっ、なのです～」

　爪つめによる斬撃や衝撃はポチの鎧よろいがちゃんと受け止めてくれたようで、ポチは余裕を感じられる悲鳴を上げて、部屋の隅に転がっていった。

「えいっ！」

　ポチを追撃しようとした王子炎兎を、ルルの輝炎銃による連射が阻む。

　赤く光る弾丸が次々と王子炎兎の表面の炎を散らして命中したが、体表を赤く染めるだけで毛皮に焦げ痕あと一つ付ける事もできずに散った。

　王子炎兎は不快そうにルルの方を一いち瞥べつするだけだ。

　もともと火ひ杖づえなどの属性石杖や銃は、使用者と対象のレベル差による影響を受けにくいのだが、火杖の上位存在である輝炎銃でここまで効かないとは思わなかった。

　それでも時間稼ぎはできたようで、予備の魔剣を抜いたポチが戦線へ復帰している。

「ミーア、冷水を浴びせて！」

「ん、■■■　……■　極寒流水インテンス・コールド・ストリーム」

　呪じゆ文もんの完成と同時に、前衛達が飛び退のいて射線を開ける。

　ミーアの長ちよう杖じようの先から青白い流水がシャリシャリと音を立てて吹き出し、王子炎兎に命中し赤い光を帯びていた毛皮を青灰色に染め変える。

　──ＧＷＵＳＡＡＡＢＢ。

　王子炎兎のくぐもった悲鳴が大部屋に響き、体中から蒸気を噴き上げている。

　ＡＲ表示される体力ゲージが一割ほども減っている。今の攻撃はなかなか効いたようだ。

　リザ以外の前衛陣やルルの攻撃があまり通じていないだけに、余計に際立って見える。

「もう一回」

　ふんすっと鼻息あらくミーアが宣言し、二度目の極寒流水インテンス・コールド・ストリームを唱え始めた。

「ミーア、麻ま痺ひが解けそうだわ」

「むぅ」

　アリサの報告を聞いたミーアが、水魔法の詠唱を中断して、麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールドの詠唱に切り替えた。

　ミーアの詠唱中に麻痺が解けて素早さを取り戻した王子炎兎が、ナナを始めとした前衛陣を翻ほん弄ろうする。

　身体強化した獣娘達が素早くても、王子炎兎の跳躍速度には追いつけないようだ。

　──ＧＷＵＳＡＡＡＡＡ。

　仲間達から距離を取った王子炎兎が咆哮を上げ、炎のオーラを復活させた。

「補助の隔絶壁デラシネーター！」

「……■■■　麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」

　魔法の照準をサポートするために、アリサの空間魔法の壁が王子炎兎の動きを阻害する。

　ミーアの魔法が完成し、王子炎兎の下半身を青い水滴が覆ったが、すぐに弾け飛んで消えてしまった。

　どうやらミーアの魔法はレジストされてしまったらしい。

「むぅ、再詠唱。■■……」

「ナナ！　一瞬でいいからウサギを止めて！　次元杭デイメンジヨン・パイルを打ち込んでみせるわ」

「承知」

　失敗にめげず、仲間達が次の行動に移る。

　獣娘達やルルもそれをサポートするために牽制に努め、何度かの失敗の後に阻害デバフ魔法を入れるのに成功していた。

　眷属級の敵だと阻害魔法のレジスト率が高いようだ。

　その後、一進一退の状況が続き、仲間達も何度か大きいダメージを受けるシーンがあったものの、やがて回復手段のない王子炎兎が少しずつ不利になっていく。

「■■■　……■　極寒流水インテンス・コールド・ストリーム」

　二度目の極寒流水インテンス・コールド・ストリームが直撃して、王子炎兎の炎のオーラを剝はぎ取る。

「次元杭デイメンジヨン・パイル！」

　さらにアリサの空間魔法が、王子炎兎の前肢を地に縫い止めた。

　王子炎兎の残体力ゲージは二割を切っている。

　もう一息だ。

「わたしも攻撃に移るわ。リザさんラッシュお願い」

　アリサが上級の攻撃用空間魔法を使うために集中する。

「承知！」

　リザの魔ま槍そうが王子炎兎の毛皮を貫き、本体を傷つける。

　どうやら、炎のオーラがないと、攻撃がよく通るようだ。

「──ナナ！」

「消火された消し炭よ！　大人しく食卓に上れと告げます」

　──ＧＷＵＳＡＡＡＡＡ。

　ナナの挑発を受けた王子炎兎が瞳ひとみに憎悪を湛たたえて叫ぶが、予想した炎のオーラは現れなかった。

　既に炎のオーラを纏えるほど魔力が残っていないらしい。

「タマ、ポチ！　一いつ気き呵か成せいに攻めますよ！」

「あいあいさ～」

「らじゃなのです」

　獣娘達が王子炎兎の両側面から襲いかかる。

「空間切断デイメンジヨン・カツター十文字斬ぎりっ！」

　アリサの叫びと同時に、王子炎兎の額が十字に深く斬り裂かれ、ＡＲ表示される体力ゲージが残り一割ちょいまで減った。

「ぶれいん、くらっしゃ～？」

「ちぇすとー、なのです！」

　十字の傷に、タマとポチの魔剣が突き刺さる。

　だが、倒すには至らない。

　王子炎兎が自分を傷つけたタマとポチを焼こうと、炎を口の奥に滾たぎらせた。

「させないよ、と告げます」

　王子炎兎が火炎吐息を吐こうとしたその時、正面に立つナナが瞬動からの盾攻撃シールドバツシユで、王子炎兎の鼻っ面を強打した。

　壊れかけの大盾が分解して、地面を転がっていく。

　口の端から炎を漏らしながら、王子炎兎が頭を仰のけ反らせる。

　そして、そこに──。

「瞬動、螺ら旋せん槍そう撃げき！」

　赤い光を帯びたリザが凄すさまじい速度で接近し、無防備な喉のどを魔槍で貫いた。

　ごうごうと渦を巻く螺旋状の魔刃が、魔槍伝いに王子炎兎に吸い込まれ、その脳を破壊する。

　──ＧＷＵＳ、ＢＢ。

　王子炎兎の目から光が消え、轟ごう音おんを上げて地面へと倒れた。

　倒すまでにかなり時間が掛かったが、大おお怪け我がもなく済んだから文句はない。

「勝ったみたいね」

「勝利～？」

「みんなで勝利のポーズなのです！」

　仲間達が王子炎兎の前で勝利のポーズを決める。

　思ったよりも辛勝だった。

　前衛陣の装備を一新する時期が来たのかもしれない。

　でも、装備を変えて強化した場合、今以上に前衛陣とリザの戦闘力格差は広がってしまいそうだ。

　適当なタイミングでボルエナンの森に戻って、エルフ師匠達と相談した方が良いいかもね。

「ご主人様、これで火ウサギの攻略パターンが分かったわ！　今度は『区画の主』と戦ってみたい！」

　アリサが興奮気味に懇願してきた。

　さすがに、さっきの辛勝を見た後に、即座に一〇レベルも高い「区画の主」と戦うのは許可できない。

「もうちょっとレベルが上がったらね。眷けん属ぞくが軽々と倒せるようになってからじゃないとダメだよ」

「はーい。まったくご主人様ってば過保護なんだから」

　ゲームじゃないんだから、命は大切にしないとね。





◆






「もー、完かん璧ぺきね！　眷属相手に後れは取らないわ！」

　最初の眷属戦から三日目の朝、近隣四つの区画を並行して戦闘を続け、レベル四二になった記念に眷属と連戦させてみた。

　なかなか鮮やかな手並みだったが、リザと他ほかの前衛陣との戦闘力格差が、より鮮明になってきている。

　後衛はレジストされやすい阻害系魔法よりも、攻撃魔法主体になってきた。

　特にタマとポチの攻撃力が不足気味のため、阻害系魔法中心だと戦闘時間が長引いて魔力消費が激しいからだと思う。

「さあ、次はいよいよ『区画の主』ね！」

「ん、速攻」

「マスターにいいところを見せると宣言します」

「タマも活躍する～？」

「ポチだって、ご主人様に褒めてもらうのです」

「皆、油断してはいけませんよ。堅実に戦うのです」

「うふふ、そんな事言って、たいていリザさんが倒しちゃっているじゃないですか」

　気炎を上げる仲間達に一抹の危なさを感じる。

　ここ最近の目標だったし、「区画の主」戦を楽しみにしていたのは分かるが、少し釘くぎを刺しておいた方がいいかもしれない。

「皆、次の相手は格上だから、気を引きしめて。それから、ここのところ攻撃偏重気味だから注意する事。自分達の安全を最優先にするんだよ」

　念のため、いつもの「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」だけじゃなく、「魔法防御付与エンチヤント・マジツク・プロテクシヨン」や滅多に使わない「術理盾付与エンチヤント・シールド」も仲間達に掛けておく。

「わーってるわよ。まったくもー、ご主人様ってば、過保護なんだからー」

　アリサが浮ついた感じで答える。

　ますます心配だ。

　誰だれかが大怪我をしそうになったら、速攻で介入しよう。

「それじゃ、準備ができたらやろうか？　でも危なくなったら、オレが倒しちゃうからね」

　そう宣言し、仲間達の準備が整ったところで、小山のように巨大な大王焰兎を「帰還転移リターン」で連れてくる。

　民家サイズだった王子炎兎よりも遥はるかに大きく、特徴的な頭の瘤こぶが頭部から肩まで広がり、そこかしこに紅がかった鈍にび色いろのトゲが生えていた。

　ＡＲ表示によるとレベル五〇もある。

　仲間達より八レベルも格上だ。

　やっぱり、あと五レベルくらい上げてから挑ませた方が良かったかもしれない。

　──ＭＹＷＵＳＳＡＡＡＡＡ。

　大王焰兎が咆ほう哮こうを上げると、王子炎兎のような炎のオーラを身に纏まとった。

　王子炎兎よりもオーラの色が濃く、激しい感じだ。

「速攻」

　ミーアが詠唱を始める。

　他の子達もウサギの突進を警戒して、散開済みだ。

　当然ながら、支バ援フ系魔法の類たぐいは既に付与を終え、魔力回復薬によってＭＰの全回復を完了している。

　──ＭＹＷＵＳＳＡＡＡＡＡ。

　二回目の咆哮が響く。

「……■　極寒流水インテンス・コールド・ストリーム」

　ミーアの魔法が発動し、長杖の先から青白い流水がシャリシャリと音を立てて吹き出す。

　仲間達の脳裏に、大王焰兎の毛皮が青灰色に変わる姿が思い浮かんだに違いない。

「──効いてない？」

　ルルが呟つぶやいたように、大王焰兎の毛皮は炎のオーラを維持している。

　よく注意して見れば、炎のオーラが減退している事が分かったはずだが、焦った仲間達にはそれが見えていないようだ。

　大王焰兎が後脚に力を込める。

「空間切断デイメンジヨン・カツター乱れ斬り！」

　アリサの空間魔法による攻撃は、大王焰兎の残像を虚むなしく切り裂いた。

　大王焰兎の背後に砕けた土つち塊くれが飛び、土煙が巻き起こる。

　大王焰兎が二回目に行った咆哮は、突進を強化するために使った火魔法による身体強化だったらしい。

「たりほ～？」

「てやぁー、なのです」

　瞬動で土煙舞う戦場に飛び込んだタマとポチの攻撃は、一回目の跳躍を終えた大王焰兎を捉えたが、燃える防御障壁と毛皮に阻まれて効いていない。

　大王焰兎は二人の攻撃を意に介さず、次の跳躍を行う。

　いや、魔槍を構えて瞬動で突撃してきたリザを、回避するためだったのかもしれない。

「あうち～？」

「あいたた、なのです」

　撥はね飛とばされたタマとポチが、地面を転がっていく。

　リザの魔槍は大王焰兎の後脚の爪つめを掠かすめたが、あと一歩届かなかったようだ。

　そして、その大王焰兎が三度目の跳躍でミーアへと迫る。

　ミーアも横にいるアリサも、あまりの迫力と突進速度に身を竦すくませて、思考が空回りしているようだ。

　後衛のいる場所には塹ざん壕ごう付きの陣地があるのだが、オレは万が一を考えて、ミーアとアリサの横に縮地で移動しておいた。

「ミーアを守ると告げ──」

　ミーアのカバーに入りつつ、挑発スキルを使おうとしたナナに大王焰兎の頭突きが命中した。

　ナナを守っていた自在盾フレキシブル・シールドが一瞬で砕け、ナナが構えていた大盾ごと撥ね飛ばされる。

　眷属の王子炎兎達とは一線を画す威力だ。

「させません！」

　瞬動を発動したリザが後方側面から大王焰兎に体当たりして、なんとかミーアへの命中軌道を逸そらせた。

　そんなリザが体勢を整えるより早く、怒りに燃える大王焰兎の前肢がリザに襲いかかる。

　爪攻撃を魔槍で防いで後退するだけで耐えたリザだったが、咥こう内ないに炎を蓄えた大王焰兎を見て、決死の顔で魔槍に魔力を篭こめた。

　一か八かの反撃に出るつもりのようだが、さすがに無謀すぎる。

「ご主人様、ヘルプ！」

「了解──」

　アリサのリクエストに応こたえて戦いに介入する。

　オレは縮地で大王焰兎の眼前に飛び込み、炎を噴き出そうとする頭を蹴けり上げて、無防備に晒さらされた首を「空間切断デイメンジヨン・カツター」で一刀両断する。

　切断面から炎が噴き出してきたが、その炎に服が焼かれる前に、死し骸がいごとストレージへと収納した。

　なお、「空間切断デイメンジヨン・カツター」は最近巻物から習得したばかりの空間魔法だ。

「皆、大丈夫かい？」

「ナナさんも無事です！」

　オレが声を掛けると、吹き飛ばされたナナの所に駆け寄っていたルルが報告してくれた。

　大王焰兎に撥ね飛ばされたタマとポチも、体力回復の魔法薬を飲みながら自分の足で戻ってくる。

「まだ、『区画の主』と戦うのは早かったみたいだね」

　仲間達を水魔法で治療し、甘酸っぱい炭酸水を配る。

　もう五レベルほど上げたら、もう少し戦えるようになると思う。

「あんな化け物だとは思わなかったわ」

「同意」

「ういうい～」

「弾はじき飛ばされちゃったのです」

　アリサが炭酸水を飲み干して呟くと、年少組の三人がこくこくと頷うなずく。

「リザさん達はどう？」

「瞬動を上回る速さで移動され、螺ら旋せん槍撃を使うヒマもありませんでした」

「自在盾フレキシブル・シールドと大盾を一瞬で突破されたと報告します」

「私も輝炎銃の弾丸が追いつかない感じだったかな」

　年長組も同様の意見だ。

　このタイミングなら、丁度良いかな？

「どうだい、皆？　一度、ボルエナンの森に帰って、師匠達に再訓練してもらわないか？」

「──訓練?!」

　オレの提案に、アリサが驚いた顔で振り向いた。

「修行ね！　修行パートなのね！」

　アリサの瞳ひとみの奥で炎がメラメラと燃える──オレの背後に炎を出したのだろう。

　わざわざ火魔法でそんな効果付けなくていいから。どこまで芸風を広げるのやら。

　乗り気なのはアリサだけではないようだ。

「はい！　もう一度鍛え直して頂きましょう」

「再訓練に賛同すると告げます」

「ん、精霊魔法、強化」

「私も射撃の修行がしてみたいです」

　リザ、ナナ、ミーア、ルルも異論はないらしい。

「滝に打たれて～秘密の特訓～？」

「落ちてくる丸太を頭突きで割るのです！」

　少し方向性が違うが、タマとポチもやる気みたいだ。

「エルフの里もいいけど、今度は仙人の棲すむ山や学園都市の大図書館で修行もいいわよね～」

　アリサの戯たわ言ごとを聞き流しつつ、オレ達は再訓練のために迷宮を発たつ事にした。

　迷宮滞在予定期間はまだまだ残っているので、一度地上へ戻る事なく、迷宮から直接「帰還転移リターン」でボルエナンの森に向かう。

　一度では届かないので、何度かリレーしないといけないが、船旅に比べればあっという間だ。







　再訓練





〝サトゥーです。アニメや漫画の特訓シーンは勢い重視でナンセンスなモノほど好きでした。不思議なほど、子供心に訴求するモノがあったんですよね。〟






「マスター・サトゥー！」

　ボルエナンの森に戻る途中で寄ったラクエン島で、最初に出迎えてくれたのは赤い毛先の黒髪美少女のユーネイアだった。

「姉様！　早く早く！」

　ユーネイアがオレの首に抱きついて歓迎の意を表した後に、後ろを振り返って彼女の姉であるレイを呼んだ。

　その視線の先には青い毛先をした白髪の幼女レイがぱたぱたと駆けてくる姿がある。

　ぱっと見にはレイの方がユーネイアより年下に見えるが、レイはオレどころかエルフのミーアより年上なのだ。

　彼女は半幽霊ハーフ・ゴーストという珍しい種族で、神代に栄えていたララキエ王朝の最後の生き残りであり、二万年前を知る生き証人でもある。

「お帰りなさい、サトゥーさん。それに皆も」

「ただいま、レイ」

　レイは落ち着いた口調だが、この島に二人きりで寂しかったようだ。

　その証拠に、オレの手の指を小さな手できゅっと握って離さない。

　なお、オレに抱きついていたユーネイアは、鉄壁ペアによって既に剝はがされている。

「今日はゆっくりしていけるの？」

「いや、ボルエナンの森に行く途中なんだ」

　オレがそう答えると、レイの笑顔が曇る。

「オレ達と一緒に遊びに行かないか？　オレがここに寄ったのは、ボルエナンの森ツアーに誘うためなんだ」

「招かれていない私達が、エルフ達の領域に入っていいのかしら？」

「大丈夫だよ」

　ララキエ事件の後始末の時、ボルエナンの森を統べるハイエルフのアイアリーゼ──アーゼさんやエルフの長老達から、既に二人の訪問許可は貰もらってある。

「でも……」

「大丈夫、エルフの里にはアーゼさんもいるし、世界樹から放たれる精霊光で瘴しよう気きが浄化されているはずだからね」

　レイは体質的に瘴気の悪影響を受けやすく、人里には瘴気が集まるので心配だったのだろう。

「ユーネイアもいいかな？」

「姉様が行くなら、どこにでも行くわ！」

　シスコンなユーネイアの行動方針はとてもシンプルだ。

　オレは二人を回収し、ボルエナンの森へと連続「帰還転移リターン」を実行する旅に戻った。





◆






「はい、到着」

　ボルエナンの森にはラクエン島の寄り道分を含めて、合計八回ほどの「帰還転移リターン」の連続行使で戻ってきた。

　上級空間魔法の転移と違って、オレの「帰還転移リターン」は一度に三〇〇キロほどが上限なので、一回では辿たどり着つけないのだ。

　人数が増えると消費魔力が格段に増えるので、流星雨一発分近い魔力が必要だったりする。

　そして、転移先にしたボルエナンの森の樹家には先客がいた。

「ただいま、ルーアさん」

　ルーアさんがびっくりした顔で動きを止めている。

　彼女はエルフの巫み女こで、ハイエルフであるアーゼさんの世話役をしているのだ。

「おかえりなさい、サトゥーさん、今日は大勢なんですね」

　もっとも、オレが転移してくるのには慣れているので、オレが挨あい拶さつすると、すぐに普通に挨拶を返してくれた。

　どうやら、今日は部屋の換気をしに来てくれていたらしい。

「皆の修行をさせてもらおうと思って。しばらく滞在させて頂きます」

「はい、いつでも大歓迎ですよ」

　後ろでアリサが、「今日は？」と耳ざとくルーアさんの言こと葉ば尻じりを捉とらえていたがスルーする。

　さらに、後ろで──。

「そういえばラクエン島に着いた時も、レイが『今日はゆっくりしていけるの？』って言っていなかった？」

「ん」

　──なんて会話をしていたが、反応してはいけない。川の流れのように華麗にスルーだ。

「ヒーヤ達にも声を掛けておきますね。そうそう、ネーアがバニラの抽出ができたって言ってましたよ」

「はい、それなら昨日アーゼさんから、『遠話テレフオン』で伺っています」

　オレの背後でアリサとルルが昨日のスケジュールを確認し合っている。

　うん、二人の記憶は間違いない。確かに、一日中、迷宮で魔物と連戦していたし、オレもその後ろでヒマを見つけてはゴーレム作製魔法の研究をしていた。

「すとーっぷ！　じゃすとあもーめんと」

　なぜ英語だ。

「も～め～ん？」

「じゃすこ、なのです」

　タマとポチがアリサのマネをする。

「何だ？」

「質問一、どうして『今日は』なの？」

「あら、サトゥーさんなら、一〇日に一度は戻ってましたよ」

　どう言うべきか迷っているオレに弁明する隙すきを与えずに、ルーアさんが暴露してしまった。

　迷宮都市に向かってから、まだ七、八回しか戻ってきてないのに。

「いつの間に……」

「むぅ」

　アリサとミーアが上目遣いに、責めるような視線を向けてくる。

「美お味いしい食材とか珍しい料理とかを見つけた時に、お裾すそ分わけしに戻ってきていたんだよ」

　これは事実。苔蟹蜂モス・クラブ・ビー、迷宮茸ダンジヨン・フアンガー、お化けカボチャ、古陸獣に血紅亀ルージユ・タートル、迷宮は食材の宝庫だからね。

　他ほかにも「這いよる香蘭バニラ・ストーカー」からバニラを抽出する方法を相談しに、ネーアさんの所を訪れたりもしている。

　けっして、アーゼさんに会うためだけに、戻ってきていたわけではない。

　レイとユーネイアが「数が合わない」と囁ささやき合っていた。

　自由時間の関係で、ラクエン島に寄らない事もあったからね。

　でも、なんだろう、この浮うわ気きを責められる旦だん那なみたいな雰囲気は。

「ほうほう？　質問二、『遠話テレフオン』って？」

「あれ？　言ってなかったか？」

　オレは首を傾かしげて、記憶を掘り返す。

　……明言はしていなかったかもしれない。

「オレの『遠話テレフオン』やアーゼさんの『無限遠話ワールド・フオン』は、迷宮都市とボルエナンの距離くらいなら会話できるんだよ」

　ミーアとアリサに「むぅ」「聞いてない！」と詰め寄られた。

　とっくに気がついていて見逃してくれているのかと思っていたよ。

「そうだ、冷蔵倉庫にネーアの作ったアレを冷やしてあるので、確認しておいて下さいな」

　気まずい空気を感じたのか、ルーアさんが話を逸そらしてくれた。

「もう完成していたんですか？　ありがとうございます、確認しておきます」

「アレって、まさか?!」

　ふっ、ふっ、ふっ。砂糖航路で見つけたアレだ。

　料理が得意なネーアさん達に、美味しくなるように加工方法を研究してもらっていたのだ。

「後のお楽しみだよ。今日の晩御飯の後にでも出すから、食べすぎるなよ」

「ついに、アレが来るのね！　ああ、早く晩にならないかしら。ねぇ、時だましの香とか持ってない？」

「無いよ」

　待ちきれないのは分かるが、あれは別に時間が早く過ぎるアイテムじゃないだろう。




「──サトゥーさん、アーゼ様やミーアの両親に連絡しておいたのですぐに集まりますよ」

　窓から精霊魔法で作った伝書鳩ばとを飛ばしていたルーアさんが言う。

「サトゥーさん、アーゼ様って、前に言っていたハイエルフ様？」

　レイがちょいちょいとオレの袖そでを引いて小声で尋ねてきた。

　オレが「そうだよ」と答えると、少し複雑そうな顔で「そう」と呟つぶやく。

　もしかしたら、答える時にアーゼさんへの惚のろ気けが声に乗ってしまったのかもしれない。

　レイがオレを見上げて頼んできた。

「サトゥーさん、魔力を下さい──」

　なぜか、ぎこちない作り笑顔だ。

「ハイエルフ様には正装でご挨拶したいから」

　オレはレイの頼みを快諾し、魔力を流し込んでやる。

　小学校低学年くらいの外見だったレイが、魔力の供給と共に成長し、瞬く間にプロポーション抜群の美女の姿に変わった。

　これは魔法ではなく、レイの半幽霊という種族特性によるもので、普段は魔力効率の良い幼女バージョンでいる事が多いものの、こちらの姿こそが本来の彼女なのだ。

　さらにレイの衣装が、彼女の故郷であるララキエの巫女服へと替わった。

　彼女の装飾品や衣装も、彼女の身体からだと同様に幽体で作られているらしい。

「ありがとう、サトゥーさん」

　レイがはにかむような笑顔で礼を言う。

　彼女の巫女服は露出が多いので、ちょっと目のやり場に困る。

　そこに、アーゼさんが樹家の部屋に飛び込んできた。

「ルーア！　急ぎの用事って何──サトゥー！」

　こちらを振り返った瞬間に、大輪の花のような笑顔でオレの名を呼んだ。

　うん、アーゼさんはいつ見ても可愛かわいい。

「ただいま、アーゼさん」

「おかえりなさ──」

　アーゼさんが言葉の途中で動きを止めた。

　笑顔が急速に色を失っていく。

　──はて？

「おかえり、なさい、サトゥー」

　途切れ途切れの言葉で、アーゼさんが言う。

「あの、その子は──サトゥーの恋人？　今日はお嫁さんを紹介しに、来てくれた、の？」

　アーゼさんがおずおずと尋ねてきた。

　──どうしてそうなる。

「違います」

　オレはキッパリと否定した。

「で、でも！」

　アーゼさんがオレの右手を凝視している。

　そういえばレイに魔力を供給する時に握ってそのままだった。

　手を離そうとしたのに、レイはきゅっと握ったまま離さない。

「──レイ？」

「あ、ごめんなさい、サトゥーさん」

　オレが問いかけると、レイが慌てて手を離した。

　その手を切なそうに胸元に持っていく。

　そんな切なそうな顔をされたら、オレに惚ほれているんじゃないかって誤解しそうだ。

「アーゼさん、この子はレイ。後ろの子がユーネイアです」

「レイとユーネイアって、ララキエの子ね！　覚えてるわ！」

　オレが説明すると、アーゼさんが二人の事を思い出した。

　あの時はオレが間に入ったから、アーゼさんは二人と直接の面識はないんだよね。

「で、でも、もっと小さい子だって聞いていたけど」

　アーゼさんがレイの戦闘力の高い胸を見てタジタジだ。

　オレは戸惑うアーゼさんに、レイの体質を伝える。

「はじめまして、ボルエナンの森の聖樹様。私はララキエ王朝最後の王女レイアーネ・トゥーワ・ララキエ──いえ、ラクエン島の住人のレイと申します」

　レイがアーゼさんの前に跪ひざまずいて挨拶をした。

　ユーネイアもレイに倣って跪く。

　タマとポチが二人のマネをして跪いていたが、ポチがバランスを崩して前転したのを機に、二人揃そろって部屋の端まで転がって遊んでいた。

「顔を上げて。そんなに畏かしこまらなくていいわ。こちらこそ、はじめまして。ボルエナンの森のハイエルフ、アイアリーゼよ。サトゥーの友人なら、私の友人も一緒だもの。アーゼって呼んでね」

　アーゼさんは気さくな口調で、緊張するレイとユーネイアを立たせる。

「はじめまして！　ホムンクルスのユーネイアです。姉様、この人がマスター・サトゥーのいい人なの？」

「……ええ、そうよ」

　ユーネイアが挨拶をした後に、レイを振り返って確認した。

　レイが肯定すると、アーゼさんは赤い顔を両手で挟んであわあわと狼狽うろたえる。

　たぶん、「いい人」という単語を恥ずかしがっているのだろう。無性に抱き締めたい気分だ。

「むぅ、友人」

「そうよ！　ご主人様がプロポーズして振られたの！」

　──ぐはっ。

「だから『いい人』というのは誤解よ！」

　ミーアとアリサがユーネイアとレイの言葉を全身で否定する。

　事実とは時にどんな刃やいばよりも心に深く突き刺さると思う。

　ログに「サトゥーは心に三〇〇〇ポイントのダメージを受けた」と表示されそうな感じだ。

「アーゼ様はマスター・サトゥーが嫌いなの？」

「嫌いじゃないわ!!」

　ユーネイアの素朴な問いに、アーゼさんが全力で即答してくれた。

　ああ、その言葉だけで一〇年は戦える。

　こういう必死な顔のアーゼさんはなかなかレアだ。

　こっそりと光魔法で「録画」した表情は、ストレージの「写真」フォルダに永久保存しておこう。




「皆、ずいぶん成長したわね」

　レイ達の顔合わせで少しドタバタしたが、ようやく寛くつろぎながら近況報告できる状況になった。

「いえいえいえ、アーゼ様」

　ルーアさんが顔の前で手を振りながら、アーゼさんの感想に異議を唱えた。

「この急成長はそんな生やさしいものじゃないですよ？」

「そう？　サトゥーと一緒なら、少しくらい普通じゃないのは当たり前だわ」

　ルーアさんの主張に、アーゼさんが当然といった感じで答える。

　アーゼさん、信頼してくれるのは嬉うれしいのですが、微妙にオレを変人扱いしています。

　オレ達の横では、先ほど到着したミーアの両親がミーアを褒めている。

「おかえりなさい、ミーア。凄すごく成長しているじゃない！　とってもとっても凄いわ！　もの凄く頑張ったのね。頑張り屋さんだわ。怪け我がはしていない？　無傷よね？　今日はゆっくりできるんでしょ、できるわよね」

「偉い」

「ん、頑張った」

　両親に頭を撫なでられて、ミーアが嬉しそうだ。

　ミーアの幼おさな馴な染じみのゴーヤ君も顔を出していたが、先ほどミーアの急成長を聞いて思うところがあったのか、どこかに駆けていった。

　──頑張れ、少年。

　オレは自分より遥はるかに年上のゴーヤ君に、心の中でエールを送る。

「よう！　サトゥー達が帰ってきたって？」

「師匠なのです！」

「おう、ポチ！　しばらく見ない内に凜り々りしくなったじゃないか！」

「にへへ、なのです」
















　ポチの師匠のポルトメーア嬢を先頭にエルフ師匠達がやってきた。

　彼女は乱暴な言葉遣いからは想像もできないような、美少女だ。

　肩口で切りそろえた波打つ髪に、西洋人形みたいな可愛い顔をしている。

「タマも息災でござったか」

「あい！」

　侍エルフのシシトウーヤ氏がタマの頭を撫でる。

　間違いなく男性なのだが、見た目は長髪の美少女だ。

「魔刃」

「はい、グーヤ師匠」

　螺ら旋せん槍そう使いのグルガポーヤ氏がリザの魔刃を確認する。

「良い」

「ありがとうございます」

　短いが心の篭こもった評価に、リザが誇らしそうに礼を取る。

「良い魔刃だ。あとは発動時間の短縮と無駄な魔力漏出を防げば完かん璧ぺきだな」

「同意」

　リザのもう一人の師匠であるスプリガンの短たん槍そう使いユセク氏が、グーヤ氏と改善点を打ち合わせている。

「称賛」

「師匠の称賛を光栄に思うと告げます」

　魔法剣士のギマサルーア嬢がミーアのような短文でナナを褒める。

　ナナのもう一人の師匠であるドワーフの盾使いであるケリウル氏は来ていないようだ。

「やあ、サトゥー君。皆、すごく成長したね」

　最後に長文エルフこと、エルフ師匠達のまとめ役で顔の広いヒシロトーヤ、通称ヒーヤ氏が褒めてくれた。

「もしかして、サトゥー君も詠唱ができるようになったのかい？」

「すみません、そちらはまだでして……」

「あはは、別に謝らなくていいさ」

　オレのふがいない答えに、ヒーヤ氏が笑顔で返す。

「練習は欠かさずやっているかい？」

「はい、起床時と就眠前に」

「それなら大丈夫だ。人族は成長が早いから、一〇年も頑張れば詠唱できるようになるよ」

　詠唱についてはいくら練習しても前進している気はしないけど、アリサやミーアの話だとある日突然できるようになるらしいので、それを信じて愚直に練習をしている。

「ネーアさん、旅先で覚えた新しい料理がいっぱいあるんです！」

「それは楽しみだわ。後で一緒に作りましょう」

「はい！」

　ルルを始めとした後衛陣に護身術を教えてくれたネーアさんは、元々料理が趣味のエルフなので、ルルとは料理談義で盛り上がっていた。

「わたしも師匠が欲しいわ」

「ん、アーゼ」

　ぼやくアリサに、ミーアがアーゼさんを推す。

　アーゼさんはミーアの精霊魔法の師匠だが、彼女は精霊魔法以外にも、空間魔法を始めとしたあらゆる魔法を使えるからだ。

「えー、アーゼたんは理論とか無視して、フィーリングで魔法を使いそうじゃない？」

「酷ひどいっ」

　アリサの暴言に悲しむアーゼさんを抱き寄せて慰める。役得、役得。

「近すぎます」

　鉄壁ペアより速く巫み女こルーアさんが、オレとアーゼさんを引き離した。

「空間魔法なら長老にお願いすればいいですよ。理論系のお話が好きなら、何年でも語ってくれますから」

　さすがはエルフ。

　長話が年単位らしい。

「ルーアさん、火魔法の先生も紹介してくれないかしら？」

「長老達なら誰だれでも人に教えられるくらい四大属性魔法を使えますから、空間魔法と一緒に見てもらえばいいですよ」

「やったー！」

　ルーアさんに長老への仲介を頼み、アリサが上機嫌で拳こぶしを突き上げた。

『サトゥー、アメ！』

『アメ、チョーダイ』

　小さな羽妖よう精せい達がレイやユーネイアの頭や肩に止まる。

　オレが飴あめの入った袋をレイとユーネイアに渡し、羽妖精達に配ってもらう。

「ちょ、ちょっと待って」

『ハヤク、チョーダイ』

『アメ、スキー』

　レイに配ってもらうのが待てないのか、袋に首を突っ込む不作法者もいる。

「サ、サトゥーさん」

　縋すがるようなレイの救援要請を受け、羽妖精の整理に協力する。

　レイの胸の上に座っていた羨うらやま──けしからんヤツはオレの肩の上に回収してやった。

「ちゃんと順番を守らないと、飴を配るのを止やめるぞ」

『オイラ、ナラブ！』

『アタシモ、ナラブカラ！』

『アメ、チョーダイ』

　教育スキルや調教スキルがあるせいか、羽妖精達がすぐに従順になった。

　たんに食い意地が張っているだけかもしれないけどさ。

『ヤメロヨー！』

「マスター・サトゥー。この子達はヒトなの？」

「そうだよ。だから、乱暴に扱うのはナシだ」

　ユーネイアが羽妖精を股また裂きの刑にしようとしていたので止める。

　小さい子が人形の足をもぐような無邪気さが怖い。

「ユーネイア！　幼生体はデリケートに扱うべきだと推奨します」

　そんな羽妖精の扱いを見とがめたナナが飛んできた。

「バリケード～？」

「バリバリに扱うのです」

　タマとポチもナナのマネをして糾弾する。

　単語が違うのはいつもの事なので、特に指摘しなかった。

「はーい」

　きょとんとしたユーネイアが羽妖精を解放する。

　危地を脱出した羽妖精が、ふらふらと飛んでオレの肩に着地した。

『マッタク、コマッタモンダゼ』

　ぼやく羽妖精に飴を与えて宥なだめる。

「皆様、食事の用意ができました！」

　家妖精ブラウニー達がネーアさん以外の料理好きエルフ達と一緒に料理を運んできた。

　長テーブルの上に七種類のカレーと、野菜や肉のトッピングメニューや様々なサイドメニューが並んでいく。

　エルフの里にカレーを広めたのはオレだが、未いまだにカレー人気は衰えていないようだ。




「うっはー！　チョコパフェ！」

　食後のデザートに出てきたチョコレート系デザートを見て、アリサがテンションを上げた。

「チョコケーキもありますよ」

　そんなアリサを微笑ほほえましそうに見ながら、料理人エルフのネーアさんがテーブルの上にチョコケーキを置いた。

　テーブルの上にはカットされた一口サイズのチョコも並んでいる。

　残念ながら、オレがリクエストしたフォンダン・ショコラはまだ成功していないそうだ。

　あと一歩らしいので、仲間達の修行の間に完成しそうな気がする。

「やーん、太っちゃうー」

「たぷたぷ～？」

「まんまるなのです」

　チョコケーキを見たアリサが、わざとらしい仕草で身体からだをくねらせると、その左右に陣取ったタマとポチが同じポーズをマネした。

「ちょっとー！　アリサちゃんはそこまで太ってないわよ！」

「にゃはは～」

「にげろーなのです！」

『ニゲロー』

『タベラレチャウゾー』

　アリサが怒ったふりをすると、タマとポチが笑いながら逃げだし、羽妖精達も一緒になってアリサから逃げていた。

「どうぞ召し上がれ」

　ネーアさんの言葉に、皆が色々なチョコレートに手を伸ばす。

「にがあま～？」

「ちょっと苦いけど甘くて美お味いしいのです！」

　タマとポチが大人用のビター・チョコレートを食べてしまったようだ。

　甘いミルクチョコレートを教えてあげたら、「うまうま～」「でりしゃすなのです」と大喜びしていた。

「美味です」

　リザがカット前の分厚いビター・チョコレートを囓かじって満足そうに呟つぶやいた。

　結構硬いと思うけど、リザは舌の上で溶かすのではなく、バリバリと普通に食べている。

「マスター、チョコケーキが美味しいと告げます」

　ナナは羽妖精達に分け与えながら、チョコケーキをパクパクと食べている。

　いつになく、フォークの速度が速い。チョコケーキをかなり気に入っているようだ。

「姉様！　すっごく美味しいよ！　イチゴのケーキと同じくらい」

「本当ね。ネーア様、すごく美味しいです」

「うふふ、ありがとうございます」

　ユーネイアが目を輝かせてチョコケーキを褒め、姉のレイも目を丸くして作り手のネーアさんを称賛していた。

「本当に美味しいですね。ネーアさん、後で作り方を教えてください」

「ええ、もちろんです」

　ルルがケーキを食べながら、そんな約束をしていた。

「チョコケーキ」

「チョコパフェも美味しいわよ。中のパリパリも、食感が楽しいわ」

「一口」

　ミーアがアーゼさんからチョコパフェを手ずから一口貰もらっていた。ちょっと羨ましい。

　アーゼさんの言う「中のパリパリ」はコーンフレークだ。

　オレも一口食べてみた。

　口の中で蕩とろけ、上品な甘みと独特の苦みが口の中に広がる。

　しっとりと美う味まい。前回試食させてもらった時よりも格段に美味しい。バレンタインの時期にしか食べられないような高級チョコにも負けない感じだ。

　──おや？

　夢中でチョコパフェを食べるアーゼさんのほっぺたに、チョコが付いている。

「アーゼさん、ちょっと失礼」

　オレはチョコを指で拭ぬぐい、ほっぺに残った汚れを濡ぬらしたハンカチで拭う。

　仲間達の世話をする時のノリでチョコを口に運びかけたが、前のチキンライスの件を思い出してハンカチで拭ふいた。

「ギルテ──」

「ぎる──」

　眦まなじりを決したアリサとミーアだったが、オレの対処を見て声を落とす。

　ふっふっふ。同じ轍てつを踏んだりはしないのだよ。

「ぐぬぬ──」

　そう唸うなりを上げたのはアリサ達ではない。

「不覚でござる」

「最後のカレーを我慢していれば……」

　エルフ師匠達がチョコレート料理を堪たん能のうするのはもう少し先になりそうだ。

　皆、カレーの食べすぎです。




「それで、今回は骨休めに帰ってきたのかい？」

「いえ、実は──」

　エルフ師匠のヒーヤ氏が水を向けてくれたので、本来の用件を切り出した。

「ふむ、再修行か」

「お願いできますか？」

「無論だ」

　オレの頼みをエルフ師匠達が快諾してくれた。
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「まずは迷宮での修行の成果を見せてもらおうかな？」

　エルフ師匠の前に仲間達が並んだところで、ヒーヤ氏が切り出した。

　オレ達は森の妖精ドライアドによる「妖精の輪フエアリー・リング」の転移で、ボルエナンの森の外れにある広大な荒れ地へとやってきている。アーゼさんや巫み女こルーアさんも一緒だ。

　仲間達が首肯したのを確認して、ヒーヤ氏がアーゼさんに声を掛ける。

「アーゼ様、試練用の精霊をお願いします」

「ベヒモスでいい？」

「却下」

　アーゼさんの選択を、短文エルフ師匠が否定した。

　ベヒモスは象とカバを合わせたみたいな姿をした疑似精霊で、駆逐艦並みの巨体の上にレベル五〇もある。強すぎて仲間達の戦闘訓練相手には少々不適切だろう。

「実体がある方がいいなら、荒れ地の精霊か砂の精霊でどうですか？」

「それなら、丁度良いかな？」

　巫女ルーアさんの提案に、ヒーヤ氏が頷うなずく。

「アーゼ様、お願いします」

「はーい　■■■■■……」

　アーゼさんが長い詠唱を終え精霊魔法を発動すると、荒れ地の岩石や土がより集まってゴーレムのような巨人になった。

　オレの「地従者作製クリエート・アース・サーバント」で作ったゴーレムよりは生物的な感じだ。

　この精霊はレベルが四〇なので、「区画の主エリア・マスター」の眷けん属ぞくと同じくらいの強さだろう。

「使役権を譲渡したわ」

「ありがとうございます」

　アーゼさんから「荒れ地の精霊」を譲られたヒーヤ氏が、精霊の操作を確認した後、仲間達に向き直る。

「準備ができたかい？」

「もっちのロンよ！」

　ヒーヤ氏の問いに仲間達を代表してアリサが答える。

　オレはアーゼさんやレイ達と一緒に後ろに下がり、エルフ師匠達と一緒に観戦する。

「す、凄すごい」

「ナナ達って、あんなに強かったのね」

　レイとユーネイアが驚く。

「迷宮で頑張って修行したからね」

　オレはそう二人に言いつつ、エルフ師匠達の様子を窺うかがう。

　──あれ？

　なんだか、エルフ師匠達の様子がおかしい。

　最初の内こそ、アーゼさんやレイ達のように感心している様子だったのに、戦闘が終盤に差し掛かった今は、少し苦い表情になっている。

　オレが声を掛けようとする前に、仲間達の戦闘が終了した。

　荒れ地の精霊が元の土つち塊くれへと戻っていく。

「勝利～？」

「なのです！」

　仲間達が褒めて欲しそうな顔で、師匠達の前に整列する。

「お前達は強くなった──」

　ポチの師匠であるポーア嬢が師匠達の前に出て話し出す。

　褒め言葉に、仲間達の口元が緩む。

「──だが、それは危険な強さだ」

　ポーア嬢の強い否定の口調に、仲間達の顔が強こわばる。

「なぜか、分かるでござるか？」

「攻撃重視だから、でしょうか？」

　タマの師匠のシーヤ氏の問いに、リザが代表して答えた。

「違う。お前達がサトゥーに頼りすぎているからだ」

「そ、そんな事──」

　アリサが否定しようとして途中で口ごもった。

「最悪の事態になっても、サトゥーがフォローしてくれる。自分がフォローしなくても、サトゥーがいる。そう考えているのではござらんか？」

　シーヤ氏の指摘に仲間達が顔を俯うつむけた。

「顔を上げろ」

　ポーア嬢が仲間達を叱しつ咤たする。

　さらに苦言を呈そうとしたポーア嬢を止め、ヒーヤ氏が代わりに続ける。

「もちろん、サトゥー君が後ろに控えていることで落ち着いて戦える利点はあるけど、それを前提に戦ってはいけないよ？」

　なるほど、最近の攻撃偏重はオレの過保護が原因だったのか……。

　確かに、最悪の事態にならなくても、大おお怪け我がをしそうだったら、オレは必ず手を出していた。

「サトゥー君がいる時はそれでもいいかもしれない。でも、彼がいない時に戦いになったら？」

「その時は──」

「戦える、かな？　サトゥー君がいない不安な状況で、彼がいない事を前提に動けるかな？」

　反論しようとしたアリサにヒーヤ氏が優しく問いかける。

「それは……」

「たぶん、無理だと思う」

　言いよどむアリサに、ヒーヤ氏が断言した。

　まあ、オレもそう思う。

「少し、サトゥー離れした方がいいようだね」

「逆も真」

　ポーア嬢の言葉に、ギーア嬢がオレも過保護を改めた方が良いと補足した。

「それじゃ、問題点が分かった所で、本格的に訓練を始めようか？」

「お前達！　厳しい訓練に耐える覚悟はあるか！」

　ヒーヤ氏が切り出し、ポーア嬢が仲間達に発破を掛ける。

「もちろんです」

「あい！」

「ポチは頑張るのです！」

「燃えると告げます」

「ん、再修行」

「よっしゃー！　みんな、気合い入れていくわよ！」

「皆、頑張りましょう」

　仲間達が気合いを篭こめた顔で首肯する。

「うむ、いい顔でござる」

「アーゼ様、次は精霊蜘ぐ蛛もでお願いします」

「おっけー！」

　エルフ師匠達が本格的な訓練を開始した。

　後は師匠達やアーゼさんに任せても大丈夫だろうと信用して、オレはレイやユーネイアを連れて修行場の荒れ地から離れる事となった。
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「サトゥー様、お帰りなさいませ」

「ただいま、ギリル」

　樹海に没する白い館やかたの入り口で、家妖精ブラウニーのギリル氏が出迎えてくれた。

　オレは仲間達のご褒美用新装備を開発するために、エルフの賢者トラザユーヤ氏の館へとやってきていた。

　なお、レイとユーネイアは仲間達に触発されたのか、樹家前の広場でネーアさんから護身術を学んでいる。

「レリリルはご迷惑をお掛けしておりませんでしたか？」

「いや、ちゃんと世話してくれているよ」

　孫を心配するギリル氏に、レリリルの近況を語る。

　長命な家妖精でも、孫が可愛かわいいのは人族と同じようだ。

「水晶の像？　ゴーレムでしょうか？」

「単なるマネキン代わりさ」

　オレは仲間達を模した像を、「地従者作製クリエート・アース・サーバント」でゴーレム化する。

　このゴーレムに新装備を着せて、可動部分の確認や耐久テストを行うのだ。

「鎧よろいをお作りになるのですね」

「う～ん、まずは鎧を作るための道具作りからかな？」

　魔法装置の準備を始めようとするギリル氏を止めて、これから作る装置のイメージを伝える。

　いつまでも、魔法道具マジツク・アイテム作製がミーアの水魔法とアリサの空間魔法頼みだと、二人への負担が大きいし、気軽に試作もできない。

　最終的な組み込みは二人頼りの状況が続くとは思うけど、簡単な試作や実験くらいは自分一人でできる環境が欲しいんだ。

　やっぱ、脳内だけだと試行錯誤トライ・アンド・エラーにも限界があるからね。

　オレは豊富な館の機材を活用して、少しずつ開発ツールを作製していく。

「サトゥー様、そろそろ日没です。お泊まりになるのなら、食事の用意をいたしますが？」

「もう、そんな時間か。泊まるとは伝えてないから、一度食事しに戻るよ」

　オレは夕食後に戻るとギリル氏に伝え、樹家へと戻る。

　仲間達は装備がボロボロで疲れ果てていたが、やる気に満ちた顔で夕飯を搔かき込んでいた。

　頑張っている仲間達を激励し、アーゼさんや顔の広いヒーヤ氏に魔法装置開発に必要な魔法が使える長老エルフや技師エルフ達を紹介してもらう。

　翌日から長老エルフや技師エルフ達の協力で、魔法回路サーキツト生成機能と魔法回路転写機能を搭載した試作装置の作製に入り、僅わずか数日で完成した。

　初期設計が終わっていたとはいえ、予想以上に早くできた。やはり、魔法は偉大だ。

「ギリルやエーア達が言っていたが、サトゥーの開発速度は異常だ」

　試作装置完成の宴うたげで、技師エルフの一人からそんな言葉が飛び出した。

「そうですか？」

「今回の試作装置の開発でも、魔法を幾つ作った？」

「三つくらいでしたっけ？」

「いや、八つだ」

　そんなに作ったっけ？

「不思議そうな顔をするな。新規が三つで、改良版は五つだ」

　あー、確かに五回くらい派生型の魔法を作った覚えがある。

　あれもカウントしちゃうのか。

「我らエルフや聖樹様達でも、あんなに早くは作れん」

「感心」

「称賛」

　長老エルフや他ほかの技師エルフ達が褒めてくれた。

　微妙な雰囲気があるのはなぜだろう？

「それにしても、魔法回路を作製してから、全座標を設定して転移するとは……」

　試作魔法装置を見て技師エルフの一人が感心したように呟つぶやく。

「思いつく者はいたが、完成まで辿たどり着ついた者はあまりおらぬ。たいていは途中で飽きるか、試作の一つ目ができたところで、満足して止やめるのが普通だ」

「そもそも設定値の数が馬ば鹿かげている」

　技師エルフの一人が呆あきれの篭もった溜ため息いきを吐つく。

　ごめんなさい、設定パラメータ数が多いのは仕様です。

「まともなエルフなら、思いついても絶対に作ろうとは思わん」

　──失礼な。

　酒が入っているせいか、皆言葉に遠慮がない。

　それに馬鹿げた量と言っても、最大で一ギガバイトにも満たないデータだ。

　ＤＶＤの四分の一程度なら、気合いを入れて頑張れば手作業でもインプットできる。

　今回はテストだったので簡単なデータを手入力したが、実際に試作する場合は「メニュー」スキルと連携する魔法を使う予定なので、彼らが心配するほどクレイジーではないと思う。

　連携魔法によってストレージ内のデータファイルをロードできるようにしてあるので、手入力が必要なのは最初だけだし、機能別モジュールをライブラリ化しておけば、魔法の呪じゆ文もん開発と同様に作製済みの資産を活用する事で、作業はどんどん軽減していけるんだよね。

　なお、シーメン子爵に発注してあった連携用魔法の巻物三種は、今日の昼に公都の巻物工房にお邪魔してゲットしてある。予想より早く完成していてビックリだ。

　なお、お抱え商人のアキンドーに変装して訪問したのだが、ペンドラゴン家の印章で封をした手紙を持っていったので、わりと簡単に信用してもらえた。
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　試作装置が完成した翌日の午後──。

「今日の敵は蜘蛛ですか？」

　オレは仲間達の様子を見るついでに、試作装備を試してもらいに来た。

　ただし、試作装置には直方体の魔法回路を転写する機能しかないので、武器や防具の場合強度が落ちる。

　また、安定が難しい青液ブルーの場合、あまり大きく複雑な機能を付与するのが難しい。神授の聖剣クラスの機能を実装するのはもう少し先になりそうだ。

「やあ、サトゥー君、いらっしゃい」

　気さくに迎えてくれたヒーヤ氏の横に行く。

　仲間達はアーゼさんが作った大小様々な蜘蛛型の疑似精霊達と戦っているようだ。

　精霊相手だと経験値が少ないらしく、仲間達はレベル四二のままで、％表示される経験値ゲージも、修行を始めてからほとんど変化がない。

　エルフ師匠達の視線の先では、蜘蛛達の糸でできた白い闘技場で、仲間達が奮戦していた。

　敵の数が多い上に、闘技場に張り巡らされた糸を使って縦横無尽に攻めてくるので、前衛だけでなく後衛達も大変そうだ。

「あの糸は何種類もあってね。弾力がある糸は魔刃か攻撃魔法を使わないと切れないし、むやみに魔刃や魔法を使うと、その糸に紛れている魔力を吸う糸から魔力を奪われてしまうんだ」

　ヒーヤ氏が蜘蛛のやっかいな点を教えてくれる。

　確かに前衛陣の魔力は切れかけで、魔刃の維持が辛つらそうだ。

「小型の蜘蛛はやたら動きが速くて後衛を守りにくいし、大型の蜘蛛は長柄の武器か魔法じゃないと分厚い皮を貫けないんだ」

　疑似精霊だから内臓もないしね、とヒーヤ氏が続ける。

　上う手まく支バ援フ魔法や阻害デバフ魔法を使い分けて、戦略的に戦わないといけない敵らしい。

「超電磁バリア！」

　接近してきた子蜘蛛をアリサが半球状に展開した空間魔法の障壁で吹き飛ばす。

　欠片かけらも電磁が絡んでいない点は指摘しても意味がないのだろう。

「えいっ！」

　輝炎銃を構えたルルが、無防備に吹き飛んでいく子蜘蛛を狙そ撃げきした。

「……■　氷雪精霊創造クリエート・スノウ・ウルフ」

　ミーアが精霊魔法を完成させると、雪を纏まとった四体の氷の狼おおかみが現れた。

　氷雪狼の下半身は透き通って見えず、白い帯状の霧を残して空中を駆けている。

「糸分断」

　ミーアの命令を受け、氷雪狼達が空中を結ぶ蜘蛛の糸を凍らせて粉砕していく。

「再強化、行くわよ！」

「感謝します」

　子蜘蛛を退けたアリサが、攻撃ではなく身体強化を前衛陣に付与した。

　前衛との距離があるので消費魔力が多い。再訓練前のアリサなら、効率を考えて迷わず攻撃魔法を選んでいたシチュエーションだろう。

　魔法の射程を拡張する系統の長ちよう杖じようも、開発ラインナップに入れておこうかな？

「はぁあああっ！」

　風に乗って奇襲を掛けてきた子蜘蛛を、ルルが輝炎銃のストックで引っかけて投げ飛ばす。

「手裏剣～？」

　飛んできた子蜘蛛を、タマが投げナイフで仕留めた。

　タマは公都でも女侍のアヤゥメ嬢に投げナイフを教えてもらっていたし、迷宮都市で再会してからも深夜に教えを乞こうていたようだ。

　タマ用に手元に戻ってくるクナイでも作ってやろう。

　聖剣クラウソラスのように、勝手に空中を舞って敵と戦うような武器はまだ作れないけど、手元に戻るくらいの機能なら、なんとかなると思うんだよね。

「あびないよ～？」

　そして、タマは子蜘蛛を倒した事を誇る事なく、死角からナナに奇襲を掛けようとしていた子蜘蛛を、別の投げナイフで牽けん制せいする。

　ナナと相対する大蜘蛛が、近距離から毒液の砲弾を撃ち出した。

「盾シールド！　発動と告げます」

　ナナが消費魔力の多い「自在盾フレキシブル・シールド」ではなく、「盾シールド」の理術で砲弾を防いだ。

　毒の砲弾を防いだ時に「盾シールド」も消滅してしまったが、「自在盾フレキシブル・シールド」よりも魔力コストが少なく発動時間が早い「盾シールド」の理術を有効活用しているようだ。

　大蜘蛛が四本の足で囲むようにナナを攻撃してきた。

「自在盾フレキシブル・シールド、機動防御モードと宣言します」

　ナナが挑発スキルの乗った声で叫びながら三枚の自在盾フレキシブル・シールドを展開し、大おお蜘ぐ蛛もの攻撃を防いでいく。

　自在盾フレキシブル・シールドで防げなかった分の足は、実体の大盾で迎撃していた。

「ポチ、行きますよ」

「突貫！　なのです」

　大蜘蛛の周りを飛び回って牽制していたリザとポチが、子蜘蛛を蹴け散ちらしながら大蜘蛛へと迫る。

「雷かみなり杖づえ銃、発射！」

　ナナが大盾の陰に隠していた雷杖銃で、大蜘蛛の鼻先を撃った。

　ＡＲ表示では大したダメージは与えられていないみたいだが、大蜘蛛の意表を突く事ができたようだ。

「瞬動！　なのです！」

　普通のダッシュでジグザグに接近していたポチが、瞬動スキルを使って最後の距離を一気に詰めた。

　瞬動寸前に発動していた魔刃を帯びた魔剣が、大蜘蛛の胴体に根元まで埋まる。

　だが、ＡＲ表示される大蜘蛛の体Ｈ力Ｐゲージはほとんど減っていない。

　身体からだを捻ひねった大蜘蛛が、ポチを摑つかんで遠くへ投げ飛ばす。

　結構な勢いで飛んでいったが、アリサが空間魔法で勢いを殺していたし、落下地点にある蜘蛛の巣すに突っ込んだだけなので、大おお怪け我がはしていない。

「我が槍やりに宿れ魔刃──」

　リザの魔ま槍そうから漏れる赤い光が、全速力で駆けるリザの全身を包んだ。

　大蜘蛛がリザを狙ねらって毒の散弾を放つ。

「瞬動、螺ら旋せん槍撃」

　瞬動スキルが発動し、ドンッという空気を割るような音を残して、その姿は一〇数メートルを一瞬で駆け抜ける。

　毒の散弾は一瞬前にリザがいた周辺の地面をむなしく砕いた。

　螺旋槍撃の光が槍だけでなく、リザの身体をも包んで渦巻く。

　リザは魔槍と自身を、一本の武器のように見立てて突撃し、身体ごと大蜘蛛の体を貫いた。

　──なかなか無茶な大技だ。

　リザを覆う螺旋の魔刃が、大蜘蛛の身体を抉えぐり、その巨きよ軀くを引き裂いた。

　大蜘蛛の体の向こうに着地したリザが、反撃を警戒して残心している前で、大蜘蛛が白い霧と小精霊の光となって消えていく。

　子蜘蛛は大蜘蛛の一部だったのか、大蜘蛛の消滅と同時に消えていた。

　皆、少しずつ戦い方が進化し始めている。

　見学に来て良かった。

「すごい～？」

「さすがリザさんね」

「肯定。突撃は勇猛だと告げます」

　仲間達がリザを称賛する。

　リザのラストアタックは少々危なっかしく見えたけど、エルフ師匠達に叱しつ責せきするような雰囲気がないので、たぶん新しい必殺技の練習でもしているんだと思う。

「リザ、余力残せ」

「必殺技の試行錯誤は良いが、最後の攻撃に全すべてを篭こめるのは乾けん坤こん一いつ擲てきの場合のみにせよ。攻撃が届かなかった場合に、自分や仲間達のために余力を残すのを忘れるな」

　リザの師匠であるグーヤ氏とユセク氏が指導してくれている。

　螺旋槍撃は威力が大きいけど、魔力消費も大きいからね。

「蜘蛛の巣は消えないんですね？」

「ん」

　ルルの疑問に、ミーアが首肯する。

「精霊蜘蛛の巣糸は夏服の素材にいいんだよ」

「風通し」

「そのままだと染色しても透けるから、別の糸と一緒に織るか上に羽織るような服に使うでござるよ」

　エルフ師匠達が蜘蛛の巣糸の使い道を教えてくれる。

　羽衣みたいなのが作れそうだ。

「ポチもお疲れ様」

　蜘蛛の巣塗まみれになって、トボトボと帰ってきたポチを生活魔法で綺き麗れいにしてあげる。

「ご主人様、もっと大きな武器が欲しいのです」

　珍しくポチが、我わが侭ままというか要望を出してきた。

　詳しく話を聞いてみると、これまでの疑似精霊戦で攻撃が命中しても、片手剣サイズの魔剣では対象の外皮を突破できない事が幾度かあったそうだ。

「どんな武器がいいんだい？」

「大っきくて強そうなのがいいのです」

　ストレージから試作品の武器を出してみる。

「いっぱい～？」

「大きい武器なのです！」

　目をキラキラさせたポチが、オレの取り出した長剣、大剣、大おお鎚つち、長槍、斧槍ハルバードを手に取っては振り回して感触を試している。

　どの武器も軽々と持ち上げているのだが、ポチ自身の体重が軽いため、大きく重い武器を振り回すと慣性が上手く捌さばけないようだ。

「ご主人様～？　もう一本出して～」

　タマが大鎚を片手に持って、もう一本をねだってきたので出してやった。

　ドワーフの里で振ったミスリル合金の大鎚に比べたら軽いけど、余裕でタマ自身よりも重い。

「みてみて～。コマ～？」

　両手に大鎚を持ったタマが、クルクルと大鎚を振り回してコマのように回る。

　リザやポチに筋力で負けているから誤解しがちだが、レベル四二になったタマはなかなか凄すごい力持ちなのだ。

　アリサとルルが「タマがコマ」とか、ブツブツ言いながら肩を震わせていた。ツボにはまったみたいだ。箸はしが転んでもおかしい年とし頃ごろだし、仕方ないよね。

「うにゅ～、ふらふらするのです」

　ポチは斧槍みたいな長柄の武器や大剣を使いたいようなので、慣性に負けないように、重たいウェイトを身体にくくり付けてバランスを取らせてみた。

　実際に戦う時は重おも石しではなく、同じ重さの全身甲冑スーツ・アーマーを着せようと考えている。

「ふらふらしなくなったけど、重くて動けないのです」

　重石を増やしすぎたようだ。

　動けないと言いながらも、ポチはズリズリと重石を引きずりながら移動している。

　たぶん、素早く動けないと言いたかったのだろう。

「単純に重い武器や重厚な鎧よろいじゃダメみたいだね」

　オレは腕を組んで思案する。

「サトゥー君、ティルシルバーとアダマンタイトの合金を使ったらどうだい？」

「どういう合金でしょう？」

　ヒーヤ氏の提案してくれた魔法金属同士の合金は、魔力の供給によって膨張や縮小するモノらしい。

　恐らく、聖剣クラウソラスの巨大化機能はこの合金によるものだろう。

　また、迷宮の宝箱で希まれに出るサイズ調整機構付きの金属防具は、この合金のバリエーションである事が多いそうだ。

　飛翔靴フライング・ブーツなどの革製品や布製品は、魔力で収縮する特殊な素材を用いているか特別な織り方をしてあるらしい。

　後者は繊維工房の主あるじであるエルフのケーアさんに教えてもらって、既に知っている。パンツのゴム代わりにも使えるが、普通にゴム紐ひもの方が使い勝手が良かった。

「その辺はエーアか彼女の師匠にでも聞けばいいよ」

　ヒーヤ氏がそう勧めてくれる。

　なんでも、先ほどの合金は錬成工房のエーア女史か彼女の師匠にあたる長老の一人が詳しいそうなので、明日あしたにでも伺って教えを乞おうと思う。

　ヒーヤ氏によると、オリハルコンと闇やみ石いしを融合する事で魔力を流すと軽くなる金属も作れるらしい。

　錬金術でオリハルコンを作って魔法金属を極めたつもりになっていた自分が恥ずかしい。

　魔法金属にはまだまだオレの知らないバリエーションが無数にあるようだ。





＞称号「無知の知」を得た。

＞称号「永えい劫ごうの学徒」を得た。






「ところでサトゥーは何か見せに来たんじゃなかったの？」

「ああ、忘れるところでした」

　アーゼさんに言われて、ここに来た目的を思い出した。

　オレはアイテムボックスから出した装備品を皆に見せる。

「うわ～、盾が浮いてる」

「浮遊盾フロート・シールドの試作品だよ」

　オレが見せた試作装備を見て、アリサ達が目を輝かせた。

　これはミスリル製の鋳造品だが、最終的にはオリハルコンやアダマンタイトの合金で作ろうと考えている。

　空中に浮かぶ仕組みは、術理魔法の「自走する板フローテイング・ボード」や「立方体キユーブ」の魔法などの理論を流用してみた。

「ポチとタマはさっきの試作武器の見本とこっちの魔剣──」

　斬きった相手の魔力を奪って使用者に還元する仕組みを入れてみた。

　設計自体は前からできていたのだが、術式が複雑な上にアリサとミーアに魔法を覚えてもらう必要があったので、試作を躊躇ためらっていたヤツだ。

　実際、これは試作四つ目で成功したので、最初から頼んでいたら二人に幾度も徒労感を味わわせるところだった。

　魔刃を発動している時は、自分自身の魔力を吸ってしまうので、魔力吸収機構を常時ＯＮにできるわけじゃないんだけど、使い方しだいで継戦能力の強化に寄与できると思う。

　本当は体力回復も組み込みたかったのだが、斬った相手の体力を吸い取って使用者に還元するには、妖よう刀とうや呪のろわれた武器に類する瘴しよう気き回路が必要となるため、選択しなかった。

　エルフ達の資料によると、血玉や血珠という素材があれば、瘴気回路がなくても組み込めるようだが、サガ帝国の「血吸い迷宮」でしか産出しない希少素材らしいので保留している。

「ルルの新装備がこっち。実体弾を撃つ魔法銃と光晶珠を使った光線銃だよ」

　前者は魔法に耐性がある敵用の銃で、後者は動きの素早い敵用の魔法銃だ。どちらもシンプルな木製ストック付きの長銃身のライフルみたいな外見をしている。

　実体弾の方は前に失敗した教訓を活いかし、「弾体射出シユーター二式」に爆裂魔法を応用した回路を追加して、初期加速を飛躍的にアップさせた。

　ぱっと見で区別が付くように、前者は赤い銃身、後者は白い銃身にしてある。

　レーザー照準器や狙そ撃げき用スコープなんかも作ってみようかな？

「ふーん、面白い武器だね。撃ってみていいかい？」

「ええ、どうぞ」

　ヒーヤ氏がルル用の狙撃銃や実体弾銃を試射する。

「こっちの光線銃は集束用素材を変えた方がいいんじゃないかな？　エーアに良い素材がないか聞いてみなよ」

「はい、そうしてみます」

　魔法合金の事で錬成工房のエーア女史のところを訪れる予定なので、一緒に聞いてみよう。

「これはルル君の武器なんだね？　なら、私が射撃を教えてあげるよ。風魔法か光魔法が使えたら良かったんだけど、術理魔法でも射撃を補助する事はできるから、それも一緒に学ぶと良いい」

「はい！　頑張ります！」

　ヒーヤ氏の思わぬ申し出に、ルルが拳こぶしを握りしめて首肯した。

　オレから頼もうと思っていたのに、ヒーヤ氏は相変わらず気配りが素早いね。





◆






「魔法合金は学べたかい？」

「ええ、ばっちりです」

　樹家の朝食の席で、仲間達に合わせてガッツリしたメニューを食べながら、ヒーヤ氏の問いに笑顔で首肯する。

　錬成工房のエーア女史のところで、メジャーな効果と組み合わせを学べた上に、過去のエルフ達が試行錯誤した膨大なデータを借りられたので、かなり色々な魔法金属の合金が作れると思う。

「も、もうかい？」

「実際に作ったのはまだ五種類だけですよ」

　今日は初日だったので、ちょっと少なめだ。

　明日からは優先順位を考えながらペースアップしていきたい。

「──五種類？」

「凄すさまじい習得速度だね」

「エーアも感心してた」

　エルフ師匠達は褒め上手だ。

　たぶん、リップサービスなんだろうけど、本当に驚いてくれているように聞こえる。

「すごいのね、サトゥー」

「いえ、それほどでもありません。エーアさんの教え方が上う手まいからですよ」

　エルフ師匠達の言葉を聞いたアーゼさんが、称賛の言葉をくれた。

「そうだ、ご主人様。装備を作るついでに、養護院用の冷蔵庫を作ってあげてよ」

「前に予備のを設置したろ？」

「あれじゃ、小さすぎるってば。できれば冷蔵と冷凍の二種類で、冷蔵は五トンくらい入るヤツがいい」

　アリサのリクエストが実行可能か、ストレージの氷こおり石いしのストックを確認する。

「う～ん、氷石のストックが少ないから、風かぜ石いしと水みず石いしで作るかな？」

　オレの手持ちの素材だと、氷石で直接冷やすか、風石と水石で気化熱を利用して冷やすかの二択になる。

　後者だと回路が複雑になって、作るのが面倒になる上に消費魔力が増えるので、できれば選びたくなかった。

「サトゥーさん、風石の備蓄に余裕があるなら、少し融通して頂けませんか？」

「いいですよ。どのくらい入り用ですか？」

　巫み女こルーアさんの話によると、ボルエナンの森の近海に住む鰭ひれ人ひと族──人魚達の一部が、海中に新しい開拓村を作るので、その拠点に設置する風石が欲しいそうだ。

　人魚達は鰓えら人びと族──魚さかな人びと達と違ってエラがないため、風石で水中村に呼吸可能な場所を作るらしい。

　水中で息ができない人魚達が、水中に村を作る理由は不明だが、手持ち分を全すべて放出すれば十分足りそうだ。

　冷蔵庫用の氷石は装備の試作前に取りに行けば良いだろう。

　幸い、ボルエナンの森の近くに、雪の積もる黒竜山脈がある事だしね。




「ヘイロンは──やっぱり睡眠中か」

　黒竜山脈の日当たりの良い峰で、黒竜ヘイロンは大きなイビキをかいて幸せそうに眠っていた。

　他者が近くに来ているのに、起きる様子がない。セーリュー市で門前宿の女将おかみさんが言っていたように、竜は寝坊助なようだ。

　ヘイロンの敵になるような存在がいないからだと思うが、実に無防備な寝相だ。

　その姿に少しだけ罪悪感が刺激されたが、幾つもの耐性スキルや高い精神ＭＮＤ値がオレを平静に戻す。

「伝言を残しておくか──」

　オレはヘイロンが起きた時に見える位置に、マヨネーズと辛子マヨネーズの樽たるを置き、また遊びに来る旨を書いておく。

　ここに来る前にオーユゴック公爵領でお土産に買ってきた山や羊ぎは、眼下に見える高原に放っておこう。

　あの高原なら、ヘイロンを畏おそれてワイバーンを始めとした魔物も来ないし、丁度いい。

「氷石はあるかな？」

　オレは雪の積もる黒竜山脈の東側をマップ検索して氷石を探す。

「おー、あるある。場所は──凍ったカルデラ湖みたいだ」

　カルデラ湖の底には貴重な氷晶珠の塊も沈んでいるようだ。

　オレは閃せん駆くで長大な黒竜山脈の東側へと超高速移動し、途中から普通の天駆で接近する。

「これはまた凄すごい。世界遺産に登録したいような風穴だな──」

　山腹に開いた縦長の巨大な風穴を通り抜ける。ジャンボジェットがそのまま通過できそうだ。

　なんとなく、黒竜ヘイロンのおいたの跡のような気がして仕方ない。

　──あれは。

　風穴の途中に、風石の巨大な塊を幾つか見つけた。

「もしかして──」

　そう思って検索してみると、数は少ないが風晶珠の結晶も少しだけ見つかった。

　女王森蟹蜂クイーン・フオレスト・キヤンサー・ホーネツトの翅はねから得た風晶珠もあるが、飛空艇の推進器に便利そうなので半分程度を採取しておく。「理力の手マジツク・ハンド」経由でストレージに採取したので楽勝だ。

　そんな余よ禄ろくを得ながら風穴を通過し、目的のカルデラ湖の上空へと辿たどり着ついた。

「……おおっ」

　氷に閉ざされたカルデラ湖は、絶句してしまうほどの美しさだ。

　湖自体の透明度もさる事ながら、雲一つない晴天に恵まれた事も大きかっただろう。

　オレは心ゆくまで青と白の絶景を堪たん能のうし、その後で光魔法の「録画ピクチヤー・レコーダー」でストレージに記録しておいた。

　仲間達はいずれ連れてくる時に見せればいいけど、ボルエナンの森を離れられないアーゼさんに見せるには、記録した録画データを上映するしかないからね。

「ふう、そろそろ採取しよう」

　オレは防寒具を着用し、「エアコン」の魔法を解除する。

　エアコンによる熱が、氷石やカルデラ湖に悪影響を及ぼしたら嫌だからね。

「──寒っ」

　オレは寒さに震えながら、カルデラ湖の分厚い氷の下に「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばす。

　カルデラ湖の沿岸にある雪の間にも氷石はあるのだが、小粒のモノばかりだったので、氷の下にある氷石の塊や氷晶珠をターゲットに選んだのだ。

　寒いので速やかに回収を完了し、天駆で空に昇る。

　オレは美しいカルデラ湖と見栄えのする巨大風穴をもう一度眺めてから、「帰還転移リターン」の魔法でボルエナンの森へと帰った。





◆






「それじゃ、試射いきます」

　オレは仲間達の新装備である傘状シールドを構えるゴーレムに向かって魔法攻撃を実行する。

　まずは「魔法の矢マジツク・アロー」を五本ほど撃ってみよう。

　短たん槍そうサイズの透明な「誘導矢リモート・アロー」が現れて対象に向かって飛んでいく。

　傘状シールドの表面が少し歪ゆがんだが、問題なく耐えている。

「ほう、上級魔法の『理槍乱舞マルチプル・ジヤベリン』を防ぐか」

　エーア女史が感心したように呟つぶやく。

　いやいや、下級魔法の「誘導矢リモート・アロー」ですから。

「次、行きます」

　傘状シールドを張り直してから、次の魔法を撃つ。

　今度は中級の光魔法である「光線レーザー」を一本を撃ち込む。

「貫通したようだ。威力は半減しているが、さすがに貫通力の高い上級光魔法の『光子力線フオトン・レーザー』までは防ぎきれないみたいだね」

　エーア女史の勘違いはともかく、これが防げないと「区画の主」級の敵と戦うのは辛つらそうだ。

　何度か傘状シールドを張り直して確認したところ、貫通までに少し時間がある事が分かったので、傘状シールドを回転させて受け流す機能を追加してみた。

「大したもんだね。でも魔力消費量が多すぎないかい？」

「ええ、個人で運用するのは辛そうですね」

　元々が拠点防衛用の防御障壁だしね。

「ですから、鎧よろいの方に小型の聖樹石炉を組み込んで魔力供給をしようと思っています」

「鎧に？」

　首を傾かしげるエーア女史に概略図を見せる。

「なるほど、鎧に聖樹石炉専用の亜空間をつなげるんだね」

「はい、『魔法の鞄マジツク・バツグ』工房の方達に手伝って頂きました」

　オレの試作装置では作れないので、ナナの鎧用と予備用の合計二つだけしか用意していない。

　聖樹石炉のお陰で魔力が潤沢に供給できるけど、運用コストが高すぎるから普段使い用ではなく、「区画の主」級の強敵相手に使ってもらおうと思っている。

「サトゥーは面白い発想をするね」

「故郷に参考になる書物が多かったんですよ」

　主に漫画やアニメのアイデアだ。

　その内、亜空間の壁をガラスのように割って登場するパワーアシスト鎧や魔法少女的な変身セットなんかも実現させてみたい。

　もっとも、それにはオレ自身の詠唱が必ひつ須すなんだよね。




「わー、装備がいっぱい」

「サトゥーさん、お弁当を持ってきました」

　開発済みの装備を点検していると、ユーネイアとレイの二人が遊びにやってきた。

「丸っこい……鎧？」

「それはポチとタマ用だね。こうすると──」

「うわっ、細くなりました」

　丸鎧というコードネームのポチ＆タマ専用鎧は、例の収縮する魔法合金を使用しているので、耐衝撃用のまん丸フォームと高速戦闘用の瘦そう身しんフォームの二種類を切り替えられるのだ。

　二人に比べて背が高いリザやナナには、この機構が上手く使えなかったので、搭載していない。

「おしゃれなブーツ──こっちの可愛かわいい！　姉様、見て見て！」

「アリサ達のかしら？」

「レイとユーネイアの分もあるよ」

　二人や後衛の分は頑丈なだけの普通の革製品だが、ナナ用のロングブーツには盾役用のスパイクや接地強化用のアンカー射出機なんかが付いている。

　なお、獣娘達のブーツには瞬動の初期加速を補助する瞬間ブースト機能を搭載してみた。

　瞬動からの必殺技時に、色々と活躍してくれるはずだ。

「サ、サトゥーさん、こっちの白い槍やりって、竜の爪つめじゃ？」

　リザ用の竜りゆう爪そう槍を見たレイが驚きの声を上げた。

　前に手に入れていた「竜爪矛の穂先」と頑丈なアダマンタイト合金製の軸を使って、リザ用の竜爪槍を作ってみたのだ。

　黒竜ヘイロンの牙きばは、もう少し軸部分に載せる加工技術がこなれてから、使用しようと思っている。

「よく分かったね、レイ。正解だよ」

「ララキエで何度か見ました」

　レイによると発せられる生気が、他ほかの生き物の爪と違うらしい。

「わー、銃がいっぱい」

「それはルルの装備だよ」

　スコープ付きで近未来ライフルのように見えるのが改良型の光線銃、象撃ちに使えそうな無骨な外見のライフルは実体弾を撃ち出す試作二号だ。

　ルルは光線銃の集束器に大怪魚の水晶体を使ってみたところ、威力が数倍に跳ね上がったので、今後は輝炎銃を普段使いに、魔力消費の大きい光線銃を終盤の追い込み用に使わせようと思っている。

　なお、実体弾タイプもそこそこ実用化できたが、輝炎銃や光線銃には利便性で劣り、威力で光線銃に劣るため、魔法が効かない敵専用になりそうな感じだ。

「これ綺き麗れいね」

「それは氷晶珠を用いた氷弾自動装そう塡てん型の大砲だよ」

　見た目は格好いいのだが、単なるロマン武器の域を出なかったので、死蔵が決定した品だ。

「こっちの短いのも銃？」

「こっちの拳けん銃じゆうは護身用のだね。二人の分もあるよ」

　オレが「竜の谷」で得た魔法銃よりも小型の拳銃を何種類か作ってみた。

　見た目は銃だが、射程一五メートルほどの対人制圧用雷杖銃──つまり、魔法的なスタンガンみたいなモノだ。当たってもピリッとするだけの牽けん制せいモードと気絶するくらいの制圧モードの二種類を切り替えられる。

「これは大砲？」

「ゴーレム兵用の小型魔砲よ」

　首を傾げるユーネイアにレイが正解を教えてやる。

　これは後衛陣の中で火力が低いルル用に開発中のものだ。最終的には飛行帆船に搭載していた五連装魔砲を載せた浮遊砲台のようなモノを考えている。

「こっちは短剣と何？」

「それはクナイっていう短剣と手裏剣っていう飛び道具だよ」

　手裏剣は遊びで作ったので何の特殊効果もないが、クナイの方は「理力の手マジツク・ハンド」で使われている技術を用いたモノで、投げた後でクナイと対になる手袋の所に戻ってくるのだ。

「見ててご覧──」

　オレは手袋を塡はめてクナイを的に向かって投げ、途中で手首を返してクナイを手袋に戻す。

「うわっ、戻ってきた」

「やってみるかい？」

「うん！」

　驚くユーネイアに手袋を渡して遊ばせてやる。

　手袋はオリハルコン繊維でできているので、多少ミスをしても手を切ることはないし、磁石のようにくっつくので取り落とす心配もない。

「大きな剣は普通なの？」

「いや、そっちも色々あるよ」

　タマとポチの剣には例の収縮する魔法合金で三倍くらい長くなる機能を、ナナの剣は牽制用に電撃や衝撃波の投射機構を付けてみた。

　他にも試作装置で青液やオリハルコンが使えるかのテストをした時に、長剣サイズのオリハルコン製の聖剣を何本か作ってみたが、あまり使い道はない。

　魔力バッテリー代わりに使うのは量産型の鋳造聖剣で十分なので、こちらは勇者ナナシで活動する時に使ってみようと思っている。

「こっちの服？　鎧？　どっちか分かんないけど可愛い」

「それはアリサ達後衛用の装備だよ」

　見た目が可愛いせいかレイとユーネイアの食いつきが良い。

　気に入った様子だったので、二人用に見た目だけそっくりの装備をプレゼントしようと思う。

　アリサとミーア用の新しい長ちよう杖じようを紹介してから、非装備品を置いた倉庫へと移動する。

「マスター・サトゥー、こっちは何？」

「それは義足だよ」

　試作装置の実験を兼ねて、カジロ氏用の義足も作ってみたのだが、ジャンプ力増強や踏み込み強化なんかはともかく、アリサの意見を採用して膝ひざからロケット砲や緊急用バリア発生装置まで付けてしまったのは失敗だった。さすがにこの義足をプレゼントするのは問題がある。

　彼の義足に組み込む機能は、もう一度精査してから作り直そう。

「それで、その横のが攪かく拌はん機とジューサー。大きいヤツが冷蔵庫各種と真空凍結乾燥フリーズドライ装置っていうんだ」

「ジューサー？」

「真空凍結乾燥装置？」

　頭にはてなマークを浮かべる二人に説明してやる。

　フリーズドライ装置は氷石や風石が手に入ったので、野菜の長期保存や粉末の青汁なんかが簡単にできるかも、と期待して試作したヤツだ。

「調理用ならラクエン島にも一つ欲しいわ。ね、姉様」

「うん、あると便利そうだけど……」

「もちろん、ラクエン島の分もあるよ」

　遠慮するレイにそう告げる。

　この辺りの調理器具は、料理人エルフのネーアさんやブラウニー達にも提供する予定だ。

　一通り見物が終わったところで、倉庫を出る。

「なんだ、そっちの倉庫にいたのか」

「何かご用でしたか？」

　外に出るとエーア女史がオレを捜していた。

「来客中だろ？　昼飯の後にでも、また来るさ」

「あの、もし宜よろしければ──」

　立ち去ろうとするエーア女史をレイが呼び止める。

　お弁当はかなりのボリュームだったので、エーア女史も招いて皆で昼食会となった。

「へー、今日は魚料理なんだね」

「マスター・サトゥー、煮付けを食べてみて、姉様が作ったの」

「ユ、ユーネイア……」

　二人は護身術を習う課程で仲良くなったネーアさんに、料理も習っているそうだ。

「うん、美お味いしい」

　甘辛く煮たアイナメが実に美う味まい。

　ご飯もいいが、辛口の日本酒を飲みながら食べたい感じだ。

「本当ですか！」

「お世辞抜きに美味しいよ」

　オレが本心から答えると、レイが頰ほおを染めつつ零こぼれるような笑みを浮かべる。

「マスター・サトゥー、こっちのおにぎりも食べて。私が作ったの！」

「へー、どれどれ」

　──重い？

　作る時に、かなり強く握ったようだ。

「塩加減が絶妙だね」

「気に入った？　もっと食べていいのよ？」

「ああ、頂くよ」

　少し固いが、黒パンや堅焼きビスケットに比べたら可愛いものなので、気にせず二人の手作り弁当を堪たん能のうする。

　エーア女史は味の濃い煮付けよりも、沢ガニの素揚げや小エビの塩ゆでが好みのようだ。

　なぜか、おにぎり担当がオレ一人にされていたが、まあ文句を言う気はない。

　なにより、夕方以降しか構えないレイとユーネイアの二人も、ちゃんとボルエナンの森を楽しんでくれているようで、少し安心した。




「それで、今日はどうされましたか？」

　食後のお茶で一服した後、エーア女史に用向きを尋ねた。

　レイとユーネイアは昼から家妖精のブラウニー達にハーブの育て方を学ぶと言って、笑顔で帰っていった。

「そうそう、忘れてた。部位欠損を治す魔法薬を聞いてただろ？　うちの工房に予備が一本あったから持ってきてやったよ」

　エーア女史が大瓶に入った魔法薬をテーブルの上に置いた。

　義足が無駄になったが、カジロ氏も変なギミック入りの義足よりは、生身の足が再生される方がいいだろう。

「そんな貴重品を、いいんですか？」

「ああ、構わない。サトゥーのお陰で聖樹石もあるし、光ひかり船ぶねの修復が終わって世界樹に余裕ができたら、アーゼ様が何本でも作ってくれるさ」

　──へー、そうなのか。

　彼女の口調からして、今の話は真実のようだ。
















「ではありがたく──上級の体力回復薬？」

　オレは礼を言う途中で、ＡＲ表示された情報を思わず口にしてしまった。

「そうさ、手足の部位欠損なら、大瓶一本で治るよ」

　そんなはずは──オレはエーア女史の言葉に衝撃を受けながらも、手持ちの資料を検索した。

　やはり、その本にはオレの記憶通り、上級魔法薬や下級エリクサーでは大きな部位欠損は治らないと書かれてあった。

「どうした、サトゥー？」

　訝いぶかしげなエーア女史に、先ほどの本をアイテムボックスから取り出して確認してみた。

　すると──。

「ああ、誤植だ」

　──と軽い答えが返ってきた。

「写本の時の誤植だよ。まだ、誤植のままの本が残ってたんだね」

　なるほど、手作業の写本時に、否定句を間違えて「治る」と「治らない」が逆になったわけか。

　オレはペンでその部分を訂正し、訂正した日付と情報をくれたエーア女史の名前を欄外にメモっておく。

「サトゥーが言っていた人族の片足一本分を治すには、上級魔法薬なら大瓶一本、下級エリクサーなら小瓶一本で十分だ」

　なんだ、それなら、前に宝箱から手に入れていた下級エリクサーで、屋敷の警備をしてくれているカジロ氏の足はとっくに治せていたわけか──いや、違う。

　この誤植がなければ、カジロ氏の足は治っていたけど、火事で死にかけていたティファリーザの目が治せなかった。

　カジロ氏の足は今回の薬で治せるし、誤植のお陰で結果的に助かったと思うことにしよう。

「悪いね、サトゥー。誤植の残った本なんて渡して」

「いいえ、そんな事はありませんよ」

　謝罪するエーア女史に、先ほどの話をして結果オーライだったと言って、一緒に笑った。

「なら、良かった。部位欠損の修復は魔力と体力を消耗するから、使う者の保有魔力が少ない時は、魔法薬を飲ませる前に、骨粉入りのパンと肉をたっぷり喰くわせてからの方がいいぞ。じゃないと消耗が激しくて、しばらく臥ふせる事になるからな」

　オレはエーア女史の助言に感謝の言葉を返す。

「でも、あんたなら誤植くらいすぐ見破りそうなもんだけど」

「買いかぶりですよ」

　エーア女史の言葉にそう返してから、誤解の理由に思い当たった。

　オレが上級魔法薬で部位欠損が治せないと思い込んでいたのは、公都で会った歌姫エルフのシリルトーア嬢が、失った腕を生体義手で補っていたからだ。

　それで、エルフ達でも部位欠損を修復するのは難しいと思い込んでいたのだろう。

「エーアさん、この上級魔法薬は本当に貰もらってしまってもいいんでしょうか？」

「ああ、もちろんだ。何か問題でもあるのか？」

　エーア女史にシリルトーア嬢の治療を優先しなくて良いのかと尋ねてみた。

「あの子に会ったのか……あの頑固娘はいいんだよ。前に迷宮都市でエルフの若いのがたくさん死んだ事件は知ってるかい？　あの子、シーアやユーヤはその事件の数少ない生き残りでね」

　エーア女史が静かな声で過去の話を教えてくれる。

　彼女の言うユーヤというのは、セーリュー市でなんでも屋の店長をしているユサラトーヤ氏の事らしい。

「子供を亡くしたエルフ達が感情的になってトーヤを追放した時に、それなら自分達も贖しよく罪ざいをするって言ってさ。シーアは腕を再生せずにトーヤの残した生体義手を付けて飛び出すし、ユーヤもトーヤやシーアを追いかけて出ていったきり帰ってこないのさ」

　彼女は明言しなかったが、追放されたトーヤというのは「揺り篭クレイドル」を作ったエルフの賢者トラザユーヤ氏の事に違いない。

　彼が「揺り篭」に残した手記にも似た記述があったから、間違いないと思う。

　それにしても、「贖罪」か。

　部位欠損が治る魔法薬が作れるようになったら、彼女にも提供しようと思っていたけど、そういう理由なら余計なお節介になってしまいそうだ。

　オレは話しにくい過去を、エーア女史に語らせてしまった事を詫わび、話を変えた。

「そういえば先ほど世界樹に余裕ができたら、アーゼさんが上級魔法薬を作れるということでしたが──」

　この話も気になっていたんだよね。

「そうさ。エリクサーに必要な真玉の精霊珠は聖樹様方が四人以上いないと無理だけど、上級魔法薬に使う精霊珠の欠片かけらなら、アーゼ様お一人で世界樹に作らせる事ができるんだ」

　そして、その精霊珠の欠片があればエーア女史達が、上級魔法薬を錬成できるらしい。

　それはアーゼさんが上級魔法薬を作ると表現できるのか気になったが、当事者がそういう認識のようなので、余計な事を言うのは控えた。

　──待てよ。

　聖樹様──ハイエルフが四人いるエルフの里なら、エリクサーが作れるのか？

　なら、ボルエナンの森以外のハイエルフに頼んだら、エリクサーが手に入るって事か……。

　自分の力不足を嘆くアーゼさんの悲しそうな顔と、仲間達の万が一の対処手段確保を天てん秤びんに掛ける。

　少し悩んだものの、天秤は後者に傾いた。

　アーゼさんには申し訳ないけど、他ほかの里のハイエルフに頼んでエリクサーを作ってもらおう。

　保護者を自認していながら、即答でそちらを選ばなかった自分が少し不ふ甲が斐いない。

「精霊珠や血珠の代わりがあればいいんだけどね。大量虐殺を伴う邪法で得られるような魂こん魄ぱく珠や霊珠を使ったエリクサーなんて呪のろわれそうだし──」

　エーア女史が憂いを帯びた顔で言う。

　それはオレもゴメンだ。

　いかにも権力者が選んで破滅するパターンにありそうだよね。

「──古竜や天竜が作るような竜力石や真竜珠になんて手を出したら、それこそ国や森が燃えるだろうしね」

　エーア女史が肩を竦すくめて苦笑いする。

　古竜や天竜？

　……まさか、ね。

　そう思いつつも、脳裏に聖樹石の代わりに蒼そう貨かを見つけた時の事が過よぎる。

　ダメ元で、ストレージの「竜の谷／墓場」フォルダと「竜の谷／戦利品」フォルダを検索してみた。

　──ある。

　検索結果を確認しつつ、エーア女史に質問する。

「エーアさん、竜力石や真竜珠というのは、古竜や天竜を殺して得る品なのですか？」

「いや、下級竜や成竜の心臓を結晶化させた竜心血晶はそうだけど、竜力石や真竜珠は竜が支配する源泉の魔力と竜の生命力を編んで結晶化させたモノだと言われている」

　なるほど、それなら蒼貨同様に遠慮しなくても大丈夫かな？

　オレはストレージの「竜の谷／戦利品」フォルダから、別フォルダに竜力石と真竜珠を分ける。かなりの数だ。前者は数万、後者も数百以上ある。

　竜神珠というのもあったが、何か怖いので触らずに放置しておく。

「エーアさん、竜力石を用いたレシピは分かりますか？」

　オレはストレージから取り出した一番小さな竜力石──ビーチボールサイズの青く透明な宝石を見せて尋ねた。

　持ってるだけで、手に魔力と活力が流れ込んでくる感じだ。

　オレは魔力充じゆう塡てん済みの聖剣をバッテリー代わりにしているから、特に必要ないけどさ。

「なっ──」

　エーア女史が竜力石を見て驚く。

「なんでそんなものを?!　まさか古竜や天竜の住すみ処かに行ったのか？」

　せっかくの美少女顔なんだから、ギャグ漫画みたいな顔芸は止やめて欲しい。

「まったく、とんだ命知らずだね……まあいいや、レシピはほとんどそのままでいけるけど、幾つか注意がある」

　疲れた顔でエーア女史がそう言って、上級魔法薬とエリクサーの作り方を教えてくれた。お陰で、他の森のハイエルフに頼みに行く必要がなくなって、無駄にアーゼさんを悲しませずに済んだよ。




「下級でもエリクサーを作るのは大変ですね」

「いや、まあ大変だけどさ──」

　今回はエーア女史のご厚意で下準備済みの素材を色々と分けてもらえたので楽だったが、一から作ったら軽く一ヶ月くらいかかりそうな感じだ。

「──普通は作り方を教えただけで、失敗もせずに作れるもんじゃないんだけどねぇ」

　聞き耳スキルがエーア女史の小声の呟つぶやきを拾ってきた。

　提供してもらった素材を無駄にしないように、細心の注意を払ったからね。

「全部で一八本分ほどできたので、里にも半分ほど置いていきますね」

「いや、二、三本で十分だよ」

　一本でもいいくらいさ、とエーア女史が言う。

　迷宮で探索する仲間達の分とラクエン島のレイ達の所に置く分が合計九本もあればいいんだけど、エーア女史には三本以上受け取るのを遠慮されてしまった。

「それにしても、長いこと生きてるけど、最高品質の下級エリクサーなんて初めて見たよ」

　受け取った薬瓶を鑑定するエーア女史が感嘆の吐息を漏らす。

「そうなんですか？」

「まったく、その若さでどんな修行をしたのやら……」

　ごめんなさい。

　ユニークスキルでポイントを割り振っただけです。

　エーア女史の称賛が、ほんのちょっと心に痛い。

「次はいよいよエリクサーかい？」

「いえ、そちらは既に──」

「もう作っちまってたのかい？」

　だって、基本レシピは下級エリクサーと一緒だったし。

　少し魔力調整を失敗して、最高品質にはならなかったけど、コツは摑つかんだので次からは安定して最高品質のエリクサーが作れると思う。

　ただ、エリクサーは一部の素材が足りなかったので一本しか作れなかったんだよね。

　材料が揃そろったらリベンジしよう。

　なお、これらの薬は流出させる場合を考えて作成者名を空欄にしてある。

　瓶の方にも認識阻害系の細工をして、作成者名などの詳細情報を鑑定しにくくしておいた。

「次は上級魔法薬を量産したいので、大型の錬成装置をお借りしてもいいですか？」

「ああ、工房のなら当分使わないから好きにしていいよ」

　オレは交流欄の名前を空欄のままにして作業を開始する。

　材料がふんだんにあるので、上級の体力回復薬や魔力回復薬をガンガン量産していく。

　たくさん作る時は大型の錬成装置が便利だ。

「まったく、下級魔法薬を作るみたいにサクサク作りやがって……よく魔力が続くねぇ」

　オレが上級魔法薬を作る後ろで、エーア女史が感心とも呆あきれとも取れる言葉を呟くのが聞こえた。

　こっちの薬は半分くらいボルエナンの森のエルフ達に進呈しよう。





◆






「まるで怪獣大決戦だ」

　オレの視線の先ではベヒモスと砂巨人が、がっぷり四つに組んで戦っていた。

　ぜひ観戦したいカードだったのだが、残念ながらオレが転移用の「妖精の輪フエアリー・リング」から修行場に到着するまでに、戦闘は終了してしまったらしい。

　戦場から戻った仲間達がエルフ師匠達から訓示を受けている。

「リザ、さっきの感じを忘れるな」

「はい、師匠！」

　オレの姿に気付いたリザが「ご主人様！」と言って駆け寄ってきた。

「お聞き下さい！　ついに成功させました！」

　リザが誇らしげな顔で、魔刃砲を成功させる事ができたと報告してくれる。

　剣に纏まとわせた魔刃を撃ち出すマンガみたいな技だ。

「凄すごいじゃないか、リザ！　今日の夕飯はリザの好きな肉料理をたっぷり作ってあげるよ」

　オレがそう言うとリザが満面の笑みで「はい！」と答えた。

　こういう年相応の笑顔もいいね。

　そこにタマとポチが、とてとてと駆けてくる。

「タマ、短剣乱れ打ち覚えた～？」

「ポチは師し匠しよーに、必殺技の型を教えてもらったのです！」

「タマも～」

　二人がこういう風に出すのだと型を披露してくれる。

　チャカチャカとした動きからは凄さが伝わってこなかったが、きっと凄い技に違いない。

「頑張って使えるようになるでござるよ」

「あい！」

「ポチも期待しているぞ」

「はいなのです！」

　タマの侍師匠のシーヤ氏とポチの師匠のポーア嬢の激励に、タマとポチの二人がシュタッのポーズで応こたえた。

　そんなポチやタマの向こうでは、空間魔法使いのエルフの長老と話すアリサの姿があった。

「アリサ殿、今日教えた呪じゆ文もんは人の世の戦争に使ってはならぬぞ？」

「もちろんよ！　魔物や魔族なんかの強大な敵を倒すのに使うわ！」

　アリサは何か物騒な空間魔法を教えてもらったようだ。

　後で教えてもらったのだが、指定範囲を原子分解する非常に凶悪な魔法だった。

　空間魔法使いの老師が戦争で使うなと釘くぎを刺すのも分かる。

「サトゥー」

　へろへろのミーアがぽふん、と抱きついてきた。

「べひもす、覚えた」

「まだ、魔力が足りないから一人で使っちゃダメよ？」

「ん、承知」

　ミーアの報告に、アーゼさんが釘を刺した。

　先ほどの会話から察するに、前にアーゼさんが虚空で使ってみせた精霊魔法の「魔獣王創造クリエート・ベヒモス」を、ミーアに伝授してくれたらしい。

　今は一人で使えないようだけど、レベルが上がって魔力量が増えれば解決するだろう。

「マスター、浮遊盾の追従速度を上げて欲しいと告げます」

　訓示を終えて戻ってきたナナが、そんな要求をしてきた。

「結構ピーキーにしたはずなんだけど、まだ遅いか？」

「身体強化時に急速な動きをすると、わずかに動きが阻害されると報告します」

　実演してもらったところ、たしかに浮遊盾と対になる基点アイテムに応力が働いて、ナナの動きをわずかに妨げているのが分かった。

　問題点は確認できたが、術理魔法系の仕組みを使っている今の浮遊盾だと、これ以上は理論的に無理だ。

　これ以上を求めるなら、空間魔法系の仕組みを模索する必要がある。

「すぐには無理だけど、早めに解決するよ」

「イエス・マスター」

　今の浮遊盾は後衛用に回して、新しいナナ用のは今晩からでも設計を始めてみよう。

　また、試作で問題ないと分かった装備については、ミーアとアリサに新しい魔法道具作製用の魔法を覚えてもらわないといけないのが心苦しい。

　けれど、仲間達の装備充実のためだし、快諾してもらうためのご褒美を何か考えないとね。

「ご主人様！　ネーアさんとショコラやチョコボンボンを作ったんです！　デザートに出すので、お夕飯を食べすぎないようにして下さい」

「ああ、楽しみにしているよ」

　チョコボンボンはアルコールを飛ばしてあるそうだけど、仲間達に配る前に鑑定アナライズスキルでチェックしておかないとね。

「マスター・サトゥー！」

　ルルと話していると、ミーアの反対側からユーネイアが抱きついてきた。

　彼女の後ろから、彼女の姉のレイと二人に護身術を教えていたネーアさんがやってくる。

「サトゥーさん、ネーア様に護身術初級免状を頂きました」

「すごいよ、レイ。ユーネイアもよく頑張ったね」

　誇らしげなレイとユーネイアを褒めて、頭を撫なでると二人が猫のように目を細めた。

　血のつながりのない二人だが、こういう仕草はそっくりだ。実に姉妹らしい。





◆






　そして、先ほどの砂巨人戦を最後に、一〇日に及ぶ修行と物作りの日々が幕を下ろした。

　修行の途中で、帰還日の更新のために、一度だけ迷宮都市へ戻ったが、それ以外はボルエナンの森で頑張っていた。

　樹家を発たつ時にアーゼさんが少し寂しそうだったけど、またすぐに遊びに来ると告げると、笑顔になって送り出してくれた。

　別れ際にアーゼさんが、レイとユーネイアにボルエナンの森で暮らさないかと誘っていたが、二人はラクエン島が自分達の家だから、と言って固辞していた。

「またね、マスター・サトゥー」

「サトゥーさん、いつでも遊びに来て下さい」

「ああ、必ず来るよ」

　二人がくれたヒマワリやたくさんの南国フルーツを抱えて、オレ達は「帰還転移リターン」でセリビーラの迷宮へと戻った。

「ふー、なんだか久々に戻ってきたわね」

　アリサがそう言って伸びをする。

「ヒマワリは養護院に植えたいと告げます」

「そうですね──」

　ナナの言葉にリザが頷うなずく。

　育てやすいし、子供達の笑顔とヒマワリはよく似合うもんね。

「──非常食にもなりますし」

　ちょっとオレの予想と理由が違った。

「まだ帰還予定日まで余裕があるけど、一度屋敷に帰るかい？」

　オレの問いに仲間達が顔を見合わせる。

　仲間達を代表して、アリサが一歩前に踏み出した。

「戦いたい！　実戦で修行の成果を実感したいの！」

「それじゃ、行こうか。修行の成果を試したいなら、敵の数が多くてそこそこ強い眷けん属ぞくがいるところが、いいかな？」

　オレは仲間達が頷くのを見ながら、候補地をピックアップする。

「ジェリルが戦ってた甲虫系にするか？　鱗りん粉ぷん対策がいりそうだけど蝶ちよう蛾が区画も眷属は強めだぞ」

　軍隊蟻あり区画と騎士蟷螂かまきり区画も捨てがたいが、どちらも「区画の主」に癖があるので候補に挙げなかった。

「う～ん、暫定ライバルのジェリルっちと同じのを攻略して、強さを測りましょう！」

「そうですね。甲虫なら存分に槍やりが振るえます」

「相手にとって不足なしなのです！」

　アリサの提案に仲間達が次々に賛同する。

　眷属の双雷甲虫サンダー・スタツグ・ビートルや双嵐甲虫ストーム・スタツグ・ビートルはどちらも他ほかの区画の眷属よりもワンランク上の強さだし、ここの「区画の主」である真硬角甲虫エルダー・ランサー・ビートルは雷魔法や風魔法が危険なだけで、変な特殊能力もないから、仲間達が戦ってみたいと言っても、問題ない。

　それに真硬角甲虫の区画の周辺には魔法の効かない魔吸磯巾着エビル・シーアネモネや物理攻撃が効きにくい泥人形マツド・スタチユー達の区画もあるので、修行の成果を確認するにはいいだろう。

「そういえば迷宮に入る前に、ザコリン達も『区画の主』を狙ねらってたじゃない？　もう倒したのかしら？」

「期間的には討伐が終わっていても不思議じゃないね」

　オレはそう返事をしながら、ザリゴンの名前をマップ検索してみた。

　彼がいる区画の主は招雷牡鹿ライトニング・エルダー・スタツグという巨大鹿じかで、まだ討伐は完了していないようだ。

　──むむっ。

「何、またトラブル？」

「ああ、困ったもんだね」

　真硬角甲虫の区画を攻略するのは、お節介が終わってからになりそうだ。

　オレは最寄りの刻印板を調べ、仲間達と一緒に「帰還転移リターン」を実行した。







　魔誘香





〝俺は朝から晩まで働いても生きていくのがやっとの田舎から抜け出したかった。村を飛び出し、俺は死ぬ思いを重ねて探索者になった。だが、英雄になれるのは限られた一握りのヤツらだけだって、思い知らされただけだった……。〟






「どうすんだよ、ベッソ」

「黙れ、タヘレ。考えの邪魔だ」

　変な顔で覗のぞき込んでくるタヘレの顔を押し返す。

　迷宮油虫メイズ・コツクローチを狩りに行ったついでに、魔誘香の材料になる魅み油ゆ涎ぜんを死ぬ思いで手に入れたのに、裏市場の新しい顔役っていう泥どろ蠍さそりのスコピは、魅油涎を買わないなんて言いやがった。

　魅油涎を高値で買っていた迷賊がいなくなったなんて言われても信じられるか。

　あいつは俺達から魅油涎を買い叩たたこうとしてるに違いない。

　古なじみの裏市場のヤツらはみんな衛兵にしょっぴかれたって言うし、魔人薬はバカみたいな高値になっているし、まったく世の中碌ろくなもんじゃねぇ。

「コシンの旦だん那なに唾つば掛けちまったし、トロイや新人どもも皆死んじまったに違いねぇ。コシンの旦那に前借りしてた金で今月の利息は払えたけど、来月はどうにもなんねぇよ」

「分かってるんだよ、そんな事は」

　貴族の出した蟻蜜みつ集め依頼に手を出したのが、ケチの付け始めだ。

　逃げ足だけの獣人と囮おとりも満足にできねぇ女どものせいで、俺達まで死ぬところだった。

　オマケに迷宮方面軍の駐屯地に魔物の連鎖暴走トレインを引き連れていった罪で、馬ば鹿かげた罰金まで喰くらっちまった。

　獣人どもや女どもも罰金に巻き込んでやったから、半分以下で済んだが、まっとうにやって払える額じゃねぇ。

　──踏み倒すか？

　そんな考えが頭を掠かすめたが、すぐに頭を振ってバカな思いを消す。

　本当に踏み倒したら、盗賊みたいに手配されてどの町にも入れなくなる。

　元盗賊の探索者に聞いた事があるが、あんな生活はまっぴらごめんだ。

「なあ、ベッソ」

　繰り言を言うタヘレを睨にらみ付ける。

　だが、ヤツは俺とは違う方向を見ていた。

「あれってザリゴン達じゃね？」

「赤鉄の探索者様にしちゃあ、ズタボロだな。大方、『赤竜の咆ほう哮こう』と張り合って、『区画の主エリア・マスター』にでも挑んだんじゃねぇのか？」

「あんなバケモノみたいなヤツらでも勝てないんだな」

　感心するタヘレを鼻で笑う。

　こいつは何も分かっちゃいない。

「そんなに簡単に倒せるようなら、世の探索者達はカマキリやカエルなんて狙わずに、『区画の主』を倒して宝箱を漁あさってるぜ」

　──宝箱、か。

　俺は肩を竦すくめながら、頭を掠めた良い考えを形にしていく。

　タヘレが何か言っていたが、俺は耳を貸さずに悪巧みを纏まとめた。

「おい、タヘレ。あれは捨ててないな？」

「ああ、迷宮の中で出したら自殺行為だから、当たり前だろ？」

「ついてこい」

「お、おい、ベッソ！　どこに行くのかぐらい言えよ！」

　俺はタヘレに作戦を教えるような無駄は省いて、裏通りのボロ屋に住むもぐり錬金術士の爺じじいのところへ向かった。

　魅油涎から魔誘香を作らせるためだ。

　手間賃には奥の手に残していた魔人薬を渡す。

　持ち逃げされたらたまらねぇから、完成までの三日間、俺は臭いボロ屋に泊まり込んだ。

「──それが魔誘香か？」

「へっへっへ、そうさ。この筒に入っている間は安全だ。この紐ひもを引いたら、煙が出る。紐は捨てろよ？　紐に染みこんだ魔誘香に惹ひかれて魔物が寄ってくるからな」

　俺は三本の筒と二本の小筒を受け取った。

「こっちの小さいのはなんだ？」

「少し余ったから詰めといた。どこかでちゃんと効果があるか調べたいだろ？」

「ああ、そうさせてもらう」

　俺は小さい筒をポケットに突っ込み、床でイビキを搔かいているタヘレを蹴け飛とばして起こす。

「起きろ、タヘレ。薬ができた。お前の蔵に突っ込んでおけ」

「お、できたのか？　『宝物庫アイテムボツクス』、開け」

　タヘレが蔵を開いて、三本の筒を収納した。

　いつもは水や食い物くらいしか入ってねぇが、小こ樽だる四つ分の水が入るくらいの大きさがある。

　俺が間抜けなタヘレといつまでも組んでいるのは、このスキルをこいつが持っているからだ。

「俺はザリゴンと交渉してくる。お前は逃げ足の速い探索者を五、六人見繕ってこい」

「ああ、分かった。『逃げ矢』や『脱だつ兎と』あたりを拾ってくる」

　俺は雑用をタヘレに任せ、必死の交渉でザリゴンの「区画の主」討伐隊に潜もぐり込んでみせた。

　残念ながら、討伐役としてではなく運搬人枠だったが、「区画の主」がいるような奥地の魔物と戦うのはごめんだったから丁度良い。

　要はザリゴンに「区画の主」がいる場所まで護衛してもらう事と、俺達が宝箱を漁っている間、「区画の主」を引きつけてもらう事が大事なんだから。

「ベッソ！」

　一仕事終えて、エールで喉のどを湿らせていると、タヘレが駆け寄ってきた。

「何人集まった？」

「ダメだ。変な噂うわさが立ってて、『逃げ矢』も『脱兎』も誰だれも来ねぇんだ」

「そこをその気にさせて連れてくるのが、お前の仕事だろうがっ」

　俺は役立たずのタヘレを怒鳴りつけ、エールを一気に呷あおる。

　変な噂ってのは、俺と一緒に探索に行くと魔物の連鎖暴走に巻き込まれるとか、使い捨てにされるってヤツらしい。

「古参のヤツらも駆け出しも、みんな知ってた」

　タヘレが人ごとみたいに言う。

「どうしよう、ベッソ」

「たまにはテメェも頭を使え」

　怒鳴りつけられて首を竦めるベッソの向こうに、田舎から出てきたばかりといった風体のガキどもが見えた。

　おあつらえ向きに足の速そうな獣人のガキだ。

「おい！　そこのガキども！　お前ら新人探索者か?!」

「俺おえはウササ！　ガガキヒじひゃやねへぇー！」

　相変わらず、獣人共の言葉は聞き取りづらい。

「なかなか生きのいいヤツじゃねぇか。気に入った。お前ら青銅か？」

　だが、囮になら使えそうだ。

「ま、ままだらだら」

「なんだ、木証か？」

「違ひがうう」

「おいおい、運搬人かよ」

「お、俺おえ達らちだらっつてて武う器きさえあれえば……」

　タヘレに呆あきれられたガキ共が下を向く。

「黙れ、タヘレ」

　俺の言葉にガキ共が顔を上げる。

「俺が稼ぎ方を教えてやる。探索者になるための装備もだ」

「な、なんでれ？」

「タダじゃねぇ。お前達が一人前になったら返せ」

　俺の甘い言葉に、世慣れしていないガキ共はコロリと騙だまされて手下になった。

　中古の骨ほね鎧よろいとゴブリン棍こん棒ぼうを買い与えて木証を取らせ、魔誘香の実験がてらゴブリン共を集め戦わせて、青銅証を取らせる。

「ベッソ、これなら行けるぞ」

「ああ、思った以上だったぜ」

　魔誘香は凄すごかった。

　いつもは滅多にいないゴブリンや迷宮蛾メイズ・モスがあちこちから集まってきて死ぬかと思ったほどだ。

　お人ひと好よしのドゾン達が通る時に使ったから、手に負えない魔物はあいつらに押し付けられたが、間違っても普段使いにできる薬じゃねぇ。

「アアニイキキ！」

　青銅証を取ったガキ共に安い虫肉を食わせて祝ってやったら、俺達を「アニキ」と呼んで慕うようになった。現金なモンだ。

「変なヤツフらがアアニイキキに用があるうって」

　ガキ共の後ろから、三人ほどの貧乏くさい男達が顔を見せた。

「あんたが、ベッソさん？　ザリゴンの討伐隊に紛れ込んだんだって？」

「運搬人枠だがな」

　裏市場でよく見かけるヤツらだ。

　前の顔役がしょっぴかれて、仕事にあぶれたんだろう。

「俺達も一緒に連れていってくれないか？」

　いつの間に取ったのか、青銅証を持ってやがった。武器は安物の鉄剣か──。

「命がけだぜ？」

「分かってるっての」

「なら、歓迎するぜ」

　──囮役に、な。

　こうして、三人の新たな下僕を得て、俺達はザリゴンの遠征隊に交ざって迷宮へと出発した。





◆






「アアニイキキ、またら子こ鹿しかの群うれが寄ってれきひたみたらい」

「ああ、ヤツらは群れるからな」

　ザリゴン達の討伐班が選んだのは草と岩だらけの場所にいる「招雷牡鹿ライトニング・エルダー・スタツグ」って馬鹿でかい鹿しかの魔物だ。

　今はそいつと戦うために、広大な大広場の魔物を少しずつ削っている。

　なかでも、稲妻を放つ子鹿の群れは、やっかいだ。

「俺達も鹿と戦いたいぜ」

「もう、剝はぎ取りや草刈りは飽きた」

　下僕達が不平を口にした。

　黙々と作業する獣人のガキ共を見習え。

「やかましい。そういう事は草刈りができるようになってから言え」

　草刈りってのは「回転雑草ローリング・ウイード」っていう車輪みたいな草の魔物を倒す事だ。

　ゴブリン並みに弱いが、移動が速い上にしぶといから倒すのは疲れる。

　他ほかにも手のひらくらいの羽虫の魔物もいるが、こっちは魔粒くらいしか落とさないザコだ。

　ガコンッという音に振り向いて見れば、いらいらとした顔のザリゴンが樽たるを蹴けり壊す姿があった。

「くそっ、鹿なら柔らかいから倒しやすいなんて言いやがったヤツは誰だ」

　攻略が遅々として進まないせいか、ザリゴンが周りに当たり散らす事が増えてきた。

　そろそろ狙ねらい目か？

「ザリゴンの旦那。落ち着きなよ」

　俺は隠し持っていた葡ぶ萄どう酒の瓶を差し出す。

　ヤツは物も言わずに葡萄酒を飲み干して「安物か」と吐き捨てた。

　むかつく野郎だ。

「俺に良い作戦があるんだが、ちょっと聞いちゃくれねぇか？」

　俺は魔誘香で魔物達を大広場の反対側に集めて、斥候が区画の主だけを釣る作戦をザリゴンに提案してみた。

「魔誘香で魔物達を引き寄せるだと……正気か？」

「ああ、その代わり、成功した時の報酬ははずんでくれよ」

「期待しろ。ただし──」

　胡う散さん臭くさそうな顔をしていたザリゴンが、俺の作戦をやる許可をくれた。

　ザリゴンが抜き身の剣を喉のど元もとに突きつけてくる。

「──連鎖暴走させた魔物を引き連れて戻ってきたりしたら、魔物より先にお前を斬きり捨てるから変な考えは起こすなよ？」

「ああ、もちろんだ」

　背中に冷たい汗が流れる。

　俺は何とか首を縦に振って、その場をやり過ごした。




「魔物が一杯だぜ……」

　下僕の一人が崖がけの下を見やって身体からだを震わせた。

　ここは「区画の主」がいる大広場を見下ろす崖に張り出した足場だ。

　ザリゴン達の陣取っている場所の対面になる。

「びびってんのか？」

「びびってねぇし！」

「静かにしろ、魔物に喰くわれたいのか」

　騒ぐ下僕達やガキ共を小さく絞った声で黙らせる。

　俺達はザリゴンから許可を取った後、魔物避けを焚たき込んだマントを着て、ザリゴンの斥候が作った地図を頼りに、壁際の細い通路を進んでここまでやってきた。

　ここに来ているのは俺とタヘレ、獣人のガキ共や下僕達だけだ。

　監視についてきたザリゴンの斥候も、大広場の中程を通過した辺りで戻った。

　俺はタヘレに蔵を開けさせ、四本の筒を取り出す。筒の紐を一いち瞥べつし、特別製の一本を俺が背負い、魔誘香が入った三本をガキ共に背負わせる。

「いいか、合図したら筒に付いた紫色の紐ひもを引いて、崖下に投げ下ろせ。絶対に合図するまでは紐に触るなよ」

　俺は下僕達やガキ共に筒の使い方を教える。

　ここからは別行動だから、筒を背負った三人がちゃんと覚えるまで繰り返した。

「筒を投げ下ろしたらすぐに逃げろ。紐は捨てるなよ。それと引き換えに金貨をやる」

「き、金貨?!」

「すげー」

　もちろん、下僕達やガキ共に金貨を払う気なんてこれっぽっちもない。

　確実に筒の紐を引いて投げ下ろさせるためのエサだ。

「なんで紐なのさ？」

「お前達が筒を使った証拠だからさ。俺は紐を引かずに筒を投げ下ろしたバカにまで金貨をやるほどお人好しじゃないんだよ」

　疑い深い下僕が尋ねてきたが、俺がそう言うと納得顔を見せた。

　俺達は四方向に分かれて進む。

　俺とタヘレ以外は、三人ずつで分けて行動させた。

「ベッソ、一番遠い所のヤツらも到着したみたいだ」

　ザリゴンがくれた魔物避けを焚き込んだマントはなかなか性能がいいらしい。

　これからも愛用しよう。

「タヘレ、合図を出せ」

「わ、分かった」

　タヘレの合図に合わせて、筒の紐を引き、そのまま筒を崖の下に蹴り落とした。

　四本の筒が白い煙を噴きながら落ちていく。

「ベッソ！　集まってきたぜ！」

　当たり前だ。

　集まってくれないと困る。

　魔誘香に惹ひかれた魔物達が、筒や煙に集まってくる。

　空を飛ぶ魔物達が、煙と共に上がってきて下僕達やガキ共に群がっていく。

　欲の皮が突っ張った下僕達が紫色の紐を奪って駆けていくのが見える。

「うわっ。あの野郎、獣人のガキを蹴飛ばして行きやがったぜ」

　蹴られたガキはすぐに羽虫の群れに覆われて見えなくなった。

　弱肉強食。それが探索者ってヤツだ。

「せいぜい足あ搔がけばいいさ」

　魔誘香が染みた紐を持つ以上、どんなに逃げても魔物が寄ってくる。

　あいつがザリゴンの所まで戻る事はない。

「じっとしてろ」

　落ち着きのないタヘレを小声でどやす。

　ヘタに動いて魔物の注意を引くわけにはいかない。

　俺達はじっと息を潜めて、魔物が俺達の眼下から消えるのを待った。

　なにせ、俺が蹴り落とした筒には魔誘香じゃなく、ただの魔物避けの粉を混ぜた煙幕が入っていただけなのだから。

「行くぞ」

「行くって？」

「お宝の確保に決まってるだろ？」

　手に持っていた紫色の紐を崖下に捨てて、間抜け顔を見せるタヘレに分かるように、大広場の中央にある岩山を指さす。

　そこに主あるじの姿はない。

　他の魔物共々、魔誘香に惹かれて三箇所の筒の近くに集合中だ。

　俺達は魔物がいなくなった草原を、慎重に岩陰から岩陰へと駆ける。

　巨大鹿がいた岩山を登っている最中に、ひときわ巨大な招雷牡鹿が斥候の挑発スキルを受けてザリゴン達の方へ行くのが見えた。

「へへ、頑張って倒してくれよ」

　──俺達の帰路のために。

　崖の反対側、ザリゴン達の方に向かう経路は段々畑のようになっていた。

　帰りは楽ができそうだ。

「ベッソ！　こっちにあったぞ！」

　岩の向こうから、タヘレの声が聞こえた。

　鹿の巣の一角に宝箱がある。

　けっこうデカい。

「あ、開けられるのかベッソ？」

「当たり前だろ？　その勝算があるから賭かけに出たんだよ」

　鍵かぎ開けは得意だが、この鍵はなかなかヤバい。

「ベ、ベッソ、大変だ」

　焦るタヘレが指さす方を一瞥する。

　視線の先には「区画の主」の眷けん属ぞく達がこちらに踵きびすを返す姿があった。

「ど、どうするベッソ。そろそろ魔誘香の効果が切れそうだぜ」

「静かにしてろ。魔物に見つかるだろうが！」

　俺はタヘレを怒鳴りつけ、悪戦苦闘しながらも宝箱を開けるのに成功した。

「へへへ、賭けに勝ったぜ」

　俺は宝石が詰まった宝箱の中から、一本の高そうな剣を取り出した。

　剣を鞘さやから抜くと、赤黒い光が漏れる。

　──魔剣だ。

　これで俺も大金持ちになれる。

「ほ、宝石の下に短剣もあったぜ。魔法薬もある」

　驚いた事に短剣も魔法の武器だった。

　俺達はついてる。幸運の女神に愛されてるんだ。

「こっちの薬も良いいやつかな？」

「あん？　たぶんそうだな。短剣と一緒にお前の蔵に入れとけ」

「あ、ああ。薬だけでも借金が返せそうだ」

「しけた事言うなよ。この魔剣と短剣を売れば二人とも、死ぬまでお大尽様だぜ」

　タヘレの野郎と肩をバンバン叩たたき合いながら笑う。

　こんなに心の底から笑ったのは久々だ。

　俺達のために死んだ下僕達やガキ共には、迷宮都市に墓でも作ってやろう。




「あん？」

　不意に俺達の上に影が落ちた。

　──眷属だ。

「べ、ベッソ」

「刺激するな。俺が時間を稼いでる間に逃げろ」

「で、でもっ」

「こんな所で魔物に喰われる気はねぇよ。お前こそ死ぬ気で走れ」

　俺は魔剣を抜きながら、タヘレを走らせる。

「ぜ、絶対に生きて帰れよ！」

　殊勝な事を言いながら、タヘレが振り向きもせずに走っていく。

　俺を見下ろしていた眷属が、魔剣を持つ俺を無視してタヘレの後ろ姿を見つめる。

　眷属がゆったりとした動きで、タヘレに向かって足を踏み出した。

「ばーか、俺が死ぬわけねぇだろ」

　俺は紫の紐を振りながら、タヘレの後ろ姿を見る。

　タヘレの背はい囊のうから、細くゆっくりと白い煙が出ていた。最後の小筒から出る魔誘香の煙だ。

「へへ、あばよ。生きてたらまた会おうぜ」

　俺は手に持っていた紐を捨て、鞘に収めた魔剣を背囊に差して背負う。

「おわっ」

　歩き出そうとして、足をもつれさせて地面に顔をぶつけた。

「ちっ、俺とした事がビビっちまったか」

　そうごちて立ち上がろうとする。

　足が動かない。

「骨でも折ったか──何？」

　足が石のようになっている。

「な、なんだこりゃ」

　呟つぶやく俺の目の前に、桃色の長いモノがチロリと動いた。

　──ま、まさか。

　顔に生臭い風が当たる。

　振り向いた先には灰色の巨大な蜥蜴とかげの姿があった。

　人を石に変えるバケモノ。

　バジリスクだ。

「く、来るな！」

　地面に落ちた背囊から魔剣を抜こうと手を伸ばす。

　バリンッという音と共に、何かが地面に落ちた。

　俺の右手だ。

　バジリスクが石になった腕を美う味まそうにバリバリと食べる。

　喰うな。

　俺の腕だ。

　足下からもバリバリと音がする。

　小さなバジリスク達が俺の足を喰っていた。

　痛みはない。

　喰われているのに痛くない。

　に、逃げないと。

　俺は必死で左手を動かして這はう。

　左手が灰色に染まる。

　まぶたから粉が降ってきた。

　視界が灰色になり、黒く染まっていく。

　俺が最後に感じたのは、生臭い息とバジリスクのドロリとした涎よだれだった。







　区画の主エリア・マスター





〝サトゥーです。戦いには代償がつきものですが、ゲームと違って現実ではただ一度のミスが生涯に亘わたる代償を要求する事もあります。やっぱり、基本方針は「命を大事に」ですよね。〟






「それでどんなトラブルなの？　やっぱザコリン達？」

「ああ、多分。ちょっと敵の動きがおかしいんだ。もう少し、詳しく調べてみるよ」

　最寄りの区画に「帰還転移リターン」後、アリサにそう答えてマップを開く。

　ザリゴン達が陣取る方には「区画の主」である招雷牡鹿ライトニング・エルダー・スタツグだけがおり、それ以外の大広場にいる魔物達が、招雷牡鹿とは反対側に不自然なほど集まっている。

「まーた、連鎖暴走トレイン？　迷宮都市の探索者ってば鉄道マニアなのかしら？」

　列車トレインからの連想だろう。

　さしずめ、探索者は「逃げ鉄」かな？

　そんなのがあるのかどうか知らないけどさ。

　オレはどうでもいいことを考えつつ、魔物が集まっている場所のマップ表示を拡大して、その詳細を確認する。

「まずい。ちょっとヤバそうだ」

　オレは仲間達を連れて、大広場へと向かう。

「前～？」

「羽虫ムシムシなのです！」

　前方の通路を羽虫に集たかられて真っ黒になった者が転がってきた。

　──死にかけだ。

　オレは魔法欄を乱暴に選択し、羽虫ごと治癒魔法で癒いやす。

　羽虫以外の魔物もくっついていたので、「害虫避けバグ・ワイパー」ではなく「麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」を使ってまとめて麻ま痺ひさせた。

「後を頼む！」

「はい！」

　オレはルル達に怪け我が人にんのケアを任せ、他ほかの者達の救助に向かう。

　三箇所で六人ほどの獣人の子供が死にかけている。

　他にも三人の男達を見つけたが、そちらは残念ながら既に死亡していた。

　獣人の子供達が助かったのは、全身に集っていた羽虫タイプの魔物が弱かったからだろう。

　オレは人目がないのを良い事に、閃せん駆くと「理力の手マジツク・ハンド」を使って羽虫団子の子供達を迅速に救助して回った。

「魔誘香か……」

　崖がけ下したでは鹿しかや回転雑草ローリング・ウイードを始めとした魔物が、蠱こ毒どくの生き物のように殺し合っている。

　その中央に「魔誘香」を詰めた筒が落ちていた。

　三人の男達が死んでいたのは、魔誘香が染みた紐ひもを後生大事に抱えていたからだろう。

　大広場の反対側ではザリゴン達が「区画の主」と戦っている。

「この九人を捨て駒ごまにしたのか──」

　口が悪く脳筋だとは思っていたが、ここまでクズだとは思わなかった。

　彼らが死にかけていても放置する事にしよう。




「マスター、怪我人が目を覚ましたと告げます」

　ナナにとって一三歳くらいの子供達は、幼生体ではないらしい。

　さっきは羽虫で分からなかったが、兎人が四人に犬人と熊人が各一人という構成のようだ。

「助らすけてくれえてありいがとう。俺おえはウササ。兎人だ」

　ウササという兎うさぎ少年が名乗ると、他の子達も「ラビビ」「トカカ」「ギケケ」「ガウガル」「クベア」と名乗った。覚えきれないので適当に聞き流す。

「何があったか聞いてもいいか？」

　オレの問いに答えようとした兎少年が口を開いたが、途中で何かに気付いて周囲を見回した。

「アニキは?!　ベッソのアニキはどこ?!」

　聞き取りづらい兎少年の言葉を脳内補完しつつ会話を続ける。

「君達以外の三人は残念ながら──」

「違う！　あんなクソ野郎どもじゃなくて、ベッソのアニキとタヘレのアニキだよ！」

　他にいたのか？

　必死な兎少年を宥なだめて、ベッソという名前でマップ検索してみた。

　残念ながら既に死んでいる。

　なぜか、大広場の壁際ではなく中央付近にいるようだ。

　すぐに伝えても信じてもらえないだろうし、探索の振りだけでもしておこう。

「タマ、ポチ、遠とお見み筒づつで大広場に人影がないか探してくれ」

「あいあいさ～？」

「らじゃなのです」

　オレは兎少年達から事情を聞いた。

　兎少年達によると、ベッソは路頭に迷っていた彼らに装備を与え、青銅証を取るために協力してくれた親切な人らしい。

「ベッソってトレイン常習犯のアイツよね？」

　アリサが小声で確認してきたので首肯する。

　オレ達が初めてセリビーラの迷宮に入った時に迷宮蟻メイズ・アントを連鎖暴走させ、最近も迷宮油虫メイズ・コツクローチを連鎖暴走させていた問題児だ。

「そんな親切なヤツかしら？　この前の油虫騒動の時も、新人を捨て駒にしてたじゃん。あの子達も囮おとりにするために仲間にしたんじゃないの？」

　アリサの言葉に同意する。

　少年達の証言は、コシン氏主催の宴会や「麗しの翼」達から聞いたベッソ像と大きく異なる。

「「「違う！」」」

「ベッソのアニキの事を知らないくせに！」

　オレとアリサの内緒話を耳にした子供達が激げき昂こうする。

　この子達にとってはそれが真実なのだろう。

「いやー、知ってるから言ってるんだけどさー」

　アリサに摑つかみかかろうとする子供達を押さえ、オレは空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動して遺体を確認してみた。

　死に様を確認すれば、少しは真実が見えるかと思ったのだ。

　──灰色？

　ベッソの死し骸がいは中央の岩山の上にある開いた宝箱の傍そばで、石化した状態でバジリスクに喰くわれていた。

　魔剣を持つ石化したベッソの手には、「魔誘香」の効果が付与された紐がまとわりついていた。

　オレの知識が間違っていないなら、その魔剣には「招福」と「良縁」を鏡文字にしたルーンが刻まれているようだ。

　差し詰め「不幸」と「悪縁」の魔剣といったところか。

　ベッソの死骸がある岩山とザリゴン達のいる場所の中間で、タヘレという男が巨大な蹄ひづめに踏ふみ潰つぶされて死んでいた。

　子供達によると、こっちの男はベッソの相棒だったらしい。

　潰されていて分かりづらいが、こっちの男の腰には「魔誘香」の筒がついており、ザリゴンのいる方に逃げていたようだ。

　なんとなく事件の構図が見える。

　おそらく、この二人は子供達や仲間を囮に使って、宝箱から宝物を手に入れようとして失敗したのだろう。

　──ザリゴンは無実か。

　遠見クレアボヤンスで覗のぞいたザリゴン一行は必死で「区画の主」と戦っていた。なかなか善戦している。

「あれが『区画の主』か……まるで怪獣退治ね」

　アリサも空間魔法の「遠見クレアボヤンス」でザリゴン一行の戦いを見ていたようだ。

「ザコリンってばやるわね」

　大盾持ちを軽々と吹き飛ばす招雷牡鹿の凄すさまじい突進を、事前に設置してあった巨大な金属の網を三段に重ねて受け止めている。一段じゃ止まらないのだろう。

　招雷牡鹿が動きを止めたところに、魔法攻撃と投石機カタパルトによる攻撃を浴びせている。

　なかでも、最前線で獅し子し奮ふん迅じんの活躍をするザリゴンの攻撃は凄まじく、大剣に魔刃を帯びさせた必殺技で、招雷牡鹿の防御を突き破るダメージを与えていた。

　招雷牡鹿の背中から頭へ連なる小さな突起が光り、頭部の巨大角が白く染まった次の瞬間、凄まじい音とともに大広場の反対側に稲妻が落ちた。

「──うげっ」

　先ほどの稲妻による衝撃で、アリサの空間魔法「遠見クレアボヤンス」が解除されてしまったようだ。

「今のでザリゴン達ってばやられちゃった？」

「いや、避雷針を準備していたみたいだ」

　オレの「遠見クレアボヤンス」はそのまま維持されていたので、見たままをアリサに伝える。

　突進防止の金属の網を支える柱が、たまたま避雷針の役目を果たしただけかもしれないが、ザリゴン達の被害は軽微だ。

　稲妻を放った直後の招雷牡鹿は防御力が下がるらしく、ザリゴン達の反撃で先ほどよりも大きなダメージを受けていた。

　突進と稲妻を防がれた招雷牡鹿が、巨体から繰り出す蹄による踏み潰し攻撃にシフトしたようだ。

　ザリゴン達には予備戦力もあるようだし、この調子ならば勝てるだろう。

　オレは心の中で冤えん罪ざいを押し付けたザリゴンに詫わび、彼らの勝利を祈っておく。

「見つからない～？」

「生きてるヒトも死んでるヒトもいないのです」

　遠見筒で捜索していたタマとポチが報告してくれた。

「ベッソのアニキが死ぬわけない！」

「そうだね。先に拠点に戻っているかもしれないから、オレ達もそこに向かおう」

　オレは比較的安全な迂う回かい路を探し、子供達を連れてザリゴン達のいる場所へと向かった。
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「まいったな」

「どうかされましたか、ご主人様？」

　オレの呟つぶやきを拾ったリザが尋ねる。

「ちょっとね」

　マップ情報によると、ザリゴン達が大広場近くのキャンプ地を放棄して撤退を始めたようだ。

　半時間ほど前に確認した時は、かなり優勢に招雷牡鹿の体Ｈ力Ｐゲージを削っていたから、何か想定外のトラブルでもあったに違いない。

　オレ達はそのままのコースで進み、魔物が徘はい徊かいするキャンプ地跡へと辿たどり着ついた。

　集積された荷物や陣地は蹂じゆう躙りんされ、砕けた飲料水の樽たるのせいで地面がドロドロになっている。

「うわっ、魔物だらけだ」

「どうしよう、ウササ。誰だれもいないよ」

「もう、帰れないのかな？」

　変わり果てたキャンプ地を見て、兎少年達が不安そうな声を上げた。

　魔物だらけと言っても、数匹以外はレベル一ひと桁けたの雑ざ魚こばかりだ。

「大丈夫だよ。君達はちゃんとザリゴン達と合流させてあげるから」

　万が一、ザリゴンがこの子達を使い捨ての肉壁程度に考えていたら地上まで連れていくけど、ザリゴン達は重傷の運搬人も見捨てずに撤退しているみたいだから、それは杞き憂ゆうだと思う。

「君達はこの岩陰で隠れている事、いいね？」

　オレはそう言って子供達を岩陰に隠し、仲間達に指示を出す。

「リザ、進路を切り開いてきてくれ」

「承知いたしました」

　リザがタマとポチを率いて、キャンプ地の敵を掃討に向かう。

　ザリゴン達に追いつくにはこのキャンプ地を通過するコースしかなかったからだ。

「ちょいや～？」

「ザンシュッなのです！」

　タマがバジリスクの目をクナイで潰し、壁を蹴けって三角飛びをしたポチが長さを延長した魔剣で首を斬きり落とす。

「■　火フアイア、■　風ウインド」

　ミーアが最下級の精霊魔法で作った火を風に乗せて送り込む。

　小型の羽虫が燃え散り、回転雑草が火を嫌って逃げていく。

「えい！」

　天井付近を飛んでいた迷宮飛燕メイズ・スワロウや下級コカトリスを、ルルが新しい銃で撃墜する。

　下級コカトリスは鶏みたいな外見のくせに飛べるようだ。

「首狩り～？」

「ヤキトリなのです！」

　落ちてきた下級コカトリスはタマとポチがイソイソと駆け寄って首を落としていた。

　リザは長柄を活いかして突撃してくる子こ鹿じか型の魔物達を無言で殲せん滅めつしている。鹿達は額の突起から電撃を放とうとしていたが、発動前にリザが倒してしまっていたようだ。

　ナナとアリサはタイヤのように転がってきて体当たりするアルマジロ風の魔物達を倒していた。

　子供達を岩陰に待たせたまま、オレは魔物の掃討を終えた仲間達の所に向かう。

「新しい装備はどうだい？」

「べり～ないす～？」

「とっても凄すごいのです！　おっきな相手もずんばらりん、と斬れちゃうのですよ！」

「光線銃は遠くでも凄く当てやすいです。でも、こっちの対物ライフルの方は、当てたら魔物が後ろに吹っ飛ぶので面白いです！」

　タマ、ポチ、ルルは満面の笑みだ。

「良好」

「魔物を受け止めた衝撃が少ないと報告します」

「後衛のドレスアーマー用の浮遊盾もなかなかいいわ。棘鎧鼠ソーン・アルマジロの飛ばした散弾も、勝手に防ごうとしてくれたし──まあ、当たる前に空間魔法で弾はじいちゃったけどさ」

　ミーア、ナナ、アリサにも概おおむね好評のようだ。

「アリサ、ちょっと頼みがあるんだ」

「おっけー」

　アリサに大広場との境目に空間魔法の結界を張るように頼んだ。

　念のためにナナを護衛に付けておく。

「ご主人様、竜りゆう爪そう槍やりは予備にしても宜よろしいでしょうか？」

「それは構わないけど、使いにくかった？」

「いいえ。硬い敵にも抵抗なく刺さり、魔力の通りも以前と変わりません。ですが──」

　リザが言いにくそうに目を伏せる。

「──私の槍は魔ま槍そうドウマなのです」

　はっきりとした声でリザが自己主張した。

　少し最初の槍に執着気味な気もするし、性能的に他ほかの前衛に劣るのだが、リザがここまで言うなら、そのまま使わせてやろう。

　戦闘で魔槍が傷つくたびに、魔法薬を浸した布で巻いて治していたそうだしね。

　ただし、魔槍ドウマが通じない相手には竜爪槍を使うように言っておいた。

「ふい～、これでしばらく増援は来ないわ」

「ありがとう、アリサ」

　ナナと一緒に大広場との境目に空間魔法の蓋ふたをしに行っていたアリサが戻ってきた。

「ザコリンが巨大牡お鹿じかを狩るのに使ってた鉄柱と鎖の陣地が、ドロドロに溶けてたわ。やっぱ『区画の主』って一筋縄じゃいかないわね」

　アリサが身を震わせて言う。

「ここの『区画の主』は放置でいいの？」

　オレはアリサの問いに首肯する。

　ザリゴン達がリベンジするかもしれないしね。

「もったいなーい。今なら上級空間魔法で不意打ちだってできそうなベストポジションなのにぃー」

「アリサ、魔物とはいえ、一つの区画を統べる主を倒すのならば、不意打ちなどではなく正面から挑むべきでしょう」

「リザさん、かっくいー！　そうよね。初めての『区画の主』討伐は傷物じゃなく、万全なヤツを撃破したいわよね！」

　アリサとリザの美学に耳を傾けつつ、マップ情報を確認して移動経路を再チェックする。

「マスター、物資は回収しますか？　と問います」

「ザリゴン達が回収に戻ってくるかもしれないし、放置でいいよ」

　放棄物資だとは思うが、盗人の冤罪をかけられるのも業腹だからね。

　オレ達はお土産のコカ肉をゲットしてから、道々に魔物を倒しながらザリゴン一行を追いかける。

　ザリゴン一行には鑑定アナライズスキルを持つ者が交ざっているので、追いつく少し前に仲間達に認識阻害の効果がある外がい套とうを身につけさせておいた。
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「──小僧」

　安全地帯で小休止するザリゴン一行に追い付き、彼に会わせて欲しいとお願いしたところ、意外な姿のザリゴンと面会する事になった。

　簡単に言えば、満まん身しん創そう痍いだ。

「名乗っていませんでしたか？　私はムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　オレの事を覚えていないようだったので、ちゃんと名乗ってみた。

「知ってるよ、ギルド長の酌係だろ？」

　アリサ達が面会に同席していなくて良かった。

　オレは虚勢を張る彼をスルーして、話を続ける。

「酷ひどい怪け我がですね」

「笑えよ。ジェリルと張り合って、勝てもしない相手に挑んだあげく、主でもない敵に石化されてこのザマさ」

　やさぐれた感じのザリゴンが自じ嘲ちようする。

　彼が言うように、彼は右腕と右足が石化しており、右足は膝ひざから下が砕けてなくなっていた。

　前にはなかった傷きず痕あとも一杯ある。

「他の皆さんも怪我が酷いようですが、治療なさらないのですか？」

「とりあえず、ほっとくと死にそうなヤツは治させた。残りは神官のティーとアサムの魔力が回復してからだ」

　ザリゴン一行の神官はガルレオン神殿とヘラルオン神殿の人らしい。

　どちらもレベル二〇台後半だ。

「石化も神聖魔法で治せるのですか？」

「知りたがりの小僧。質問すりゃ、なんでも答えが返ってくると思うなよ？」

　それもそうだ。

「では対価に魔法薬を提供いたしましょう」

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから、中級の魔力回復薬を取り出す。

　この間、ボルエナンの森で上級魔法薬のついでに作った品で、「作成者：トリスメギストス」となっているヤツだ。

　ザリゴンが物品鑑定スキル持ちの仲間に合図して調べさせる。

「ち、中級の魔力回復薬だっ」

　物品鑑定スキル持ちの人が大げさに驚いた。

　この前の魔族ルダマン戦の時のギルド長達みたいに、魔法薬の過剰摂取状態になったら困ると思って中級を選んだのだが、彼の反応を見る限り、下級の魔力回復薬を携行する方が一般的だったようだ。

「ふん、いいだろう。答えてやる」

　ザリゴンがそう前置きしてから、さっきの問いに答えてくれた。

「神聖魔法なら石化を治せる。ただ、ティーとアサムには無理だ。迷宮都市の神殿長や王都の神官なら治せるだろうが、まあ無理だな」

「紹介状でも必要なのですか？」

「時間だ。アサムの神聖魔法で石化の呪のろいが進行するのを抑えてるが、数日もしたら完全に石になっちまう。そうなったら、もう治せねぇよ」

　呪い？　石化は呪いなのか？

　オレは瘴しよう気き視しを有効にしてみた。

　確かに呪いだ。レイやユーネイアにかかっていたような術式ではなく、原始的でドロドロした感じの呪いらしい。

　なんとなく解けそうな気はするが、身内以外に特殊技能を晒さらす気はないので自重した。

「なら、誰かに万能薬か石化解除薬を買いに走らせる、とか？」

「そんな自殺行為をさせられるか。それに万能薬なんて貴族じゃねぇんだから、伝つ手てがあるわけないだろ？　ギルド長なら石化解除薬を手に入れてくれるかもしれねぇが……」

　迷宮を出る頃ころには石化の呪いが進行してて後遺症が出る、とザリゴンが続けた。

　バジリスク用の石化解除薬か……レシピも材料もあるけど、移動中に作るのはマズそうだ。

「ついてなかったぜ。下位種用の薬は用意していたが、まさか目撃例のない上位種までいやがるとはな」

　不運を嘆くザリゴンの前に、格納鞄から取り出した万能薬と上級魔法薬を置く。

「仕方ありませんね。貸し一つです」

　オレはそう言って、微笑ほほえみかけた。

　子供達を囮おとりにしたのはザリゴンではなくベッソだったみたいだし、彼はアリサやミーアの友人であるミーティア王女に好意的だった。

　暴漢に襲われて負傷したミーティア王女の護衛が戻るまで、彼の友人兼ライバルのジェリル氏と一緒に、無償で彼女を護衛してくれていたんだよね。

　だから、ここは「貸し一つ」で薬品を提供しようと思う。

　仲間達には自作できるようになった下級エリクサーがあるしね。

「ば、万能薬？」

　物品鑑定スキル持ちの探索者が卒倒しそうな顔で驚いた。

　それも無理はない。貴族のデュケリ准男爵でさえ、使うのを躊躇ためらうような品だしね。

「──そ、それにこっちは上級の体力回復薬だ！」

　瓶の小細工のせいで鑑定に時間が掛かっていたようだけど、ちゃんと上級の体力回復薬だと分かったらしい。

「何モンだ？　お前めえぇ？」

「ギルド長のお酌係ですよ」

　そう笑顔で答えたら、ザリゴンが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、さっきの暴言をオレに詫わびた。

「太守様や知り合いの貴族に頼まれて探していた品だったのですが、ザリゴン殿の方が緊急性が高いようですから、太守様達も許してくださるでしょう」

　オレはそう言って、ザリゴンに魔法薬を飲むように勧める。

　上級魔法薬まで出したのは、屋敷の警備をしてくれているサガ帝国の侍カジロ氏の欠損した足を修復する前に、本当に治るのか実地で確認してみようと思ったからだ。

　うん、これは実験。

　他意はない。

　ないのだ。

「本当に『貸し一つ』でいいんだな？」

「ええ、二言はありません」

　ザリゴンの言葉に頷うなずく。

「分かった」

　ザリゴンが万能薬を飲み干すと、淡く白い光に包まれ、幾重にも魔法陣のようなものがザリゴンの身体からだを上下する。

　なかなかファンタジーなエフェクトだ。

　それがゆっくりと薄れていき、それに伴って、ザリゴンの石のように灰色だった手足が、肌色に変わっていく。

　石化が解けると同時に血が流れ始めたザリゴンの足を、彼の仲間が紐ひもで縛って止血した。

　続いて大瓶に入った上級魔法薬を飲み干すと、動画の逆再生のような感じでザリゴンの足が元に戻っていく。

　言っちゃ悪いが、なかなか気持ち悪い。

　今度からはあまり見ないようにしよう。

「「「ザリゴン！」」」

　なぜか、やつれて気を失ったザリゴンに、彼の仲間が詰め寄る。

　──しまった。

　オレの脳裏に錬金エルフのエーア女史の言葉が蘇よみがえる。

『部位欠損の修復は魔力と体力を消耗するから、使う者の保有魔力が少ない時は、魔法薬を飲ませる前に、骨粉入りのパンと肉をたっぷり喰くわせてからの方がいいぞ。じゃないと消耗が激しくて、しばらく臥ふせる事になるからな』

　ザリゴンは激戦後で残魔力が少なく、体力が落ちていたためにこうなったのだろう。

　オレはそっと栄養補給薬を彼の仲間に渡し、これを飲ませて安静にするように伝える。

　兎うさぎ少年達はザリゴン一行が迷宮都市まで連れて帰ってくれると約束してくれたので、オレ達は一足先に帰る事にした。

「若様、ありがとう！　俺達も絶対に若様に恩返しするから！」

　出発準備を終えた遠征部隊の荷物運搬人達の列の中から、兎少年達が叫んだ。

　オレは兎少年達に「楽しみにしてるよ」と返事をする。

　ほっこりしたオレの耳に、雷鳴のような音が届いた。

「た、大変だぁああああああ！」

　探索者の野太い叫びに続いて、隊列の後方からざわめきと、慌てふためく人達が駆けてくるのが見えた。

「主が追いかけてきたぞ！」

　オレはマップを開いて確認する。

　本当に「区画の主」である招雷牡鹿が追いついてきたようだ。

　こんなに早くアリサの空間魔法による結界を突破されるとは思わなかった。

「予備の大剣を出せ。俺が時間を稼ぐ」

「無理だ！　ザリゴン！」

　やつれた顔のザリゴンがふらふらと担架から起き上がろうとしていた。

「そんな身体で何ができる！　俺達大盾部隊に任せろ」

「お前らだって、自慢の大盾が壊れちまっているだろうが！」

　言い争うザリゴン達をスルーして、仲間達の様子を確認する。

　皆、何かを期待する顔でオレを見つめていた。

　うん、いい顔だ。

「ここは私達に任せて、皆さんは先に行って下さい。時間稼ぎなら私達がやりますよ」

　オレがそう言うと、ザリゴン達の視線がオレに集まる。

　我ながら少年誌の登場人物みたいなセリフだ。

「何を言ってやが──」

　問答するような時間はないので、目にも留まらない速さでザリゴンの顎あごを殴って意識を刈り取り、彼の仲間達に脱出を急がせた。

「死ぬなよ」

「ええ、ある程度時間を稼いだら逃げますよ」

　ザリゴン一行を見送り、招雷牡鹿を迎え撃つべく主回廊を引き返した。





◆






「主回廊ギリギリのサイズじゃん。よく追いかけてこようなんて思ったわね」

　ズシンズシンと蹄ひづめの音を響かせて、湾曲する回廊の向こうから招雷牡鹿が姿を見せた。

　もっとも、暗視スキルのあるオレ以外は、招雷牡鹿の足先と光る三つの目しか見えていないはずだ。

　──いや。

　紫電を帯びた角も暗くら闇やみの中に浮かび上がっている。

　レベルは五〇、種族固有能力に「稲妻招来」と「眷けん属ぞく強化」、スキルが「突進」「刺突」「雷魔法」「雷耐性」なので、電撃を防ぐ手段があれば楽に戦えそうな相手だ。

　角から流れるように地面に落ちる紫電が、招雷牡鹿の輪郭を浮かび上がらせる。

「……ごめん、ご主人様。やっぱり、魔物は倒せる時に倒しておくべきだったわ」

　アリサが悔しそうに呟つぶやいた。

　先ほど紫電が流れた時に、招雷牡鹿の歯の隙すき間まに挟まった人の手のようなモノを見てしまったのだろう。

　シリアスな雰囲気すぎて、さっきの手がデミゴブリンのモノだとは言いにくい。

「アリサ、過ぎた事を悔やんでも仕方ありません。ご主人様、僭せん越えつですが、私達に招雷牡鹿と戦う許可を頂けないでしょうか？」

　リザが自分の妖よう精せい鞄かばんから、竜りゆう爪そう槍やりを取り出した。

　竜爪槍を持つ手が、彼女の静かな怒りを受けて震える。

　どうやら、リザも食い残しの手を見てしまったらしい。

　それにしても、ちょっと気負いすぎだね。

　やる気が削そがれそうだけど、タネ明かししておいた方が良さそうだ。

「戦いたいなら任せるよ──」

「ありがとう、ご主人様」

「ご主人様、感謝いたします。あの者達の無念は私達が必ず」

　アリサとリザが長ちよう杖じようと竜爪槍を握りしめる。

「でも、デミゴブリンの無念を晴らすのかい？」

「──ほへ？」

「ゴブリン、ですか？」

「招雷牡鹿の口元に見えた手なら、デミゴブリンのモノだよ」

「そ、そうでしたか……」

「も～、それならそうと、早く言ってよ～」

　事実を知ったリザとアリサが肩を落とす。

「よ～？」

「なのです！」

　アリサのマネをするタマとポチは、ゴブリンの手だった事に気がついていたようだ。

　オレは気落ちする優しいリザとアリサの頭を撫なで、皆を振り返る。

　真実を知っても、招雷牡鹿と戦う気は変わっていないらしい。

「ご主人様！」

　リザの切羽詰まった声に顔を向けると、招雷牡鹿が今にも突進しそうな格好をしていた。

　──おっと、危ない。

　オレは招雷牡鹿の手前に「地従者作製クリエート・アース・サーバント」で基本形ゴーレムを二体作った。

　六メートル級のゴーレムが招雷牡鹿の前では小さく見える。

「突進を防げ！」

　──ＭＶＡ。

　──ＭＶＡ。

　二体のゴーレム達が招雷牡鹿に組み付こうと歩を進める。

「──来るわ」

　アリサの言葉と同時に、招雷牡鹿が二体の巨大ゴーレムを一撃で粉砕し、そのままこちらに向かって突進してきた。

「アンブレラ展開──」

　ナナの大盾の前に、傘が開くように透明の魔力障壁が生まれた。

　招雷牡鹿に蹴けられて飛んできたゴーレムの破片が、魔力障壁に当たって弾はじき返される。

　押し潰つぶされそうなほど巨大な破片は、網状に伸ばした「理力の手マジツク・ハンド」で捕まえてストレージへと収納しておく。

　瞬く間に、招雷牡鹿が眼前に迫ってきた。

「──ドリル・バッシュと告げます！」

　傘状の魔力障壁が唸うなりを上げて回転し、招雷牡鹿の角と激突して激しい火花が散る。

　聖樹石炉から莫ばく大だいな魔力が供給される魔力障壁は、招雷牡鹿の突進を受けても砕ける様子はない。

　だが、招雷牡鹿との質量差はいかんともしがたく、ナナは地面を砕きながら後退させられて、靴底のスパイクが弾け飛んだ。

「レッグ・アンカー起動」

　ナナの脚部に付いたパイルバンカー風の発射機構が、地面に向かってアダマンタイト製のスパイクを打ち込む。

　後退速度は落ちたが、このままだとナナの足が折れてしまいそうだ。

「手伝うよ」

「感謝、と告げます」

　オレは後ろからナナを抱き留め、最大数で出した「自在盾フレキシブル・シールド」で招雷牡鹿の頭を押さえつける。

「皆、ちょっと場所を変えるよ」

　このままだと、戦っているうちにザリゴン達の所まで行っちゃいそうだからね。

　オレは仲間達と招雷牡鹿を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかみ、前に枯らした区画の一つへと「帰還転移リターン」した。

　仲間達の戦闘準備ができるまで、オレは大広場の真ん中で、招雷牡鹿と闘牛のまねごとをして待つ。

　我ながら、赤マントまで用意したのは悪乗りが過ぎたと反省している。




「──ご主人様！　準備できたわ！」

　遠くでアリサが手を振る。

　全員の支援魔法の付与と魔力回復が終わったのだろう。

　ミーアの傍らには精霊魔法で作った疑似精霊らしき植物製の巨人──巨従緑精グリーン・サーバントが立っている。

　──おや？

　罠わな発見スキルが罠の存在を教えてくれた。

　仲間達の陣地の近くに、六カ所ほど招雷牡鹿用の罠を準備しているようだ。他ほかにも突進対策用の塹ざん壕ごうや後衛用の陣地もある。

　オレは感心しながら、招雷牡鹿の突進を回避して「帰還転移リターン」で仲間達の所に戻る。

「なかなか考えているね」

　過保護は止やめるようにエルフ師匠達に言われているが、今回は相手がかなり格上なので、強化魔法各種くらいは使っておこう。

「まーね。普通の方法じゃ、あの馬ば鹿かげた突進を防げないからさ」

　オレが魔法を使いながら罠を褒めると、アリサがまんざらでもなさそうに鼻の下を指でこする。

「マスター、新型レッグ・アンカーが欲しいと懇願します」

「ああ、開発しておくよ」

　実際にはレッグ・アンカーではなく、空間魔法の「隔絶壁デラシネーター」を応用したようなものになるだろう。

「作戦はさっき言った通りよ！」

「ルル、行きます！」

　アリサが仲間達に号令し、ルルの光線銃による狙そ撃げきで戦いが始まった。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　額にある第三の目を焼かれた招雷牡鹿が悲鳴を上げる。

　飛び跳ねた招雷牡鹿が、お尻しりをこちらに向けて、地面を後ろに蹴り出す。

「やばっ、『隔絶壁デラシネーター』！」

「アンブレラ展開と告げます」

　アリサとナナの防御壁が、招雷牡鹿の蹴り出した土砂や岩塊を防ぐ。

　戦争に使う投石機よりも激しい。

「くる～？」

「肉の人が来るのです！」

　タマとポチが招雷牡鹿の突進を報告する。

「ミーア！」

「ん、行け」

　──ＭＷＯＯＯＯＲＹＷＥＥ。

　ミーアが命令すると、巨従緑精が罠の後ろに陣取る。

「鹿しか肉にくよ！　バーベキューの主役がお似合いだと告げます！」

　巨従緑精の足下で、ナナが挑発スキルを声に乗せて叫んだ。

　最初の突進を警戒してなのか、いつの間にかナナの傍そばに四枚の「自在盾フレキシブル・シールド」が浮かんでいた。

　招雷牡鹿が迫る。

「今です！」

「あいよ！　『次元足払いデイメンジヨン・スネア』！」

　リザの合図でアリサの空間魔法が発動したが、招雷牡鹿を転倒させる事はできずに、よろめかせるだけで終わる。

「くっそー、抵抗レジストされた」

「それでも勢いは減ったと報告します」

　悔しがるアリサを、ナナが慰める。

「おーえす～？」

「引かれて泣くな、なのです！」

　タマとポチが罠の手前に設置してあった太い蔦つたを編んだロープを引っ張った。

　たぶん、ポチのかけ声は「押しくらまんじゅう」と間違っている。

　地面に伏せてあった支柱が起き上がり、支柱を結ぶ鎖が土つち埃ぼこりを落としながら招雷牡鹿の進路を塞ふさぐ。

「あ～れ～？」

「あうち、なのです」

　招雷牡鹿は鎖を先ほどのアリサの「次元足払いデイメンジヨン・スネア」と同様に軽々と引きちぎり、支柱や鎖を足に引っかけたまま迫ってきた。

　吹き飛ばされたタマとポチは、新しい丸まる鎧よろいの耐衝撃モードのおかげでぽよんぽよんと転がっていく。

「やれ」

　──ＭＷＯＯＯＯＲＹＷＥＥ。

　巨従緑精が前方に伸ばした腕から、招雷牡鹿へ向けて無数の蔦を伸ばす。

　それを見て、招雷牡鹿の突進が勢いを増した。

　角で抉えぐり、蹄で蹂じゆう躙りんしようと思っているのだろう。

　その蹄が不意に沈んだ。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　招雷牡鹿が仲間達の用意した落とし穴にはまり、穴の側面に激突する。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　招雷牡鹿が唸るように咆ほう哮こうし、背中の突起が次々と点灯していき巨大な角を光らせる。

「ルル！」

「えいっ！」

　アリサの合図に、ルルが光線銃の引き金を引く。

　猛烈な光が招雷牡鹿の顔を焼き、そのまま巨大な角の片方を傷つける。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　招雷牡鹿が妙に痛そうな悲鳴を上げ、背中の突起や角の光が消えた。
















「ミーア！」

「ん、塞げ」

　──ＭＷＯＯＯＯＲＹＷＥＥ。

　巨従緑精が人の形を崩して、落とし穴を塞ぐようにして招雷牡鹿を拘束する。

「追撃の──次元杭デイメンジヨン・パイル！　太さマシマシ!!」

　アリサの空間魔法による「次元杭デイメンジヨン・パイル」が、もがく招雷牡鹿の首や足を固定する。

「鹿よ！　馬と並んでバカになれと告げます！」

　ナナが挑発スキルを篭こめた叫びを叩たたき付ける。

　リザがすかさず駆け寄って、魔刃を帯びた竜りゆう爪そう槍やりで招雷牡鹿の後脚に連続突きを放つ。

　招雷牡鹿の体表に赤黒い魔力障壁が生じていたが、竜爪槍は魔力障壁など存在しないかのようにズブズブと抉っていく。

　そういえば、竜爪槍は青液ブルーを使った聖剣仕様なのだが、リザは普通に魔刃を使っている。

　かつて聖剣に魔刃を使おうとした時に変な抵抗を感じて止めた事があるのだが、あれは「神授の聖剣」だったからなのだろうか？

　ストレージからお手製聖剣を取り出して試してみると、問題なく魔刃が出せた。やはり、あれは神授の聖剣だけの制約だったようだ。

　そうしている間にも、穴にはまった招雷牡鹿の体力を仲間達が容赦なく削る。

　特にリザとルルの与えるダメージが大きいようだ。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　もがく招雷牡鹿が咆哮し、再び背中の突起や角を光らせる。

　接近戦を挑んでいた前衛陣が瞬動で距離を取った。

「ルル！」

「ごめん、魔力切れ」

　光線銃は威力は十分だが、継戦能力に改善の余地ありだ。

　パルスレーザーモードでも追加しよう。

「なら──『豪火弾ブラスト・シヨツト』！」

　アリサの放った単体攻撃用の火魔法が招雷牡鹿に顔面に迫る。

　だが、その攻撃は招雷牡鹿の魔力障壁に大部分を相殺されてしまった。

　ルルの光線銃は射出速度が速いので、魔力障壁が張られるよりも早く命中していたのだろう。

「避雷針」

　ミーアの謎なぞ指示を受けた巨従緑精が、緑色の蔦を招雷牡鹿の首や角に絡みつかせて仰け反らせる。

　閃せん光こうと轟ごう音おんが周囲を満たす。

　大部分の稲妻は招雷牡鹿に絡みついていた巨従緑精の蔦を通って地面に流れたようだが、地面の惨状を見る限り、少なくない量の電撃が周辺にまき散らされたようだ。

　もっとも──。

「ふははは！　ばかめー！　アリサちゃんの『反射の守り』は完かん璧ぺきよ！」

　アリサが勝ち誇るように、空間魔法の「反射の守り」によって、招雷牡鹿の放った稲妻の幾条かは、招雷牡鹿自身を焼いていた。

　もっとも、招雷牡鹿には雷耐性があるので、たいしたダメージは与えられていないようだ。

「今の感触だと、あと二回くらい保もつわ！　今のうちに削って！」

　アリサが仲間達に向かって叫ぶ。

　公都地下で戦った赤肌魔族が使っていた「反射の守り」には回数制限がなかったのだが、その辺は空間魔法のスキルレベルの違いなのだろう。

「あんくるかった～？」

「すらっしゅ、なのです！」

　落とし穴の縁に足をかけた招雷牡鹿の足を、アダマンタイト合金の魔剣を伸ばしたポチとタマが刈りに行く。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

「ドリル・バッシュと告げます！」

「螺ら旋せん槍撃」

　血をまき散らす招雷牡鹿に、ナナの盾攻撃とリザの必殺技が炸さく裂れつした。

　招雷牡鹿はかなりタフなようで、必殺技を受けても一割程度しか体力が減っていなかった。

「■　風ウインド」

　ミーアが小さな種を風に乗せて招雷牡鹿の近くへ飛ばす。

　小さなつむじ風が招雷牡鹿の周りを舞う。

「■■■■　緑蔓束縛グリーン・バイン・エンタングル」

　ミーアの二つ目の呪じゆ文もんが発動すると、種がみるみる生長し、柱よりも太い蔓つるとなって招雷牡鹿を次々と縛り上げていく。

　魔法の完成とほぼ同時に体力ゲージが尽きた巨従緑精の代わりだろう。

　今回は突進を防ぐ必要もないし、疑似精霊は詠唱に時間が掛かるので、正しい選択だと思う。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　再び招雷牡鹿の背中の突起が光る。

　稲妻攻撃の予兆だ。

「……■■　刺激の霧マスタード・ミスト」

　ミーアの水魔法が招雷牡鹿の顔に纏まとわり付く。

　激痛を伴うマスタードの霧に頓とん着ちやくした様子はないが、この状態で稲妻を放てば、招雷牡鹿自身が感電しそうだ。

　招雷牡鹿の角が光り、二度目の稲妻が降り注ぐ。

「しびび～」

「ちょびっと痺しびれたのです」

　今回は避雷針役がいなかった分、仲間達にも電撃ダメージが少し届いてしまったようだ。

　反射の守りが防げるのは稲妻本体のみで、空気を伝う細かな放電までは防ぎきれないらしい。

「リザさん、招雷牡鹿の背中の突起を狙ねらって！　あれを潰つぶせば電撃は来ないはず」

「承知！」

　アリサは指示を出しつつ、「隔絶壁デラシネーター」や「次元杭デイメンジヨン・パイル」で招雷牡鹿を落とし穴から出さないように奮戦している。

　ミーアも「緑蔓束縛グリーン・バイン・エンタングル」や「麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」でそれをサポートしていた。

「アリサ、回復したわ」

「おっけー！　背中の突起が光ったら、顔を撃って」

「うん、わかった」

　ルルが光線銃のスコープ越しに、招雷牡鹿の突起を見つめる。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　招雷牡鹿が咆哮を上げると、頭部の角が光って、紫電を帯びた雷球が幾つも生まれる。

「げっ、雷魔法も使えるんだっけ」

「■■　氷アイス、■■　嵐ストーム」

　ミーアが精霊魔法で空中に生み出した氷塊を、嵐のような暴風で雷球に向けて射出した。

　幾つかの雷球を破壊できたが、残りが獣娘達に降り注ぐ。

「えい！」

　輝炎銃に持ち替えたルルが、雷球の一つを撃ち抜いた。

「来ます」

「しゅんど～」

「緊急回避、なのです！」

　獣娘達がひきつけた雷球を瞬動で避よける。

　だが、招雷牡鹿の雷球はミーアの「緑蔓束縛グリーン・バイン・エンタングル」を焼き切るためのモノだったらしい。

「げっ、出てきた」

　招雷牡鹿が地上へと這はい上がる。

「ぽちー！」

「たまー！　なのです」

　落とし穴の縁で両手を広げたタマがポチを呼ぶ。

　タマが地面に転がり、上に乗ったポチを蹴けり上げる。

　同時にポチも跳躍したようだ。前に二人が宴会でやっていた技を使ったらしい。

「ああっ、届かないっ！」

「まだまだー！　なのです！」

　アリサの嘆きを、ポチが否定する。

　ポチが空中を足場にして再加速し、招雷牡鹿の背へと着地してみせた。

　前に迷賊戦でポチが見せた二段ジャンプだ。

「ポチ！　突起を破壊しなさい！」

「あい！　瞬動──魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク」

　槍状に伸ばした巨剣を構えたポチが、魔刃を纏って凄すさまじい速度で突起に肉薄し、それを完膚なきまでに砕いた。

　ボルエナンの森で学び、未いまだに成功していなかったポチの必殺技だ。

　この窮地にあって、ポチは必殺技を完成させたらしい。

　リザの螺旋槍撃と比べて遜そん色しよくのない威力だ。

「タマもやる～？」

　今度はリザを発射台にしたタマが招雷牡鹿の足の付け根に飛びついて、しゃかしゃかと背中に上る。

「魔刃双牙ボーパル・フアング～？」

　タマが両手の魔剣から巨大な牙きばのような魔刃を生み出す。

　突撃したタマがコマのように体を回転させながら、招雷牡鹿の首に交互に剣を突き立て、嚙かみ跡のような傷を穿うがっていく。

　一撃の威力はリザの螺旋槍撃やポチの魔刃突貫に劣るものの、総ダメージ量では負けていない。

「うおぉおおおなのです」

　ポチが魔刃双牙で作られた傷を足場に、タマの後ろを駆け上がっていく。

「ほーん・すらっしゃ～？」

「角狩り、なのです！」

　登頂に達した二人が、招雷牡鹿の角を攻撃する。

「硬い～？」

「歯が立たないのです」

　二人の魔剣の攻撃が、招雷牡鹿の角を守る魔力障壁に防がれる。

　再度必殺技を放とうとした二人だが、首を振った招雷牡鹿の勢いに負けて地上へと振り飛ばされた。

「■■■　蔦葉布団グリーン・ベツド」

　ミーアの精霊魔法が作り出した蔦つたと葉っぱのネットが二人を受け止める。

　二人はポヨポヨと楽しそうだったが、すぐに戦闘中である事を思い出して、ネットの外に降りた。

「こちらだと告げます！」

　場所を変えたナナの適当な挑発に、招雷牡鹿が突撃を行う。

　背中の突起が壊されて稲妻が使えないからだろう。

「陽炎ヒートヘイズ！」

　アリサの火魔法が招雷牡鹿の顔を覆う。

　大したダメージを与えられる技ではないが、急速に暖められた空気が招雷牡鹿の視線を歪ゆがめた。

　それでも、招雷牡鹿は足を緩めずにナナへの突進を続行する。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

「馬ば鹿かめ、と哄こう笑しようします」

　口角を上げることもなくナナが淡々と告げ、彼女の眼前で招雷牡鹿が二つ目の落とし穴にはまった。

　アリサが「陽炎ヒートヘイズ」を使ったのは、罠わなに気付いて飛び越されないためだったらしい。

「リザさん！」

「承知！」

　リザが飲み干した魔力回復薬の空瓶を投げ捨て、招雷牡鹿の背に飛び移って首を駆け上がる。

「つづけ～？」

「三連星なのです！」

　タマとポチも空になった魔力回復薬を捨て、リザの後を追う。

「瞬動──螺旋槍そう撃げき」

　リザが必殺技を角に叩たたき込む。

　先ほどと同じように角を守ろうと魔力障壁が現れたが、リザの竜りゆう爪そう槍はそれをモノともせずに穿ち、螺旋に渦巻く魔力の刃やいばが角を砕いた。

「魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク、なのです！」

「魔刃双牙ボーパル・フアング～？」

　二人の必殺技が残るもう一本の角に炸裂し、魔力障壁を砕きながら抉えぐる。

　──ピキッ

　かすかな音をオレの聞き耳スキルが拾ってきた。

　試作装置で作られた魔剣では、二人の強力な必殺技に耐えきれないのかもしれない。

　まあ、この戦いの間くらいは保つと思うけどさ。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　招雷牡鹿が暴れ、獣娘達を振り払う。

　蔦に纏わり付かれた招雷牡鹿が、咆ほう哮こうを上げながら落とし穴の中でもがき暴れる。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　先ほどよりも巨大な雷球が招雷牡鹿の周りに生まれた。

　ただし、数は半分だ。

　きっと角が一本失われたからだろう。

「ルル、角を狙える？」

「無理よ。少しでも止まってくれないと」

　ルルの答えにアリサが周囲を見回す。

「ナナ！」

「鹿しかよ！　蒸し肉も好きと告白します！」

　ナナの挑発スキルを乗せた叫びに、招雷牡鹿が憎悪の瞳ひとみを向けた。

「──狙い、撃ちます！」

　招雷牡鹿の動きが止まった隙すきを逃さず、ルルの光線銃がキラリと光る。

　その一撃は見事にポチとタマが抉った傷を撃ち砕いた。

「よっしゃー！」

　アリサが気炎を上げ、仲間達を見回す。

　仲間達の残魔力が心こころ許もとないが、このまま押し切っても問題ないだろう。

「後は地形嵌はめから逃がさないように倒すわよ！」

　アリサも同じ判断をしたらしく、魔力回復薬を飲みながら仲間達にゴーサインを出した。

　招雷牡鹿の残体力が三割を切った頃ころから、暴走モードにでも移行したらしく、全身から紫電をまき散らしてもがきだした。

　もっとも、それも最初の突進を防ぐのに使った鎖の再利用で放電させ、事なきを得ている。

「リザさん！　とどめ行っちゃって！」

「アリサがやらないのですか？」

「まだなんかありそうだから、魔力は温存しておくわ」

　今回の招雷牡鹿戦では、アリサが支援や妨害に徹していたので、リザは最後の花をアリサに持たせようとしたのだろう。

「──承知。タマ、ポチ、先ほどの連携を行きますよ」

「あいあいさ～？」

「らじゃなのです！」

　獣娘達が招雷牡鹿へと突撃する。

「■■　緑蔦橋グリーン・ブリツジ」

　ミーアの精霊魔法が落とし穴の縁から、招雷牡鹿へかかる橋を作り上げた。

　招雷牡鹿が橋を落とそうと暴れるが、アリサの空間魔法「隔絶壁デラシネーター」がそれを阻む。

「魔刃双牙ボーパル・フアング～？」

「魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク、なのです！」

　タマがコマのように回りながら招雷牡鹿の首の魔力障壁と毛皮を斬きり裂き、巨大化させたポチの魔剣がその傷口を押し広げる。

　そして、最後に──。

「瞬動、螺ら旋せん槍撃」

　瞬動を使ったリザが一本の槍のように、招雷牡鹿の首を貫いた。

　──ＤＷＥＥＥＥＺＲＬＹＥ。

　悲鳴を上げた招雷牡鹿が獣娘達を振り払う。

　招雷牡鹿の動きに精彩がなくなってきたが、まだ体力ゲージは尽きていない。

「アンブレラ閉鎖──ランサードリルモードと告げます」

　大盾の前に広がっていた魔力障壁が傘のように閉じ、唸うなりを上げて高速回転を始める。

「トドメだ、と告知します」

　閉じた魔力障壁で作られた槍が、招雷牡鹿の魔力障壁と接触して赤い火花を散らす。

　せめぎ合いは一瞬で終わり、ナナの槍は魔力障壁を砕いて、リザ達の反対側から招雷牡鹿の喉のどを貫いてみせた。

　──ＤＤＷＥＥＲＲＹＥＥＥ。

　落とし穴の縁を砕きつつ地に落ちた招雷牡鹿の首が、地響きを上げる。

　そして、憎悪を帯びていた瞳が白く濁り、やがて動きを止めた。

「おう、じ～ざす～？」

「ポチの魔剣が砕けちゃったのです」

　試作装置で作られた二人の魔剣は、度重なる酷使に砕け散ってしまったようだ。

「マスター、大盾のアンブレラモードが再起動しないと告げます」

　どうやら、ナナの方も過負荷で壊れてしまったらしい。

「私のブーツも加速機構の調子が悪いみたいです」

　リザが足首を確認しながら報告する。

　やっぱり、試作装置で作った装備は、耐久性に欠陥があるみたいだね。

「──にゅ！」

「ご主人様！」

　しょげていたタマが背筋を伸ばして耳を立てる。

　同時に気付いたルルが、大広場の対面にある壁が赤く光っているのを指さした。

「ま、まさか」

「湧わき穴あな」

　驚きよう愕がくするアリサに、ミーアが口をへの字に曲げて答えた。

　大広場の対面にある壁に湧穴が開いた。
















　それ自体は不思議ではない。

　ごく普通にある事だ。

「なんだか、どんどん大きくなってませんか？」

　ルルが言うように、壁に開いた湧穴が、ぐんぐん大きくなっていっている。

　既に大型トラックくらいなら、軽々と通せそうな大きさだ。

「な、何が出てくるってのよ？」

　アリサが震える声で呟つぶやいた。

　そして、ついに──。

「くろびかり～？」

「角なのです」

　──大広場の対面の壁に開いた巨大な穴から、黒光りする角が姿を見せた。

　隣接区画の「区画の主」である真硬角甲虫エルダー・ランサー・ビートルだ。なんとなくヘラクレスオオカブトムシに似ている。

「げげっ、ヘラクレスたん」

「げげ～？」

「げげげげげなのです」

　一歩引いたアリサの言葉を、タマとポチがまねる。

　余裕があるのはいいが、撤退か交戦かの判断は早めにね。

「むぅ」

「どうしよう、アリサ」

「撤退を進言すると告げます」

　ミーア、ルル、ナナがアリサを見る。

「まったく、もう。しゃーないわね、足止めならアリサちゃんに任せなさい」

　アリサがやれやれ、といった顔で長ちよう杖じようを構える。

「ご主人様、ユニークスキルの使用許可を頂ちよう戴だい。『全力全開』な本気の『迷路ラビリンス』でヘラクレスたんを閉じ込めてあげるわ」

「ユニークスキルはダメ」

「しょんにゃ～」

　アリサのユニークスキルは使いすぎると危ないからね。

「相手にとって不足はありません。私が時間を稼いでいる間に、撤退を始めなさい」

　リザが竜爪槍を構えて真硬角甲虫を睨にらみつける。

「一いち蓮れん托たく生しよう～？」

「ポチはいつだって一緒なのです」

　妖よう精せい鞄かばんから先代の魔剣を取り出したタマとポチが並ぶ。

　皆の視線の先で、真硬角甲虫が背甲を開いて翅はねを広げた。

「ダメよ。空を飛ぶ相手に足止めなんて無理よ」

　勇ましい獣娘達をアリサが窘たしなめる。

「だから、ご主人様──」

　オレが掲げた手を、アリサが軽くパンッと叩く。

「──あとは宜よろしくね」

「了解」

　オレは天駆で空に舞い上がる。

　真硬角甲虫もまた翅を広げて、ゆっくりと飛び上がった。

　ヘラクレスオオカブトムシのような角が紅色に染まる。

　何か大技を仕掛けてくるつもりのようだ。

「悪いけど──」

　ストレージから取り出した量産品の鋳造魔槍を振りかぶる。

「──これでチェックメイトだ」

　風よりも速く投げ出された槍が、真紅の軌跡を残して真硬角甲虫を貫く。

　真硬角甲虫の背後にあった壁を粉砕し、湧穴の向こう側にある通路の壁さえも陥没させて姿を消した。

　ちょっとやりすぎたかもしれない。槍の回収が面倒そうだ。

　ふと視線を巡らせると、空中で絶命した真硬角甲虫の死し骸がいが仲間達の方に滑空を始めたので、「理力の手マジツク・ハンド」で捕まえてストレージに収納する。

「まだまだご主人様と肩を並べるのは先になりそうね」

「精進しましょう、アリサ」

「れっつ、とれーにんぐ～？」

「修行のみのみなのです」

「ん、鍛錬」

「はい、私はもっと狙そ撃げきを頑張ります！」

「私も必殺技が欲しいと懇願します」

　そんな仲間達の声を聞き耳スキルが拾ってきた。

　この調子だと、「階層の主フロア・マスター」に挑むのも早くなりそうだ。

　いつでも挑めるように、早めに仲間達の正装備を仕上げないとね。







　エピローグ





〝サトゥーです。人助けというのはバランスが難しいモノです。みんなハッピーエンドなんて幻想かもしれませんが、せめて自分の目の届く範囲くらい幸せでいて欲しいと思うのは贅ぜい沢たくでしょうか？〟






「──俺達は半月ほど攻略を休む」

　区画の主エリア・マスター討伐二連戦後、成り行きでザリゴン一行と一緒に迷宮都市に戻った時、なぜかそんな宣言をされてしまった。

　休むなら好きに休めば良いいじゃないか。

「そうですか。静養は必要ですよね」

「ふん、何かあったら言え。探索者関係のもめ事なら俺が解決してやる」

　オレの返事を鼻で笑ったザリゴンが、そう言って去っていった。

　道中でもザリゴンは普通に戦っていたし、上級の体力回復薬はなかなか優秀のようだ。

「若様～」

　遠くから手を振るのは赤毛のネルだ。

　八重歯がキラリと光りそうな笑顔でオレ達を呼ぶ。

　この前と違って、タコヤキ屋の屋台の前には行列ができていた。

「タマ先生の看板のお陰で大繁盛っす！　大感謝っすよ」

「なんくるないさ～？」

　ネルの褒め言葉に、タマが身体からだをクネクネして恥ずかしがる。

　屋台の看板「流転するタコヤキ」は、他ほかの三つの屋台の看板同様に買い食いせずにはいられない不思議な魅力があると思う。

「ペンドラゴン卿きよう。卿けいはザリゴン殿と組むのか？」

　そう問いかけてきたのは、屋台の常連で太守三男の取り巻きであるルラム君だ。

　なぜか、すごく弾んだ声だ。

「いいえ？　特にその予定はありませんが？」

「なんだ、そうなのか……」

　オレの答えにルラム君が消沈する。

　知り合いが人気スポーツ選手と懇意だった的な感じなのだろうか？

「若様、またな！　絶対絶対、恩返しするから待っててくれ！」

　遠征部隊の荷物運搬人達の列の中から、兎うさぎ少年達の呼ぶ声が聞こえた。聞き取りづらい言葉はいつものように脳内補正してある。

「楽しみにしてるよ」

　オレがそう返事をすると、兎少年達がガキ大将のような笑顔になった。

「あの子達、これからどうするのかしら？」

　アリサが心配そうに呟いた。

「遠征隊は解散のはずだけど、青銅の探索者証は持っていたから、探索者を続けるんじゃないかな？」

　一応、新人探索者講習会に参加するよう助言をしてある。

「また、ベッソみたいなのに食い物にされないか心配ね……」

　アリサはずいぶん兎少年達に感情移入しているらしい。

　実際、彼らのように騙だまされる志願者は多いんじゃないかと思う。

「探索者を志願する子達向けの講習会でもあれば良いんだけどね」

「あー、これだけ探索者がいるならありそうよねー」

　オレはアリサとそんな話をしながら、屋敷へと帰った。





◆






「お帰りなさいませ、旦だん那な様」

「ただいま、ミテルナ」

　出迎えてくれた使用人達に挨あい拶さつして、メイド長のミテルナさんを伴って執務室へと向かう。

「何か優先して報告する事はあるかい？」

「はい」

　何気なく尋ねたところ、即答されてしまった。

「屋敷に三回ほど夜盗が来ました」

「それで、怪け我が人にんは？」

「おりません」

　オレはその回答にほっと一息吐つく。

「すべてカジロ殿とアヤゥメ殿が捕縛いたしました」

　なかなか優秀だ。

　でも、二人を治癒したらいなくなるだろうし、迷宮別荘のように監視用ゴーレムを配置した方がいいかもしれない。

　今なら「石製構造物ストーン・オブジエクト」と「地従者作製クリエート・アース・サーバント」のコンボで簡単に兵隊は作れるしね。

　──そうだ。この件を利用しよう。

「ミテルナ、悪いけどカジロ殿とアヤゥメさんを呼んでくれないかな？」

「承知いたしました」

　ミテルナさんが二人を呼びに行っている間に、迷宮に行っている間に届いた手紙をチェックする。

　ムーノ男爵領からの手紙があった。文箱を開くと、男爵やニナ執政官、それから男爵令嬢のカリナ嬢やソルナ嬢からの手紙も入っていた。

　男爵やソルナ嬢からは近況報告、ニナ執政官からは現在の復興状況とオレがオーユゴック公爵領の貴族達から復興支援を引き出した件に関する感謝の言葉が並んでいた。

　カリナ嬢は手紙を書き慣れていないのか、ムーノ男爵領の新人貴族講習で学んだ教本通りのテンプレ文になっており、要約すると「迷宮都市へ行きたい」「オレの料理が食べたい」という色気のない内容だった。実にカリナ嬢らしいよね。

　また、王都に行っていた太守次男のレイリー氏からの手紙も届いていた。

　こちらは貿易商品の「天てん涙るいの雫しずく」が王都で完売した事が書かれてあり、収支報告書が同封されていた。なかなか凄すごい収益だ。

　レイリー氏は既に王都を発たっており、そろそろ交易都市タルトゥミナに到着する頃ころらしい。

　他にも迷宮都市やオーユゴック公爵領の貴族達からの手紙があったが、セーリュー市からの手紙はなかった。距離が遠いし、返信が来るのはもう少し先になりそうだ。

「士爵様、カジロ罷まかり越しました」

　ノックの音がして、カジロ氏とアヤゥメ嬢が到着した。

「ミテルナからお二人の活躍をお聞きしました」

「褒美なら酒が良いですな」

「カ、カジロ様！　失礼ですよ！」

　カジロ氏の素直な要求に、アヤゥメ嬢が焦る。

「酒なら良いのが手に入りましたから、後で届けさせましょう」

　オレは笑顔でそう告げて、彼らが夜盗を捕縛した時の様子を聞いた。

　夜盗の実行犯は下町の食い詰め者や犯罪ギルドの連中だったが、そいつらの自供によると、依頼主は外国訛なまりのある見かけない者達だったらしい。

　狙ねらいは予備の魔剣や魔物素材の装備品との事だった。

　大陸西方で戦争が始まりそうだという噂うわさと関係がありそうだ。

　衛兵達の上司である太守夫妻は知っているだろうから、ギルド長あたりにだけ伝えておこう。

　オレは懐から取り出した上級魔法薬を執務机の上に置く。

「魔法薬、ですか？」

「ええ、ちょっとした伝つ手てで手に入れました」

　カジロ氏の言葉に首肯する。

「ずいぶん大きな瓶ですね」

　アヤゥメ嬢が大瓶に入った上級魔法薬を見て、少し首を傾かしげた。

「これは上級の体力回復薬です」

「──上級？」

「まさか！」

　カジロ氏とアヤゥメ嬢が期待と自制が交ざった顔で上級魔法薬の大瓶を見つめ、その視線をオレの方に向けた。

「これで足を再生させて下さい」

　二人に頷うなずきながら言う。

「……ああっ、カジロ様！」

　アヤゥメ嬢が感極まってカジロ氏に抱きついた。

　普段はラブラブな雰囲気の欠片かけらもない二人だけど、こういう姿を見るとお似合いだと思える。

「ま、待ってくれ、士爵様！」

　カジロ氏は自分に抱きつくアヤゥメ嬢を持て余しながらも、オレを制止するように手を伸ばした。

「上級魔法薬と言ったら、皇族や上級貴族でさえ手を出すのを躊躇ためらうような品。私のような一介の侍には過ぎた代物だ」

「そんな事はありませんよ。私はカジロ殿の足を治すために、この魔法薬を取り寄せたのですから」

　実際は取り寄せたんじゃなくて作ったんだが、細かい事は別にいいよね。

「だが……」

「保証書のない上級魔法薬だと心配ですか？」

　悩み顔のカジロ氏に尋ねてみた。

「違う！　そんな事は心配していない。この魔法薬をシガ王国の王族や門閥貴族に献上すれば、栄達は思いのままだ。噂ではこの国の第三王子が難病に苦しんでいるというではないか」

　いやいや、第三王子のは老化だから。

「殿下の難病はこの薬では治りません」

　王族や門閥貴族の中には部位欠損に苦しむ身内がいるかもしれないが、見知らぬ貴人よりも、自分の知人の方がよっぽど優先度が高い。

「それに栄達など不要です。私には名誉士爵以上の爵位は不要ですよ」

　獣娘達を宿に泊めたり、都市の出入りに便利だったりするくらいの特権で十分なのだ。

　なおも遠慮するカジロ氏に、「それとも上級魔法薬の代価を支払うのが怖いですか？」と挑発してみた。

　もちろん、無償であげる予定だけどさ。

「この足さえ治れば、金貨の百枚や千枚用意してみせよう！」

「その意気です」

　オレの挑発を見越した上で乗ってくれたカジロ氏に、にこりと微笑ほほえんで魔法薬を押し付けた。

　ザリゴンの時の失敗を繰り返さないために、実際に魔法薬を飲むのは夕飯後という事にしてある。

　なお、下級コカトリスの肉はヤキトリよりも煮込み向きの味だった事を追記しておく。




　そして、その夜──。

「ぬおおおおおっ！」

　カジロ氏の男臭い顔に苦痛の色が浮かぶ。

　ティファリーザ達の火傷やけどを治す時に、レリリルが「古傷は治せない」と言っていたので心配していたが、傷口を切り落としてから上級魔法薬を飲ませたら、無事に再生が始まった。

「ぐっおおおっ！」

「カジロ様、あと少しです」

　さすがに、これほどの勢いで肉体を再生するのは苦痛を伴うらしい。

　アヤゥメ嬢がカジロ氏の苦痛を和らげようと抱き締めた。

　そしてそれを、仲間達が拳こぶしを握りしめて応援する。

　やがて、失った足が元に戻り、赤かった皮膚が肌色になっていく。

「本当に、俺の足が──」

　消耗した顔のカジロ氏が、自分の足を見つめて呟つぶやいた。

　一人称が私から俺に変わっているのにも気付いていないようだ。

「──ああ、本当に」

「カジロ様！　おめでとうございます、カジロ様！」

　静かに感涙にむせぶカジロ氏と滂ぼう沱だの涙を流しながら笑顔で喜ぶアヤゥメ嬢を見守る。

　一緒に応援していた仲間達も、オレの背後で歓声を上げて喜んでいた。

　感動の余韻が収まるのを待ってから、カジロ氏に声を掛ける。

「お疲れ様でした」

　汗だくのカジロ氏に、経口補水液もどきを手渡した。

「士爵様。あなたに深い感謝をっ」

　カジロ氏はそれに口を付けずに、オレの前に平伏した。

「このご恩に報いるため、このジィ・ゲイン流のカジロ、父祖スィマァーズの名に懸けて、生涯、士爵様に尽くす所存であります」

　いやいや、大げさ。

　それよりも、カジロ氏の祖先のスィマァーズさんが島しま津づさんなのか気になる。

　やっぱ、ジィ・ゲイン流の大元は示じ現げん流なのかな？

「私もカジロ様と共に末代まで士爵様の家にお仕えいたします！」

　カジロ氏の横に並んだアヤゥメ嬢が、どさくさに紛れてカジロ氏にプロポーズしていたが、言われたカジロ氏も言ったアヤゥメ嬢も両方気がついてないようなので、生暖かい視線でスルーした。

「お二人とも顔を上げて下さい。感謝して頂けるのは嬉うれしいですが、気負いすぎです。後任が決まるまでは屋敷の警護を続けて頂かないと困りますが、私の望みはカジロ殿が再び武芸者としての道に戻られる事なのですから」

　オレは静かな口調でそう言うと、カジロ氏とアヤゥメ嬢が「士爵様！」と言って泣き崩れてしまった。

　どういう反応か少し戸惑ったけど、武芸者に復帰して欲しいというオレの言葉に感動してのようだ。

　仲間達も彼らに釣られて貰もらい泣きしている。

「必ず、この大陸に名を轟とどろかす剣豪になってみせましょう」

　カジロ氏が涙でぐちゃぐちゃの顔で誓う。

　──ふう、話が逸それて良かった。

　普通の使用人や雇い人ならともかく、家臣っていうのはちょっと重いからね。





◆






「クロ様！」

「レリリル、ティファリーザを呼んでくれ」

「承知しました！」

　カジロ氏の足を治した後、オレはクロの姿になって「蔦つたの館やかた」を訪れていた。

「クロ様、お呼びでしょうか？」

「寝るところを邪魔してしまったようだな」

　セクシーな寝間着姿のティファリーザに詫わびて、早速要件に入る。

「先日の赤字解消の件だ」

　オレは何種類かの焼き印を取り出す。

　それを見たティファリーザが一瞬身を竦すくませた。

　そういえば彼女は義母や領主に身体からだを焼かれたんだっけ。

　ちょっとデリカシーが足りなかったかもしれない。

「すまんな。これは骨ほね鎧よろいに使う骨を強化するルーンを焼き付けるためのモノだ」

　正しく刻むのに比べると二、三割の効果しかないが、非常に簡単に施す事ができる。

「こちらもルーンを刻むためのモノだが、性能が上がる分、手間がかかる」

　二つ目は青銅のテンプレート台とルーンの深さが制限される専用のノミだ。

　これらを使うと、技術の浅い者でも骨や木にルーンを刻む事ができる。

「鎧の作製となりますと、防具関連のギルドに加入しないと、問題が起こるのではないでしょうか？」

「防具屋や鎧工房に交換用の骨を供給するだけでもか？」

「最初は見逃してもらえると思いますが、稼げるようになれば必ず介入してくると思います」

　ティファリーザが確信を篭こめた口調で言う。

　それもそうか、元々ギルドっていうのは職人の利益や権利を守るためにあるんだし、当然だよね。

「ならばポリナに言って、ギルドに加入させろ。それまではコレでも売っておけ」

　オレは水晶の指輪が大量に入った袋を、アイテムボックスから取り出す。

　苔蟹蜂モス・クラブ・ビーの区画で大量入手した水晶塊を「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法で加工した物だ。

　つるんとした工夫のない指輪だが、水晶片として売るよりは高値が付くと思う。

　複数種類の水晶を融合して、ベネツィアングラスもどきも作ってみたのだが、できが良すぎて変なヤツらに目を付けられる危険がありそうなので出さなかった。

　こちらは王都に店舗を作ってからの商品にすればいいだろう。

「ク、クロ様、これは？」

「金策に使え」

「は、はい。商会に伝手のある者に、売りに行かせます。一つ銀貨三枚ほどで宜よろしいでしょうか？」

「銀貨三枚？」

　相場スキルによると、銅貨一枚から銀貨三枚の幅で値段がＡＲ表示されていた。

「申し訳ございません。それ以上の価格ですと、もう少し付加価値がありませんと……」

「それで構わん」

　オレの想定では銅貨一枚程度だったんだよね。

　当面の金策ネタはこれでいいだろう。

　その内、錬金術士達がベリアの魔法薬を安定して作れるようになれば、ギルドに卸せるだろうしね。

　そうそう──。

「──ベリアの件で依頼がある」

　オレはアイテムボックスからベリアの魔法薬のサンプルとレシピの断片を取り出した。

「スミナに言って、これらをギルドに持ち込ませろ」

「承知いたしました」

　オレはティファリーザに持ち込む手順と、サンプルとレシピを発見した時のエピソードを書いた紙を手渡した。

　手順の最後には、断片の収集に懸賞金を掛ける事を提案するように指示してある。

　スミナの姐あね御ご達ならうまくやってくれるだろう。

「我の要件は以上だ。下がって良い」

　なぜか退出を促されたティファリーザが不服そうな顔だ。

　そうか、そういう事か──。

「ティファリーザ」

「は、はい！」

　オレが呼び止めると、驚いた感じで振り返った。

　声のトーンがいつもより高い気がする。

「エルテリーナ達は無事に王都に到着したようだ。数日の内には我も王都に向かい、あの者達のサポートを行う」

「は、はあ……」

　ティファリーザが心配していると思って、王都に向かったエルテリーナ達の事を伝えたのに、なんだか気のない返事だ。

「それだけでしょうか？」

「ああ、それだけだ」

「では、失礼いたします」

　ティファリーザは氷のような冷たい声でそう言って退出した。

　年とし頃ごろの娘さんはなかなか難しい。




「帰って寝るには少し早いか……」

　オレは気分転換に、屋敷や養護院に設置する防犯用ゴーレムを作る事にした。

　地下研究所の装置を使って魔コ核アをフォーマットし、エルフの里で船首像ゴーレム用に作った監視アルゴリズムと簡単な戦闘アルゴリズムを書き込む。

　この魔核を中心に「石製構造物ストーン・オブジエクト」と「地従者作製クリエート・アース・サーバント」でゴーレムを作ろうと考えている。

　わざわざ魔核を加工したのは、迷宮で見つけたゴーレム系作製の土魔法が載った呪じゆ文もん集に、他者の作ったゴーレムを乗っ取ったり、命令を割り込ませたりする魔法があったので、それを警戒しての事だ。

　まず、「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法を使って、青水晶製のペン型槍やりを持った人間サイズの竜を一体と石製の太っちょ狼おおかみを一〇体作る。後者は養護院に置こうと思っていたので可愛かわいく作った。

　水晶だと脆もろいので、竜の方は強化系のルーンを刻み、さらに試作装置を用いて魔力障壁の発生回路やゴーレムとバレないように認識阻害装置などを搭載してみた。

　ゴーレムが瘴しよう気きをまき散らしたら嫌なので、魔液リキツドで作った聖碑回路を搭載しておく。

　最後に「地従者作製クリエート・アース・サーバント」の魔法でゴーレム化させた。

　どちらもレベル三〇のゴーレムだが、聖碑回路を搭載したせいか「聖別されたゴーレム」という称号が付いていた。

　さらに四頭身くらいの丸っこくてシンプルな形状の基本形ゴーレムを一〇体作る。

　こちらはレベル一〇ほどで、アルゴリズムを刻んだ魔核を搭載していない。

　翌朝、オレはペンドラゴン家御用達の商人アキンドーとして、ゴーレム達を納品しに行った。
















　石せき狼ろうゴーレムは屋敷と養護院の門と四方を守る位置に石像として配置し、青水晶竜ゴーレムは調度品として屋敷のエントランスホールに設置した。

　四頭身ゴーレムは普通にゴーレムとして、屋敷や養護院の警備に使っている。

　前者は侵入者の排除、後者は犯罪抑止力を期待しているのだ。

　なお、ゴーレムの設置と同時に、前にアリサから頼まれていた大型冷蔵庫を養護院に設置しておいた。





◆






「ふむ、面白い魔法道具マジツク・アイテムだ」

　デュケリ准男爵家の応接間で、オレはジューサー型魔法道具の説明をしていた。

「こちらの蓋ふたを開けて、レシピ通りの野菜や果物を入れ、蓋をした後に魔力を供給して下さい」

　オレの説明を聞いたメイドが、おっかなびっくり作業を行う。

　最後に魔力を流したところで──。

「きゃああ！」

　内容物を粉砕するジューサーの音と振動に驚いたメイドが、ジューサーを投げ出してしまった。

「おっと、危ない」

　咄とつ嗟さに蓋を押さえながら摑つかむ事ができたが、レベルが上がって器用ＤＥＸ値や俊敏ＡＧＩ値が高くなかったら、ああも素早くは動けなかっただろう。

「すみません、音と振動の事を注意し忘れていました」

　オレはそう詫びて、最初のテストを自分でやってみせる。

「ふむ、濃いスープのような見た目だな」

　デュケリ准男爵がメイドに毒味をさせた後に試飲する。

「思ったよりは飲める。果物の甘みに隠れて、野菜の苦みが分からぬ」

「それが野菜ジュースの利点です」

　正しくは果物配合の野菜ジュースの利点だけどさ。

「これなら、ご子息にも飲んで頂けるのではないですか？」

「ああ、問題あるまい」

　一応、蜂はち蜜みつや砂糖を混ぜるレシピや果物の種類を変えるレシピを幾通りか提示しておいた。

「だが、あれほど乱暴に調理して、『びたみん』の精霊は死なぬのか？」

「ご安心下さい。魔法道具にビタミンの精霊を傷付けないための術式が刻まれております」

　ファンタジーな心配をするデュケリ准男爵に大丈夫だと請け合った。

　そういえば、野菜に含まれるビタミンの事を、「野菜や家畜の臓物に隠れ住む良き精霊」だと言っていたっけ。

「ならば良い。今日の夕飯からでも、息子に飲ませるとしよう」

　デュケリ准男爵が満足そうに頷うなずく。

　──そうだ。

　ここにはもう一つ用事があったんだっけ。

「准男爵閣下、この魔法薬と書類を鑑定して頂けませんか？」

「鑑定だと？」

　デュケリ准男爵は訝いぶかしげにしながらも、物品鑑定スキルを持つ者を呼び寄せて鑑定してくれた。

「……信じられません」

「もったいぶらずに結果を言え」

「こ、これは本物のベリアの魔法薬です。おそらく下級の体力回復薬と変わらぬ性能かと存じます」

　種類だけでなく、回復量が分かるなんて、なかなか優秀な物品鑑定スキルを持っているようだ。

「ベリアの魔法薬だと？　そちらの紙はなんだ？」

「これはベリアの魔法薬のレシピです」

「なんだとっ！」

　鑑定氏の説明に興奮したデュケリ准男爵が、机の上に置かれたレシピを手に取った。

「こ、これが、レシピなのか？」

「恐らくレシピの断片でしょう。私も錬金術を嗜たしなみますが、ここに書かれてあるのは序文と必要な素材の一覧くらいだと思われます。恐らく、レシピ本体は他ほかの断片にあるのでしょう」

　頭に疑問符を浮かべたデュケリ准男爵に、用意しておいた答えを与える。

　オレはこの分割したレシピを、完成品のベリアの魔法薬と一緒に、迷宮の浅い区画にある宝箱に収め、若い探索者達に宝探し感覚で見つけてもらおうと思っている。

　レシピは八分割してあり、その内過半数にあたる五種類を大量に、三種類を少なめに宝箱に入れていこうと思っている。

　序文をよく読めば、レシピを八分割してある事が分かるようにしておいた。

　ついでに欲深い中堅探索者が、宝箱探しに没頭するあまり、新しい狩り場を開拓してくれるのも期待している。

「ペンドラゴン卿きよう、これを私──いや、錬金術士ギルドに譲ってくれるのだな？」

「ええ、そのつもりでお持ちいたしました。このレシピが集まれば、迷宮都市の魔法薬の値段も下がって、錬金術士ギルドと探索者の軋あつ轢れきも修復されると期待しております」

　オレは金額を提示される前に、レシピを探索者ギルドではなく彼の所に持ち込んだ理由を告げた。

「ぐぬぬ──分かった。君の望みに沿うよう働きかけると、王祖ヤマト様とデュケリ准男爵家の名にかけて誓う」

　デュケリ准男爵は腕を組んで唸うなった後、そう約束してくれた。

　これで一番需要の高い下級体力回復薬が安価で広まってくれるだろう。そうなれば探索者達の鬱うつ憤ぷんも晴れるだろうし、生還率も少しは上がってくれるはずだ。

　ついでに、探索者に憧あこがれるメリーアン嬢が、デュケリ准男爵の娘という事で探索者達に嫌われる事も減るんじゃないかと期待している。

　お暇いとまする時に、メリーアン嬢が縋すがるような目で見送ってくれていたが、変なフラグが立ちそうなのでスルーしておいた。

　彼女へのフォローは、彼女に恋する太守三男のゲリッツ君の役目だしね。





◆






「ペンドラゴン士爵様のご依頼ですね。少々お待ち下さい」

　デュケリ准男爵家をお暇したオレは、帰る途中で西ギルドに顔を出して、巻物収集の依頼の進しん捗ちよくを確認していた。

　受け付けの職員がリストをめくり、部屋の奥から小箱を運んできた。

「こちらの三本になります。支払いは預託頂いていた金額で足りたので、追加の支払いは不要です。こちらが明細と領収書となります」

　職員がすらすらと説明しながら、箱の中から巻物を取り出す。

　巻物は「操砂サンド・コントロール」「蜃気楼デザート・ミラージユ」「加速門アクセラレーシヨン・ゲート」の三種類だった。

　前二者は「石製構造物ストーン・オブジエクト」と「地従者作製クリエート・アース・サーバント」同様に砂さ塵じん迷宮で産出されたモノらしい。

「操砂サンド・コントロール」は文字通り砂を操る魔法だが、「蜃気楼デザート・ミラージユ」は手持ちの魔法書にそれらしき呪文が見つからなかった。恐らく任意に蜃気楼を出す魔法だと思うが、砂漠で人を迷わせるくらいしか使い道を思いつかない。

　まあ、たまには役に立たない魔法があってもいいか。

「加速門アクセラレーシヨン・ゲート」の巻物は繁魔迷宮という場所で見つかったらしい。

　こちらも手持ちの魔法に同じ呪文名はなく、風魔法の「加速クイツク」や爆裂魔法の「急加速ブースト」、闇やみ魔法の「増速門ブースト・ゲート」のバリエーションだと思う。

　軽く巻物を解析したところでは、上記三種の魔法の複合っぽい感じだ。

　まあ、迷宮か西の大砂漠にでも行ってテストすれば分かるだろう。

「他にも七件ほどあったのですが……」

　職員によると、その七件の内、三件が市販品を偽装した巻物で、四件が巻物っぽく作られたニセモノだったらしい。

「そちらは既にギルドで処分してありますのでご安心下さい」

　オレは職員に礼を告げ、継続して巻物の募集をするように頼んだ。

「承知いたしました。ただ、巻物自体それほど出るモノではありませんので、ご了承下さい」

　今回は収蔵品を放出したのではないかとの事だった。

　儲もうかると分かれば周辺の都市や王都から集める者もいるだろうし、依頼は継続で問題ない。

　オレは職員に礼を言って踵きびすを返す。

「サトゥー」

「あら？　ご主人様じゃない」

　人ひと混ごみの中からオレを見つけたミーアとアリサが駆け寄ってきた。

　後ろにはリザの姿もある。

「どうした？」

「子供達の中に探索者になりたいって言う子がいてさ。探索者育成学校みたいなのがないか聞きに来たのよ」

　ああ、そういえばカジロ氏に教えを乞こうていた子がいたっけ。

「迷宮から魔核を集めるのは国の事業だし、ありそうだね」

　探索者は危険な仕事だけど、養護院の子達の選択肢が増えるのはいい事だと思う。

　窓口が分からないというので、姿を見かけたギルド長秘書官のウシャナさんに尋ねてみた。

「ありません。青銅証を得たばかりの新人探索者向け講習会くらいですね」

「国営やギルドが運営している以外のものもですか？」

「はい、一部の探索者パーティーが弟子や見習いを入れて、雑用をさせながら学ばせる事はありますけど、学校のようなモノはありません」

　徒弟制度的なモノしかないらしい。

「探索者になるための学校はありませんが、武術を教える道場や私塾ならたくさんありますよ」

　荒っぽい探索者が多い都市らしく、女性向けの護身術を教える道場もあった。

「自分達で開校する事は可能なのかしら？」

「特にギルドの規定で規制はありませんし、学校を開設する許可を太守様から頂ければ問題ないと思います」

　アリサの質問にウシャナさんが答えてくれた。

　それなら教育する人材さえ確保できたら、太守夫人にお願いして開設許可を貰もらえばいけそうだ。

　──いやいや。

　アリサに釣られそうになった思考を軌道修正する。

　そもそも養護院の子供達だけの話なら、そこまでしなくても通いの教育係を雇えば十分だ。

「──お願い！　もう三日だけ待って！」

「必ず利息分を払うから！」

　一階の受付カウンターから、なんとなく既視感を覚える女性達の声が聞こえてきた。

「またあの子達じゃん」

「でじゃぶ」

　ギルド職員に懇願しているのは、予想通り「麗しの翼」の二人だった。

　だが、今回は少し違ったようだ。

「前に延滞した時にお伝えしましたよね？　次に延滞したら奴隷落ちだと」

　──マジか。異世界は厳しいな。

　だが、それなら、前回利息分を肩代わりした時に彼女達が泣いて礼を言っていたのも納得だ。

「な、なら、あたしは奴隷落ちでいいから、ジェナの分だけでも払う」

「ちょ、ちょっとイルナ！　何言っているのよ！　あたし一人だけで助かろうなんて思わないわ」

　見捨てるのもなんなので、オレはウシャナさんに先ほどの助言の礼を告げて、窓口に向かった。

「こんにちは、イルナさん、ジェナさん」

「「若様！」」

　オレが声を掛けると、二人が救世主に出会ったような顔で涙ぐんだ。

「借金の総額はおいくらでしょう？」

「金貨八枚と銀貨四枚です」

　なんだ、思ったよりも少ない。

「では全額返済しましょう」

　彼女達の金策の下手さを考えれば、早晩奴隷落ちをするのは見えているので、オレが全額立て替えてやる事にした。

「わ、若様、そこまでして頂かなくても」

「そ、そうよ！　利息分だけ貸してくれれば」

「三度も私が偶然居合わせるとは限りませんよ？」

　遠慮する二人に、現実を突きつけると、泣きそうな顔で黙り込んだ。

　さすがに、「そんな事はない」と否定できなかったらしい。

　オレは受付の職員に金貨九枚を支払い、お釣りの銀貨を受け取る。

「「ありがとう、若様！　このご恩は身体からだで返す」」

「では、そうして頂きましょう」

　ばかな事を言い出したので、にっこり笑って肯定してやった。

「麗しの翼」の二人は赤い顔でドギマギするだけだったが、オレの背後から怒声が上がった。

「むぅ、ぎるてぃ！」

「情状酌量の余地なし！」

　ミーアとアリサの鉄壁ペアが、オレと「麗しの翼」の間に割り込んだ。

「二人とも落ち着きなさい。ご主人様が借金を盾に女性に情事を強要する方でない事くらい分かっているでしょう？」

「そーだけどさー」

「むむぅ」

　いきり立つアリサとミーアを、リザが制止してくれた。

　ちょっと冗談が過ぎたようだ。

「ごめんごめん、ちょっと二人を焦らせようと思っただけだよ」

　オレは皆に詫わびてから本題を切り出す。

「実は養護院の中に探索者になりたいって言っている子達がいるんですよ。その子達の先生をしてくれる人を探していたんですが、それをお二人にお願いできないでしょうか？」

「は、はい！　あたし達で良ければ！」

「全力で教えます！」

　オレの頼みを「麗しの翼」の二人が快諾してくれた。

　二人は新人探索者講習会で講師役をやっていた事もあるし、人柄も良いので子供達の教師役にぴったりだろう。

　余裕があるようなら、探索者を志願する子達向けの講習会を開くのもいいかもしれない。

　そうすれば、ベッソに騙だまされた兎うさぎ少年達のような子も減らせるだろうしね。

　あまり風ふ呂ろ敷しきを広げる気はないけど、教師志願者が増えて十分な人数の教師役を確保できるようなら、アリサが言っていた探索者育成学校を開校してもいい。

　ちゃんとした学校にするなら、デュケリ准男爵令嬢のメリーアンや太守三男のゲリッツ君達のように、探索者になりたい貴族なんかにも間口を広げられるだろうからね。

「教師をする間は、屋敷の使用人棟の空き部屋を使って下さい」

　彼女達の家は下町の城壁際らしいので、通いだと大変だし、少しばかり福利厚生に気を遣ってみた。

「若様の愛人を囲いこむ手際すげぇ」

「下心が見えないのがすげぇよな」

「ありゃ、田舎娘ならコロッと騙されるぜ」

　探索者達の心ない噂うわさ話を聞き耳スキルが拾ってきた。

　他ほかの子達には聞こえていないようだけど、放置して変な噂が立ったら二人に悪いので、訂正しようとそちらに足を踏み出す。

　だが、噂はすぐに立ち消えた。

　それよりも、もっと凄すごいニュースが届いたからだ。

「ベリアの魔法薬だって！」

「ああ、そうさ！　こいつは迷宮の宝箱から出たんだ！　レシピの断片もあるぜ！」

　最初の声はギルド職員、次の大声は姐あね御ごさんの声だ。

　オレが依頼した件を果たしに来てくれたのだろう。

「今時、ベリアって」

「また新しいサギかよ」

　探索者達は誰だれも信じない。

　それでも、本当は信じたいと言いたげな気配を感じる。

「噓うそじゃないぜ！　鑑定してみろよ！」

「ほ、本当だ！　ギルド長に報告しろ！　スミナ、悪いがギルド長室まで来てくれ」

「おうよ！　だから言っただろ！　本物のベリアの魔法薬だってな！」

　十分な周知が終わったところで、姐御さんが職員に続いてギルド長室へと向かった。

「ほ、本当かよ」

「鑑定持ちの職員が確認してた。ありゃマジだ」

「すっげー！　それじゃ安い魔法薬が手に入るのか？」

「当たり前だ！　ベリアなんて都市の外に刈り切れないくらい生えてる！」

「刈っても、根が残ってりゃ半月で元通りになるしな」

　探索者達が弾んだ声で周りの同業者達と言葉を交わす。

　オレ達の傍そばにいる「麗しの翼」も同様だ。

　そして、そこにさらなる爆弾が落ちる。

　姐御さんとは別口で来た私服姿の長屋の子達だ。

「さっき、レシピの断片って言ってなかった？」

「他にもあるのかな？」

「迷宮で手に入れたって言ってたっすよ！」

「それじゃあ、迷宮を断片で宝箱しないとネ」

　棒読みにもほどがある。特に最後のヤツは何を言っているか意味が分からない。

　それでも、探索者達には言いたい事が伝わったようで、その会話を聞いて意味を理解した探索者達が大慌てで駆け出していく。

　レシピを求めて迷宮へと向かうのだろう。

「ご主人様の仕込み？」

「内緒だよ」

　耳打ちしてきたアリサの質問に、ウィンクして答える。

　さて、「麗しの翼」の二人をミテルナさんに紹介したら、ベリアの魔法薬とレシピの断片を隠しに行かないとね。

「今日は歓迎会をしないと！」

「ん、必要」

「では迷宮で肉を狩ってきましょう」

　気合いを入れるリザを止め、オレ達は新しい職場を紹介するために屋敷へと帰る。

　なお、食べきれない量の肉や野菜に、仲間達も「麗しの翼」の二人も、終始ニコニコ顔だった。

　やっぱり、美お味いしいモノは人を幸せにするよね。







　EX-1：夢む晶しよう霊れい廟びよう





〝俺は一人で何でもできると思っていた。だけど、チートもなしに異世界に召喚されて、それが間違いだと気付かされた。俺は無力なガキに過ぎないと。だけど、俺は──。〟






「──目覚めなさい」

　異国の言葉が俺の鼓膜を震わせる。

　優しい言葉の次に訪れたのは、舌と喉のどを焼く強烈なアルコールの刺激だった。

　俺はたまらず、咳せき込む。

　アルコールは敵だ。特にヨルスカの街で酔よい潰つぶされて、そのまま奴隷に落とされかけてからは、決して飲まないように自戒している。

「私は№１。あなたの名前は？」

　コードネームのような名前だ。

　その声は死神のように甘く冷たい。

「……お、お、俺は」

　口がひりついて上う手まくしゃべれない。

「『隅』……いや、違う……俺の名は──」

　俺は朦もう朧ろうとしたまま日本語で本名を名乗りかけて口ごもった。

　その名はルモォーク王国って誘拐犯の国に召喚された時に捨てた。

　──ジョンスミス。

　それが今の俺の名前だ。

　数少ない友人のガロハルもホゼも、そして別れた恋人も俺をそう呼ぶ。

　とりとめのない考えが脳裏に浮かんでは消えていく。

　リリオ──もう一度、お前の──。

「意識が覚かく醒せいしているなら、音声によるレスポンスを期待すると告げます」

「№１、物理的衝撃による覚醒シークエンスを推奨します」

　ぼんやりとした微睡まどろみの中、変なしゃべり方の女達の声が聞こえてくる。

　ガヤガヤとまとまりがないが、五人から六人はいそうな感じだ。

「──痛ひてっ」

　頰ほおを引っ張られる痛みに俺は飛び起きる。

　そこには七人の同じ顔をした美女達が俺を囲んでいた。

　それぞれ髪型が違うが、見分けるのは難しそうだ。

「目が覚めましたか？」

「あ、ああ」

　俺はリーダーらしき女から手渡された水袋を傾ける。

　山中を三日も彷徨さまよった身としては、一気にごくごくと飲みたいところだが、無法がまかり通るバイオレンスな異世界で、そんな無防備なマネはできない。

　唇を湿らせる程度に留とどめ、この娘達の素性を探る。

　外がい套とうの下には揃そろいの旅装の上に革の胸当てを身につけているのだが、所持している武装は全く共通性がない。

　俺に話しかけた女は背に大盾を背負い、腰に細剣レイピアを下げている。

　三つ編みポニテは戦鎚ウオー・ハンマー、節編みサイドテールが刃槍ブージ、バンダナ一本結びが大剣、ざんばらセミロングが凶悪な長柄斧ポール・アツクス、両サイドシニョンが短たん槍そう、ショートツインテが曲刀となっていた。

　ソシャゲのキャラデザ使い回しの水増しキャラみたいな女達だ。

「こんな場所で行き倒れていた理由の開示を希望します」

　ショートツインテが変なしゃべり方で尋ねてきた。

　そういえば巨乳揃いの女達の中で、こいつだけが安心するサイズだ。

　胸は飾りとは言わないが、薄い方が安心する。

「迷子ですか、と問います」

「いや、俺は──」

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

　ざんばらセミロングの問いに答えようとした途中で、俺が行き倒れる原因となったヤツの鳴き声が辺りに響いた。
















　立ち枯れた灌かん木ぼくと岩だけの谷底には霧が出ており、鳴き声の主が見つからない。

「総員、周辺警戒！」

「№１！　身体強化を希望します」

「許可します。総員、身体強化実行！」

「「「了解、身体強化」」」

　女達の額に赤い光の魔法陣が浮かび、その身体からだが一瞬だけ光を帯びた。

　スキルによる身体強化というよりも、魔法による身体強化に近い。

「……無詠唱、だと？」

　いや、詠唱破棄かもしれんが、どちらにせよ普通じゃない。

　この世界の魔法使いは必ず呪じゆ文もん詠唱を必要とする。

　詠唱を短縮する技術があると、昔世話になったサガ帝国のスパイが言っていたが、詠唱破棄なんてスキルの話は出なかった。

　その代わり、無詠唱の話は少し教えてもらった。

　あいつの話だと無詠唱が使えるのは勇者か転生者だけらしい。

　サガ帝国が神の手を借りて行う勇者召喚で呼ばれたヤツらがこんな場所に七人もいるはずがない。

「転生者、なのか？」

　転生者の特徴は紫髪だと言っていたが、こいつらは金髪だ──いや、染めているのかも。

　こいつらは暫定転生者と考えよう。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

　羽ばたく音と共に、崖がけの上を舞う姿が見えた。

　両手が鳥の翼になった女の上半身と猛もう禽きん類るいの下半身をしている。

　ただし、女の上半身と聞いて想像する姿とは大きく違う。

　野生化した山姥やまんばを五割増し酷ひどくした感じ、とでも言えば少しはイメージが現実に近くなるはずだ。

「敵影確認！　ハーピーと認む」

　三つ編みポニテが叫んだ。

「偶数ナンバーは『矢』を準備しろ！」

「「「承知！」」」

　№１と呼ばれていた編み込みシニョンの指示で、四人の娘達の額に赤い光の魔法陣が生まれる。

　四人の眼前に白い光に包まれた透明な矢が現れた。

　クロスボウに装そう塡てんするような短い矢だ。

　前に一度見た術理魔法の「魔法の矢マジツク・アロー」に似ている。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

「撃て!!」

　猛禽のように急降下するハーピーに、四人の「矢」が高速で飛んでいく。

　ハーピーが空中で身を捻ひねって半数を避よけた。

「醜い鳥もどきよ！　我らが刃やいばを畏おそれぬならばかかってこい！」

　編み込みシニョンが大盾を構えながら叫ぶと、ハーピーの軌道がそちらに変わった。

　恐らく、編み込みシニョンは「挑発」スキル持ちなのだろう。

「行くぞ、№３」

「斬ざん首しゆすると告げます」

　勢いよく大盾に激突したハーピーの翼を、刃槍持ちと長柄斧持ちが切断する。

　──ＢＹＷＥＤＺＥＥＥ。

「止とどめ！」

　悲鳴を上げるハーピーの胸に、編み込みシニョンの細剣が突き刺さった。

　ゲームみたいなレベル制のこの世界でも、心臓を貫通されて生きていられるのは、高レベルの魔物だけだ。

　ハーピーの目から光が消え、巨体がだらりと地に伏せる。

　鮮やかなもんだ。弓を持った兵隊数人がかりでようやく戦えるような相手を、無傷で一方的に倒すなんて。

「№１、魔コ核アを回収したと報告します」

「ありがとう、№８。顔に血が付いているわ。この布で拭ふきなさい」

「拭いて欲しいと告げます」

　甘えるショートツインテの顔を、編み込みシニョンが拭いてやる。

　百ゆ合り百合しい光景だが、二人の表情変化が乏しいために、どこか３Ｄムービーや人形劇を見ている気になってしまう。

「再度、問います。あなたの名前は？」

　三つ編みポニテが「私は№２」と付け加えると、他ほかの娘達も次々に名乗る。

　こいつらのコードネームは、№１から№８らしい。

　№７は欠員のようだ。

「俺はジョンスミス。ただのジョンスミスだ」

　俺が名乗ると、№８の顔を拭き終わった№１が俺の前に来た。

「麓ふもとへの道は分かりますか？」

「遭難中だと告げます」

「半月近く山中を迷ってヘトヘトだと愚痴を漏らします」

「№１は方向音痴だと告発します」

　№１の問いかけに続いて、他の女達が次々と惨状を訴えた。

「黙りなさい。方向音痴なのはあなた達もでしょう？」

　強いのは分かるが、半月も山中を彷徨って、よく無事で過ごせたもんだ。

「街道へ案内して欲しいわけだな？」

「肯定と告げます」

「私達は前マスターの遺品を届ける使命を果たさねばならないと宣言します」

「現マスターの許可は得ていると補足します」

　無表情で変な話し方なのに、おしゃべりなヤツらだ。

「案内の対価は？」

　行き倒れていた所を救われた事は棚に上げ、世知辛い異世界で学んだギブアンドテイク至上主義を掲げる。

「路銀は少し心こころ許もとないので……」

「金がないなら、身体で払え」

　こいつらの強さなら、俺が断念した難所を越えられる。

「私達のおっぱいはマスターのものだと拒否します」

「違う。俺はこの谷の何ど処こかにあるという遺跡を探している。その遺跡の入り口まで護衛しろ。それが対価だ」

　レッセウ市の酒場で、俺はこの谷に「夢晶霊廟」と呼ばれる王祖ヤマトの墓所があるという噂うわさを聞いた。

　酒場の連中は信じていなかったが、俺はそれを信じた。

　なぜなら、墓所を祀まつる歌に、日本人にしか分からない暗号があったからだ。

「№２、分かりますか？」

「しばし、待て。『信号反響シグナル・エコー』で調べる」

　今まで無言だった№２が額の上に魔法陣を生む。

　さっきのパターンだと何かの魔法を使ったようだ。

「こっちに何かの結界がある」

　魔法で遺跡の方向を調べていたらしい。

　やっぱり、俺が諦あきらめたハーピーの巣がある方向が正解だったようだ。

「行きましょう」

　№１が俺を手招く。

　こいつらが方向音痴な理由の一端が分かった。

「逆だ」

「逆？」

「方向は合っているが、そっちからはいけない。こっちの隘あい路ろを行くんだ」

　空を飛べるならともかく、人は直線距離では進めないのだ。




「あれが遺跡だと報告します」

　ショートツインテの№８が薄い胸を張って告げる。

「……そうだな」

　疲れた。

　こいつらは方向音痴なんて生やさしいもんじゃない。

　谷沿いに進むだけなのに、ちょっと興味を引くモノを見つけたらふらふらといなくなり、そいつを捜している間に、今度は別のヤツがいなくなっているという具合だ。

　まるで大人の姿をした幼児を連れている気分だった。

　戦闘力が高くなかったら、とっくに見捨てて一人で先に行っていただろう。

　実際、ここに来るまでに何種類もの魔物に出会ったが、最初のハーピーと同様に軽々と殲せん滅めつしていたのだから。

「さて、どうするか……」

　俺は溜ため息いき一つと引き換えに後悔を捨て、目の前の現実に意識を向ける。

　今いる隘路の出口から、遺跡までの間は一〇〇メートルほどの距離があり、その間には枯れ木や枯れ草がまばらに生える荒れ地がある。

　それらは石灰をまき散らしたような鈍い灰白色に染まっていた。

　そして、遺跡の背後にある壁を始め四方は切り立った垂直の崖となっており、崖のそこかしこにハーピーの巣ができている。

　今もハーピー達のグギャグギャと鳴く声が反響していて非常にうるさい。

「ハーピーが多いですね。殲滅しますか、№１？」

　節編みサイドテール──たぶん、№３がリーダーの№１に問いかける。

「さすがに、この数は不可能です。ジョンスミス、引き返しますか？」

「ここで待っていてくれ、ここから先は一人で行ってくる」

　№１の問いにそう答える。

　幸い遺跡までの間には身を隠せる岩や倒木が多い。

「ジョンスミスは自殺願望があるのですか、と問います」

「ジョンスミスは無謀だと告げます」

「ジョンスミスが死ぬと、道案内がいなくなると指摘します」

　両サイドシニョン、ざんばらセミロング、ショートツインテが口々に言う。

「ちゃんと勝算があるから、安心して待ってろ」

　俺は背はい囊のうから取り出した銃に散弾を篭こめる。

　ヨルスカの街で命を助けたガロハルが、先祖伝来の骨こつ董とう品だと言ってくれた中折れ式の銃だ。

　弾丸が残り少ないが、牽けん制せいするくらいの役には立ってくれるだろう。

　俺は「埋没」スキルに意識を集中し、岩陰や倒木に埋没して陰から陰へと移動する。

　俺の「埋没」スキルはレアではあるものの、それほど優秀なスキルでもない。

　勇者や転生者達が持つというユニークスキルには遥はるかに及ばないモノだ。

　だが、今のところハーピー達が気付いた様子はない。

　それで十分だ。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

　崖の上から、ハーピーが警戒する鳴き声が響いた。

　どのハーピー達も翼を広げて警戒ポーズだ。

　やべぇ、なんで見つかった？

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＹＥＥＥ。

　次々とハーピーの鳴き声が増えていく。

「早く行動すべきと告げます」

「拙速は巧遅に勝ると蘊うん蓄ちくを披露します」

　その声は俺のすぐ後ろから聞こえた。

「なんでいやがる！」

　俺の背後に№８がいやがった。

　№８の後ろから、ひょこりと№６も顔を出す。

「総員身体強化！　№６、№８はジョンスミスを運搬。それ以外は上方に『盾シールド』を展開！」

　後ろから駆け寄ってきた№１が叫ぶ。

「入り口に向けて全速力で走れ!!」

　ハーピー達の急降下攻撃を、女達の「盾シールド」の魔法が防ぐが、俺を守ろうとしているせいで、ハーピー達の鋭い鉤かぎ爪づめに切り裂かれている。

「バカか！　お前らは！」

　俺は№６と№８に運ばれながら、「盾シールド」の隙すき間まに銃身をねじ込む。

「これでも、くらいやがれっ!!」

　苛いら立だちのままに引き金を絞り込む。

　轟ごう音おんと反動。

　血しぶきと羽、そしてハーピー達の悲鳴が響いた。

　怯ひるませる事はできた。

　だが、与えたダメージは少ない。

「今のうちに走れ！」

　俺は喉のども嗄かれよとばかりに叫び、誰だれ一人欠ける事なく遺跡の中に転がり込む事ができた。

「──ふう」

　冷たい石の床に転がり、俺は怒りと共に溜め息を吐き出す。

「ジョンスミス」

　№８が顔を覗のぞかせた。

　何か言いたげな真剣な顔だ。

　こいつらでも、反省くらいはするらしい。

「気にするな──」

「バカと言った方がバカだと教授します」

　何を言い出すのかと思ったら……子供かっ。
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「盗掘され尽くしているようですね」

「ああ、そうだな」

　ここの話をしてくれたオッサンの話だと、三〇〇年前に発見されてから七回ほど調査隊が派遣されているって話だった。

　俺はマッピングをしながら最下層へと降りていく。

「広い迷宮だと告げます」

　謁見の間のような通路には、腰の高さくらいの石柱の展示台らしきものがある。

「目的地はどこかと尋ねます」

　壁にも直方形の凹くぼみがあるが、展示台と同様に載っているのは埃ほこりだけだ。

「無視は悲しいと懇願します」

　俺は№８をチラリと一いち瞥べつした。

「勝手な行動を取らないと約束するか？」

「肯定！　約束すると確約します」

　№８がぶんぶんと首を縦に振る。

　なんとなく信じられないが、今回だけは許してやろう。

「行くぞ──」

「ジョンスミス、正面の壁に文字が書いてあると報告します！」

「だから、勝手な行動を取るな!!」

　正面を指さして突撃しようとする№８の襟首を摑つかんで止め、頭に拳げん骨こつを落とす。

「体罰は痛いと報告します」

「痛くしてるんだ。このバカモノがっ！」

「バカと言った方が──」

　№８の背後に現れた№１が、後ろからホールドした状態でホッペタを引っ張る。

「№８、学習機能がない不良品はお仕置きしますよ？」

「ご、ごめんなさい、と謝罪します。お仕置きは勘弁して下さいと懇願します」

　震える№８が必死に訴える。

「次は警告なしでお仕置きです。肝に銘じておきなさい」

「は、はい、№１」

　涙目の№８が№６に抱きついて顔をぐりぐりと擦こすり付けている。

　今度こそ反省したみたいだな。

「シガ国語らしいが、読めん……」

　簡単な読み書きは死ぬ気で覚えたが、ここに書いてある文章は全く意味不明だ。

　違うフォントと大きさで書かれた「石板に手を当てて、正当な迎えである事を示せ」という文は読める。

　ここに来るきっかけになった歌には日本語で『故郷を共にする者よ、迎えに来たれ』とあったから、日本人の俺が来たら分かる仕掛けがあると思ったんだが、そこまで甘くはないようだ。

「やかすとまべらしとろせま」

　№８が謎なぞの呪じゆ文もんを唱え始めた。

「№８、言語回路が破損したのかと問います」

「この文章を読んでいたと№５に抗議します」

　文章を読んでいた？

　ああ、意味不明な文字の羅列を音読みで読み上げたのか──待てよ。

「マジか……」

　俺は床に両手を突いて脱力した。

　異世界で斜め読みって、昔の人物じゃなかったのかよ、王祖ヤマト。

「どうしましたか、ジョンスミス？」

　俺は№１の問いに答えずに、石板に手を押し当てる。

『──川』

　俺が短く日本語で告げると、石板が波打ち淡く光を帯びた。

　音読みした石板には「山と言ったら？」という謎かけが斜め読みで書いてあったのだ。シガ王国だと「山」と言ったら「谷」がペアとして扱われるので、今まで正解しなかったのだろう。

　これくらいなら転生者や歴代勇者が答えられないはずはない。

　ならば、この先にはまだ秘密があるはずだ。

　石板に当てた手が不意に沈む。

「ジョンスミス、一体何を──」

　№１に答える暇もなく、俺は石板の中へと引きずり込まれた。
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「身体からだが動かねぇ」

　俺は力を篭めて、腕や頭を動かす。

　手には冷たい床の感触がある。

「──魔灯マナ・ライト」

　誰かの言葉と同時に、周りが明るくなった。

　俺を引き留めようと№１達が抱きついて、そのまま一緒に石板の向こうに引っ張り込まれたようだ。

　身体が動かなかったのは、№１達が上に乗っかっていたせいらしい。

「石板を通り抜けたようですね」

　立ち上がった№１が俺の手を引いて立たせてくれた。

「ああ、そうだな」

　俺は明るくなった部屋を見回す。

　先進的すぎる芸術家が作ったような謎オブジェクトが多い。

　謎オブジェはどれも床と融合しているので、動かせそうにない。

　床には一辺一メートルくらいの大きなタイルが嵌はめてあるようだ。

『故郷を共にする者よ、迎えに来たれ』

　酒場で聞いた歌詞が壁に大きく書かれてあった。

　どうやら、ここに来た者は過去にもいたらしい。

「ジョンスミス、こっちに『時が満ちる大乱の時に我は眠りより目覚める』と書いてあると報告します」

　№８が天井を指さす。

　そこには模様のように装飾されたひらがなで文章が書いてあった。

「№８、答えろ」

「何を？　と問います」

「なぜ、日本語で書かれた文章が読める？」

　やはり、こいつらは日本からの転生者なのか？

　俺の質問に№８が首を傾かしげ、助けを求めるように№１を振り返る。

「言語セット一に含まれるからです」

「前マスターの書物を読むのに必要だと告げます」

「コテンエスエフが好きだと宣言します」

「ショウジョマンガの方が面白いと主張します」

　№１に続いて他ほかの女達も口々に言う。

「私達を作った前マスターは転生者でした」

　転生者なら分かる。

　だが、今はそれよりも聞くべき事がある。

「お前達を作った？」

　だから同じ顔なのか？

　転生者の前マスターとやらは魔法か錬金術でクローンを作りやがったのか？

「そうです、エルフの賢者トラザユーヤが製造を放棄した私達ホムンクルスを、前マスターが後を引き継いでくれたのです」

「お前達以外にもいるのか？」

「№７は現マスターに同行していると告げます」

　良かった。

　前に読んだラノベみたいに大勢いるわけじゃないらしい。

　こんな戦闘力を持ったヤツが二万人もいたら国盗とりも楽勝だろう。

「ジョンスミス、こちらに変な模様があると告げます」

　バンダナ一本結び──たぶん№４が謎オブジェの陰から手招きする。

　本題を忘れるところだった。

　こいつらの出自よりも、遺跡の調査が優先だ。

　金目の物の一つも手に入れないと、危険を冒してこんな場所までやってきた甲か斐いがない。

「時計の文字盤か？」

　№４が見つけたのは懐中時計をモチーフにしたオブジェらしい。

　天井の「時が満ちる」という言葉から連想したのだろう。

「針がないと告げます」

　№８がバンバンと叩たたく。

「乱暴に扱うな」

　俺は粗雑な№８の頭を叩はたく。

　墓守のガーディアンが出てきたらどうする。

「針がないのはどうしてだ？」

　呟つぶやきながら、何気なく文字盤を触る。

　その時──。

　文字盤に巨大な目玉が浮かび上がり、ギロリと擬音が聞こえてきそうな動きで俺達を見回した。

「ジョンスミス！」

「危ないと告げます」

　№４と№８が俺を守る位置に割り込む。

　俺を見て動きを止めた目玉が、二度三度と瞬きすると、一瞬で巨大な口へと姿を変える。

『──時満ちれり』

　巨大な口から出た日本語の声が部屋に響く。

　床の大きなタイルが渦巻くように動き、俺達や謎オブジェ達を部屋の隅へと追いやる。

　中央に黒い大穴が開き、そこから淡く光る青い水晶柱が上がってきた。

「王祖ヤマト──じゃない？」

　水晶の中に閉じ込められていたのは波打つような黒髪の美女だった。

　ちっ、肝心な所が長い髪で隠れている。

「裸婦だと報告します」

「凝視は禁止だと宣言します」

　№８と№６が俺に詰め寄ってくる。

「み、見てねぇーし」

　口を突いて出た言葉に、絶望を感じる。

　我ながら童貞臭い言い訳だ。

　──まあ、童貞なんだけどさ。

　こんな事ならリリオに迫られた時に、ヘタレるんじゃなかった。

「ジョンスミス！」

　№１の切羽詰まった声と、俺の足下のパネルが動き出すのは同時だった。

　上昇を終えた水晶柱に向かって、先ほどの逆回しにパネルが戻っていく。

「おわっ」

　俺はなんとか転こけずにバランスを保ったが、移動を完了したパネルの急停止に姿勢を保つ事ができず、水晶柱に倒れ込んでしまった。

　俺が触れた途端、水晶柱は実体を失い、上からドサリと美女が降ってきた。

　ドギマギする俺の耳に美女の声が届いた。

「……イチロー、兄ぃ？」

　美女が朦もう朧ろうとした瞳ひとみで俺を見上げている。

「え、何？」

　裸体に触れてしまった罪悪感で、頭が回らない。

「やっと、会えた」

　花が咲いたような笑顔に目を奪われる。

　そして、美女はその呟きを最後に意識を失ってしまった。

　俺はあの笑顔を向けられるべき誰だれかに、ほんの少しの嫉しつ妬とを感じながらも、№８が乱暴に彼女を奪うまで、何もできずにその横顔を見つめる事しかできなかった。





◆






「ジョン君、ジョン君。あそこに人が一杯いるよ」

　夢晶霊廟の水晶柱から現れた美女──ミトが霧のたゆたう麓ふもとを指さす。

　ミトはアイテムボックスから取りだした望遠鏡を覗のぞき込んだ。

「あの軍旗は──地元の領軍か？」

「それにしては正規軍らしからぬ装備の者達が気になりますね」

　記憶を探りながら言うと、№１が民兵らしき姿を指さした。

「ジョン君、この辺ってシガ王国のまま？」

「ああ、そうだ。ここはレッセウ伯爵領だ」

「どっかと戦争しているの？」

「ないな。レッセウ伯爵領は三方をシガ王国の貴族領と接している。もう一方は後ろのフジサン山脈だ。民兵を動員してまでやる戦争なんて相手がいねぇよ」

　俺はセーリュー伯爵領でリリオから見せてもらった軍用地図を思い起こしながら、ミトの質問に答える。

「ジョンスミス、左翼部隊は旗の種類が違うと指摘します」

　№５が林の陰に陣取る別部隊を指さす。

「セーリュー伯爵領の軍旗だと？」

　二つも向こうの伯爵領の軍隊がどうしてこんな他領にいる？

　──嫌な予感がする。

「ちょっと貸せ」

　俺はミトが持つ望遠鏡を奪い取って、セーリュー伯爵領の軍隊にピントを合わす。

　──いた。

　赤いショートヘア。

　勝ち気そうな瞳が不安に揺れている。

　あれは──。

「リリオ」

　セーリュー伯爵領にいるはずの彼女が、どうしてこんな場所に。

「知り合い？」

「ああ、セーリュー市で、ちょっとな」

　ミトの問いに無難に答えた。

「ははーん。その言いにくそうな感じは、片思いの子か、告って断られた子か、元カノって感じからしら？」

　妙に生き生きとした顔のミトから、視線を逸そらす。

「──その反応は元カノね！」

　ミトが正解を引き当てた。

　無視すると俺の顔を覗き込んできて鬱うつ陶とうしかったので、正解だと教えて追い払う。

　それでもしつこく話を聞いてくるので、簡単に別れた経緯を教えてやった。

「ミト、告るとはなんですかと尋ねます」

「元カノ──カノはカノン砲の省略形に違いないと推察します」

　№６がミトに話しかけ、№８が的外れな推測を口にした。

　まあ、話が逸れてくれて助かったけどさ。

「──ジョン君、大変！」

　№６に説明していたミトが、急に大声を上げた。

　地平線の向こうから、霧を引き裂いて突撃してくる様々な種類の魔物達が見える。

「魔物の連鎖暴走トレインだと告げます」

　望遠鏡を覗いていた№５が補足する。

「行くわよ、ジョン君！」

　全員の視線がミトに集まった。

「ミト、本気ですか？」

「あったり前よ！　だって、あそこにジョン君の好きな人がいるんでしょ？」

　ミトが深刻さの欠片かけらもない顔で告げる。

「なら、助けに行かなきゃ！　あの子の勇者はジョン君だけなんだよ！」

「無力な俺が勇者？」

　周囲と衝突しないように、集団に埋没することしかできなかった俺が？

「勇者っていうのはね。強いから勇者じゃないの。大切な人のために勇気を出して頑張れるから勇者なんだよ！」

　ミトがどこかから出した白い長ちよう杖じようを振る。

「勇気を示す子になら、ちょっとだけ手助けしてあげるけど──」

　ミトが決断を促すように俺の目を見つめる。

　──根性を見せろ、ジョンスミス。

　俺は自分の頰ほおを両手で叩いて気合いを入れる。

「力を貸してくれ、ミト」

　自分でも思った以上に、声に力が篭こもっていた。

「おっけー！　今日はお目覚め記念に大サービスしちゃうよ！」

　俺の言葉を聞いたミトが、「良くできました」と言いたげな顔で頷うなずく。

　ミトが杖つえを振ると光の粉が俺達の身体からだを包んだ。

　身体に力と勇気が湧わいてくる。

　それは無詠唱の魔法。

　勇者と転生者だけが使える秘術。

　だが、ミトの正体なんてどうでもいい。

　俺はいつもの三倍の速度で駆け出す。

　待ってろ、リリオ！

　今行くぞ！







　EX-2：ゼナ隊の受難





〝危険がある事は承知で応募した迷宮都市への遠征でしたが、ここまで色々な事件が起きるとは思いもしませんでした。そして、それさえも、この先に起こる事に比べたら──。〟






「ゼナっち、魔物の群れが来るよ。飛行型が五〇匹以上。地べたを来るのが大型三、中型一〇、小型はたくさん──数え切れないけど、こっちの部隊の倍くらい。ほとんどが虫型よ」

　斥候から戻ってきたリリオの報告は、わりと絶望的な数字だ。

　しかも、それは敵のごく一部なのだから。

　私達が所属する左翼部隊は、セーリュー市の迷宮選抜隊のうち戦闘部隊二四名を中核に、近隣の農民や農奴達から徴兵した三〇〇人ほどの民兵で構成されている。

　彼らは一様に怯おびえていた。

　無理もない、普段は魔物なんてめったに見ないだろうに、ろくな装備もなしに戦いを強要されているのだから。

「いいか、みんな生き残れ！　敵を倒して英雄になろうなんて考えるな！」

　リーロ副隊長が味方を鼓舞してくれる。

「お前達は運がいい、ここには翼竜ワイバーンどころか本物の成竜ドラゴンや上級魔族と戦って生き残った精鋭がいるんだ。雑ざ魚この魔物や中級魔族なんかに怯える必要はない」

　少し強引な話の持っていき方だけど、民兵達の顔から悲壮感が減っているみたいだ。良かった。

　こんな戦いに巻き込まれるとは、セーリュー市を出発した頃ころの私には想像だにできなかった。





◇◇◆◇数日前◆◇◆◆






「ようやくレッセウ伯爵領だねぇ、ゼナっち」

「そうだね、リリオ」

「リリオ、私的な時はともかく、行軍中はゼナ分隊長と呼びなさい」

「ほ～い、イオナは固いね」

　イオナさんがリリオを叱しかっている。

　ゼナ分隊長と改めて呼ばれると少し恥ずかしい。

　私達が苦労の末に迷宮選抜隊──迷宮都市セリビーラ研修選抜部隊の略称だ──に選ばれたのは数ヶ月前のことだ。

　春先に出発のはずが、伯爵様の意向で予定を前倒しして出発になった。

　迷宮選抜隊は四人の騎士と従士で構成される騎士分隊が二つ、そして魔法兵一名、護衛兵二名、斥候一名で構成される魔法分隊が三つ、工兵分隊が一つ。他ほかにも文官が二人と、その使用人が四人ほど同行している大所帯だ。

　出発前にデリオ隊長とリーロ副隊長が季節がどうとか言っていたから、今年は雪が来るのが遅いから強行する事にしたのかもしれない。

　でも、そんな私達をあざ笑うように、ここまでの旅は苦難の連続だった。

　騎馬八騎、馬車五台もの団体のせいか、山間などに見え隠れする盗賊達も襲ってくる事はなく、セーリュー市を出るまでは順調だったのだが、領境をまたいだ途端、苦難は牙きばを剝むいたのだ。

　それを思い出したのか、ルウがボソリと呟つぶやいた。

「ここは何事もなく通過したいぜ」

「手負いのヒュドラが主街道を塞ふさいでるからって、迂う回かい用の山道を行ったのが間違いだったよね」

　リリオがげんなりとした顔でルウに答える。

「雪崩と吹雪で一ヶ月以上も山奥の街に閉じ込められたのは仕方ないけど、あれはないよなー」

「低級魔族を操る召喚師サモナーの件？」

「あれはデリオ隊長がサックリ倒してくれたじゃん。死霊術士が村を一個まるごと動死体ゾンビにした方じゃない？」

「どちらも後始末に時間がかかりましたわね」

　ルウの言う「あれ」の候補をイオナさんとリリオが挙げていく。

「あー、それも大変だったけど、あたしが言ってるのは、谷底に馬ば鹿かでっかいスライムが棲すみついていて、吊つり橋ばしを渡る人達を食べていた事件の方さ」

「あー、あれは面倒だったわ」

「火魔法使いのロドリルは楽しそうでしたわね」

　延焼して私達まで火に飲まれそうになって、必死に風魔法で火勢を抑え込んだ事を思い出して、少し嫌な気分になった。

　街道沿いに咲く小さな花を見て荒すさんだ心を癒いやしていると、リリオがひょっこりと顔を覗き込んでくる。

「──時にゼナっち」

「何？」

　返事をする声に警戒が滲にじんだ。だって、リリオがこんな問い方をする時は碌ろくでもない事に決まっているもの。

「こんなに遅れたら、待ちくたびれているんじゃないかな？」

　平静を心がけていたけれど、ぴくっと反応するのは止められなかった。

　どうしよう？　「待ちくたびれているって誰だれが？」って聞いたら、もっと突っ込まれる。「誰も待ってないわよ」って答えるのは何かイヤだ。

「待ちくたびれているって誰がだ」

　私が回答に困っている隙すきにルウが聞いてしまった。

　イオナさんは黙ってくれていたのに、もうルウったら。

　ほら、リリオが凄すごく悪い笑顔でニシャニシャと笑いを堪こらえている。

「決まってるじゃない、少年の事よ」

　リリオはサトゥーさんの事を少年と呼ぶ。

　確かに年下で年齢以上に若く見えるけど、童顔のリリオに少年と呼ばれるほどじゃないと思う。

　何か特別な呼び方っぽくて、嫌な気持ちになる。

　──嫉しつ妬と、なのかな？

「少年って？」

「ゼナさんの恋人の事ですよ」

　ルウの質問にイオナさんが答える。

　イオナさんも恋愛話は大好物だから堪えられなかったみたい。

「へー、そうなのか、ゼナ？」

「違います、まだ恋人じゃありません」

　ルウの確認にそう答えるのが精一杯だった。

「まだ、なんだって」

「まだ、らしいですわね」

　もうっ！　リリオもイオナさんも酷ひどいです。

　私をネタにして話を盛り上げるのは止やめてください。恥ずかしくて、切なくて、どうにかなりそうです。

　──こんな風に平和な旅路は、もうしばらく続いた後、唐突に終わりを迎えるのだった。





◆◆◇◆現在◇◆◇◇






「敵の地上部隊が、罠わなで足止めを食っている間に空中部隊を叩たたくぞ。今回は弓兵が少ない。ゼナとノリナの風魔法で地上に叩き落とせ。騎士隊で一気に蹂じゆう躙りんして駆け抜ける。他の者は副隊長のリーロに任せる。全力で接敵して一匹でも多く仕留めろ」

　デリオ隊長が皆に作戦を伝える。

「ゼナとノリナの二人は、魔法使用後、その場で魔力回復に努めろ。二人の分隊は護衛に専念するんだ。間違っても他の連中に釣られて前に出るなよ──始まったか」

　鋭い眼光が薄い朝霧の向こうを睨にらみ付けた。

　中央に位置するレッセウ伯爵領の何とか男爵様の部隊が会敵したみたいだ。土煙が上がっているのが朝霧の向こうに見える。

「詠唱開始」

　デリオ隊長の騎士隊が出陣したので、リーロ副隊長が私達に指示を出す。男性らしい力強い声だ。

　私とノリナが風魔法の詠唱を始める。

　私が「落気槌フオールン・ハンマー」で、ノリナが「乱気流タービユランス」を使う。

「乱気流タービユランス」で飛べなくして「落気槌フオールン・ハンマー」で地面に叩き落とす、対ワイバーン戦での必勝戦術だ。

　問題は飛行する敵の数が多い事──。

「乱気流タービユランス」はともかく、「落気槌フオールン・ハンマー」の効果範囲は狭い。

　なるべく群れの中心になるように、杖つえの角度を慎重に調整する。

「……■　乱気流タービユランス」

「……■■■　■■■　落気槌フオールン・ハンマー」

　ノリナに少し遅れて私の魔法が発動する。

　──よし、狙ねらい通り。

　飛んできた四〇匹の牙虻フアング・ホースフライのほとんどを地面に落とす事に成功した。

　そこに隊長達が、楔くさび形がたの密集陣形で側面から牙虻を蹂躙していく。空中にあるならともかく、地上では動きが鈍く、馬上槍やりと蹄ひづめになすがままになっている。

「全軍突撃！」

「「「うぉおおおおお！」」」

　リーロ副隊長の号令で、私とノリナの分隊以外が突撃していく。

　私達は魔力を回復するべく、その場で瞑めい想そうを始める。軍で教えてもらった特殊な呼吸法をする事で、いつもより早く魔力が回復するのだ。

　その代わり、瞑想中は完全に無防備になるので護衛は必ひつ須すとなる。

　何匹かの牙虻や遅れてやってきた暴食蜻蛉グラトニー・ドラゴンフライを、リリオのクロスボウやイオナさんの大剣が迎撃していたようだ。

　私はルウの大盾の陰で回復に専念していたので、そのあたりの活躍は目にしていない。




　そんな風に比較的有利に戦いを進めていたのは、私達だけだったらしい。

　初めに右翼が崩れ、それを後追いするように中央の崩壊が始まった。

　この時の私達は目の前の敵を撃退するのが精一杯で、友軍の状況まで把握できていなかった。そのせいで退却を始めるのが遅れてしまったのだ。

　なし崩しに殿しんがりを務める羽目になってしまっている。

　無意識のうちに、革かわ鎧よろいの胸元に手を当てていた。

　そこには、折りたたんだストールが入っている。

　私の大切なお守りだ。

「……■■■　気鎚エア・ハンマー」

　背後から迫り来る魔物の群れを、風魔法で薙なぎ払はらう。

　倒せども倒せども、魔物が尽きる事はない。

　魔力ももう心こころ許もとない。

　奇跡でも起きない限り、この窮地を脱する事はできないだろう。

　それでも私達が足あ搔がくその時間が味方の命を救うと信じて、私は呪じゆ文もんを唱える。

「……■　■■■　気壁エア・クツシヨン」

　私はなけなしの魔力で最後の魔法を使う。

　足止めにもならない魔法を、魔物達が迂回してくる。

　ルウの盾も、イオナさんの大剣も、濁流のような魔物達を全すべて止めきる事はできない。

　魔物の爪つめがリリオの小剣を搔かい潜くぐって私に迫る。

　その時──。

　浮遊感と共に、閃せん光こうと衝撃が私達を包んだ。





◇◇◆◇数日前、夕刻◆◇◆◆






「何かあったの？」

　休憩時間まで、まだのはずなのに馬車が止まってしまった。すぐに先頭馬車の方に確認に行ったリリオが戻ってきたので事情を聞く。

「レッセウ伯爵の軍と遭遇したんだってさ」

「レッセウ伯爵の領地に、その領軍がいても不思議じゃないだろ？」

「それがさ、伯爵を名乗っているのが少年なのよ」

「伯爵様は壮年だったはずですわよ？」

「おまけに、敗残兵っぽい感じでさー」

　そんな感じに雑談をしていると、隊長からの呼び出しがあった。

　隊長から告げられたのは、領都であるレッセウ市の壊滅の報だった。それも魔物を引き連れた魔族が襲撃したというのだ。

「魔族はレベル四〇以上の中級魔族らしい。率いている魔物は飛行型が二〇〇体、地上型が一二〇〇体もいるという話だ」

「どのくらいの強さなんですか？」

「魔物は数体強力なのが交ざっているそうだが、基本的に兵士より多少強いくらいだ。魔族の詳細は不明だが、火炎系の魔法を得意とする馬頭の魔族らしい。レッセウ市の伯爵軍は魔族一体の奇襲で壊滅させられたそうだ」

　デリオ隊長の言葉に皆の表情が曇る。

　下級魔族なら勝てないまでも戦える自信はあるけれど、さすがに中級ともなると今の戦力じゃ勝負になりそうにない。

　デリオ隊長やリーロ副隊長がレベル二〇後半なのを除けば、みんなレベル一〇台だ。

　セーリュー伯爵領最強のキゴーリ様や宮廷魔術師を務めた老師がここにいてくれたら、なんて贅ぜい沢たくは言わない。せめて、魔法砲撃戦の得意な本職の魔法使いか弓兵隊がいてくれたら……。

　ここにいるのは私を含めた三人の魔法兵や連射に不向きなクロスボウを持ったリリオ達だけだ。

　私達も魔力容量が少ないから派手な撃ち合いはできない。

　大軍を相手にするような陣容ではないのだ。

「新しいレッセウ伯は、『蒼あおの誓約』を盾に我々にも魔族討伐戦に参加する事を求めてきた。これを反ほ故ごにはできない。非戦闘員は近くの村に馬車ごと避難させる。下手な都市部より安全だろう」

　隊長の言う『蒼の誓約』は、シガ王国の建国の頃ころに貴族達の間で交わされた一番古い誓約だ。

　魔族が相手の場合に、領土の垣根を越えて軍事的に相互協力するという。

　めったに発動される事はなく、私が生まれるより前にムーノ侯爵領で発動されたのが最後だと授業で学んだ。

　こうして私達は、否いや応おうなく、レッセウ伯爵領の第二都市で編制された急造軍に組み込まれる事になった。

　戦力は正規兵八〇〇と民兵二〇〇〇だけ。魔物の二倍とはいえ民兵で水増しした兵数では苦戦は確実だろう。

　魔族が直接攻めてきたら終わりだけど、市壁を使った篭ろう城じよう戦なら勝ち目はあるはず。

　幸い、この都市にも緊急時の報知専用の魔法道具マジツク・アイテムがあったので、王都や近隣の領地に急報が届いたはずだ。

　──後は援軍を待つだけ。

　皆がそう思っていた。

　若いレッセウ伯が魔物達との野戦を決めたのは、その翌日の事だ。

　隊長達が翻意を促したがダメだったらしい。




　サトゥーさん。

　迷宮都市で再会する約束は、守れないかもしれません。





◆◆◇◆現在◇◆◇◇






「ゼナっち、生きてる？」

「はい、なんとか──」

　記憶がはっきりしない。

　たしか退却軍の最後尾で魔物を捌さばいていたはず。

「ルウが守ってくれたみたいです」

「ちょっと、リリオ。心配するのはゼナだけかよ」

「ルウは一番重装備じゃない。それにイオナが死ぬとかありえないよ」

「信頼して頂いているようでなによりですわ」

　イオナさんが瓦が礫れきの向こうから戻ってきた。

「やはり、さっきの閃光は魔族が放った戦術級の上級魔法のようです。ゼナさんの防御魔法がなかったら私達も死者の仲間入りするはめになっていましたわよ」

　みんな土つち埃ぼこりで真っ黒だ。

　なんとか一命は取り留めたものの、それもあと僅わずか。

　魔物達の足音が近づいてくる。上空にいる魔族も、私達が動き出せば容赦なく高空から魔法で狙そ撃げきしてくるに違いない。

　魔族の周りに集まった牙虻と暴食蜻蛉の群れが、三つの集団になる。

「イオナ、あれが来たら防ぎ切れないぞ」

「え、ええ。ゼナさん、防御魔法は使えるかしら？」

「気壁エア・クツシヨンくらいなら、なんとか」

　気絶している間に少し回復したけど、気壁エア・クツシヨン一回分がせいぜいだ。

　でも、魔力回復量を増やすために瞑想をしている余裕はない。

　だって、今まさに空から魔物達が降ってくるところなのだから。

「やべぇ、地上からも来るぞ！」

　瓦礫の陰から何匹もの大顎蟋蟀ラージ・ジヨー・クリケツトが姿を現す。

「……■　■■■　気壁エア・クツシヨン」

　濁流のような大顎蟋蟀の群れは、私の風魔法だけじゃ防げない。

「ルウ、気合いを入れなさい」

「応！」

　私の気壁エア・クツシヨンを突破した大顎蟋蟀を、ルウの大盾が押しとどめ、暴風のようなイオナさんの大剣がそれらを薙ぎ払う。

　それでも全てをカバーするのは不可能だ。

　二人の足下を潜って、何匹かの大顎蟋蟀がこちらに向かってきた。

「ゼナっちはやらせないよ！」

　リリオが大顎蟋蟀に小剣を突き立てる。

　私は小剣を振り回して大顎蟋蟀を牽けん制せいするので精一杯だ。

　もう一匹の大顎蟋蟀が、リリオの死角から喰くらい付いてくる。

「リリオ!!」

　私の叫びで死角から迫る大顎蟋蟀に気がついたリリオが、顔を引きつらせた。

「──リリオォオオオオ！」

　叫びと共に、白い輝きを帯びた誰だれかが、間に割り込んできた。

　黒い髪の少年。

　──サトゥーさん？

　似た顔立ちだけど、違う。

　サトゥーさんは、あんなに余裕のない荒々しい表情はしない。

「ジョン？」

「よそ見してんじゃねぇよ」

　接せつ吻ぷんをしそうな近さで、黒髪の少年とリリオが言葉を交わす。

　その二人に新たな魔物が這はい寄よる。

「二人とも、右！」

　私の声と同時に、一〇本を越えるガラスのように透明な矢が飛んできた。

　矢は瞬く間に地上の魔物達を死し骸がいへと変えていく。

「イチャイチャするのは後になさい」

「戦闘中だと忠告します」

「イチャイチャなんて、してねーし」

　外がい套とうを身に纏まとった七人の魔法戦士達が、神秘的な輝きを帯びた武具で周囲の魔物達を蹂じゆう躙りんしていく。

　その動きはデリオ隊長やリーロ副隊長を凌りよう駕がし、武器の重さを感じさせない鋭さで魔物を一刀両断する手際は、セーリュー伯爵領最強のキゴーリ様に迫るほどだ。

　リリオを救った黒髪の少年も動きこそ拙つたないが、彼の手にする輝く剣は、一振りで軽々と魔物の体を斬きり裂いた。

「ミトの支援魔法は凄すごいと称賛します」

「ああ、そうだな──ミトはどこ行った？」

「上だと告げます」

「上？」

　黒髪の少年に釣られて上を見上げると、空中に立つ黒髪の女性の姿があった。

　下級貴族のような服装に、どこにでもありそうな棒のようにまっすぐな長ちよう杖じようを手にしている。

　空中で魔族と対たい峙じしているのに、その横顔には何の気負いもない。

　彼女の雰囲気に、なんとなくサトゥーさんを思い出した。

「おい、空の魔物はどこへ行った？」
















「あの黒髪の女性が倒してしまいましたわ」

　ルウとイオナさんが言葉を交わす。

　魔族と対峙する彼女に目を奪われて気がつかなかったが、確かにあれだけいた牙虻と暴食蜻蛉の群れがいなくなっていた。

　──ＦＷＯＯＮＷＹＯＯＯＯ。

「甘い！　魔法破壊ブレイク・マジツク!!」

　中級魔族が放った空を焦がすような巨大な火魔法を、黒髪の女性は杖つえの一振りで消して見せた。

　まるで、伝説にある王祖様のように。

「理槍乱舞マルチプル・ジヤベリン──」

　黒髪の女性から、ガラスのように透明な短たん槍そうが一五本も放たれた。

　中級魔族は追いかけてくる短槍を必死で避よける。

「──からのぉ、神威巨槍デイバイン・ランス!!」

　結界柱サイズの巨大な槍やりが三本、黒髪の女性の周囲に現れた。

「いっけぇえええええええええええ！」

　女性の黒髪を揺らし、その内の一本の巨槍が凄すさまじい速さで中級魔族に迫る。

　中級魔族は飛ひ燕えんのような動きで巨槍を避けたが、注意が逸それた背後から理槍乱舞マルチプル・ジヤベリンの短槍が次々に着弾し、その身体からだを穿うがった。

　時間差で飛んできた二本目の巨槍が中級魔族の上半身を消し飛ばし、三本目は黒い靄もやと化した中級魔族の残ざん滓しを散らして、空の彼方かなたへと消えていく。

「──やっべ」

　黒髪の少年が空を見上げて呟つぶやいた。

　空に立っていた黒髪の女性が、ぐらりと身体をよろめかせる姿があった。

「あんのバカ、寝起きで無茶しやがって！」

「総員、残敵を掃討しつつミト殿の回収に向かう！」

「「「了解と告げます」」」

　金髪の魔法戦士達が、落下する黒髪の女性の方へと走っていく。

「待って！」

　一緒に走り去ろうとする黒髪の少年をリリオが引き留めた。

「待って、ジョン！　ジョンスミスなんでしょ」

　──そうだ、あの少年は別れたリリオの恋人だ！

「悪い、リリオ。詳しい話はまた今度な」

　黒髪の少年──ジョンスミスがリリオの髪をくしゃりと撫なでた。

「あんまり無茶するんじゃねぇぞ」

　彼は小さく微笑ほほえむと、リリオの手を離して魔法戦士達の後を追った。

「生きてるヤツは返事をしろ！　瓦礫の下の仲間を助けるぞ！」

　瓦礫の向こうから、リーロ副隊長の声が聞こえてきた。

　方々から、姿の見えない仲間達の返事があがる。

　どうやら、私達は助かったらしい。

　この奇跡のような幸運がなかったら、私達も他ほかの者のように戦場に屍しかばねを晒さらしていただろう。

　──強くなりたい。

　せめて、魔族と対等に戦えるくらい。

　死んでいった仲間達の分まで、私達は強くなります。




　今度は、私達が奇跡を起こす側に立つのです！







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一二巻をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　今回は久々にページが少ないので、本作の見所を手短に語りましょう。

　前巻で魔族の企みを阻止したサトゥー達は、ようやく本来の修行タイムへと戻り、いよいよ「階層の主フロア・マスター」へと挑むための準備を整えていきます。

　その準備の中で懐かしい人々と再会しつつ、新武装や新技を得て強敵と戦う事に……。

　もちろん、ほのぼのシーンや人助けもいつも通り。ＷＥＢをベースにしつつも新しいエピソードを加えて再構成し、さらに巻末には懐かしのあの人達が活躍する短編が二本追加されております。

　また、アニメはいよいよ来月から放送ですので、お楽しみに！

　では恒例の謝辞を！　担当のＡさんとＩ氏、そしてＳｈｒｉさん、その他この本の出版や流通、販売、メディアミックスに関わる全ての方に感謝を！

　そして読者の皆様。本作品を最後まで読んで下さって、ありがとうございます！

　では次巻、書き下ろしの中編や各種短編を収録したＥＸ巻でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～　電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：風花　風花）
















　元社畜のアリヒトが、転生先で就いたのは、正体不明の職業『後衛』。だがそれは、攻撃＆防御支援、回復もこなせる万能の職業だった！

　そんなアリヒトの元には、転生前の美人上司（年下）、ミステリアスな亜人の傭兵少女、そしてワケありの高レベル美少女剣士と個性的な女性メンバーが次々と集いはじめる。

　さらに『後衛』には、相手の後ろにいるだけで好感度を上昇させる能力があることが判明し──!?

　最強の見守り系支援職の冒険譚、開幕！








プロローグ　転生者の行列









　気がつくと、長く暗いトンネルの途中で、老若男女の行列に並んでいた。

　俺は確か、会社で企画された夜行バスでのスキー旅行に参加することにして、バスに乗り込んだあとは朝まで眠ろうとして目を閉じたはずだった。バスから降りる過程が記憶になく、いきなり別の場所にいるこの状況──どうも、芳しくない。

　列に並んでいる誰かの声が聞こえる。「マジかよ」「どうにかして生き返らせろよ」とか何とか。それに対応しているのは、前方に見える、列を案内している女性だ。慣れているようで、流れ作業のようにして列を進めている。

（バスが事故ったってことか……？　この列にいるやつはみんな死んだのか）

　この行列の先は天国なのだろうか。死後の世界が本当にあるというなら、死ぬことが消滅を意味するわけではないということで、喜ばしくはある。俺もまだ死ぬと思っていなかったし、未練は結構あるからだ。

　しかしこのトンネルの先は地獄かもしれないので、油断はできない。

　夢オチという可能性もあるし、そこまでシリアスなことを考えるには早いかもしれないのだが、列には一緒に来た同僚の姿が見当たらない。

「もうすぐ俺結婚するんだ」とフラグを立てていた彼が生き残ったのならば、俗に言う死亡フラグというのもさして効力がないということだろう。喜ばしいことだが、雪山で事故を起こしたとしたら、救助されるまではどう考えても過酷なので、凍傷などを起こさないようにと祈る。

　旅行に参加した他の社員のうち何人かは、俺と同じくこの行列に並んでしまっている。列を離れて移動しようとしてもなぜか足が動かず、前に進むことしかできないので、誰がいるかを確かめることはできないのだが。

（あれは……い、五十嵐いがらし課長もか。あの人まで死んじまったのか……）

　俺にとっては天敵とも言える、会社の女性上司らしき背中が、結構先に見えている。あの少しブラウンがかった艶つやのあるロングヘアは、間違いなくそうだ。

　二十九歳の俺より四つ年下なのだが、すでにキャリアウーマンの風格を持つエリートで、彼女の気の強さを知らずに好意を抱いて心をバキバキに折られる男性社員は少なくなかった。俺はそんな五十嵐課長の直属の部下であり、彼女には全く頭が上がらなかった。

　しかしさすがの彼女もこの状況には抗えないらしく、おとなしく並んでいた。背中からも感じる威圧感というか、オーラは完全には消えていないが。

　考えているうちに、目の前に並んでいた高校生くらいの女の子が、先に案内人らしき人物から何かを受取り、前方の光が指す方向へと歩いていった。

　その女の子はバスに乗るときに容姿が見えたのだが、黒髪ぱっつんでなかなか見ないくらいに大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う姿をしていた。彼女も友人と一緒にバスに乗っていたが、もう一人はギャルっぽい雰囲気で──と、今は思い出している場合ではない。

　目の前には、ゲームに出てきそうなファンタジーっぽい服装をした女性が立っている。肩に届くくらいの長さの髪は紫色でどうも地毛らしく、半はん袖そでのシャツにキュロットというラフな格好だが、デザインがまず日本で見るようなものではない。ベレー帽のような帽子を被っているが、それもよく見ると複雑な紋様が描かれていて、いかにも魔法使いらしく見える。

　彼女は行列に並んでいる人々に何かを渡して、この先に送り出していた。たれ目でおっとりしていそうに見えるが、話し方ははきはきとしていて小気味がいい。

「次の方どうぞ。はい、これを持っていってください。向こうに行ったら、まずギルドに行って職業を決定してくださいね。寄り道してもいいことはないですよ」

「ギルド？　待ってくれ、この先って一体どうなってるんだ」

「この先は『迷宮国』です。あなたたちの魂は、迷宮国に引き取られて転生することになりました。他の転生先は選べませんので、あしからず」

　他にも聞きたいことはあったが、今はそれ以上説明してもらえないらしい。

「あなた方は、これから迷宮国で『探索者』として新たな人生を送ることになります。私も転生案内をする時以外は、あちらの町に住んでいますので。もし縁があれば、もう一度お会いすることもあるかもしれませんね」

　神様とか天使とか、そういうものでもないのだろうか。何か特別な力は持っていそうだが、それも含めて今はお預けだ。

　俺は案内嬢から、紙幣よりも一回り大きく、革のような素材でできた頑丈そうな札をもらい、前方の光を目指して進んでいった。








第一章　探索者生活の始まり










一　迷宮国






『迷宮国』は、迷宮を探索する者と、彼らを支援する者だけが暮らす国だという。

　つまり、全てが迷宮を中心に回っている。迷宮への入り口は町に何箇所もあり、中に現れる魔物などから難易度がつけられ、ランク分けをされている。

　今回、俺と一緒に集団転生した人数は三十人程度らしい。この規模の事故だと相当なニュースになっているだろうが、俺は天涯孤独というやつなので、残してきた家族を悲しませるとかそういうことがないのは救いだ。

　知人たちが悲しんでくれているかもしれないが、葬式などで世話をかけるのは申し訳ないと思うものの、くよくよしていても仕方がない。俺はこれから、この世界でいかに生きていくかを考えねばならない。

　俺たちはあのトンネルから迷宮国のいろんな場所に出たようだが、指示通りギルドを目指して集まってきたので、改めて出会った彼らから情報収集をしていろいろと分かった。

　転生する時に、一方的に案内人から『探索者』となれと言われたが、俺たち転生者はその指示には抗えないらしく、ギルドに行かずに逃げ出そうという発想は生まれなかった。

　どうも、この迷宮国では、転生したらまず『探索者』となる以外にないらしい。理不尽な話だと思いはするが、そんなに悪い話でもないかもしれないと、個人的には楽観している。

　俺が出たのはギルドの近くの広場で、特に迷うこともなく来られたのだが、一番乗りというわけではない。周辺でもひときわ大きく目立つギルドの建物に入ると、すでに『探索者』として登録を済ませ、冒険に出ていく人もいた。

「おい、新入りだろ？　単独なら星一つの初級迷宮以外は入るなよ。星二つ以上の迷宮に入ったら即死するぞ」

「そ、即死って。いくらなんでもそんな……」

　三十代くらいの働き盛りの男性が、ギルドの先輩方に声をかけられている。内容からするとまっとうな忠告のようなので、新入りに厳しい環境でもないらしい。

「ゴブリンの矢なんかで死にたくねえだろ？　あいつらはほぼこっちに敵対してくるから、問答無用で撃ってくるぞ。雑菌の繁殖した糞ふん尿にようの矢を食らったらそれで終わりだ。初級探索者ノービスなんざ、抽出した毒を使うまでもないだろうさ」

「ひぃっ……わ、分かりました。初級迷宮に……」

「いいだろう。一日目の稼ぎはあらかた貰もらうが、案内してやってもいいぜ。心配するな、多少は分配してやる」

「あ、ありがとうございます！」

　どこまでが善意か分からないが、新参者を案内することを生業としている探索者もいるのだろうか。彼が生き残ることを祈りつつ、俺はふと思いつく。

　転生者全員、あるいは元同じ会社の社員同士でパーティを組んで潜ればいいのではないか──しかし、すでに経験のある探索者と組んだ方がいいと考える者も多いようで、次々と初心者を歓迎しているパーティに誘われ、組み込まれていってしまう。

　まだ誘われていない人の中に、転生者の行列で俺の前に並んでいた少女もいた。一緒に居た友達とおぼしき少女とは一緒ではないようだ──と思ったら、その子は他のパーティに入っていた。

　友達を置いていくというのもどうなのだろうと思うが、黒髪の子は特に動揺している様子はないので、ギャルっぽい子の行動については予想していたのだろうと思われる。

　俺も早いうちにパーティに入るか、仲間を見つけて安心したい。同じ世界から来た者同士、一緒に頑張ろうじゃないかと黒髪の子を誘えるものなら誘いたかったが、そう上手くはいかなかった。

「スズナ＝シロミヤ様、ご記入ありがとうございます。あなたの希望する職業は……『巫み女こ』ですね。おめでとうございます、能力の適性を判断し、受理されました」

「あ、ありがとうございます……」

（スズナ……どういう漢字だろう）

　ギルドの登録受付に、先ほど渡された札を持っていき、そこで希望する職業を札に書き込む。適性があれば書いた職業に就くことができると、そういうことらしい。

　そして『巫女』の職業に就いた少女に、颯さつ爽そうと近づいていくのは、同じような年代の少女剣士だった。銀色の胸当てなどの防具の下に青い鎧下ギヤンベゾンを身につけている。

　きらめく金色の髪を後ろで一つに束ね、切れ長の瞳ひとみは涼やかで、遠目にも惹ひきつけられるものがある。行き交う冒険者も雑談を止めて、彼女の一挙手一投足に見入っていた。

「……ちょっといい？」

「あっ、は、はい……何でしょうか。私、この町に来たばかりで……」

「知ってる。ここで登録をしてるっていうことは、転生したばかりの初心者っていうことだから」

　黒髪の子──スズナは声をかけられて緊張している様子だった。金髪の少女剣士は声こそ小さいが、にわかに静まった空間には彼女の声がよく通る。

「私、後衛の人を探していて……前衛としてはあまり良くない部分があって、初心者の人が組むにはやりにくいと思うんだけど……で、でも、パーティに入ってくれたら、レベルはすぐに上がると思うから……」

　少女剣士は軽装ではあるが、要所に装甲のついた鎧と簡単には手に入らなさそうな長剣を腰に帯びており、かなりの熟練者に見える。しかし、どういったわけかパーティを組む相手がいないらしく、必死でスズナを説得していた。

「エリーティアがまた勧誘してるぜ。今度は何日持つだろうな」

「幾ら強くたって、『あれ』がある限り、誰と組んだって一緒なのにな。まあどうしてもって言うなら組んでやらなくもねえが」

「よせよ、身体がいくつあっても足りないぜ。遊びで手を出すもんじゃねえ」

　男たちは下卑た笑い声を上げる。エリーティアと呼ばれた少女は、それを聞いても無視しているようだった──しかし目を伏せて、その拳こぶしはきつく握られている。

　彼女はどうやら、ギルドでは有名人のようだ。強い美少女剣士なんて引く手あまただと思うのだが、そうはならない理由があるらしい。

　スズナはどうするのだろうと思って見ていると、彼女は周囲の陰口に気づいているようだが、目を伏せているエリーティアに手を差し出し、握りしめられたままの彼女の手を包みこんだ。

「こちらこそよろしくお願いします。未熟者ですが、後衛が務まるように頑張りますね」

「っ……ほ、本当に、いいの……？」

「本当は友達と行動しようとしていたんですけど、彼女が別の人のところに行ってしまって……だから、すごく心強いです。『良くない部分』というのがあるんだとしても、ぜひパーティに入れてもらいたいです」

「……ありがとう。私の名前は、エリーティア＝セントレイル。あなたは？」

「私は白しろ宮みや……いえ、スズナ＝シロミヤです」

　二人は意気投合し、連れ立ってギルドを出ていった。まだニヤついて見送っている人たちがいるが、そんなにエリーティアの抱えている『あれ』というのは深刻なのだろうか。

　気になるが、今は自分の職業決定が先決だ。登録カウンターに目を向けると、他の転生者の男性が、何やら揉もめているところだった。

「申し訳ありません、あなたには『聖騎士』の適性はないようです。見たところ『戦士』『盗賊』『格闘家』の素養があるようですが……」

「俺はもっと勇者っぽい職業に就きたいんだよ！　いいから黙って転職させろ！」

　見るからにごつい体型の声が大きい男が、受付嬢に食い下がっている。

　しかし受付嬢への恫どう喝かつと受け取られたのか、あれよと言う間に武装した兵士のような人々がやってきて、彼を取り押さえてしまった。

「うわっ、な、何すんだよ！　離せ、こんなことしてただで済むと思って……っ」

「残念ですが、お客様の行為は迷宮国において恫喝と判断されます。『カルマ』が上昇しましたので、ゼロになるまで投獄させていただきますね」

「なっ……や、やめろぉ！　離してくれっ、謝るっ、今のは謝るっ……うぁぁーっ！」

　時を同じくして転生した同士と言えなくもないが、今は反面教師として、ギルド内では秩序立った行動をすべきだと自分に言い聞かせる。彼もカルマというのがゼロになれば牢ろうから出されるのだろうから、取り返しのつかない事態ということもないだろう。

　とりあえず、職業決定を無事に終え、のんびりやっていく態勢を整えたい。迷宮を遮二無二攻略するか、この世界で安住の地を得るかは、まず生活基盤を安定させてから考えるべきだろう。





二　ギルドの受付嬢と元上司






「お客様、未登録の札をお持ちですね。探索者として登録を済ませなければ、迷宮に入ることはできない決まりになっております」

「あ、ああ……すみません、ちょっと騒ぎに気を取られてました」

　さっきスズナを『巫女』として受理した受付嬢が、俺に声をかけてくる。

　彼女は異世界らしく緑色っぽい髪をしており、眼鏡をかけていて、泣きぼくろも搭載し、色気というものをこれでもかと詰め込んだふうな妙齢の女性だった。

　そして──どうしても目が行ってしまうほど、胸が大きい。受付嬢の制服をいっぱいに張り詰めさせたそれに、思わず目を留めてしまった。

「あ……駄目ですよ、お客様。異世界の服装は露出が大きく見えるかもしれませんが、一点を注視するのは、関係性次第ではカルマが上昇する行為です。適度に視線を動かしてくださいね」

「っ……し、失礼しました」

「ふふっ……お客様、とても腰が低い方ですね。先程から謝ってばかりですが、私はかみついたりしませんから、肩の力を抜いて楽にしてください」

　手振りを交えて、受付嬢さんは俺の緊張を解こうとしてくれる──その優しさが胸にしみる。

　俺はどんな髪型にも魅力があると思っているが、アップにした髪型には比較的弱いので、正直受付嬢さんのような女性はタイプというか、しっかり意識してしまう対象だった。

「申し遅れました、私はルイーザ＝ファルメルと言いまして、今回の登録担当官であり、あなたが初級探索者ノービスの間、色々なことの相談窓口も務めさせていただきます。別の方をご指名されることもできますが、このまま手続きを進めてもよろしいですか？」

「は、はい……って、いつまでも緊張してるのも何ですかね。ぜひこのままお願いします」

　転生前は他社と連携して仕事をすることも多く、相手次第では早く打ち解けた方がやりとりがスムーズになった。ビジネスにおける関係は馴なれ合あいになってもいけないし、かといって形式張りすぎても支障を来たすことが──と考えたところで。

「痛っ……」

「お、お客様？　ああっ、転生されたばかりで記憶の混乱があるのですね。急にたくさん話しかけてしまってすみません、治癒師ヒーラーに診ていただきますか？」

「ああいや、大丈夫です。ちょっと頭痛がしただけですから」

　そう言いつつも、俺はあまりいい気分のしないことを思い出してしまっていた。

　去年の春に配置換えがあり、俺はウェブコンテンツ制作課から、メディア戦略課に移された。

　課が変わったとはいえ、仕事が降りてくる経路が変わっただけで、変わらずウェブサイトの制作を行うと聞いていたのだが、それだけではなく、会社でのキャリアも長い方だからということで、中間管理職の補佐を業務として行うことになった。

　それで補佐することになったのが、新設された『メディア戦略二課』課長の五十嵐課長だった。五十嵐課長は当時二十四歳で、最年少で課長に就任した、いわば超エリートと言える存在だった。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん。歩く姿は──と表現するしかない、一般人の中に混じっている芸能人クラスの際立った美女。それもグラビアアイドルに匹敵するスタイルの持ち主となると、俺も最初は変な期待をしてしまったものだったが、顔合わせから半日する頃には、俺はもう五十嵐さんを『年下の美人課長』ではなく『人使いの荒い上司』として認識していた。

　配置換えをしてからも、俺は会社都合で前の部署の仕事を兼任していたのだが、課長補佐としての仕事はそれを考慮されることなく始まってしまったため、俺は他の社員二人分の仕事をすることになった。給料が上がるわけでもないというのにだ。

　基本は課長補佐として働き、手が空いたら前の部署の残務を消化するという方向で考えたのだが、そう甘くはなかった。五十嵐課長の猪突猛進というか、チャンスがあったら絶対に逃さないという姿勢は、補佐である俺の仕事を雪だるま式に増やした。『データを集めてほしい』とか、『会議の資料を作ってほしい』というのは必要な仕事ではあるが、何日もダブルヘッダーの会議などが続いては、こちらもキャパシティの限界に挑戦するかのごとく、フル回転せざるを得ない──おかげで日中は課長補佐に専念するしかなく、必然的に前部署の仕事は残業に回された。

　これといった野心もなく、日々ルーチンワークに近い仕事でも楽しむことができた俺には、常に新しいことをしようとする五十嵐課長の考え方は真似できないものだった。しかし課長はどうも俺にも自分と同じような野心があると思っていたらしく、こんなことを言うのである。

『後あと部べくんくらいできる人なら、私のところで補佐として実績を積めば昇進できるわよ』

　それを無茶振りと受け取るか、上司の熱い期待と受け取るかで天と地の差がある。俺も俺で、仕事がパンクしているので無理を言わないでくださいとなかなか言えずにいた。

　別部署の同期からは、課長に気に入られてるんじゃないかと冗談交じりで言われたが、そう思えるほど余裕はなかった。いや、気に入られているのかもしれないが、それは『課長補佐』という俺の立場が、手足のように使いやすいという意味としか思えなかった。

　そして俺は忙しさのあまり、昇進に必要な資格を取るための勉強時間も取れなかったわけだが──それを五十嵐課長に言わずにいたら、こんなことを言われた。

『後部くんが昇進せずにいてくれたら、当分は私の補佐をしてもらえるわね』と。

　彼女は悪気がない性格なのだ、と思った。そうでも思わないとやっていられなかった。

　しかし、これだけ鬱うつ々うつとした社畜生活を思い返して、はたと気がつく。

　こうやって異世界に来てしまえば、苦手な上司の下につく必要もなくなり、会社のしがらみから解放される。そう思うと、急に心と身体が軽くなっていくように感じた。

「良かった、元気が出てきたみたいですね」

「はい、お陰さまで。それで、登録ってどうすればいいですか？」

「ではそちらの椅子にお掛けになってください。お客様の『探索者の札』には、未記入の職業欄があると思います。そちらに、自分で適性があると思う職業、あるいは就いてみたいと思う職業名を書いてみてください」

「なるほど。決まった職業から選ぶわけじゃないんですね」

「転生者の方々は、様々な経歴をお持ちですから。中には私たちが把握していない職業に就かれる方もいらっしゃいます。彼らは職業公開を希望されませんでしたので、今お伝えすることはできないのですが」

　つまりスズナは『巫女』になったことを公開してもよいと考えたので、俺やエリーティアにも話が聞こえたのだろう。

　登録の時点で、すでに周囲との競争が始まっている──俺はそう理解する。

　なぜ迷宮を探索しなくてはならないか、それは探索に行く前にでも説明を受けるとして、この世界では探索者とその周辺の人々で全てが成り立っているのだから、探索者として役割を果たすことで相応の報酬が得られると考えられる。

　ここで需要のある職業を選べるかどうかで、滑り出しの良し悪しが変わってくる。しかし俺はこれといって特殊な経歴を持ってるわけじゃないし、転生前は広告代理店のプランナーというやつで、企画書やプレゼン資料を作ったり、ＤＴＰが多少できるというくらいしかスキルがない。あとは入社時に多少プラスに働いたという英会話か。

　ルイーザさんは俺を急かすことなく、他のカウンターで別の転生者への対応を始める。人生を決定するようなものだから、たっぷり時間を与えてくれるようだ。

　だが俺も一刻も早く職業を選び、探索に挑戦してみたいという気持ちがある。俺以外の転生者は、こうしているうちにも次のステップへ進んでいるのだ。

「ねえ。後部くん、どの職業を選んだの？」

「っ……げっ、五十嵐課長！」

「ちょ、ちょっと……『げっ』て何よ。せっかく知ってる顔を見つけたから、声をかけたのに」

　振り返ると、そこにはブラウンの髪をゆるく巻いた、いかにも勝ち気そうな女性がいた。

　五十嵐いがらし鏡きよう花か──転生者の行列で後ろ姿を見て警戒していたのに、ここで声をかけられるとは思わず、つい声を上げてしまった。

　彼女は社員割引の効くスキーツアーに、俺と一緒に──といっても同行していたわけではないが──参加していて、俺と同様にバス事故に遭ったと考えられる。

「何をじっと見てるのよ……転生のショックで私の顔を忘れたとか、そういうこと？」

「い、いや、そういうわけじゃないんですが……五十嵐課長だな、と思って」

「はあ？　やっぱりショックで動揺してるんじゃないの」

　俺たちは迷宮国に来ても、転生前の服装を引き継いでいるので、五十嵐課長も見たことのある服を着ていた。それがまた、雑誌のモデルでもそのまま務まりそうなほどよく似合っている。

　俗に縦セーターと呼ばれる暖色のニットに、タイトスカート。防寒対策で厚手のタイツを穿はいてはいるが、社内で見る姿とそこまで変わらない。そのプロポーションも相変わらずだが、見とれたりすれば、舌ぜつ鋒ぽう鋭く人間性を否定されることだろう。

　──ともあれ、俺の鬼上司がいつもと同じ姿で現れたわけで。俺は情けなくも冷や汗をかき、まだ何も言われていないのにタジタジになってしまう。

「聞こえてなかったみたいだからもう一回聞くけど。後部くんは、どんな職業を選んだの？　ウェブサイトの制作者とかじゃないわよね」

「い、いや、さすがにそれは異世界じゃあまり役に立ちそうにない肩書きですから。まだ、何を選ぼうか考えてるところです」

「そんな優柔不断なこと言ってないで、早く決めちゃえばいいのに。そうしたら、私と組めるかどうか検討してあげられるしね」

　ものには言い方というものがあって、五十嵐課長は俺とパーティを組まなくもないと言ってくれているのかもしれないが、とても素直に喜べるものではない。

「全く、何でこんなことになっちゃったのよ……私たちは全員、一度は死んじゃったのよね」

「バスが事故を起こして、生存者以外は全員転生したんじゃないかと……」

「じゃあうちの課が全滅ってことじゃないわけね。残ってる人たちで上手くやってくれればいいんだけど……まあ、そんなこと気にしてる場合でもないけどね。とりあえずバスの運転手もこっちにいるなら、ひとこと言わないと気がすまないわ」

「大変なことになりましたね。課長も頑張ってください」

　早く逃げたくて言うが、きつい睨にらみが返ってきた。女性に冷たくされて喜ぶほうではないので、正直辛いものがある。

「後部くんこそ、自分の心配をしなさいよ。この世界の迷宮って怪物が出るんでしょう。ちゃんとした職業を選ばないとやっていけないわよ」

「は、はい。なんとか選んでみます」

　今度は無難な答えを返したつもりが、五十嵐課長はまだ機嫌が芳しくない。

「なんとかじゃなくて、私が頼りにするような職業を選ぶとか、そう言ってくれたら……」

「えっ……五十嵐課長、今なんて言ったんですか？」

「っ……な、何でもないわよ。じゃ、じゃあ、またどこかで。目覚めが悪くなるから、無理しないで生きてなさいよ」

「は、はい。何とかやってみます……あ、課長！」

「こっちに来たら課長じゃないんだけど、後部くんに名前で呼ばれたりしたら……それはちょっとびっくりするわね。まあそれはいいわ。なに？」

「え、えーと……よかったら、課長の職業を教えてもらえませんか」

　彼女の性格を考えると、手の内を明かすことはしないどころか、いきなり「何様のつもり？」と怒ってきても仕方ない──そう思ったのだが。

「私の職業を聞いて、参考にしたいっていうこと？」

　思ったよりも、課長の反応は柔らかいものだった。しかしこれから地雷を踏むかもしれないので、慎重に言葉を選ばなければならない。

「そ、そうですね。俺もどんな職業を選べばいいのか、迷ってるところなので」

「まあ、それは見てたから分かるけど。私と同じようなのじゃなくて、役割分担をしたほうがいいしね。戦士系でかぶっちゃった、とかだと困るでしょう」

「戦士の集団でパーティを組んでも強い気はしますけど……」

「私の意見が間違ってるっていうの？」

「えっ……い、いや、そんなことは全くないんですが」

　ピリピリしているというか、俺はそもそも女性慣れしていないので、何が地雷になるか全く見当がつかなかったりする。相性が合わないといえばそれまでだが。

（ん……今五十嵐さん、役割分担って言ったよな。それは、俺とパーティを組もうと思ってくれてるってことだったりは……）

「私の職業だけど、『ヴァルキリー』っていうのにしたわ。剣と槍やりが使えて、精霊魔法もある程度使えるみたい」

「ま、マジですか……何かすごい職業に就きましたね」

「思いついたから書いてみただけよ。色々できそうな職業にしないと、生き残るのは難しくなると思って。参考になった？」

「はい、ありがとうございます。パーティを組んだ時に役割分担ができそうで、色々こなせそうな感じの職業を選んでみます」

「……それだけ？」

「そ、そうですね、ヴァルキリーは女性向けだと思うので、俺はそれ以外で……」

　話しているうちにも、五十嵐さんは腕を組んだまま、イライラした様子で人差し指をトントンと動かしている。俺は頭をフル回転させるが、何がベストの答えなのか、皆目見当がつかない。

「その、俺もできるだけ生き残って、また五十嵐さんと元気で会えたらなと……」

「ああっ、もう……どうしてこの話の流れで気づかないのよ」

「えっ……五十嵐さん、今何か……」

　尋ねかけたところで、五十嵐さんはこちらを睨んでくる──この目にはからきし弱い。美人に睨まれるというのがご褒美という性質が、俺に少しでもあればよかったのだが。

「何でもないわ。そうね、また元気で会えるといいわね。私はそのあたりで、入れそうなパーティを探してくるわ」

「は、はい。俺も、何とか探してみます。五十嵐さんも気をつけて」

　同じ転生者であることだし、前世のしがらみを気にするよりも、課長の無事を祈る。俺も、人のことばかりを心配してはいられないが。

　そんなことを考えていると、五十嵐さんがすたすたと戻ってきた。どうやら言いそびれたことがあるようだが、顔が怒っているので身構えてしまう。

「……覚えてなさいよ。次に会う時に、惜しかったって言っても遅いんだから」

「え……い、五十嵐さんっ……！」

　次は振り返ることなく、五十嵐さんはずんずんと突き進んで、ギルドから出ていってしまう。入れそうなパーティを探すと言っていたが、迷宮に行く途上で見つけるつもりだろうか。

（もし一人で迷宮に入るようなことがあったら……いや、心配ではあるけど、俺から同行を申し出るのはちょっとな……まあ、彼女なら大丈夫だよな）

　会社という組織から自由になっても、上司との上下関係に束縛されるというのは厳しいものがある。やっと自由になれたというのに、転生前と同じ状況になっては元も子もない。

　しかし、そういったしがらみを離れられるのなら。俺にとって『ヴァルキリー』であり、気丈な性格である五十嵐さんは、可能なら組みたいと言える人物ではあった。





三　職業選択






「前の世界での上司さんですか？　大変そうでしたね」

　朗らかに微笑みつつ、俺を気遣ってくれるルイーザさん。このギルドを訪れる探索者の全員に温かく対応しているのだろうが、それでも癒される。

　俺のモテ期は幼少までで終わっており、委員会や仕事以外では女性と接する機会のない人生だった。そんなわけで、少し優しくされるだけでも幸せになってしまうのである──我ながらちょろいと思うが。

「でも、この迷宮国に来たからには、探索者としての実績次第では見返すこともできますよ。そのためにも、後悔のない職業選択をしたいですね」

　実績さえ出せば、あの課長も少しは見直してくれるだろうか。






















　この続きは現在配信中の『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』にてお楽しみください


(C)Towa, Huuka Kazabana 2017
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